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　　　１




　──まさか、こんな時が来るなんて。

　レベル16細剣使いフエンサーアスナは、愛剣《シバルリック・レイピア＋５》を正中線に構えながら、そんなことを考えた。

　正面五メートル先には、黒髪に黒コートの直剣使いソードマンが、同じように右手で剣を構えている。力みの抜けた立ち姿だが、鋭するどい剣けん尖せんはわずかにも揺れず、アスナの視線を吸い込もうとするかのように冷たく煌きらめいている。

　二人が向かい合っているのは、苔こけむした古代の遺い構こうに囲まれた四角い広場だ。周囲は静まり返っていて、プレイヤーやモンスターの気配はない。浮遊城の外周部から届く残光は弱々しく、青紫色の夕ゆう闇やみが刻一刻と深みを増していく。

　仮想体アバターの死が現実の死となるデスゲーム、《ソードアート・オンライン》の正式サービスが開始されてから、今日で早くも五十と二日が経過する。現実世界の暦こよみでは、二〇二二年十二月二十八日。あと四日経たてば、新しい年が訪れる。もちろん、それまで生き延びていられれば、だが。

　──来年まで、生き延びる。

　そんなことを考えるようになるなんて、初めてフィールドに出た頃は思いもしなかった。店売りのレイピアを、メンテもせず──実際にはそれができるということすら知らなかった──使い捨てにしながらモンスターと闇雲に戦い続け、いつか力尽きて死ぬならそれでもいい……いや、そうやって全てを終わりにしてしまいたい、とさえ考えていた。

　しかし、その緩かん慢まんな自デ己ス破ト壊ル衝ド動ーは、いつしかアスナの中から消え去ってしまった。

　未来に明確な希望を抱けるようになったわけではない。いつかデスゲームがクリアされて、現実世界に戻れるという確信もまだ持てない。しかし、今日を生きて新しい明日を見たい……このフロアを戦い抜いて、次のフロアに辿たどり着きたい。そんな気持ちは、いまのアスナの中には確かに存在する。

　その変化をもたらしたのは、間違いなく、眼前で長剣を構える黒髪の少年だ。

　彼はアスナにゲームシステムに関する膨ぼう大だいな知識を伝え、数多くの危機から救ってくれた。それだけではない……誰もが恐怖と重圧に押し潰つぶされるであろうこの状況で飄ひよう々ひようとした態度を保ち、笑うこと、楽しむことを忘れず、時には愉快なヘマやドジを繰くり出して、アスナの心を軽くしてくれた。攻略パートナーとしていつも傍そばに居続けて、明日を目指すための希望を与えてくれたのだ。

　しかし、いまアスナと対たい峙じするレベル17ソードマン・キリトの黒い瞳ひとみには、冷たく鋭えい利りな光だけが宿っている。そこに甘さや剽ひよう軽きんさは欠片かけらも見いだせない。右手の剣と精神を一体化させ、アスナの挙動に最速で反応することだけを考えている者の視線。

　昨日──十二月二十七日の夕方、アインクラッド第四層と第五層を繫つなぐ往おう還かん階段を上りながら、アスナはキリトに訊たずねた。

　──あなたは、いつまで、わたしと一緒にいるの？

　何か明確な言葉を求めて発した問いではない。もしかしたら、三層や四層で出会ったダークエルフたち……騎き士しキズメルや城主ヨフィリスといった、ＮＰＣでありながら、ある意味ではプレイヤーよりも深い絆きずなを感じさせる剣士たちとの別れがそう言わせたのかもしれなかった。

　キリトは、しばしアスナの眼めを覗のぞき込むようにしてから、軽く肩をすくめ、いつもの飄ひよう然ぜんとした口調で答えた。

　──君が充分に強くなって、俺が必要なくなる時まで。

　いかにも彼らしい、情緒を排した実際的な返事だったが、それでもアスナは心を塞ふさぐ重みがいくらか取り除かれるのを感じた。次の第五層でも、恐らくその次でも、パートナーとして肩を並べ、背中を合わせて戦い続けるのだろうと思ったし、認めたくはないがそう思えることが嬉うれしかった。

　それなのに──。

「…………動かないなら、こっちから行くぞ」

　アスナの胸中の揺れを見抜いたかのように、突然キリトが抑揚の薄うすい声を発した。

　右手に握られた長剣が、ゆるりと動き始める。消え去る寸前の夕ゆう陽ひが、まるで一滴の鮮血のように赤々とエッジを滑すべる。

　一層からキリトが使い続けた《アニール・ブレード＋８》は、四層での森エルフ白騎士との戦いでとうとう砕けてしまい、代わりに彼はその騎士が落としていった《エルブン・スタウト・ソード》を装備している。エルフ製の武器らしく鍔つばや柄つかには精妙な細工が施ほどこしてあるが決して華美ではなく、磨みがき抜かれた鋼はがねの刀身は夕ゆう闇やみの底でも冴さえ冴ざえとした輝きを放つ。

　実際、数値的なスペックも、無強化状態でアニール＋８に迫るほどのものらしい。つまり、斬ざん撃げきを受ける、あるいは躱かわすことができなければ、アスナのＨＰ──可視化された命は激はげしく減少するということだ。

　しかし、同じことはキリトにも言える。

　アスナが右手で握っているシバルリック・レイピアは、第三層のダークエルフ野営地にいるＮＰＣ鍛か冶じ職人が鍛きたえた業わざ物ものだ。キリトいわくイレギュラー的に高いスペックを持っていて、手数重視の刺突剣でありながら、一撃の威力でも大方の片手剣を上回る。仮に、いまアスナが習得している最強のソードスキル、《トライアンギュラー》三連撃がクリーンヒットすれば、キリトのＨＰをどれだけ減らしてしまうのか見当もつかない。

　どちらかの剣がどちらかの体を切り裂く瞬しゆん間かんを思い描くだけで、視野が狭まっていく。呼吸が浅くなる。両足でしっかり踏ふみ締しめているはずの、石畳の感覚が遠ざかる。

　これまで、数え切れないほどのモンスターと戦ってきた。非人間型の獣けものやら虫だけではない。第四層のヨフェル城攻防戦では、見た目はプレイヤーと何ら変わらない森エルフの兵士たちと激はげしく剣を交えもしたのだ。その時も、ここまでの恐怖は感じなかった。

　──同じプレイヤー相手の戦せん闘とうが、こんなにも《違う》なんて。

　──それとも、もしかしたら、相手がキリト君だから……？

　そう考えた瞬しゆん間かん、右手で構えるシバルリック・レイピアの切きっ先さきがわずかに揺らいだ。その隙すきを見逃さず、キリトがぐっと左足を一歩前に出した。

　いつの間にか、エルフ製の長剣は上段にぴたりと構えられている。あそこから繰くり出されるのは、深く踏ふみ込んでの通常技か……それとも跳ちよう躍やく系のソードスキルか。それを先読みして、的確に対応しなくてはならない。しかし、レイピアの震えは止まらない。

「…………だ」

　自分でも気付かぬうちに、わずかに開いた唇から掠かすれ声ごえが零こぼれていた。

「…………やだ。こんなの、嫌いや」

　言うことを聞かない右腕を左手で摑つかみ、ぐいっと下に降ろす。視線もキリトの顔から外し、藍あい色に染まる石畳に据える。

　余りにも子供っぽい態度だという自覚はあったし、これでキリトが剣を引くという確信もなかった。しかしアスナは、頑かたくなに下を向き続けた。

　やがて、ブーツの底がざりっと石畳を擦こする音が聞こえた。

　続いて、剣が空気を切る音。更に、ちん、と軽やかな金属音。

　上うわ目め遣づかいに見やると、長剣を背中の鞘さやに収めたキリトが、やれやれとばかりに両手を広げたところだった。

「……嫌って言われてもなあ……」

　苦笑し、視界上部に表示されているデュエルの残り時間を確かめながら、先を続ける。

「──対Ｐ人ｖ戦Ｐのレクチャーをしてくれって言ったのは、アスナじゃないか」




　五分後。

　さっきまで決闘の場だった遺い構こう広場の片かた隅すみに小さな焚たき火びを起こしたキリトは、ストレージから金属製のケトルを取り出すと、お湯を沸かし始めた。

　少々驚おどろかされたのは、燃やすための薪たきぎまでもがストレージから出てきたことで、アスナは呆あきれつつも問い質ただした。

「そんな木の枝、いつの間に拾ったのよ？」

「ん？　ああ、三層と四層にいる間にちょこちょこ、な」

　なぜか得意そうにそう答え、火のついた薪を一本持ち上げてみせる。

「ほら、火の色が普通の薪とちょっと違うだろ？」

　言われてみれば、枝の先せん端たんで揺れる炎は、少しばかり緑がかっている気がする。

「コイツは《フォッシルウッドの枝》っていう採取アイテムで、普通の枯かれ枝えだよりずっと長く燃えるんだ。下の層で、移動中に見つけたら拾ってたのさ。なにせ……」

　そこで少し言葉を切り、広場の周りを取り囲む石造りの遺い構こうを枝で指し示す。

「この五層は《遺跡の層》。森が極端に少なくて、薪たきぎを拾うのも一苦労だからな」

「ふうん……。──教えといてくれれば、わたしもソレ、拾ったのに」

　アスナがそう答えると、キリトは懐かい疑ぎ的な笑みを向けてくる。

「そぉーかなぁ～。このフォッシルウッドは、じめじめした地面にちょっと埋まってる状態でしか見つからないんだよなー。そんなアイテムを、清せい潔けつ好ずきなアスナさんがストレージに入れてくれるかなぁ～」

「へ……平気よ、それくらい。ストレージはあくまでデータの格納場所なんだから、他のアイテムに泥がついたりするわけじゃないでしょ」

「でも、地面から引っ張り出すと、たまにヘンな虫がついてたりするんだよなぁ～」

「………………」

　キリトが握っている燃えさしの枝からアスナがそれとなく距きよ離りを取ると、直剣使いはハハハと笑って枝を焚たき火びに戻した。そうこうしている間にケトルの口から白い湯気が上がり始めたので、キリトは茶葉をセットしておいたティーポットに熱湯を注ぎ、十五秒待ってから二つのカップに中身を注そそぎ分ける。

「ほれ」

　差し出されたカップを受け取り、「ありがと」と呟つぶやいてからゆっくりと香りを嗅かぐ。茶葉は四層主街区のロービアでアスナが買い込んだもので、果物のフレーバーがするルイボス茶、といった印象だ。立てた膝ひざを抱えながら熱い液体を一口啜すすり、ほっと息を吐く。

　いつの間にか残照は消え去り、あたりは青黒い闇やみに包まれている。下の層では、夜になると外周から差し込む月光が上層の底に反射して淡くも清らかな光を届けてくれたものだが、この五層では月明かりもほとんど感じられない。焚き火の明かりがなければ、すぐ傍そばにいるキリトも黒いシルエットにしか見えないだろう。

　昨夜は、往おう還かん階段の出口から主街区に直行してそのまま投宿し、今日の日中は街中の探検とクエストの受注に費ついやしたので、五層圏外の夜がこれほど暗いとは知らなかった。本来はソロプレイヤー指向のキリトが索敵スキルを取得しているので、モンスターかそれに類するものが近づいてくれば教えてくれるはずだが、広場を取り囲む石いし壁かべの向こうに、暗闇に紛まぎれて何かが潜ひそんでいるのでは……とつい想像してしまう。

　無意識のうちに、四センチ五ミリほどキリトのほうにお尻しりをずらしながら、アスナは口を開いた。

「……さっきは、ごめん」

「へ？　何が？」

　と問い返されることは予想していたので、すぐに続ける。

「わたしが頼んだデュエルを、途中で止やめちゃったこと」

「あ、ああ……いやまあ、それは全然構わないんだけどさ……」

　がぶりとお茶を飲み、あちっ！　と顔をしかめてから、キリトはちらりと視線を投げかけてきた。

「……ちょっと珍しい、よな。アスナが、やりかけたことを中断するなんて」

「ん…………」

　こくりと頷うなずき、左腕で抱えた膝ひざに顎あごを乗せる。

「……なんだか、想像してたのと違った。デュエル……決けつ闘とうっていっても、初しよ撃げき決着モード、だっけ？　最初に一撃クリーンヒットしたほうが勝つっていう安全なルールがあるんだから、戦闘じゃなくて試合……スポーツみたいなものだと思ってたの。でも……」

　剣と剣を向け合った瞬しゆん間かん、胸の奥に忍び込んできた恐怖を表現する言葉を探して、アスナは何度か唇を動かした。しかしそれを見つける前に、隣となりでキリトが呟つぶやいた。

「ＳＡＯのデュエルには……現実世界でのスポーツの試合とは確実に違うところが、少なくとも一つある」

　ちらりと右を見ると、石畳の上であぐらをかいた黒コートの直剣使いは、周囲の闇やみより深い色の瞳ひとみを揺れる焚たき火びに向けていた。その眼めが、過去の記憶を辿たどるように、少しだけ細められる。

「それはたぶん、戦う動機みたいなものだ。スポーツでは、たとえそれが格闘技でも、試合に求めるものは《勝利》だろ？　勝ちたい、って強く欲する気持ちが、大きなエネルギーになる。この世界のデュエルも、表面的にはスポーツによく似ている。同じくらいのレベル、装備のプレイヤー同士が初撃決着モードで戦うなら、ＨＰが危険なほど減る可能性は絶対にない。でも……」

　キリトが一瞬言いよどんだのと同時に、フォッシルウッドの薪たきぎがぱちっと音を立てて爆はぜた。赤い火ひの粉こが舞まい上がり、闇に溶けて消える。

　アスナは、自分の左腰に装備されたシバルリック・レイピアの柄つかにそっと触れながら、キリトの言葉を引き継ついだ。

「……でも、わたしたちが持ってるのは、バットでもラケットでも竹刀しないでもなくて……本物の剣、だもんね。たとえデータでできた仮想の武器でも、相手に命中すれば、本物の命を傷つけられる……」

「ああ。デュエルに真剣になればなるほど、求めるものは単なる勝利だけじゃなくなっていく。鋼はがねの武器で対戦相手の体を切り裂き、ＨＰを奪うことを恐れない……つまり相手のプレイヤーを《殺す》ことをより純粋に追求できるヤツが、勝ちに近づく。ＳＡＯでのデュエルの本質は、スポーツじゃない。勝利ではなく命を懸かけた、ただの殺し合いなんだ」

　キリトの口からその言葉が発せられた瞬しゆん間かん、アスナはぶるりと深く体を震わせた。まさにそれこそが、先刻のデュエルで自分の右手をすくませたものだと悟ったのだ。

「……わたし、キリト君と、殺し合いなんてしたくないよ」

　不意に唇からぽろりとそんな言葉が零こぼれ、アスナは慌てて口くち許もとを引き締しめた。だがキリトは茶化すこともなく頷うなずき、言った。

「うん。俺も、アスナと殺し合うなんて御免だ……たとえそれが初しよ撃げき決着モードのデュエルでも、な」

　少しばかり驚おどろいて隣となりを見ると、ちょうどキリトも顔をこちらに向けたところだった。焚たき火びのオレンジ色が映り込む黒い瞳ひとみでじっとアスナを見詰めながら、暫ざん定てい攻略パートナーは言葉を続けた。

「ただ……それでもやっぱり、この層の本格的な攻略に乗り出す前に、アスナにはデュエルに……ＰｖＰに慣れておいてほしい」

「…………」

　どう答えていいかすぐには解わからず、パートナーの顔を眺め続ける。

　さっきの未み遂すいに終わったデュエルは、アスナから求めたものだ。しかしその原因は、昨日の夕方、往おう還かん階段を上っている時にキリトが発した言葉に由来している。

　第四層のフロアボス、《ウィスゲー・ザ・ヒッポカンプ》を、ダークエルフの騎き士しキズメルと子し爵しやくヨフィリスの協力を得てからくも倒したあと、アスナとキリトは攻略ギルドのメンバーたちをボス部屋に残して五層へ続く螺ら旋せん階段を上った。

　階段ホールの壁かべには、例によって上層の地形や風物を暗示するレリーフが施ほどこされていたが、やはり印象的なのは階段を上りきった先にある大扉だった。

　扉のレリーフは、古びた巨大な城。といっても、湖水に抱かれたヨフェル城のような瀟しよう洒しやな城館ではなく、どっしりと重厚にそびえる要よう塞さいのようなデザインだった。それを見上げながら、キリトが溜ため息いき混じりに言ったのだ。

　──五層も、基本の地形はベータテストと変わってないみたいだな……。

　アスナが、地形ってどんなの？　と訊きくと、キリトは肩をすくめて答えた。

　──遺い跡せき。五層のフィールドは自然地形がせいぜい三割くらいで、残りはみんな迷路みたいな遺跡なんだ。つまり、直径十キロ近いフィールド全体が、ある意味じゃダンジョンのようなもんで……しかも、やたら暗いんだよな……。そのせいで、ベータの時はよくＰＫが出没してさ……。

　ＰＫ、またはＰＫｅｒ。すなわちプレイヤー殺しキラー。

　そういうゲーム用語が存在することは知っている。かつてキリトが街中で顔を隠すために、アスナが装備しているものと同じフーデッドケープを買いたいと言い出したことがあった。それに対して「ケープじゃなくて麻袋でも被かぶれば」とアスナが主張したところ、キリトは「そんなものを被ったらＰＫに間違われる」と答えたのだ。

　その会話はほとんど軽口のように気楽なもので、アスナもキリトが口にしたＰＫという言葉をそのまま聞き流し、やがて忘れてしまった。なぜなら、現在のアインクラッドに、ＰＫなど現れるはずがないからだ。全プレイヤーの悲願は仮想世界からの脱出であり、他のプレイヤーを攻こう撃げきする……ましてや殺してしまうことは、ゲーム攻略を後退させる行いにほかならない。アスナはずっとそう考えてきたし、それはキリトも同じだろうと思っていた──のだが。

　五層に続く扉の前で、《ＰＫ》という言葉を発した時のキリトの顔には、これまで見たことがない種類の厳きびしさがあった。まるで、ベータテストだけでなく、デスゲームと化したＳＡＯ正式サービスでも、五層の遺い跡せき地帯にＰＫが跋ばつ扈こすることを危き惧ぐしているかのような表情だった。

　その顔を見ているうちに、アスナは自分から申し出ていたのだ。転移門のアクティベートやアイテム補給が終わったら、わたしに対人戦のコツを教えてよ、と。

　初めてのデュエルはなかなか情けない結果になってしまったが、すぐには再挑戦する気にもなれず、アスナは甘い香りのお茶をちびりと啜すすってから訊たずねた。

「……キリト君は、この五層に、ＰＫが現れる可能性がある……って思ってるわけ？」

「んん～～…………」

　カップの中でお茶をくるくる回しながらキリトはしばらく唸うなっていたが、不意にぴたりと動きを止め、アスナを見た。

「……覚えてるか？　三層の、森エルフの前線キャンプ近くで、俺がデュエルしたプレイヤーのこと……」

「うん……。モルテって人でしょ？　リンドさんの《ドラゴンＤナイツ・ＫブリゲードＢ》とキバオウさんの《アインクラッド解放隊ＡＬＳ》に同時に入り込んで、何か企たくらんでたっていう……」

　その話は、三層のボス攻略戦の直前にキリトから聞かされた。大いに気になる、というよりきなくさい話だったし、アスナも蜘く蛛も女王の洞どう窟くつでちらりとだが当人を目撃しているので、四層でもそれとなくチェックしていたのだが特徴的な鎖コ頭イ巾フ姿を見かけることはなかった。

　アスナの言葉に軽く頷うなずくと、キリトは視線を焚たき火びの炎に戻した。横顔に、珍しく張り詰めた雰囲気が漂ただよう。

「──モルテは、俺に《半減決着モード》のデュエルを吹っかけて、俺のＨＰをギリギリ半分まで減らしたところから斧おのの一撃で特大ダメージを喰くらわせようとした。もしそれに成功してたら、俺はＨＰを全損して死亡……しかもモルテは犯罪者のオレンジカラーにはならないっていう結果になったはずだ。つまり、《モンスターＰＫ》と同じ合法的プレイヤーキル……いわば《デュエルＰＫ》だな。よくあんな手を思いついたモンだよ」

「ちょっと、感心してるみたいな言い方やめてよね」

　アスナが苦言を呈すると、片手剣使いは「そうだな」と一いつ瞬しゆん苦笑する。しかしすぐに真剣さを取り戻し、低い声で説明を続ける。

「問題は、モルテがなんでそんなことをしたか、だ。現れた状況からして、ただ殺したいから殺すっていう、快楽殺人者的なＰＫｅｒじゃないと思う。あいつがデュエルを吹っかけてきたのは、俺がクリアしようとしていた、森エルフキャンプ地のクエストを妨害したかったからだ。俺を足止めしている間に、キャンプ地でそれぞれ別のクエストを進めようとしていたＤＫＢとＡＬＳを対立……いや、戦わせようとしたんだ」

「うん…………」

　当時のことを思い出しながら、アスナは頷うなずいた。

「わたしとキズメルがキャンプ地に駆かけつけた時は、もう一いつ触しよく即そく発はつって感じだったもんね……。キズメルが場を収めてくれなかったら、攻略集団が丸ごと崩ほう壊かいしちゃってもおかしくなかった。────けど……仮にそうなっていたとして、それがモルテにどんな利益をもたらすわけ？　ゲームクリアが……つまりこの世界からの解放が何ヶ月も遅れても構わないほどの利益って、なに……？」

　恐らくキリトも繰くり返し考えたであろう疑問を、アスナは半なかば自分に向けて呟つぶやいた。

　ＤＫＢとＡＬＳは、現状では攻略集団そのものとすら言っていい二大トップギルドだ。ボスモンスターのラストアタックＬＡボーナスこそ隣となりに座る黒ずくめ氏に奪われ続けているが、もはや両ギルド抜きには迷宮区タワーの突破は有り得ないと言っていい。

　その二大ギルドを争わせる動機。

　普通に考えれば、抗争後の混乱に乗じて両ギルドをひとまとめに牛ぎゆう耳じり、トップに収まる……つまり名めい誉よ欲、ということになるだろうか。あるいは戦場で死んだプレイヤーがドロップするお金や装備を略奪ルートする、つまり金銭欲や所有欲ということもなくはない……のかもしれない。

　でも。名誉や物欲が、自分の命よりも……つまり生存欲よりも優先されるなどということがあるのだろうか。この世界でどれほど高い地位に就ついても、どんなにコルを貯ため、レアアイテムを手に入れても、たったの一度モンスターもしくはプレイヤーに負けてＨＰがゼロになれば全てが無駄になる。現実世界に戻ることもできず、電子の牢ろう獄ごくに囚とらわれたまま、本当に死んでしまうのだ。

　やはり、モルテの行動は間ま尺じやくに合わない。デスゲームの攻略を意図的に妨害しているとしか思えない。そんな人間が、この世界に存在するはずがないのに。死のリスクを冒おかして、安全な街から危険なフィールドに踏ふみ出したのなら尚なお更さら。

　アスナ自身、攻略プレイヤーとして圏外で戦い続けていられるのは、いつか必ずこの浮遊城から脱出してみせるというモチベーションがあるからだ。現実世界に戻り、元の暮らしを取り戻し、ここで味わった恐怖や悲ひ嘆たんは全て忘れる…………。

　そこまで考えた時、アスナは我知らず視線を右へと向けていた。

　黒髪の暫ざん定ていパートナーは、じっと焚たき火びに見入り続けている。一心に考えを巡らせているらしいその横顔は、いつもの斜に構えた気配が抜け落ちて、不思議と幼くも感じられる。

　──この世界から脱出する。それは、つまり……。

　アスナは無理矢理そこで思考を止め、かなりの意志力を費ついやして顔の向きを戻した。

　フォッシルウッドの枝を包む、少し緑がかった不思議な炎に視線を注そそぐ。現実世界の焚き火と比べれば火先が揺れる感じに少々の作り物っぽさがあるが、それでも充分にリアルで、また美しい。

　そう……この世界は残酷な牢ろう獄ごくだが、時としてどうしようもなく美しい。一層の街、二層の草原、三層の森林、四層の水路……そしてアスナがそう感じられるようになったのは、間違いなく隣となりに座るパートナーの影えい響きようだ。

　どうしても《そこ》に戻っていこうとする思考を、なんとかモルテの動機へと引き戻そうと四苦八苦していると──。

「…………もしかしたら…………」

　長いこと黙もつ考こうしていたキリトが、不意に言葉を発した。

「モルテは、本当の意味では、俺たちと同じプレイヤーじゃないのかも……な」

「え……？　どういうこと？」

　アスナが再び隣を見ると、キリトは変わらず焚き火に真剣な眼まな差ざしを向けていた。

「ヤツの動機は、攻略集団の妨害そのもの……つまり、デスゲームを運営する側が差し向けた工作員だと考えれば、いちおう行動に説明はつく」

「こ……工作員？　それって……わたしたちをこの世界に閉じ込めた、茅かや場ば晶あき彦ひこの協力者ってこと？」

「ああ」

　いったんは頷うなずいたキリトだったが、しかしすぐに短くかぶりを振った。

「──でも、それはそれで不合理かな。いまにもゲームがクリアされそうだっていうならともかく、あいつが暗あん躍やくし始めたのは全百層のうちたった三層目だぜ。幾らなんでも早すぎる……──いや、待てよ……」

　その時、キリトの両りよう眼めがぎらりと鋭するどい光を放った。

「────ここだ！」

「えっ!?　な、何が……!?」

　アスナがびくっと上体を反そらせるのと、キリトがいきなり背中の剣を抜いたのは、まったく同時だった。

　エルブン・スタウト・ソードの鋭い切きっ先さきが、暗くら闇やみに白銀の軌跡を描く。細剣使いであるアスナのお株を奪うような神速の突きが、目の前の焚き火を貫つらぬく。

　何がなんだか解わからずに硬直するアスナの視線の先で、大量の火ひの粉こが夜空へと舞まい上がった。

　引き戻された剣の先せん端たんには、何かが刺さっていた。こんがりといい具合に焦こげ、ほかほかと白い湯気を上げるそれは──どう見ても焼き芋だった。

「────────あの、キリト君」

「おう」

「君がさっきからやたら真剣な顔で焚たき火びを睨にらんでたのって……」

「おう」

「……そのおイモの焼け具合を見計らってただけ？」

「おうともさ」

　真顔で頷うなずく片手剣使いを、怒ど鳴なりつけるべきかぶん殴るべきか、とアスナは真剣に考えた。

　しかしそのどちらかを実行に移すより早く、キリトが切きっ先さきから焼き芋を引っこ抜き、剣を背中の鞘さやに戻した。「あちち……」と両手で何度か芋を転がしてから、真ん中から二つに割る。再び湯気が立ち上り、甘く香ばしい匂においが漂ただよう。

「ほれ」

　と片方を差し出されれば、昼食から六時間が経過する身とあっては、腹立ちはひとまず棚上げして受け取らざるを得ない。

　まだ熱々の焼き芋は、現実世界のサツマイモとは皮の色合いや手触りが少々異なるようだったが、それでも充分に魅み力りよく的だった。ひとくち囓かじると、ほっくりした身が口の中でクリームのように溶け、濃のう厚こうな甘みが広がる。

　ふたくち、みくちと夢中で食べてお茶を飲み、ほうっと息を吐いてからアスナは訊たずねた。

「こんなもの、いつのまに買い込んだのよ？　八や百お屋やさんなんて寄らなかったと思うけど」

　するとキリトは、口をもぐもぐさせながら不ふ明めい瞭りような声で答える。

「ん？　買ってないよ」

「…………じゃあ、どこで？　まさか、これも三層の森で拾ったとか言わないでしょうね」

「はは、まさか。このイモはＢ級食材アイテムだぜ、こんな低層階じゃ拾えないよ」

「なら、誰かに貰もらったの？」

「んん～、広義ではそうとも言えるかな……。これは四層の迷宮区に出てきた、半魚人っぽいモンスターのドロップ品だよ」

「……………………」

　予想外の答えに、どう反応すべきかしばし迷う。「半魚人の肉」と言われればキリトの顔面目掛けて全力で投げつけているところだが、持ち物ならぎりぎりセーフな気がする。とりあえずもうひとくち囓ってから、四つ目の質問を投げかける。

「……なんで半魚人がおイモをドロップするわけ？」

　どうせいつものように、冗談で煙けむに巻かれるのだろう──と思ったのだが。

「うーむ…………」

　三秒ばかり唸うなり声ごえを上げてから、キリトは食べかけの焼き芋を目の前にかざし、逆に質問してきた。

「サツマイモの原産地ってどこか知ってるか？」

「え……？　サツマイモっていうくらいだから鹿か児ご島しまでしょ？　確か、青あお木き昆こん陽ようが薩さつ摩ま藩はんから苗を取り寄せた……って学校で習った気がするけど」

　と流れのままに答えてから、あっと思う。いまの言葉は、アスナが現実世界では中学校に通っていたことを打ち明けてしまうものかもしれない。これまでキリトに、向こう側の話をしたことはまったく──いや、ほとんどなかった。恐らく、これが二度目だ。

　しかしキリトは、さして気にするふうもなく頷うなずいた。

「うん。正確には、最初は沖おき縄なわに伝来したみたいだけどな。でも、それは日本の話で……俺が言ったのは、世界で最初に栽培されたのはどこか、って話」

「世界……？」

　少しばかりほっとしつつ、首を傾かたむける。

「……んー、ジャガイモは中南米原産って聞いた気もするけど……」

「正解」

「え？」

「サツマイモの原産地もそのへんなんだよ。正確には、ジャガイモは中南米の高地で栽培されてて、サツマイモは海岸沿いの低地で栽培されてたみたいだけどな」

「へええ……」

　最後のひとかけらを口に入れ、じっくり味わって食べてから、アスナは話題を巻き戻した。

「──で、それが、半魚人とどう繫つながるわけ？」

「ここからはまったくのコジツケだけど……」

　にやりと笑い、キリトも焼き芋のしっぽをポーンと放り上げると口で受け止める。

「中米アステカの神話では、世界は四回滅ほろんでいるんだ。最初の世界では、人々はジャガーの群れに喰くい殺された。二番目の世界では、人々は猿に変えられた。三番目の世界では、人々は鳥に変えられた。そして最後の世界では、人々は魚に変えられた……」

「…………その、魚に変えられた人たちが、四層の迷宮区でわたしたちと戦ったってワケ？」

　アスナの懐かい疑ぎ的な視線を受け止めたキリトは、悪びれることなく再び笑って言った。

「はは、どうかな。──でも、キズメルが言ってただろ？　浮遊城アインクラッドの各層は、ずっと昔に大地から切り離はなされて空に昇ったんだ、って。その、切り抜かれた地面にはエルフもいたしコボルドもいたし、ミノタウロスもいた……なら、アステカ神話由来のモンスターがいてもおかしくないかなって」

「う～～～～ん…………ていうか…………」

　カップのお茶も飲み干すと、アスナは呆あきれ半分、感心半分の視線を隣となりに向けた。

「サツマイモの原産地とか、アステカの神話とか、なんでそんなこと知ってるの？」

「あー……」

　キリトが微妙に言いよどむ様子を見て、もう一度あっと思う。いまの質問は、明らかにこの世界の枠から逸いつ脱だつするものだ。

　しかし暫ざん定ていパートナーは、ちらりとアスナの顔を見て答えた。

「……向こう側で住んでたとこが、サツマイモの名産地なんだ。で、小学校の時に、夏休みの自由研究でサツマイモの歴史とか色々調べてさ。覚えてるもんだな、けっこう」

「ふうん……」

　と表情を変えずに頷うなずく間にも、脳のサブスレッドが高速回転する。

　サツマイモの名産地といえば鹿か児ご島しまや茨いばら城きだろうが、キリトの言こと葉ば遣づかいやイントネーションは東京生まれのアスナとまったく変わらない。ということは東京近郊の名産地なのか、しかしそんな場所があっただろうか。可能性が高いのは千ち葉ばか埼さい玉たま、いや東京の西部ということも有り得る。現実世界なら携けい帯たい端たん末まつで即座に検索できるのに──。

　半秒ほどのあいだにそこまで考えたアスナは、しかし、軽く眼めをつぶって思考を遮さえぎった。

　いつかデスゲームがクリアされれば、この世界で得たものは全て消滅する。あらゆる装備、アイテム、そして出会った人との関わり。それを残念だと思ってはならない。前へと進み続けるための動機を見失ってしまうから。

「……おイモ、ごちそうさま。それに、サツマイモ豆知識もありがと」

　礼を言い、ぱんぱんと勢いよく両手をはたいて、頭の片かた隅すみに残っていた想念の欠片かけらを払い落とす。

「──で、さっきの、モルテって人の話だけど……」

「ん？　ああ……そうだった」

　何度か瞬まばたきして思考を切り替えたらしいキリトは、真剣さを取り戻した表情で頷いた。

「モルテが茅かや場ば晶あき彦ひこの回し者じゃないかって話だったな。自分で言っといてなんだけど、それはさすがに考えすぎだと思う。モルテは、俺たちの常識やら理屈じゃ計れない、異質な動機で動いている例外的プレイヤー……いまはそう考えておくべきだろう。ただ、一つだけ気になるのは……」

　そこで言葉を切り、静かに燃え続けている焚たき火びに鋭するどい視線を向ける。幸い二個目の焼き芋が出てくるようなこともなく、キリトは言葉を続けた。

「……同じような話を、俺たちは以前にも聞いてるんだ」

「え……？」

　一いつ瞬しゆん眉まゆを寄せてから、すぐに思い出す。

「あっ……ネズハさんの……！」

　アスナが息を吞のむと、キリトは無言でこくりと頷いた。

　二層で出会った鍛か冶じ屋やネズハ。アスナの愛剣ウインド・フルーレを、《クイック・チェンジ》Ｍｏｄを利用して詐さ取しゆした彼は、所属するギルド《レジェンド・ブレイブス》にその詐さ欺ぎ行為を強要されていた。

　しかし問題のトリックは、彼らのオリジナルではなく──。

「……酒場でネズハたちに話しかけてきて、強化詐欺のやり方をタダで教えたっていう、黒いポンチョの男……」

　キリトの声が、一段低くなる。

「そいつの目的は、ネズハを攻略集団に断罪させることだったんじゃないかと俺は思う。実際、二層ボス攻略後にブレイブスのオルランドたちが揃そろって土下座しなければ、ネズハは処刑されててもおかしくなかった。考えようによっては、あれもＰＫだ。何人ものプレイヤーの心理を巧妙に操あやつって、誘ゆう導どうして、最終的に殺させる……いわば《煽せん動どうＰＫ》かな……」

　その言葉にこびりつく禍まが々まがしさに、アスナは思わず顔を歪ゆがめた。

　モンスターＭＰＫやデュエルＤＰＫも明確な悪意に基づく行為だが、それを仕掛ける者は一定のリスクを負う。ＭＰＫならモンスターを集める過程で何かミスをすれば自分が攻こう撃げきされるし、ＤＰＫなら単純に自分が敗れる可能性もある。

　しかし煽動ＰＫ──略称を作るならｐｒｏｖｏｋｅの単語をあててＰＰＫだろうか──は、それを仕掛ける者は直接的なリスクを完全に回かい避ひできる。自分は圏内に留とどまったまま、個人や集団を誘導して争わせればいいのだから。

　ＭＰＫやＤＰＫに比べて成功率は低いようにも思えるが、しかし、どこの世界にも、他人を操る能力に長たけた人間というのはいるものだ。アスナが通っていた女子校にも、さして目立つポジションにはいないのにメールやＳＮＳ、噂うわさ話ばなしでクラス内の空気を巧たくみに誘導し、同調圧力を形成するのが得意な生徒がいた。もちろん本人は無意識にそう立ち回っていたのだろうが、それを明確な意図を持って行い、ネズハを殺そうとしたのが謎なぞの黒ポンチョ男──ということか。

「…………同一人物、ってことはあるのかしら。モルテと、黒ポンチョ」

　アスナが呟つぶやくと、キリトは眉み間けんのあたりを指先でこりこりと搔かきながら唸うなった。

「ん、ん～～……。──ネズハは、黒ポンチョのことを、《楽しそうな笑い方をする男》って表現してた。モルテもへらへら笑うヤツだったから、同一人物の可能性はある。もしそうなら、さっきも言ったとおり、モルテは現在のアインクラッドにたった一人存在する異質で例外的なＰＫｅｒ……だと思えばいい。ただ、別人の場合は、事態はもっと深刻なことになる……」

　さすがに炎の勢いが弱まってきた焚たき火びが、ぱちっと鋭するどい音を立てて爆はぜた。アスナは一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせてしまってから、恐る恐るパートナーに訊たずねた。

「深刻……って、どんな……？」

　するとキリトは、しばらく迷いのある呼吸を繰くり返してから、ひときわ低い声を響ひびかせた。

「……別人なら、モルテと黒ポンチョ男は、連れん携けいして動いていると考えるべきだ」

「…………!!」

「つまり彼らは、コンビでＰＫを行っている……いや、仲間が二人だけとは限らない。もしかしたら三人、四人、それ以上の規模のＰＫ集団が、このアインクラッドに存在するかもしれないんだ……」

[image: ]

　耐久度が限界に達したフォッシルウッドの枝が真ん中から砕けて、大量の火ひの粉こを散らして消滅した。焚たき火びの明かりが弱まると同時に、周囲から青黒い夕ゆう闇やみが近づいてきて、アスナは無意識のうちに体を十センチばかり右に移動させた。

「……そんな……。……いまのＳＡＯでプレイヤーを殺せば、その人は二度と蘇そ生せいできない……現実世界で、本当に死んでしまうのに……。モルテたちは、ゲームをクリアさせたくないの？　この世界から、出たくないの……？」

　乾き切った喉のどから押し出した声は、自分でも聞き取りにくいほど掠かすれていた。

　たっぷり十秒近くも経たってから、キリトが同じように乾いた嗄しやがれ声ごえで答えた。

「もしかしたら……脱出するとかしないとか、そんなことは最初から考えてないのかもな……。いまアスナが言ったように、ＨＰがゼロになればプレイヤーは本当に死ぬ。だからこそ奴やつらは、ただＰＫをしたい……いや、人を殺したいと考えてるだけなのかも…………」

　かさっ、という音が背後から聞こえた気がして、アスナは素早く振り向いた。

　しかしそこには、黒々とした遺い跡せきの壁かべが冷たく連なっているだけだった。










　　　２




　午後七時を回り、二人はひとまず街に戻ることにした。

　アインクラッド第五層主街区《カルルイン》は、フロア南部に広がる巨大な遺跡の中央部に築きずかれている。遥はるか昔にいったん滅ほろんだ街を、あとからやってきた人間たちが再利用しているようなイメージだろうか。

　広い水路が縦じゆう横おうに走っていた四層主街区《ロービア》に比べると水っ気はないに等しいが、ＮＰＣが毎日掃除しているのか、埃ほこりっぽいという感じでもない。青みがかった岩のブロックを積み上げて作られた建物はあちこちが崩くずれかけているものの、街の中心部では革や布の天幕が道の両側に張り巡らされ、猥わい雑ざつな活気を呈している。

「……この街、どこから圏内なのか解わかりづらいわね……」

　突然視界に現れた【Ｉｎｎｅｒ　Ａｒｅａ】の表示を眺めながら、アスナは呟つぶやいた。

　文字列が消えると同時に振り向くが、半はん壊かいした石いし塀べいに囲まれた道がまっすぐ延びているだけで、目印となるアーチやら柱のようなものは存在しない。場所をきっちり覚えておかないと、万が一モンスターとの戦せん闘とうが劣勢になり、圏内に逃げ込まなければならなくなった時に混乱しそうだ。

　隣となりを歩くキリトも頷うなずき、のんびりした声で言った。

「そーなんだよなー。ベータの時は、プレイヤーが木箱とか積み上げて目印にしてたんだけど、そういうのって放置アイテム扱いだからそのうち腐って消えちゃうんだよなあ……」

「へえ……。じゃあ、安くて簡かん単たんには腐らないものを積んでおけばいいんじゃないの？　何かないかしら」

「あるよ。そのへんに落ちてる崩くずれたブロックとか」

　キリトが指さすほうを見ると、確かに四角い石材が道ばたに幾つも転がっている。しかし、当然ながら左右の塀へいとまったく同じ材質なので、積み上げてもさして目立たないだろう。

「……自分で気をつけておくしかなさそうね」

　せめて周囲の地形を脳裏に刻みつけ、歩行を再開する。

　カルルインの街の中心部に近づくと、ヨーロッパの民族音楽を思わせる笛の音がまず聞こえ、賑にぎやかな人声がそれに続く。アスナたちが転移門をアクティベートしてからすでに一日以上が経過し、下層から少なからぬ数のプレイヤーが移動してきているらしい。

「うーん……ＤＫＢやＡＬＳの連中は見当たらないな……」

　中央広場の入り口できょろきょろ周囲を見回していたキリトがそんなことを言うので、アスナはいささか驚おどろかされた。

「普段はどっちも避さけてるくせに、珍しいわね。一緒に晩ご飯でも食べようっていうの？」

「まあ、な」

　という答えを聞き、本格的にびっくりする。

「ど、どういう風の吹き回し？」

「いやあ……」

　キリトは片かた頰ほおに苦笑を滲にじませながら、指先で頭を搔かいた。

「シヴァタとかハフナーとか、まあまあ話のできそうな連中をつかまえて、モルテのことを改めて聞こうと思ったんだよな。三層と四層のボス攻略戦に参加してないんだから、もうギルドからは脱退したんだろうけど……その経けい緯いとか、ギルドにいた時のことが少しでも解わかればって思ってさ」

「ふうん……」

　と素そっ気けない反応をしてしまったが、人付き合いが決して得意ではなさそうな片手剣使いがそこまで言うからには、アインクラッドに暗あん躍やくするＰＫｅｒのことを本気で憂ゆう慮りよしているのだろう。ならばこちらも情報収集の手助けをするべきか……と考えてから、ふと気付く。

「そうだ……アルゴさんに調べてもらったら？」

　餅もちは餅屋。凄すご腕うでの情報屋である《鼠ねずみ》のアルゴなら、モルテの人となりから潜せん伏ぷく場所まで、たちまち調べ上げてくれるのでは──と思ったのだが。

　キリトは難むずかしい顔になると、「ん～～」と唸うなった。

「……実は、前にもアルゴからモルテの情報を買ったことはあるんだよな。でもそれは三層でデュエルを吹っかけられる前の話で……もしモルテが危険なヤツだって知ってたら、調査を依頼しなかったと思う」

「え？　どうして……」

　と訊きこうとして、すぐに気付く。

　アルゴは情報屋としては凄すご腕うでだし、モンスターをほとんど回かい避ひしつつ迷宮区のボス部屋まで辿たどり着けるほどの素早さも兼かね備そなえているが、装備もスキル構成（これは想像だが）も決して戦せん闘とう向きではあるまい。キリトは、アルゴの身を案じているのだ。

「……ごめん、そうよね。相手はプレイヤーキラーなんだから、軽々しく調べてもらおうなんて考えちゃだめだよね……」

　アスナがそう呟つぶやくと、キリトが何やら含みのある視線を向けてきた。

「な、何よ？」

「いや……それ、自分にも言い聞かせといてくれよな」

　ぶっきらぼうながらも気き遣づかうような言葉を聞かされ、ぱちくりと瞬まばたきしてしまう。

「もちろん、わたし一人で調査しようなんて思ってないわよ？」

「なら、いいんだけどさ」

　と頷うなずくキリトの表情が、なんだか年下の男の子が背伸びして大人ぶっているようにも感じられて、思わず黒コートの肩を人差し指の第二関節で小こ突づいてしまう。

「な、なんだよ？」

「べつにー」

　とだけ答え、両手を思い切り真上に伸ばす。

「うーん、お腹なかすいた！　どこか、美お味いしいけど穴場で落ち着けてお店が綺き麗れいなレストランに案内してよ」

「注文が多いなあ」

　やれやれとばかりに首を振ると、キリトは少し考える様子を見せてから、にやりと片かた頰ほおを持ち上げた。

「──んじゃ、あそこに行くか」




　怪しげな露ろ店てんが軒のきを連ねる裏通りを右に左に曲がりながら数分歩くと、アスナには現在位置がさっぱり解わからなくなってしまった。メニューウインドウから地図を開いてみるが、まだ足を踏ふみ入れていないエリアゆえに周囲はグレーアウトしていて、街の南側にいることくらいしか解らない。

　それはキリトも同じはずだが、迷路のような隘あい路ろを進む足取りに躊躇ためらいはない。ベータテストから四ヶ月も経たつことを考えれば、大した記憶力だ。

「もしかして、十層までの全部の街の地形を暗記してるわけ？」

　歩きながら問いかけると、キリトはひょいと肩をすくめる。

「全部ってわけじゃないよ。四層のロービアとかはだいぶうろ覚えだったし……。けど、このカルルインはなんか気に入って、十日くらい拠点にしてたからさ」

「ええー？　どうせならロービアにすればよかったじゃない。あっちのほうがずっと綺き麗れい……あ、そっか。ベータの時は……」

「そそ。ベータ時代は水路がただの道だったから。でも、ホームにするには、いまのロービアも微妙だけどな……。舟を使わないと移動できないのは、ちょっと面倒くさすぎるなあ」

「まあ、それはそうかも……」

　頷うなずきながら、あたりを見回す。いつの間にか露ろ店てんは姿を消し、街灯代わりのかがり火も少なくなってきて、あたかも街から遺い跡せきへと戻ってしまったかのようだ。通りには、プレイヤーはおろかＮＰＣの姿もない。

　もしここが現実世界なら、日没後に男の子とこんな薄うす暗ぐらい道を歩くなど思いも寄らぬことだ。彼氏なるものとは無む縁えんな生いき様ざまを貫つらぬいてきたアスナにとっては、早期警けい戒かいレーダーが最大出力になってしかるべきシチュエーションだが、この世界の絶対の法であるアンチクリミナル・コードと愛剣シバルリック・レイピアに守られているゆえか、自分でも不思議なほど落ち着いている。それどころか、どこに連れて行かれるのか、いくぶん楽しみでさえあるかもしれない。

　キリトのナビに従って、更に五分ばかり路地裏を歩き、木戸やらアーチを幾つか潜くぐり抜けると、行く手に暖かな色合いの灯あかりが見えた。

　細い道の突き当たりの石いし壁かべには、両側にランタンがぶら下がる木製の扉があり、その手前に小さな看板が立っている。壁はやたらと高くて扉の向こうがどうなっているのかはまったく見えないが、とりあえずお店であることは間違いなさそうだ。

　キリトを置き去りにして残り二十メートルを小走りに駆かけ抜け、アスナは看板を覗のぞき込んだ。黒っぽい石材を薄板状に切り出したそれには、【Tavern Inn BLINK & BRINK】と店の名前が浮き彫りになっていて、その下にチョークで本日のおすすめメニューが同じく英語で手書きされている。

「ブリンク・アンド・ブリンク……？　Ｌのブリンクはまばたきのことだっけ……Ｒのほうはなんだったかな……」

　呟つぶやきながら看板のメニューを辿たどると、いちばん下に日本語の注意書きがあることに気付く。曰いわく、【注意！　お店に駆け込まないでください】。

　アスナが首を捻ひねっていると、追いついてきたキリトが、扉に手を伸ばしながら言った。

「ブリンクの意味は、入ってみれば解わかるよ。ほい、どうぞ」

　扉に取り付けられた鋳ちゆう鉄てつのリングを握り、ぐいっと引っ張る。途と端たん、扉の向こうから冷たい風が吹き寄せてきて、アスナは顔を背そむけた。

　風はすぐに止まり、恐る恐る中を覗のぞき込む。

　扉の奥は、四角いテラスになっていた。正面と右側は鉄製の手すり、左側はレストランの建物に接している。石造りの遺い構こうが木材で巧たくみに補修してあり、カントリースタイルの大きな窓と相まってなかなか素敵な雰囲気だが、しかしアスナの視線はすぐに正面のテラスに戻った。

　吸い寄せられるように扉をくぐり、石いし敷じきのテラスを横切る。三つばかり置かれている鉄製テーブルの間を抜け、正面の突き当たりまで移動して、お腹なかの高さの手すりを両手でしっかり摑つかむ。

「…………なに、これ…………」

　掠かすれ声ごえで独りごちると、隣となりに立ったキリトが、同じように手すりを握りながら言った。

「まあ、空だな」

　そう。それ以外にこの光景を表現する言葉は存在しない。

　右手は墨のような漆しつ黒こく、そこから濃のう紺こん、藍あい色、青紫を経て左手にほんのり残る夕焼けの茜あかね色に至る広大な夜空が、視界いっぱいに広がっている。見上げれば、いまにも光の雨が降ってきそうなほどの星空。そして見下ろせば、星明かりを受けて淡く輝く無限の雲海。

　頭のつむじから爪つま先さきまでが痺しびれ上がるほどの絶景に、声もなく見入り続ける。

　よくよく眼めを凝こらすと、少し高いところを、大型の鳥の群れが飛んでいる。東から西へと夜空をゆっくり横切り、やがて星々に紛まぎれて見えなくなる。

　何分経たったのか解わからなくなってきた頃、ようやく脳が再起動したアスナは、瞬まばたきを繰くり返しながら言った。

「そっか……ＢＬＩＮＫの意味は《まばたき》で、ＢＲＩＮＫは《崖がけっぷち》だったわね」

「そうみたいだな。俺も、ベータの時に辞書で調べたんだけどさ」

　キリトの答えを聞きながら、改めて周囲に視線を走らせる。

　テラスの左右は高い塀へいがゆるく湾曲しながら延び、その奥で巨大な支柱がそびえ立っていて、百メートル上空の次層底部に繫つながっている。つまり二人はいま、ＢＲＩＮＫの店名のとおり、アインクラッドの崖っぷちぎりぎりに立っているわけだ。

「……わたし、外周にこんなに近づいたの、初めて」

「俺も、ベータテスト以来かな……。一層の《はじまりの街》にもこんなふうに外周に突き出した展望台があるんだけど、あそこにはほとんど戻ってないからな」

「……念のため聞くけど、ここから飛び降りたらどうなるワケ……？」

「うーん……」

　キリトは即答せず、手すりから上体を乗り出して真下を覗き込もうとした。

「ちょ、ちょっと！」

　反射的にコートの襟えり首くびを摑み、思い切り引っ張る。ぐえっ、という声を出しながらテラスに戻ったキリトは、大きな苦笑いを浮かべた。

「いくらなんでも試したりしないよ」

「あ……あたりまえでしょ！　危なっかしいことしないでよね！」

「悪い悪い。──ベータの時は、外周部から落ちたら、落下中に《You are dead》の表示が出て、はじまりの街の黒鉄宮で蘇そ生せいだったけど……いまは蘇生しないだけで、それ以外は同じだろうな。でも、この柵さくもテラスも破は壊かい不能オブジェクトだから、現実世界の似たような場所よりずっと安全だよ」

「まあ……そう言われればそうかもだけど」

　頷うなずき、握ったままだったキリトのコートを離はなす。すると片手剣使いは、指を一本立てて付け加える。

「あ、そうそう。ベータ時代に、この店の支バ援フつき限定メニューを注文するために開店と同時にさっきのドアから全力ダッシュで突入して、左の店てん舗ぽに駆かけ込もうとして曲がりきれずにテラスの外に転がり落ちた奴やつがいたから、それもいちおう注意な」

「…………表の看板の注意書きは、そういうコトね……」

　頷くと同時に、約二十日前の記憶を甦よみがえらせる。

　第二層主街区ウルバスのとあるレストランにも、《トレンブル・ショートケーキ》なる名前のバフつき巨大ケーキが存在した。支援効果はさておいても、クリームたっぷりスポンジふんわりイチゴどっさりのケーキを、摂取カロリー無視で平らげる幸福感は何にも代かえ難がたいものがあった。

　ケーキの思い出が空腹感に連れん鎖さし、アスナは相棒の革コートを、今度は軽く引っ張った。

「さあ、ごはんにしよ。せっかくだからテラス席で食べたいな」

「もちろん。ベータの時はこの外テーブルも大人気だったんだぜ、主にデート目的の連中に。その手の奴らに混じってバフ目的で早食いする時のわびしさったら……」

　外周にいちばん近いテーブルの椅い子すに座ったキリトがそんなふうにぼやいたので、向かいに腰掛けながらアスナは何気なく答えた。

「ならよかったじゃない、念願かなってこうして二人で来られて……」

　そこまで口にしてから、暫ざん定ていパートナーの奇妙な表情に気付き、ようやく己おのれの失言を悟る。耳までかーっと熱くなるのを自覚しつつ、鋳ちゆう鉄てつのテーブルをどすんと叩たたく。

「あっ、いや、違うわよ！　別にこれデートとかそういうんじゃないからね！」

　アスナの宣言に対してキリトが何らかの反応を見せる前に、テラス西側の店舗の扉が開いた。恐らく、テーブルを叩く行為が店員を呼ぶアクションだと判定されたのだろう。黒のエプロンドレスを着たＮＰＣウェイトレスが足早に歩み寄ってきて、いらっしゃいませと一礼してからテーブルにお冷やのグラスを置く。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

「あっ、ちょっと待って……」

　アスナは急いで卓上から、銅板に羊皮紙を貼はったメニューを取り上げた。相手は仮想世界のＮＰＣなのだから、いくら待たせても問題なさそうなものだが──いや、ほんの半月前までのアスナなら実際にそう考えただろうが、ダークエルフのキズメルと絆きずなを結んだいまとなっては、全てのＮＰＣに心や感情があるような気がどうしてもしてしまう。たとえ、キズメルほど高度なＡＩは持っていないであろう街の店員であっても。

　メニューは英語と日本語併記だったので、視覚と直感をフル回転させて五秒で決断を下す。

「えーと、この《シュブル・リーフと十種チーズのサラダ》と《あつあつグラタンスープ》と《ポロポロ鳥のロースト、丸パンつき》をください」

　注文を終えてメニューを回そうとしたが、キリトは軽く右手を上げて断り、

「同じものをもう一つずつと《フィックルワイン》のボトル一つ、食後に《ブルーブルーベリータルト》二つとコーヒー二つ」

　と告げた。ウェイトレスが注文を完かん璧ぺきに復唱してから立ち去ると、アスナはふうっと息を吐いた。

「……新しい層に上がってすぐは初めて見る食べ物ばっかりだから、オーダーするのもギャンブル感覚よね」

「そのわりには即決だったじゃないか」

「怪しい名前のは極力回かい避ひしたもの」

　メニューにちらりと視線を落としてから、ふと気になって訊たずねる。

「……それはそうと、さっき言ってたバフつき限定メニュー、頼んだの？」

「もちろん」

「どんな効果があるわけ？」

「それは後のお楽しみということで」

　にやにやするキリトを軽く睨にらみ、絶対最初に毒味をさせようと決意していると、早くも料理が届いた。

　サラダとスープ、メインディッシュはどれもおおよそ予想したとおりの雰囲気で、ほっと胸を撫なで下ろす。キリトが指でワインの栓を抜き、まずアスナの前のグラスにほんのり金色がかった液体を注そそぐ。

　何やら奇妙な名前だったが見た目は普通の白ワインなので再びほっとした──のも束つかの間ま、キリトのグラスに注がれた液体はピンク色で、しかも泡立っているのでぎょっとする。

「……どういうトリック？」

「種も仕掛けもございません」

　ボトルをテーブルに置きながら、キリトは再びにんまり笑った。

「このワインは、注ぐたびに赤・白・ロゼと甘口・辛から口くち・スパークリングがランダムに変わるんだよ。フィックルってのは《気まぐれ》って意味らしい」

「なら、そっちのはロゼのスパークリングね。わたしのは……」

　グラスを持ち上げ、キリトのそれと軽く触れ合わせてから一口含む。きりりとした冷たさとすっきり引き締しまった味わいが味覚を心ここ地ち好よく刺し激げきする。現実世界で味見したことのある白ワインとよく似ているが、もちろんこの世界ではアルコールに酔うということはない。

「……白の辛から口くちだった。うん、おいしい」

「へええ～……」

　と呟つぶやくキリトの、何やら探さぐるような視線にアスナが軽く眉まゆを寄せると、慌てたように眼めを逸そらして咳せき払ばらいしつつ言う。

「いや、その……ワインとか飲み慣れてるのかなーって」

「まあ、ちょこっと味見くらいはね……」

　と答えかけてから、これもまたリアル情報であると気付く。しかも、かなりセンシティブなやつだ。ワインを日常的に飲んでいる＝二十歳以上である、という推測が成り立ってしまう。三ヶ月と少し前に十五歳になったばかりのアスナとしては、さすがに五歳も上に見られるのは気分穏おだやかではいられない。実際には、自宅で父や兄のグラスを奪ってほんの少し舐なめる程度のことしかしていないのだ。

「ほ、ほんとにちょびっとよ。あなたも、お父さんのビールをちょっと飲んだりしてたでしょ」

「まあ、な。正確には母さんのビールを、だけどな……」

　そう答え、キリトは視線を右側の夜空へと向けた。アスナもつられて空を見上げ、しばらくしてからハッと両眼を見開く。

　あまりにも星の数が多いので最初は気付けなかったが、夜空の中央に斜めに並ぶ三連星、あれはオリオン座の三つ星だ。ならば左上の赤い大きな星はベテルギウス、そこからずっと左に離はなれた場所で輝くのはこいぬ座のプロキオン、二つの星の真下にある青白い星はおおいぬ座のシリウス。冬の大三角──。

「……現実世界と、同じ星座……」

　掠かすれ声ごえで呟いてから、アスナは強く両眼をつぶり、俯うつむいた。

　東京都世田谷区の自宅では星などほとんど見えないが、母方の祖父母の家がある宮みや城ぎの山里は空気が澄すんでいて、肉眼でも星座がくっきりと観察できた。冬の夜、厚着をして庭に出て、祖父に星の名前を教えてもらったものだ。幼い頃の記憶が鮮明に甦よみがえり、それは痛いほどの郷愁に色を変えて、アスナの胸を鋭するどく突き刺す。

　右手をブレストプレートに強く押し当てていると、キリトが口を開きかける気配を感じた。しかしアスナは素早くかぶりを振り、囁ささやいた。

「何も言わないで」

「…………」

「……現実世界のことは、考えたくないの。わたしは、レベル16フェンサーのアスナ。……そう信じ続けていないと、また戦えなくなっちゃいそうだから……」

　喉のどから押し出した言葉は、自分でも聞き取りにくいほどかすかだったが、少しして落ち着いた声が響ひびいた。

「うん……解わかった。ごめんな」

　あなたのせいじゃない、という意味を込めてもういちど首を横に振る。やがて胸の痛みは去り、深呼吸してから顔を上げる。

「わたしこそ、ごめん。……さ、ご飯たべよ。冷めちゃうわ」




　少々慌ただしく食べた料理は、総じてちゃんと美お味いしかった。

　サラダは葉っぱ自体が仄ほのかにマヨネーズ風味だったし、あつあつスープは蓋ふたを開けたら地獄のように煮えたぎっていたし、ポロポロ鳥はフォークでつついただけでぽろぽろと崩ほう壊かいしたが、それらも含めて楽しい食事だった。三杯目の、ロゼの甘口ワインを飲み干したタイミングで、ウェイトレスがデザートを運んでくる。

「……見た目は、普通のブルーベリータルトね。これが例の……？」

「そそ。バフつき限定メニュー」

　名前にブルーが一つ多いせいか少々青色が鮮あざやかすぎる気もするが、照明がテラスの四よ隅すみに吊つるされたランタンだけなので仔し細さいには解わからない。とりあえずキリトが最初の一口をあんぐり頰ほお張ばる様子を観察し、毒だの呪のろいだのにかかる気配がないことを確かめてからアスナも三角の先っぽを切り取って口に運ぶ。

「あ……おいしい」

　と思わず呟つぶやいてしまうほど、タルトは美味だった。爽さわやかに甘あま酸ずっぱいフレッシュブルーベリーの下は濃のう厚こうなカスタードクリームで、さくさくしたタルト生地パートシユクレと実によく合う。

　大きさこそ《トレンブル・ショートケーキ》ほどのインパクトはないが味は甲乙付けがたく、夢中で一切れを食べ終え、コーヒーを一口飲んで、大満足の溜ため息いきをついた──その瞬しゆん間かん、視界左上に見慣れない支援効果アイコンが点灯した。

　四角い枠の中には、ぱっちりした目のマーク。視覚に作用するバフだと思われるが、さして視力が上がったようにも、夜目が利きくようになったようにも思えない。

「…………このバフ、なに？」

「テラスの床をじっくり見回してみな」

　キリトにそう言われ、首を傾かしげつつもテーブルの下の石畳に視線を落とす。あちこちきょろきょろと検分していると、テラスの隅で、何かがぼんやり光っていることに気付く。

「……あそこに、何か……」

　立ち上がり、発光物体に歩み寄って拾い上げると、それは一枚の小さなコインだった。

　アスナの手の中でエフェクト的な光はすぐに消えたが、ランタンの灯あかりを反射する煌きらめきは消えない。古ぼけてはいるが銀貨だ。

　しかし表面に刻印されているのは、日ごろ見慣れた百コル銀貨の、図案化された浮遊城ではない。横に並ぶ二本の樹きという、初めて見る図柄だ。裏返しても奇妙な紋章があるだけで、数字はない。

　キリトのところに戻りながら、アスナは右手の銀貨を掲げてみせた。

「見たことないコインが落ちてたんだけど……これ、何？　それと、どうして光って見えたの？」

　椅い子すに座り、テーブルにぱちんとコインを置く。それを摘つまみ上げたキリトは、一いち瞥べつしただけで軽く頷うなずき、指先でくるくる回す。

「……《遺い跡せき》っていうのは、カルルインの街を作ってる道や建物みたいな《遺構》と、他にもういっこ重要な要素から成り立ってるんだけど、なんだと思う？」

　いきなり歴史の教師みたいな質問をされ、ムムッと思う。久々にお勉強脳を起動し、それっぽい言葉をひねり出す。

「……出土品？」

　するとキリトは右手のコインをぴんと弾はじき上げ、左手で器用にキャッチしながら言った。

「惜しい！　だいたい合ってるんだけど、正しくは《遺物》だな。遺構と遺物、合わせて遺跡……つまり遺跡の街カルルインには、大昔の道やら塀へいだけじゃなくて、そういうちっちゃい遺物があちこちに落ちてるんだ。いまはまだ話が広まってないけど、あと一、二日もすれば下層からプレイヤーがいっぱい上ってきて、街じゅうで遺物拾い祭りになると思うよ」

「へえええ…………」

　キリトの言葉に、思わずもう一度あたりの床を見回してしまう。すると、南側の柵さくの根元に新たな光源を発見して、しゅばっと移動して拾い上げる。

「……今度は、銅貨だった」

　二本の樹の図案は同じだが、一回り小さな茶色のコインをテーブルに置く。こうなるともっと探したくなり、体がむずむずするのをガマンしていると、キリトがにんまり笑った。

「ここで遺物拾いにハマるとヤバいぞ。ふつうのゲームなら小マップにアイテムの位置が表示されたり、画面内で光ったりしてくれるけど、ＳＡＯは単に落っこちてるだけだからな……。あのでかい《フォッシルウッドの枝》でさえ見つけるのにそこそこ苦労するのに、こんなちっちゃいコインを見つけようと思ったら、どんだけ大変か解わかるだろ？」

「え？　でも、わたしにはちゃんと光って見えるよ……」

　と言いかけてから、それこそが、《ブルーブルーベリータルト》のバフ効果なのだと気付く。

「あ……じゃあ、この目のマークのアイコン……」

「イエス。それは《遺物発見ボーナス》で、カルルインの街中と地下でしか効果がないけど、落ちてるコインとか宝石とかがぼんやり光って見えるという大変お得な……」

「宝石？」

　キリトの解説を遮さえぎって、アスナは問い質ただした。

「う……うん。まあ、金貨とか宝石とかは相当にレアだから、発見バフかかっててもなかなか見つからないけどな……。更にレアなとこだと、マジック効果つきの指輪とかネックレスとか……」

「指輪？　ネックレス？」

「…………う、うん」
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　何やら微妙な表情を浮かべるキリトから視線を外し、卓上の銀貨と銅貨を見据えたアスナは、五秒ほど内なる葛かつ藤とうを繰くり広げてから言った。

「…………わたしも、遺い物ぶつ拾い祭りやりたい」

　レディーの行いとしてはいかがなものかと思わなくもないが、現実世界でも、幼稚園の頃に近所の上棟式で紅白餅もちを無む闇やみと拾いまくって母親に怒られたという思い出があるのでいまさら仮想世界でアイテムを拾うくらい何ほどのこともない──はずだ。それに、せっかくお金を払って食べたタルトの支援効果を無駄にすることもないではないか。

　いっそう微妙な顔をしている相棒をじろりと凝ぎよう視しし、アスナは訊たずねた。

「何か、問題が？」

「い……いや、何もないけど……」

「ていうか、あなたはどうしてそんなにやる気なさそうなの？　むしろ、街が混む前に根こそぎ拾いまくるぜー、みたいなタイプだと思ってたけど」

「し、失礼な……まあ、まったくそのとおりだけど……」

　片手剣使いは、歯切れの悪い口調でもごもご答える。

「俺もこういうのは大好きだけど、ベータの時にちょっと悲しい記憶が……。──んー、でもまあ、街中でやってるだけなら大丈夫か……」

　何かが自己解決したらしく、キリトは「よし」と言いながら立ち上がった。テーブルを指差し、

「ちなみのその通称《カルルコイン》は、街のＮＰＣ両替商でコルに交換してもらえるからな」と付け加えるので、もちろんしっかり回収する。

　食器を片付けにきたＮＰＣウェイトレスに、ほとんど無意識に「ごちそうさま」と挨あい拶さつしてから、再び大きな扉を開けて外の通りへ。まだプレイヤーの姿は見えないが、この店のバフつきタルトのことが《アルゴの攻略本》に載のったら、ベータの時のように行列ができるのだろう。

「このバフって、有効時間どれくらい？」

　歩き始めながら訊ねると、キリトはなにやら子供をあやす大人じみた表情と口調で答えた。

「焦あせらなくても大丈夫だよ、たっぷり一時間もあるから」

「たったの一時間でしょ！　あ、そうだ……さっきのタルト、テイクアウトできないの？」

「残念ながら、お店で食べないとバフがつかないんだよな。しかも一人一個限定、一日三十個限定」

「ふうん……じゃあ、買い占めて転売みたいなことは不可能なわけか」

　アスナが呟つぶやくと、隣となりを歩いていたキリトがわざとらしく体を引く。

「うわぁ～、さすがの俺もそこまでは考えなかったなぁ～」

「ちょ……わたしがやるなんて言ってないでしょ！　不可能でよかったって意味よ！」

　黒コートの肩を小こ突づきながらも、視線を地面に走らせるのは忘れない。しかしいまのところ、光る物は発見できない。

「……さっきのテラスには二枚も落ちてたのに、意外と見つからないのね……」

「道路は遺い物ぶつが少ないんだよ。ＮＰＣの店や住宅の屋内はほぼゼロ。狙ねらい目めはあちこちの広場とか神殿、あとは住民に利用されてない、ほんとの遺跡っぽい場所だな」

「ふうん……。──遺物って、いったん拾われたらそれっきりなの？」

「ベータの時は、サーバーメンテが入るたびに復活してたけど……正式サービスになってから、サーバーが止まるようなメンテって一度もないからなあ……」

「そういえばそうね……。──こういうネットゲームのメンテナンスって、具体的にはどんな作業をしてるわけ？」

　これも現実サイドに属する質問かもしれないが、まあギリギリセーフだろうと思って訊たずねると、キリトは「えぇ～～と……」と唸うなりながらこめかみのあたりを指で押す。

「俺も何かで読んだか聞いたかしただけだけど……確か、ソフトウェアとハードウェアの破損チェックとか、問題があったらその修正とか交換とか、あとはプログラムのアップデートとかバグフィックス、もちろんサーバーの再起動……そんなもんだったかな？」

「色々あるのね。……それって、必要だからやるわけよね？　ＳＡＯは、どうして二ヶ月近くもメンテなしで平気なの？」

「残念ながらそこまでは解わからないよ」

　苦笑いした片手剣使いは、上層の底に眼めを向けながら言葉を続けた。

「サーバーがクラスタ化されてれば、サービスを停とめなくてもできるローリングメンテナンスってのもあるらしいけど……ネトゲの場合は新旧ロジックの混在が問題になりそうだしな。まあ、ＳＡＯの場合は茅かや場ばがそもそもこのデスゲームを始める前提で設計してたんだから、そのへんも最初から対策してたんだろう……方法は見当もつかないけどな……」

　そろそろついていけなくなりそうなので、隙すきを見つけて割り込む。

「あ、ありがとう。──ともかく、現状だと、いちど拾われた遺い物ぶつはそのまま復活しない可能性もあるわけね」

「まあ、そうかもなー」

「なら、ますますのんびりしてる場合じゃないよ！　広場とか神殿だっけ？　早く行こう！」

「へいへい、了解。確かそこの角を左に曲がってしばらく行ったところに、よさげな神殿跡が……あっ、こら、危ないので走らないでくださーい！」

　と叫ぶ相棒を置き去りにして、アスナはまだ見ぬ遺物目指してダッシュした。
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　十コル相当の銅貨、二十三枚。

　百コル相当の銀貨、九枚。

　五百コル相当の小金貨、二枚。

　千コル相当の大金貨、一枚。

　そこそこ質の良さそうな宝石、三個。

　何かのマジック効果がありそうなネックレス、一個。

　同じくブレスレット、一個。

　同じく指輪、二個。

　カルルインの外周にほど近い神殿跡で、アスナとキリトがバフが切れるまでに拾った遺い物ぶつは以上のようなものだった。宝石やアクセサリー類を鑑かん定ていしてみなければ解わからないが、総額では五千コルを軽く超えるのではないか。たった一時間での稼かせぎとしては驚おどろくべき効率だ。

　二人のほかには誰もいない遺跡を最後にもういちど見回し、もう光るものがひとつも視界に入らないことを確認すると同時に、バフのアイコンが点滅を経て消えた。

「ふうう…………」

　長い溜ため息いきをつき、ひび割れたベンチに座っているキリトの隣となりにすとんと腰掛ける。相棒が畳んだ毛布の上で綺き麗れいに並べている遺物、というかお宝の数々を眺め、もういちど息を吐く。

「──なるほど、確かにハマるとヤバいわね、これは」

「だろ？　ベータの時なんか、レベルアップを放棄して、ここで遺物拾い専門になっちゃった奴やつまでいたんだぜ。敬意を込めて《ヒロワー》とか呼ばれてたけど」

「…………それ、敬称なのかしら…………」

　呟つぶやきながら、毛布の上から赤い宝石をひとつ摘つまみ上げ、掌てのひらに転がす。遺物を夢中で探している時は大いに楽しかったのだが、マジックタイムが終わってしまうと、うっすら罪悪感めいたものが胸に滲にじんでくる。

　考えてみれば、生産職を目指すプレイヤーや、はじまりの街から出ないことを選んだプレイヤーたちにとって、これは数少ない《圏内で稼かせげるチャンス》なのではないだろうか。いちど拾われた遺物が復活しないのなら、なおのこと。宿代、食事代に困っているわけでもないし、街の外で稼ぐこともできる自分たちが、スタートダッシュで遺物を独り占めしてしまうのは、いかにも利己的な行為だったかもしれない。

　そんなことを考えながら宝石を毛布に戻していると、キリトがいつもの皮肉っぽさが抜けた声でぽつりと言った。

「……優しいんだな」

　アスナの後悔を察したのであろうその言葉はなぜかすぐには脳まで届かず、三秒くらい経過してから「は、はぁ!?」と間抜けな声を出してしまう。

「ちょ……別に……何それ……」

　わたわたとなっていると、キリトも少し照れた様子ながら再び口を開いた。

「アスナが気に病やむことはないよ。俺たちがいま拾ったのは、この街に落ちてる遺い物ぶつ全部と比べれば、ほんとうにちっぽけなもんなんだからさ」

　言いながらぎこちなく左手を伸ばし、アスナの右の肩けん甲こう骨こつあたりを、ブレストプレートの留め具のうえからごく軽く、ぽんと叩たたく。

　これまでなら、気安く触らないでよね！　とカウンターパンチの一発も繰くり出していたであろう場面だ。

　しかしアスナは、突然胸の奥から溢あふれそうになったものを堪こらえるために、息を止めねばならなかった。

　楽しそうだから、というだけで後先考えず遺物を集めてしまった罪悪感。でもわたしだって圏外で戦うのが怖くないわけではぜんぜんないんだ、という自己弁べん護ご。それらがないまぜになって膨ふくれ上がり、これまで懸けん命めいに制御していた感情を、あまりにも強い衝しよう動どうへと変換する。

　このデスゲームを効率よく攻略していくための、暫ざん定てい的パートナーでしかない黒髪の剣士の胸に体をぶつけ、顔を押し当てて泣き叫びたい。攻略集団のトッププレイヤーという、決して望んだわけではない役目をかなぐり捨てて、自分に嵌はめた全てのたがを取り払って、小さい子供のように思い切り大声を出したい。何もかもを解放し──それを受け止め、許し、慰なぐさめてほしい。

　でも、それは許されない。

　決してキリトに甘えてはならないのだ。ただでさえ、アスナはキリトの知識に助けられすぎている。この層に来てからのたった一日で、いったい何度彼に質問し、答えてもらったか。その逆はほとんどないというのに。

　これ以上彼に依存してしまったら、二人の関係は攻略パートナーではなくなる。守るものと守られるものになってしまう。いや、すでに知識面ではそうなのだ。だから戦せん闘とう面では対等でなくてはならないし、自分で自分を制御できなくてはならない。

　左腰のレイピアの鞘さやを、キリトには見えないように強く握り、アスナは嵐あらしのような衝動に耐たえた。胸に溢れかけた感情の大おお潮しおはやがて少しずつ引き、心の奥底へと戻っていった。

　長く息を吐き、隣となりで心配そうな顔をしている相棒に小さく笑いかける。

「うん……ありがと、大丈夫。別に後悔してるわけじゃないよ、すごく楽しかったし。……けど、遺物拾い祭りは、これでもう満足かな」

「…………そっか」

　キリトも軽く微笑ほほえむと頷うなずいた。ストレージから空からの革袋を取り出し、コインやアクセサリーを全て収納しながら、いつになく優しい声で続ける。

「アスナが気に病やむ必要ないって言ったのは、本当のことだよ。街の中にはこんな神殿や広場があちこちにあるし……」

「…………うん」

「まだ、遺い物ぶつが復活しないって決まったわけじゃないし……」

「…………うん」

「それに、そもそも街中の遺物拾いは、カルルインのトレジャーハントとしてはただのオマケみたいなもんなんだ」

「…………うん…………うん？」

　頷うなずきかけた頭を停止させ、横に傾かたむける。

「それって、どういうこと？」

「ほら、転移門広場でも、他の場所でも、ＤＫＢやＡＬＳの連中をぜんぜん見かけないだろ？　こう言っちゃなんだけど、あの連中こそ、攻略資金の足しにって言って遺物を根こそぎ拾っちゃいそうな感じなのにさ」

「…………まあ、確かに……」

　この話はいったいどこに向かうのだろう、と思いながら暫ざん定ていパートナーの顔を見ると、キリトは左手の人差し指を立て、それをくいっと真下に向けた。

「あいつら、たぶん下に潜もぐってるんだ」

「…………下？」

「うん。カルルインの街の下には、とんでもなくでっかい地下墓地……まあダンジョンだな、それが広がっててさ。浅いとこは圏内だからトレジャーハントはそっちが本命で、正直、街中で拾える遺物なんてたかが知れてるんだよな」

「…………は？」

「だからさ、これくらいで罪悪感覚える必要なんかまったくないんだよ。さ、鑑かん定てい屋やに行ってから金に換えて山分けしようぜ。そのあと武器屋に行って、まずは装備のフルメンテを……」

「は？　はぁ!?　はああぁぁぁ────────!?」

　先刻の衝しよう動どうとはまったくニュアンスが違うが、とりあえずお腹なかの底から叫び声を迸ほとばしらせながら、アスナは右みぎ拳こぶしをしっかりと握り締しめた。

「──それをっ！　先にっ!!　言いなさいよね[image: ]」

　空気を切り裂いて飛んだ右フックがキリトの左ひだり脇わき腹ばらに激げき突とつ──する寸前でアンチクリミナル・コードの障しよう壁へきを発動させ、衝しよう撃げき音おんとともに発生した紫色の閃せん光こうが神殿跡を鮮あざやかに照らし出した。




　プロパティ不明アイテムの鑑定は、鑑定スキルを取っているプレイヤーかＮＰＣの鑑定師に依頼しなければならない。現状、前者はなかなか見つからないので、アスナたちはカルルインの商店街に看板を出しているＮＰＣショップに拾った遺い物ぶつを持ち込み、宝石類とアクセサリーを鑑かん定ていしてもらった。

　宝石類はどれも五百コル前後のＤ級品、アクセサリーもネックレスが《吟ぎん唱しよう》スキル熟じゆく練れん度ど＋３、ブレスレットが《調合》スキル熟練度＋４、指輪のひとつがスタン耐性＋１％と微妙な性能だったが、もうひとつの指輪は《燭しよつ光こう》という見慣れない効果がついていた。

　店を出たアスナが、銀色のリングに黄色い石がついた指輪をためつすがめつしていると、続いて出てきたキリトが言った。

「それ、ちょっと便利だから装備しとけば？」

「え……そうなの？　でも……」

　二人で手に入れたアイテムなのだから、じゃんけんなり何なりで決めるべきでは──と思ったのだが、その思考を読んだようにキリトが両手を持ち上げてみせた。

「俺はもう、両手に指輪装備しちゃってるから」

　確かに、左右の人差し指にはすでに銀色の輝きが存在する。確か右手のものが、三層ダークエルフ野営地の司令官からクエスト報酬としてもらった筋力＋１の指輪。そして左手のものが、ヨフィリス子し爵しやくから身分証としてもらった《シギル・オブ・リュースラ》だ。

　アスナの左手中指にも、まったく同じ指輪が装備されている。計らずしてキリトとお揃そろいということになったこれを、最初に何も考えず薬指に装備してしまい、それを見られそうになって大慌てで中指に移動させた時のことを思い出すと同時に当時の気恥ずかしさまで甦よみがえってきて急いで手を下ろす。

「じゃ……じゃあ、お言葉に甘えておくわね」

　謎なぞの《燭光》指輪を右手の中指に装備し、効果の詳細を聞くことも忘れて、アスナはすたすた歩き始めた。

　鑑定屋にほど近い道具屋で残りの遺物を売り、並びの両替屋でカルルコインをコルに替えてもらうと、総額は六千四百八十コルとなった。キリトがきっちり半額をトレードウインドウで飛ばしてくるので、素直に受け取る。

　神殿ひとつ空からっぽにしてしまったことへの申し訳なさが完全に消えたわけではないが、キリトいわく街中にも、地下墓地とやらにもまだまだ遺物は転がっているそうなので、下層から来る人たちもそれなりに遺物拾いを楽しむことはできるだろう。それに、アスナたちが短時間でこれだけの収入を得られたのは《遺物発見ボーナス》のバフがかかっていたからで、あのタルトが限定メニューである以上そうそうすぐに全遺物が拾い尽くされるようなことはないはずだ。

　この臨りん時じ収入は、全額ゲーム攻略のために使おう。

　そう決めて気分を切り替えると、アスナは鍛か冶じ屋やを目指しているらしいキリトに話しかけた。

「ねえ、アインクラッドに魔ま法ほうは存在しないのよね？」

「ん？　……ああ、キズメルはそう言ってたな。エルフには《大地切断》以前のオマジナイがあるけど、俺たち人間にはそれもほとんど残ってないとか……」

「だとすると、さっきのタルトのバフはどういう理屈なのかしら。現象的には完全に魔ま法ほうよね？」

「あー」

　キリトは頷うなずくと、にんまり笑う。

「……それ、俺も今日ようやく気付いたんだけどさ……だからブルーブルーベリータルトなのかな、って」

「どういうこと？」

「ほら、ブルーベリーのアントシアニン色素って、眼めにいいって言うだろ？　ブルーが二個でアントシアニンも二倍、だから眼がよくなって遺い物ぶつを見つけやすくなるっていうハナシなら、魔法じゃないと言って言えなくもないという……」

「………………フウン…………」

　それなら二層で食べた《トレンブル・ショートケーキ》の幸運ボーナスはどういう理屈なのか！　と思ったが、思い出は思い出のままにしておくことにしてぐっと吞のみ込む。

　代わりに、星明かりを受けてぼんやりと光る上層の底を見上げながら、ぽつりと呟つぶやく。

「…………この層でも、キズメルに会えるわよね？」

　今度は、キリトはすぐには答えず、アスナと同じように顔を仰あお向むけた。

「……四層から、キャンペーン・クエストの流れがベータの時とかなり違ってきてるんだよな……。前はフォールンエルフのノルツァー将軍も、ダークエルフのヨフィリス子し爵しやくもそもそも存在しなかったわけだし。だから、断言はできないけど……でも、会えるといいよな」

「うん」

　願いを込めてアスナが頷くと、「あ、でも」とキリトが話を継ついだ。

「こっちから会いに行くことはできるかも」

「え……？」

「ほら、五層の攻略を本格的に始める前に、子爵様に報酬アイテムもらいに行かないと」

「あ、そっか、そうだったわね」

　四層のヨフェル城攻防戦のあと、城主ヨフィリスは二人にたいへん魅み力りよく的な報酬アイテムのリストを提示してくれたのだが、欲しいものを選択する直前に攻略集団がフロアボス攻略に出発したという情報が入り、報酬は後回しにして迷宮区へと急行したのだ。アイテム受け取りに時間制限はないだろうが、早めに戻らねばならない。

「城にまだキズメルが残ってるかどうかは解わからないけどな……」

　アスナが期待しすぎないようにと考えたのか、そう言い添えるキリトに頷き返し、現在時刻を確認する。夜の九時半、早くはないが遅すぎることもない時間だ。

「なら、これから四層に戻る？」

「ん～、そうだなあ……俺も、早めに次の剣を手に入れないとだしな……」

「あれ、その剣は使い続けないの？」

　キリトの背中に装備された《エルブン・スタウト・ソード》を見やりながら訊たずねる。

「それ、かなり強いんでしょ？」

「強いんだけどさ……ただ、強化試行回数がたったの一回なんだよな。成功しても、そう長くは使い続けられない」

「ふうん……うまい話ばっかりじゃないわね」

「まったくな」

　苦笑し、キリトは勢いよく頷うなずいた。

「よし、とりあえず転移門でロービアに戻って、今夜中に素材だけは集めちまうか」

「素材……あ、あー、そうか……」

　四層の水路を移動するには、ゴンドラが必須だ。しかし二人の愛船ティルネル号は、目的地のヨフェル城に係留したままになっている。主街区から城まで移動するための船を、もう一艘そう作らなくてはならないのだ。

「……船大工のロモロさんにもまた会いたいし……もいっちょ、頑張りますか！」

　アスナがぐっと拳こぶしを握ると、キリトが少々怯おびえるような顔で口を挟んだ。

「あの、今回はフツーのゴンドラでいいんですよね……？　《幻まぼろしの熊くま脂あぶら》とかいらないヤツで……？」

「しょうがないわね、フツーので我慢するわ」

　露ろ骨こつにほっとした顔をする相棒の肩を軽くつつき、アスナは歩調を早めた。




　カルルインの転移門から、四層主街区ロービアへとテレポートした二人を、爽さわやかな水の香りと細さざ波なみの音が出迎えた。

　もちろんこちらも夜だ。しかし、広い水面に家々の灯あかりが反射してきらきらと揺れるさまは、やはり夢のように美しい。

「五層が開通したのに、まだ観光客がたくさんいるわね」

　アスナが囁ささやくと、キリトも頷く。

「このぶんだと、ロモロのじっちゃんのとこもまだ待ち時間があるかもな……。とりあえず、急いで船の素材を……」

　相棒がそこまで言いかけた、その時だった。

　後方から、豊かなバリトンが二人を呼び止めた。

「よぉ、お二人さん！」

　声の主ぬしが誰なのかは、振り向く前に判わかった。

　攻略集団の主力である二大ギルドとは一定の距きよ離りを置きながら、確たる存在感を保っている両手武器使いの一団──キリトは《アニキ軍団》などと呼んでいる──を率ひきいるスキンヘッドの好漢だ。

　振り向いたキリトが、

「ういーっす」

　とざっくばらんな挨あい拶さつをするのに続いて、アスナもぺこりと一礼する。

「こんばんは、エギルさん」

「おう」

　にやりと太い笑みを浮かべて答えた斧おの使つかいのエギルは、しかし背中にトレードマークの両手斧を装備していない。代わりに、何やら巨大な筒状のオブジェクトを肩に担かついでいる。しばらく視線を注そそいでから、その正体に気付く。

　あれは《ベンダーズ・カーペット》──キリトが鍛か冶じ屋やネズハから譲じよう渡とされ、それをエギルに押しつけた、いや再譲渡した商売用アイテムだ。

「おいおい、まさか戦士から商人にクラスチェンジか？」

　キリトが啞あ然ぜんとしたように訊たずねると、エギルは再び口角を上げた。

「せっかくコイツをもらったんだから、有効利用しねぇとな」

「ま、マジか……」

　キリトが唸うなり、アスナも両りよう眼めを見開く。エギルと、ことによると三人の仲間たちまでもが武器を置くなどということになったら、攻略集団の戦力は少なからずダウンしてしまう。

　しかし、二人の心配顔を眺めたエギルは、巨きよ軀くを反らしながら「ハッハッハッ」と威勢よく笑った。

「わりぃわりぃ、フロア攻略をやめるわけじゃねぇよ。ただ、余剰アイテムを処分すんのに、ＮＰＣショップに店売りすんのと、このカーペットでプレイヤー取り引きすんのと、どれくらい実入りが違うのか確かめてみようと思ってな。今日は夕方から、ここの広場で露ろ店てんを出してたのさ」

「へえ……。結果はどうだった？」

　キリトが興味しんしんといった様子で訊たずねると、エギルは四角く整えた顎あご髭ひげを指先で擦こすりながら答えた。

「ん～、モノによるっつう感じかな……。大勢に需要のあるアイテム、たとえばここならゴンドラ素材なんかはかなり強気な値段でもさばけたけど、非戦せん闘とう系スキルのブーストアクセやら食材アイテムなんかは売れ残ったなァ。本気で商売するなら、最新の需要トレンドをきっちり把握するのと、あとは宣伝が重要っつう結論だな」

「ふうん、なるほどな……」

　頷うなずいたキリトも、顎先を人差し指の背で擦る。

「他のネトゲによくある、全プレイヤーがどこからでもアクセスできるオークションシステムみたいなのがＳＡＯにはないからなあ。本気でアイテムを売買するなら、かなり大がかりにやる必要があるってわけか……」

「うむ、戦せん闘とう職しよくのプレイヤーが不要品を自分で露ろ店てん売うりすんのはちっと厳きびしいな。時間も取られるし、売り手も買い手も妥当な相場なんかわかんねぇから……っつうかそもそもそんなモンが存在しねえから、値付けに苦労するしな」

「いっそ、大規模な仲介業者……現実世界の大型リサイクルショップみたいのが出てくれば、プレイヤー間取り引きがもっと活発になるんだろうけどな……。現状じゃ誰も大規模な店てん舗ぽを構えるほどの金持ってないし、当分は無理かな」

「そのぶん、最初にソレを始めたヤツは大おお儲もうけできるかもだけどな」

　何やら商売っ気の漂ただよう会話を繰くり広げる男二人を、アスナは一歩引いて眺めていたが、ふと気付いて口を挟んだ。

「あの、エギルさん。さっき、造船クエスト用の素材アイテムを売ってた……って言いました？」

「ん？　おう。材木だの鉱石だのがストレージを圧迫してしょうがねえからな」

「そ、それ、まだ残ってますか!?」

　ここでようやくキリトもあっという顔つきになり、エギルに詰め寄る。

「そ、そうか、残ってるかエギル!?」

　すると巨漢は堂に入った仕草で肩をすくめ、両手を大きく広げた。

「ゴンドラの素材はさばけたってさっき言ったろ？　もう一個も残ってねえよ。けどよ、何でいまさらそんなモンが欲しいんだ？　お前ら、真っ先に船を造ってただろ？」

　不思議そうな顔をするエギルに、キリトが事情をかいつまんで説明する。斧おの戦士はなるほどと頷うなずくと、しばし考えるような顔をしてから、「ちっと待ってくれ」と言ってウインドウを開いた。どうやら、誰かにインスタント・メッセージを飛ばしたらしい。

　返事はすぐに戻り、それを一いち瞥べつしたエギルは大きく頷くと言った。

「仲間のＯＫが取れたから、お前らにオレたちの船を貸してやるよ」




　転移門広場の東桟さん橋ばしで、エギルが舫もやい綱づなを解ほどいてくれた中型ゴンドラ《ピークォッド号》に乗り込んだアスナたちは、好漢に手を振ってからメイン水路を南に漕こぎ出した。

　船尾で櫂かいを操そう作さしながら、キリトが調子のいいコメントを口にする。

「いやあ、持つべきものは気前のいい知り合いだなあ」

「あのねえ、次に会った時にはちゃんとお礼言いなさいよね、手て土産みやげつきで」

「……それ、ワリカンでいいんだよな……？」

　心配そうな顔をするキリトに微笑だけを返し、アスナは進行方向へと向き直った。

　四層南部の湖で、フォレストエルフの艦かん隊たいと水上戦を繰り広げてからたった一日しか経たっていないのだが、ゴンドラに乗るのはずいぶんと久しぶりのような気もする。街明かりを受けて煌きらめく水面の美しさ、時折巻き上げられる水みず飛沫しぶき、舳へ先さきが波を乗り越える時の心ここ地ち好よい揺れ、やっぱり舟はいいなあとしみじみ感じてしまう。

「ねえ、さっき取り引きの仲介でお金稼かせぐ話してたけど、大型ゴンドラで遊覧船するのも商売にならないかしら？　ロービアのＮＰＣゴンドラは、街の外には出られないでしょ？」

　再び振り向き、何気なくそう提案すると、黒衣のゴンドリエーレは真ま面じ目めな顔で首を傾かたむける。

「うーん、需要はありそうだな。ただ、圏外の川にはモンスターが出るからなあ……」

「そっか、そうよね。プレイヤーの安全にちょっとでも不安がある商売なら、しちゃダメよね……」

「けど、たとえば護ご衛えいの小舟を前後につけるとかすれば……いやいっそ、乗客にがっちがちのフルプレート・アーマーを装備させれば……」

「ごめん、遊覧船のことは忘れて」

　そんな会話を交わすあいだに、ゴンドラはロービアの南門を抜けて、フィールドを蛇だ行こうする川へと出た。滔とう々とうとした流れに乗って一路南を目指し、かつてフィールドボス《バイセプス・アーケロン》が支配していた中央カルデラ湖を横切って、更に進む。

　何度か巨大なカニだのウニだのクラゲだのに遭そう遇ぐうしたが、そのほとんどをソードスキル一発で撃げき破はし、三日月湖に浮かぶウスコの村を素通りしてフィールド南部の峡谷地帯へ。ティルネル号に比べると大柄なピークォッド号を岩肌に擦こすらないよう、慎重に航走し続けること数十分──フィールドマップとインスタンス・マップの境界である白い霧きりを通過すると、ゴンドラはとうとう目的地の湖へと到着した。

　黒々とした湖水にそびえる、瀟しよう洒しやな城館が視界に入った途と端たん、アスナは胸が高鳴るのを感じた。

　ダークエルフの女性騎き士しキズメルと四層の迷宮区タワーで別れたのも、ほんの昨日のことだ。しかし彼女との再会を待ちわびる心を抑えることができない。

　ゴンドラは鏡のような水面を滑すべるように進み、ヨフェル城の大桟さん橋ばしにゆっくりと接せつ舷げんした。舫もやい綱づなを係留柱に掛けてしまうとシステム上の所有者であるエギルにしか解除できなくなってしまうので、そのまま桟橋に飛び移る。

　ピークォッド号のすぐ隣となりには、一回り小さい、白と緑に塗られたゴンドラが係留されている。二人の所有するティルネル号だ。小声で「ただいま」と言葉を掛け、キリトと軽く頷うなずき合ってから、大桟橋のたもとにそびえる城門へと向かう。

　黒光りする城門は、前回と同様にしっかりと閉じられ、斧おの槍やりを携たずさえた衛えい兵へいに守られていた。しかしキリトが左手の《シギル・オブ・リュースラ》を掲げると、それだけで衛兵が敬礼し、門が重々しく開いていく。

　城館本体の正面玄関もフリーパスで通過できたので、まずは城主に挨あい拶さつするべく大階段を上る。最上階である五階に到達すると、右側に見えるがっしりした扉をノックする。

　時刻はすでに真夜中近いが、すぐに中から聞き覚えのある美声で「入りなさい」といういらえが返った。

　アスナにちらりと視線を振ってから、キリトが扉を引き開ける。

　初めて訪れた時は、窓という窓に分厚いカーテンが引かれて深い闇やみに沈んでいたこの部屋だが、真っ先にアスナの眼めに飛び込んできたのは沢たく山さんのランタンや燭しよく台だいが放つ暖かなオレンジ色の光だった。それらに照らし出される執務室のいちばん奥、大きなデスクの向こうに、長身のダークエルフの姿があった。

　ヨフェル城の主あるじ、レーシュレン・ゼド・ヨフィリス子し爵しやく。

　波打つ黒髪を後ろで束たばね、露あらわになった美び貌ぼうには、額ひたいから左眼を通って顎あごまで続く古傷が刻まれている。子爵いわく《最大の恥ち辱じよくの証あかし》であるその傷を隠すために彼（たぶん）はずっと暗闇の中で暮らし続けていたのだが、昨日の森エルフとの決戦を経て考えを変えたらしい。

　若々しさと落ち着きが同居する顔に微笑ほほえみを浮かべ、城主は二人の名を呼んだ。

「キリト、アスナ。戻ってきたのですね」

「はい。その……城主さまと、約束しましたから……」

　少しばかり歯切れ悪く、キリトが答える。さすがの彼も、クエスト報酬を貰もらいにきました、とは言いづらいのだろう。助けを求めるような眼でこちらを見てくるが、アスナは素知らぬ顔で城主に一礼する。

「夜遅くにお邪じや魔ましてすみません、城主さま」

「構いませんよ。この城を守ってくれたそなたたちなら、いつでも歓かん迎げいです。さあ、こちらにどうぞ」

　ヨフィリスに手招かれ、二人は執務室を横切って机の前まで移動した。広い部屋には、他のＮＰＣの姿はない。

「あの……キズメルはどこに？」

　城のどこかにいるのだろう、と考えたうえでの質問だったのだが、城主は灰緑色の隻せき眼がんでアスナを見詰め、短くかぶりを振った。

「残念ながら、彼女はもうこの城にはいません」

「えっ……!?」

　と、キリトと同時に声を上げる。

　デスクの上でほっそりした両手を組み合わせ、ヨフィリスは落ち着いた声で説明した。

「騎き士しキズメルは、神官団の指示により、《翡ひ翠すいの秘ひ鍵けん》と《瑠る璃りの秘鍵》を第五層の砦とりでへと運ぶ任に就つきました。いまごろはもう到着しているはずです」

「……そうだったんですか……」

　失望を抑えながら、アスナは呟つぶやいた。頷うなずいたヨフィリスは、仄ほのかに口くち許もとを綻ほころばせながら言葉を重ねた。

「キズメルも、そなたたちに会いたがっているでしょう。機会があれば、砦とりでを訪れてみてください。その印章シギルがあれば、門は開くはずです」

「はい……必ず！」

「なるべく早く行ってみます」

　アスナとキリトがきっぱり宣言すると、ヨフィリスは再び微笑ほほえみ、右手で部屋の壁かべ際ぎわを示した。見ればそこには、がっしりした造りのチェストが置かれている。

「そなたたちには、我が城を守ってくれた謝しや礼れいと褒ほう賞しようをまだ渡していませんでしたね。改めて、あの箱から好きな品を二つずつ持っていくといい」

　城主が自分から言い出してくれたことに、露ろ骨こつにほっとした顔をするキリトを肘ひじで小こ突づこうとしたが、それより早く視界にクエスト報酬リワードの選択ダイアログが表示された。

　こうなると、アスナとしてもわくわくせざるを得ない。急いでお礼を言い、長いリストをスクロールする。

　二人がそれぞれの報酬アイテムを決定するまでに、実に二十五分もの時間を要した。城主は辛しん抱ぼう強づよく待ち続けてくれたが、途中で二度ばかり欠伸あくびを嚙かみ殺したように見えたのは、たぶん気のせいだろう。




　その夜はヨフェル城に宿泊し、翌日の朝食までご馳ち走そうになってから、二人はピークォッド号で主街区ロービアへと戻った。東桟さん橋ばしにゴンドラを着けると、アンカーを水に沈め、舫もやい綱づなをしっかり係留柱に繫つないでからエギルにお礼のメッセージを飛ばす。相変わらず観光客でごった返している中央広場を横切り、転移門に足を踏ふみ入れる。

　水路の街ロービアから、遺い跡せきの街カルルインへとテレポートしたアスナは、埃ほこりっぽい寒風を遮しや断だんするべくフーデッドケープを口くち許もとまで引き上げた。しかし──。

　ゲートから出た二人を待っていたのは、ロービア以上に水分をたっぷり含んだ空気だった。しかもそれは無数の水滴と化して、空から地面へと降り注いでいる。

「…………雨？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、アスナは上空を見上げた。途と端たん、顔を大粒の雫しずくに直ちよく撃げきされ、慌ててフードを被かぶる。

「雨だなこりゃ……」

　キリトも驚おどろきを隠さない口調で言うと、レザーコートの襟えりを立てた。もちろんそれだけでは降り注ぐ水滴を遮断できず、黒髪がたちまち額ひたいに張り付く。

　髪が濡ぬれても不快なだけだが、装備が完全に水を含むと水濡れエフェクトが発生し、動きづらくなってしまう。

「と……とりあえず、どっかに入りましょ」

　提案しながら、アスナは転移門広場を見回した。悪天候のせいか、朝八時過ぎという時間のわりには人ひと影かげが少ない。青黒い石いし敷じきの床には大きな水たまりが発生し、小さな波紋を無数に重ねている。

「つっても、朝メシはもう食べちゃったしなあ……武器も更新したばっかりだし、道具屋にもいまんとこ用はないし……」

「もう、屋根があるとこならどこでもいいわよ！」

　アスナが小声で叫ぶと、キリトは更に二秒ほど考えてから、前髪から水を滴したたらせつつ頷うなずいた。

「そんじゃ、昨日受けたクエストを消化するか」

「この雨の中で？」

「大丈夫、屋根があるよ」

　小走りに駆かけ出す相棒を、とりあえず追いかける。

　水たまりをぱしゃぱしゃ踏ふみながら広場を横切り、まだ足を踏み入れていない街の北部へ。大通りを五十メートルばかり移動すると、前方に再び広場が現れた。中央には半なかば崩くずれかけた大型の遺い跡せきがそびえているが、昨日遺物拾いをした神殿と比べると、幾らかおどろおどろしい雰囲気だ。

　しかし背に腹は代えられず、黒々とした遺跡の入り口に飛び込むと、やっと雨から逃れることができた。ケープやスカートに付着した水滴を両手で払い、ふうっとひと息つく。

　改めて周囲を見回すと、そこは薄うす暗ぐらい広間になっていた。前と左右はがっしりとした石いし壁かべで扉はないが、床の真ん中に大きな下り階段が口を開けている。両りよう脇わきには奇怪な神像らしきものが立ち、広間の四よ隅すみで燃える篝かがり火びに照らされて、不気味に陰いん影えいを蠢うごめかせる。

「…………ここは？」

　レザーコートの水滴をばっさばっさと落としている相棒に小声で問いかけると、予想通りの答えが返ってきた。

「昨日言った、地下墓地の入り口だよ。まあ他にも何箇所かあるんだけど、ここがメインかな」

「ふうん。……ここが目的地のクエストがあるわけ？」

「そりゃもう、山ほどある」

　濡ぬれた前髪を搔かき上げ、キリトはウインドウを開いた。可視モードに変更すると、クエストタブの受注済みリストをアスナに示す。

「この《迷子のジェニー》ってやつは、女の子のペットの仔こ犬いぬだか仔猫だかを地下墓地で探すやつだし、《悪趣味な収集家》ってやつは特定の遺物を拾い集めるやつだし、《三十年の嘆なげき》ってやつは地下墓地のどっかを彷徨さまよってる悪あく霊りようを……」

「にえっ！」

　そこまで聞いた瞬しゆん間かん、アスナは思わず奇妙な叫び声を上げながら右手でキリトの口をばしっと塞ふさいでいた。

　びっくり顔で尚なおもモゴモゴ何かを言おうとする相棒を、ありったけの眼力で黙だまらせてから、ゆっくり手を離はなす。

　キリトはしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて恐る恐るというふうに口を開いた。

「……いまの、にえっ、って何？」

「…………ロシア語の『ノー』よ」

「……なにがノーなんだ？」

「……それは、えーと……クエストのネタバレ禁止ってことよ」

　我ながら苦しい説明だと思ったが、キリトはなぜか大いに納得した表情で頷うなずいた。

「ああ……そっか、そうだよな。フロア攻略に関連する必須クエストならまだしも、単発ものならストーリーを知らない状態でやりたいよな……うん、じゃあ、これからやるクエストは基本的に説明も口出しもしないから、アスナが先せん導どうしていいよ」

　マジメな顔でそう言われてしまえば、いまさら訂正もできない。咳せき払ばらいし、ちらりと下り階段を見やる。

「そ……そう、なら、そうさせてもらうわ。あなた、準備はできてるの？」

「もちろん」

　キリトは右手を持ち上げ、更新したばかりの長剣の鍔つばをチン、と鳴らす。

　ヨフィリス子し爵しやくの褒ほう賞しようリストには片手剣が諸もろ刃はと片刃の二種類存在し、アスナがプロパティを見た限りでは片刃サーベルのほうが微妙に強そうだったが、キリトが選んだのは《ソード・オブ・イヴェンタイド》という諸刃の直剣だった。

　いずれその理由を聞いてみようと頭の隅すみにメモしておいたのだが、正直いまはそれどころではない。大きく深呼吸し、もはや詮せん方かたなし、と覚悟を決めて地下墓地の入り口へと向き直る。

「……じゃあ、行くわよ！」

「おう！」

　十二月二十九日、午前八時二十分。アスナとキリトは、アインクラッド第五層の攻略を本格的に開始した。










　　　４




　アスナが大いにほっとしたことに、階段の下はすぐに妖よう気き漂ただよう地下墓地──というわけではまったくなかった。

　それどころか、階段を下りた先の大きな広間には、何十人というプレイヤーの姿があった。広間の各所に三々五々集まった彼らはミーティングをしたりご飯を食べたり、中には壁かべ際ぎわに寝袋を並べて仮眠を取る者たちまでいる。

「……ここ、安アン地チ部屋なの？」

　安全地帯の略語を用いながらアスナがぽそっと訊たずねると、キリトは「何を言っているのだ」という顔で囁ささやき返してきた。

「それどころかまだ圏内だよ。表示出てないだろ？」

「あ……そ、そっか……」

　肩の力を抜き、再び視線を巡らせる。

　そのつもりで見れば、広間にいるプレイヤーのほとんどは攻略集団ではない。二層、三層クラスの装備を身につけたパーティーから、非武装の観光者までいるようだ。

「みんな、遺い物ぶつを拾いにきたのね」

「そうだろうな。この広間はもう拾い尽くして、周りの地下遺跡を探索してる頃じゃないかな……」

　そう言ったキリトが、ふと厳きびしい顔になる。アスナが首を傾かしげると、「あ、いや……」と呟つぶやいてから、軽く肩をすくめる。

「前にも言ったけど、ベータの時は、この地下一階は全部圏内だったんだ。当然モンスターも出ないし、危険なトラップもない。その噂うわさが広まり始めてるから、こうして下の層から遺物を拾いに来てるんだろうけど……」

「何か問題があるの？」

「……いや、悪い、考えすぎだ。さあ、俺たちも先に行こうぜ」

　先に立って歩き始めたキリトが、ぴたりと停止し、アスナに先行するよう促うながす。溜ため息いきを吞のみ込んで、広間の四方に黒々と口を開ける通路を順に見やる。

　──最初は、仔こ犬いぬか仔猫を探すクエストに当たりますように。

　と脳内で念じながら北側の通路を選んで歩き始める。

　広間は幾つもの篝かがり火びで明るく照らされていたのだが、通路に入ると途と端たんに周囲が薄うす暗ぐらくなり、アスナはこっそり顔をしかめた。しかも地上の雨がしみ込んでくるのか、あちこちでぴちょん、ぴちょんと水滴が垂たれていて、たまにそれが頭や肩を直ちよく撃げきする。

　黙だまっているとここが圏内だということさえ忘れてしまいそうになるので、右斜め後方を歩くキリトに、適当な話題を投げかける。

「それにしても、アインクラッドって、雨が降るのね」

「いままでも何回か降ったことなかったっけ？」

「わたしは憶おぼえてないわ。クリスマスに雪は降ったけど……」

「そっか。まあ、レアなのは確かだよ。いままでのＭＭＯＲＰＧなら雨だの、嵐あらしだの当たり前だけど、ＶＲＭＭＯの雨は不快すぎるんだ。さっき経験したとおり視界は悪くなるし、装備は重くなるし、服が濡ぬれると気持ち悪いし、寒いし冷たいし……ベータの初期はもっと頻ひん繁ぱんに雨が降ったんだけど、テスターからの苦情で減ったんだよな」

「ふうん、そんな経けい緯いがあったのね。ちょっと残念……部屋の中から雨を見るのは好きなんだけどな」

　そんな言葉を交かわしているうちに、ようやく気持ちが落ち着いてくる。どんなロケーションだろうとここはまだ圏内、モンスターの類たぐいは絶対に出現しないのだ。大量に受けた単発クエストをさくさくと片付け、一つくらいはレベルを上げて、本格的なフロア攻略の準備を整えねばならない。

　左手で愛剣の柄つかを強く握り、気合を入れ直す。

　途中でウインドウを開き、まだ大部分が無地のマップ画面にプロットされている、クエスト目的地のマーカー目指してメイン通路から脇わき道みちに入る。幅三十センチしかない隘あい路ろをカニ歩きで通り抜け、高さ六十センチのトンネルを四よつん這ばいで（この時だけはキリトを先行させた）くぐり抜けてマーカーへと近づいていく。

　やがて二人が足を踏ふみ入れたのは、礼拝堂のような場所だった。横長の椅い子すが何列も並び、奥の壁かべ際ぎわには半はん壊かいした怪しげな石像が立っている。光源は床の数箇所でちろちろと燃える蠟ろう燭そくだけで、空間の四よ隅すみは濃こい闇やみに沈む。いかにもいろいろな遺い物ぶつが落ちていそうな雰囲気なのに、他のプレイヤーの姿はない。

　非常にいやな予感を覚えながら、キリトに小声で訊たずねる。

「ここ、どのクエストの場所？」

「え……ネタバレしていいのか？」

「それくらい教えなさいよ」

「んじゃ、タイトルだけ……ここは《三十年の嘆なげき》でーす」

「………………」

　自分の引きの強さにガックリしつつも、どうにか顔には出さずにクエストログを確認する。

　ストーリーは非常にシンプルだ。依頼主のＮＰＣは一人暮らしの中年男で、最近五層の他の街から引っ越してきたのだが、新居で毎夜ガタガタと謎なぞの音がしたり食器が床に落ちたりする。なんとかしてほしいと言われて、アスナとキリトは家の地下室を調べたのだが、ネズミ一匹見つからない。それならもっと下だろう、街の地下墓地を調査してみよう──というところまでログは進行している。

「……つまり、この礼拝堂が、あのオジさんの家の真下ってわけ？」

　アスナの言葉に、キリトはにやりと笑った。

「マップをぱっぱか切り替えてみれば解わかるよ」

「…………」

　言われるままマップタブに移動し、地下墓地１Ｆと表示されている地図の上下移動ボタンに指を添えて、街１Ｆの地図に切り替えたり戻したりしてみる。すると確かに、地下マップの現在位置マーカーと、街マップのクエストＮＰＣマーカーが完全に重なっていることが解る。

「……なるほど、ね。ここにラップ音……じゃなくて謎なぞの震動の原因があるわけか」

　自分の言葉を訂正しつつ地図を消し、もういちど地下礼拝堂を見回す。だが、ここにも生物非生物問わず、地上に何らかの影えい響きようを及ぼしそうなモノは見当たらない。

　いままでなら相棒がさくさく正解を教えてくれたが、今回は一歩引いて、生徒を見守る教師然とした態度を保っている。まったくの誤解に基づく行動なのだが、そろそろキリトに頼らずともクエストをクリアできるようにならなくてはならないのもまた事実だ。この暫ざん定てい的コンビが、永遠に続くという確証など何もないのだから──。

　とりあえずここは自力で頑張ってみよう、と決意し、まずは情報を整理する。

　カルルインの街のとある民家で、夜ごと謎なぞの怪奇──いや超自然現象が起きる。原因は地下にあると思われるので、地下墓地を家の真下にあたる場所まで移動すると、そこにはいかにも怪しげな古いにしえの礼拝堂があった。怪奇現象の理由を突き止める方法としては、礼拝堂をくまなく調べて怪しいモノを発見するか──あるいは、目の前で現象を発生させるかだ。調べても何も見つからないのだから、後者を試してみるしかない。

　と、そこまで理詰めで考えたところで、アスナはふと顔を上げた。

「ねえ、あのオジさん、家がガタガタするのって午前二時ごろとか言ってたわよね？」

「言ってた」

　キリトが頷うなずく。

「なら……その原因を調べるには、わたしたちも午前二時にここに来なきゃいけないんじゃないの？」

「お、いい読みだな。それが正道の攻略法だし、実際そういう時限イベントが組み込まれてるクエストはけっこう多い」

「あのね……ホメてくれるのはいいけど、まだ朝の九時にもなってないよ？　いまから真夜中の二時まで、ここで待ち続けるわけ？」

　呆あきれ声ごえを出すアスナに、キリトは芝居がかった仕草で指を振ってみせる。

「それでもいいけど、この手の単発クエストは抜け道が用意されてることもよくあるんだ。ちょっと待っててみな、もうすぐヒントが……あ、ほら、来たぜ」

　アスナの背中を押そうとするキリトの手を、ぱしっと振り払いつつ訊きき返す。

「ヒントが……来た？」

　何のことやら、と眉まゆを寄せていると──。

　後ろのほうから、ずるぺたん、ずるぺたん、という奇怪な足音が聞こえてきた。喉のどから零こぼれそうになる悲ひ鳴めいを必死に押し留とどめ、ここは圏内ここは圏内と自分に言い聞かせながらも素早くキリトの背後に回る。

　数分前にアスナたちが通った出入り口からのっそりと姿を現したのは、子供のように小柄なＮＰＣだった。濃こい灰色のフードつきコートを着込んでいて顔は見えないが、靴を履はいていない両足は体格に比べて異様に大きく、両腕もやたらと長い。左手に汚れたずだ袋をぶら下げ、右手には長い蠟ろう燭そくを掲げている。

　カラーカーソルが黄色いのでＮＰＣであることは間違いないのだが、人間なのかどうかまでは確信が持てない。キリトの肩越しにこわごわ凝ぎよう視ししていると、小男（たぶん）はずるぺたんずるぺたんと礼拝堂を横切り、床のあちこちに存在する蠟燭の山のひとつに歩み寄った。

　しゃがみ込むと、ずだ袋から真新しい蠟燭を取り出し、ちびていまにも消えそうな蠟燭から火を移して床に立てる。次の山へと移動し、同じことを繰くり返す。どうやら、この地下墓地の管理人的な存在らしいが、人間なのかそうでないのかはいまいち定かでない。

　キリトが言ったヒントとは、彼のことだろう。ならば恐れずに情報を取らなくてはならない。仮にオバケ的な存在であっても、それはそういう設定というだけのことであって、しょせんはデジタルデータだ。意を決して相棒の背後から出ると、前方を歩いていく小男に話しかける。

「こ……こんにちは」

「………………」

　ぴたりと立ち止まった小男は、ぎこちない動きで顔をアスナに向けた。フードの奥は真っ暗だが、二つの眼めだけがぼんやりと光っている。

「えっと……ここの蠟燭は、あなたが補充してるんですか？」

　とりあえずそう訊たずねると、小男は無言で頷うなずく。どうにかコミュニケーションが成立したことにほっとしつつ、質問を重ねる。

「あの、真夜中に、ここで何かおかしなものを見ませんでしたか？」

「………………」

　小男が反応しないので、訊きき方が漠然としすぎていたかと思ったのだが、やがてフードの奥からしわがれた声が響ひびいた。

「おれ、夜中は、ここに来ない。朝、起きてろうそく点つける。昼間、減ったろうそく足す。夜、ろうそく消して寝る」

　それだけ言うと、再び歩き始める。最後の山にも新品の蠟燭を補充すると、ずるぺたずるぺたと礼拝堂から出て行く。

　小男の足音が消えると、アスナはしばし考え込んだ。小男の言葉どおりなら、この礼拝堂に蠟ろう燭そくが灯ともっているのは朝から夜まで、というわけだ。具体的な時間までは解わからないが、逆に言えば、何かが起きるのであろう午前二時には、この空間は真っ暗になっている──。

「あ…………」

　小さく声を上げ、キリトの顔を見る。相棒は何も言わないが、最も寄よりの蠟燭山に駆かけ寄ると、身を屈かがめて全ての炎を吹き消す。

　礼拝堂の中が四分の一ほど暗くなり、不気味さも増したが、答えはこれで間違いないだろう。

「キリトくんはそっちの蠟燭を消して！」

　相棒にそう指示すると、次の蠟燭山も吹き消す。

　少し遅れてキリトが最後の蠟燭を消すと、礼拝堂の中はほぼ完全な暗くら闇やみに包まれた。さすがにこれでは歩くこともできないので、ストレージから自前のランタンを出すべくウインドウを開きかけたその時、青白い光がアスナの手て許もとを照らした。

「あ、ありがと……」

　相棒が明かりを点つけたのだろう、案外気が利きくじゃないと思って顔を上げたが、離はなれた場所に立つキリトは何も持っていない。ならば光源はなんぞや、とあたりを見回し、気付く。

　床の中央が、ぼんやりと明るくなっている。

　三層の蜘く蛛も洞どう窟くつに生えていたようなヒカリゴケでもないし、発光するマジックアイテムでもない。一いつ切さいの熱を感じさせない……それどころか氷のような冷たさを帯びた、虚うつろな光。

　オオオォォォォ…………。

　という木こ枯がらしのような音が礼拝堂の空気を揺らし、アスナはびくーんと体を硬直させた。

　床から、何かが染み出すように姿を現す。青白く透き通った、枯れ枝のように細い、誰かの手。

　……だめだめだめだめ、やめてやめてやめてやめて。

　と心の中で繰くり返すが、もちろんそれで現象が止まるはずもない。再び怨えん嗟さに満ちた声が響ひびき、腕から肩、そして頭が床から湧わき上がる。ほつれた長い髪、がりがりに瘦やせた体……女だ。しかし両りよう眼めがあるべき場所には赤い鬼火がちろちろと輝き、口からは鋭するどい牙きばがはみ出している。

　どれだけ視線を集中させても、カーソルは出ない。しかしＮＰＣでも、プレイヤーでもないことは確実だ。モンスター、いや、幽霊ゴースト。

　恐怖を煽あおるかのように、たっぷりと時間をかけて全身を露あらわにした幽霊は、かぎ爪づめの生えた両手を振りかざすと三たび甲かん高だかい声を迸ほとばしらせた。

「ヒオオォォォォォ…………!!」

　途と端たん、礼拝堂全体がガタガタと激はげしく揺れる。長なが椅い子すが次々と倒れ、壁かべや天井からは細かい石のかけらがこぼれ落ちる。このままでは転んでしまう、しっかり足を踏ふん張らないと……と頭で考えても体が言うことを聞かない。全身の感覚が遠ざかり、強こわ張ばった体が棒のように倒れていく──。

「おっと」

　という声が耳みみ許もとで響き、細いが力強い腕がアスナの背中を支えた。いつの間に移動したのか、キリトがすぐ隣となりに立っている。

「あれ……あんまり面おも白しろくなかった？　《ホーンテッド・アパート》っぽくて……」

　そこでようやくアスナの異変に気付いたようで、

「大丈夫か？」

　と心配そうな顔になる相棒に、大丈夫と答えようとするが、口がまともに動いてくれない。状況を察したのか、キリトはアスナの体に左腕を回すとぐいっと抱え上げ、壁かべ際ぎわまで退たい避ひさせる。

　そのあいだもゴーストは悲ひ鳴めいじみた声を上げ続け、礼拝堂の震動は激はげしさを増す。明らかにこの現象がクエスト依頼者の家を揺らしているのだと思われるが、アスナの思考はそこで停止してしまう。キリトに抱えられたまま両りよう眼めを力いっぱい瞑つむり、早く消えて、早く消えて……とそれだけを念じ続ける。

　何倍にも長く感じられた数十秒が過ぎ去り、ようやく揺れが少しずつ弱まり始めた。幽霊ゴーストの声も徐々に薄うすれ、遠ざかり、消える。

　再びしんとした静寂が訪れ、アスナは詰めていた息をゆっくりと吐いた。

　痺しびれていた体の感覚が戻ると、体に回されたキリトの腕が意識され、気恥ずかしさが湧わき上がる。もう大丈夫、と言うために瞼まぶたを持ち上げ、キリトを見ようと…………。

　目の前三十センチの場所に。

　青白い燐りん光こうを放つ、幽霊の顔があった。

「いやああああああああ────────!!」

　先刻の幽霊の叫び声を遥はるかに上回るボリュームで悲鳴を迸ほとばしらせ、アスナはキリトに全力でしがみつくと顔を黒革のコートに押しつけた。

　オバケ的なものが、いったいいつ頃からこうも苦手になってしまったのかは定かでない。その理由も憶おぼえてはいない。

　スーパーナチュラルな存在に必ず拒否反応が出るかというと、決してそういうわけではない。日本古来の妖怪などはモノによっては可愛かわいいと思うし、ゾンビものの映画はけっこう好きだ。アウトなのは『霊』の一字がつく、実体を持たずに、好き勝手に出たり消えたり壁や床やドアをすり抜けたりする連中。居るんだか居ないんだか、という曖あい昧まいさがどうにも受け付けない。

　ＳＡＯに囚とらわれてから膨ぼう大だいな種類のモンスターと戦ってきたが、非実体系オバケが出現したことはこれまで一度もなかった。ゆえに、その手のモンスターはこの浮遊城には存在しないのだろうと思っていたのだが、どうやらそれは希望的観測に過ぎなかったようだ。事前の説明でキリトが口にしかけた『悪あく霊りよう』という言葉のとおり、クエスト依頼者の家を毎晩ガタガタ揺らしていたのはオバケ以外の何ものでもない。

　しかもその霊れい的てき存在が、いま、たった数十センチしか離はなれていないところから鬼火のような両りよう眼めでアスナを見ている。

　そう思うと、もうキリトの胸から顔を離すことは絶対に不可能だった。暫ざん定ていパートナーへの依存度を減らすべく、このクエストは自力でクリアするつもりだったが、その決意も一いつ瞬しゆんで吹き飛んでしまった。再度の悲ひ鳴めいを上げないように、口を閉じておくのが精一杯だ。

　十数秒が経過したと思われたころ、

「…………あの、アスナ……さん」

　と、頭の上で相棒の声がした。黒コートにしっかりと顔を押しつけ、視覚を遮しや断だんした状態のまま、掠かすれ声ごえで問いかける。

「……お、おばけ、どっかいった？」

「えーと……いや、まだ、そこにいるけど……」

「や────────!!」
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　結局またしても絶叫してしまうが、もはやそれどころではない。押し当てたままの頭を小刻みに振り動かしながら、子供のような甲かん高だかい声で喚わめく。

「どっかやって！　いますぐ追い払って!!」

「そ、それは、クエストを進めないと……」

「なら早く進めて!!」

　その言葉を聞いたキリトが離はなれようとするが、アスナはコートをしっかり摑つかんで引き戻す。

「だめ、このまま!!」

「り……了解」

　アスナの頭と背中を控えめな力で押さえながら、キリトはオバケに語りかけた。

「えーっと、幽霊ゴーストさん……あなたは、どうしてこの礼拝堂で暴あばれているんですか？」

　しばらくして、エコーのたっぷり効きいた、木こ枯がらしのような声が真後ろで響ひびく。またしても悲ひ鳴めいが喉のど元もとまで込み上げてくるが、危ういところで押さえ込む。

「…………ここから……出られないから…………」

「どうして出られないんですか？」

「…………ここに……閉じ込められたから…………」

　相変わらず怖いには変わりないが、幽霊の声は恨めしいというよりも悲しげな響きだった。そう感じると同時にほんの少しだけ頭が働くようになったアスナは、キリトの胸に顔を押し当てたまま「あれ……」と思った。

　二人が礼拝堂に入る時に通った扉は、立て付けは悪かったが、施せ錠じようされていた形跡はない。そもそも相手は床から出てきた非実体オバケなのだから、扉でも壁かべでも好き放題にすり抜ければいいではないか。

　という疑問をキリトも抱いた──というか、彼は《正しい会話パターン》を知っているのだろうから、その後も幽霊との会話はスムーズに続いた。

　彼女（？）がこの礼拝堂に閉じ込められたのは三十年前、まだ生きていた時であること。

　閉じ込めたのは、当時将来を約束していた男であること。

　その男への恨みゆえに、この場所に縛しばり付けられていること──。

　以上の情報が開示されると、幽霊の気配は遠ざかった。それでもまだ顔を上げられずにいるアスナに、キリトが遠えん慮りよがちな声をかけてくる。

「えーと、アスナさん……？」

「…………どっかいった？」

「う、うん、まあ、とりあえず」

「…………もう出てこない？」

「う、うん、まあ、いまのところ」

　はあ……、と深く息を吐き、両肩の力を抜く。ひとまずオバケタイムは終了したようだが、恐怖の水位が下がるにつれ、気まずさが上昇していく。

　何せ、思い切り悲鳴を上げながら相棒の胸にしがみつき、いまもそのままなのだ。いったいどんな顔で体を離せばいいのか、さっぱり思いつかない。

　俯うつむいたまま硬直するアスナの耳に、同じくらい気まずく思っていそうなキリトの声が届いた。

「えーと、その……悪かったな、アストラル系苦手なの、気付けなくて……」

　耳慣れない単語に、思わず少しだけ顔を持ち上げる。

「……アストラル？」

「ああ、モンスターの種類だよ。コボルドやゴブリンが亜人系、大おお蜘ぐ蛛もや大カマキリが昆虫系、ゴーレムとかガーゴイルがエンチャント系、みたいな。いま出てきたレイスやスペクターとかの、実体が薄うすいアンデッドがアストラル系。同じアンデッドでも、グールとかスケルトンとか実体があるやつはリビングデッド系」

「ふうん……」

　いつものキリト解説を聞いていると、オバケはオバケでも所しよ詮せんは作りもののデジタルデータなのだということが今更ながらに納得できて、アスナは心の中で三つカウントダウンしてからえいやっと体を起こした。

　素早く周囲を見回し、もう何もいないことを確認すると、床に片かた膝ひざを突いた格好のキリトから一歩離はなれ、両手を腰に当ててきっぱり宣言する。

「……いまのは、いきなり出てきてびっくりしたからだからね」

「……は、はい……」

「そりゃオバケ……じゃなくてアストラル系はあんまり得意じゃないけど、女の子ならふつうそうでしょ？」

「……は、はい……」

「だから速すみやかに忘れて、今後ことさら話題に出したりしないように」

「……は、はい……」

　こくこくこく、と三度頷うなずき、キリトも立ち上がった。何やら小鼻のあたりをぴくぴくさせているのは、悪戯いたずらを仕掛けたい衝しよう動どうと戦っているからだとこれまでの経験から見抜き、じろりと一ひと睨にらみする。

「それと、くだらないイタズラも禁止！」

「……はぁーい……」

　叱しかられた子供のような風ふ情ぜいで返事をし、消した蠟ろう燭そくに再び火を点つけ始める片手剣使いを見て、アスナはようやくわずかばかり笑うことができた。

　その後、幽霊ゴーストが出てきた場所を捜索し、クエストアイテムタグがついている金のペンダントを発見した二人はひとまず街に戻った。ペンダントをＮＰＣに鑑かん定ていしてもらうと、古代の遺い物ぶつではなくカルルインの街の豪商一族の紋章だと言われ、その屋や敷しきへと向かう。

　門番と一ひと悶もん着ちやくしてから一族の領りよう袖しゆうだという五十がらみの男と面会し、地下墓地でペンダントを見つけたことを告げると、男は過去の罪を涙ながらに告白。三十年前に付き合っていた娘が邪じや魔まになり、遺物拾いに誘うふりをして地下礼拝堂に閉じ込めて、ペンダントはその時娘に引きちぎられたのだという。

　アスナとしてはとりあえずぶっ飛ばそうと思ったのだが、キリトにクエストが途中終了してしまうからと制止され、我慢して男とともに再び地下の礼拝堂へ。さっき点つけた蠟ろう燭そくを消すと、青白いオバケ──ではなくレイスの娘が再登場し、豪商の男が床に頭を擦こすりつけて謝しや罪ざいすると呪のろいが解けたのかすうっと消滅。男を屋や敷しきまで送り、幾ばくかの報酬を受け取って部屋を出て、扉を閉めた途と端たんその向こうから強烈なガタガタ音と男の悲ひ鳴めいが響ひびき渡り、再び扉が開いた時にはもう男の姿はどこにもなかった……というなかなかに背中がスウッとする結末で、クエスト《三十年の嘆なげき》は終了した。

　屋敷を出て、中央広場目指して歩きながら、アスナは隣となりでのんきに報酬アイテムを確認しているキリトに話しかけた。

「……なんだか、子供の教育に悪そうなクエストだったわね」

「ん？　……まあ、そうだなあ。いちおうナーヴギアは十三歳以下使用禁止だし、ＳＡＯにも十五歳以上推すい奨しようのレーティングはあった気がするから、ほんとの子供はいない……と思うけどな」

「そう、だよね……」

　言われてみれば、ＳＡＯの正式サービス開始のわずか一ヶ月前に十五歳になったアスナは、レーティングをぎりぎりでクリアしていたわけだ。

　もし十一月六日の時点でまだ十四歳だったら、自分はこのゲームに手を出さなかっただろうか。兄が買ったＳＡＯとナーヴギアを借りることを諦あきらめ、デスゲームに巻き込まれるという運命を回かい避ひできていたのだろうか。

　……いや、それはない、と小さくかぶりを振る。運悪く──あるいは運良く海外出張になった兄の部屋を訪れ、すでにセットアップしてあったナーヴギアをほんの気まぐれで被かぶったあの日、アスナはＳＡＯのパッケージのレーティング表記など一いち瞥べつもしなかったのだから。

　過去を悔いることは、はじまりの街の宿屋を出たあの日にやめたはずだ。いまはただ、遥はるかに遠い第百層を……ゲームクリアを目指してひたすら前に進むだけ。アストラル系モンスターが出た時だけは、少し迂う回かいさせてもらうかもしれないけれど。

「……さ、次のクエストもささっと終わらせちゃいましょ。……仔こ犬いぬのやつは、オバケは出てこないんでしょうね？」

　隣にそう問いかけると、相棒は今度こそというふうにニヤニヤ笑いながら答えた。

「まあ、たぶんな。もしかしたら犬のオバケは出るかもだけどな」




　残る地下墓地のクエスト二つ（幸いホラー系ではなかった）を順調にクリアし、街で受けたそれ以外のクエストも夕方までに終了させると、二人のレベルは一つずつ上昇して、キリトが18、アスナが17となった。

　昨日と同じ外周沿いの宿屋兼レストランへの道すがら、アスナは隣を歩くキリトにほんのりとした不満をぶつけた。

「ねえ、レベルが追いつく気配、さっぱりないんだけど」

「へ……？」

「だって、次のレベルへの必要経験値は、わたしよりあなたのほうが多いはずよね？　なのに、いつまでたってもそっちが１レベル上なのはどういうわけなの？」

「あ、ああ……」

　キリトはどう答えたものか迷うような顔をしてから、頭をかきかき答える。

「んーと、ＳＡＯには獲かく得とく経験値のパーティーボーナスってのは存在しなくて、モンスターを複数人で倒せばそいつが持ってる経験値が分割加算されるだけなんだけど、それが単純な等分じゃないんだよな……。与えたダメージと与えたデバフ、ターゲットされた時間なんかで案分されるらしくて、現状、俺たちの戦せん闘とうパターンだと、たいてい俺がタゲを取りっぱなしだから……」

「…………なるほど、ね……」

　そう言われれば、これ以上文句も言えない。モンスターとエンカウントすると最初にキリトが攻こう撃げきし、ソードスキルを一発入れたところでスイッチして、アスナも同様に通常攻撃からのソードスキルでとどめ──というのがこのコンビの基本戦略なのだが、ターゲットをキリトに任まかせている以上そちらに経験値が多く配分されるのは当然だ。かといって、知識も経験も技術も相棒にかなわないアスナがタゲ取りをするというのは合理的ではない。

「むむう～～」

　さはさりながら素直に納得もできずに唇を尖とがらせていると、隣となりから不器用なフォローが飛んでくる。

「でもまあ、そろそろレベルいっこくらい大した差じゃなくなってきてるし……安全マージンは充分なんだから、そんなに気にしなくても……」

「むむーむ」

　への字口のまま、こくりと頷うなずく。

　キリトの言うことももっともだし、戦闘での役割を入れ替えたいなどと言い出すつもりもないが、しかし忸じく怩じたる気分は消えない。

　なんだか、この五層に来てから、色々とダメダメな気がするのだ。物欲丸出しで遺い物ぶつを拾いまくってしまったり、アストラル系モンスターに悲ひ鳴めいを上げたり、自みずから望んだデュエルなのに剣を交えもせずにギブアップしてしまったり。せめてレベルくらいパートナーに追いつきたいと思ったのだが、モンスターとの通常戦闘でも頼りっぱなしだという事実を再確認させられただけだった。

　そう──あくまで暫ざん定てい的ではあるがコンビを組んで戦っているのだから、いつまでも守られるだけの存在ではいたくない。なにがしかのベネフィットを、こちらからも相棒に提供したい。

　……わたしにできることを、ちゃんと考えないと。

　内心でそんな決意を固めたそばから、キリトが開けてくれたレストランの扉を当然のような顔でくぐってしまい、こういうとこから！　と自分を叱しかるアスナだった。




　レストラン《ブリンク＆ブリンク》は、五層開通三日目となる今夜も、予想外に閑散としていた。ご飯時なのに、外のテラス席にも店内にも他のプレイヤーの姿はない。

「あれー……」

　いぶかしい顔で昨日と同じテーブルに座ったキリトが、卓上のメニューを見て再び眉まゆを寄せる。

「どうしたの？」

「いや……例のブルーブルーベリータルト、まだ売り切れてないんだよな……。てっきり今日あたり、開店前から行列ができると思ったんだけどなあ」

「へえ……地下墓地に、遺い物ぶつ拾いの人たちいっぱいいたのにね。みんな、視覚ボーナスなしでやってたのかしら」

「そう、なのかなあ……」

　揃そろって首を傾かしげていると、ＮＰＣウェイトレスが注文を取りにきたので、とりあえずオーダーを済ませる。《フィックルワイン》を注そそいだグラスを「お疲れ様」と軽く合わせ、アスナは白の、キリトは赤のスパークリングに口をつける。

　ひと息に半分ほども飲み干したキリトが、泡の立つフルートグラスを覗のぞき込みながら言った。

「うーん、味は好きだけど、発泡の赤ワインてどうなのかなあ……」

「あら、現実世界にもちゃんとあるわよ。イタリアのランブルスコとか、オーストラリアのシラーズとか」

「へええ、マジっすか。アスナ先生は物知りだなあ……」

　と眼めを丸くするキリトに、「いえそれほどでも」などと澄すまし顔がおで答えてしまってから、俯うつむいて付け加える。

「……そんな知識、この世界じゃなんの役にも立たないし……」

「そうでもないぜ」

「え？」

　顔を上げると、キリトは真顔で言葉を続けた。

「こっちのクエストとか謎なぞ解ときにも、現実世界の知識が必要になる場面がそこそこあるからさ……それに、なんて言うか、アインクラッドは一見ファンタジー世界だけど、本物の異世界ってわけじゃない。俺たちやＮＰＣは日本語で話してるし、プレイヤーの対人関係は現代日本の価値観で成り立ってる。《向こう》のことを訊きくのはタブーになってるけど、完全に切り離はなせるもんじゃないと思うよ……」

「…………ん……」

　アスナが頷うなずくと、相棒は気分を変えようとするかのように再びメニューを覗のぞき込んだ。

「うーん、それにしても、まだ売ってるとなると食べたくなるな、ブルブルタルト。バフ効果はともかく、味もけっこう好きなんだよな」

「それは同意するわ」

　ブルーベリーの爽さわやかな甘あま酸ずっぱさとカスタードクリームの濃のう厚こうな滑なめらかさを思い出しながら、アスナも頷く。

「……でも、どうして売り切れてないのかしら。遺い物ぶつ拾いをするのに、あんなに便利なバフはないのに」

「アルゴが攻略本に書かなかったのかな？　いや、待てよ、それ以前に……」

　キリトがふと眉まゆを寄せ、転移門広場のほうを見やる。

「……さっき道具屋に寄った時、ネズミ印の攻略本を見掛けなかった気がするぞ。まだ委託販売が始まってないのかな」

「言われてみれば……。いままでは、どんなに遅くても開通翌日の夜にはその層の第一号が発行されてたのに」

「うーん、まあ、あいつにも色々都合はあるんだろうけど……いちおう、メッセージ飛ばしてみるか……」

　そう言うとキリトは、右手に持っていたフォークを置いてウインドウを開いた。手早くホロキーボードを叩たたき、数秒待ってから眉をひそめる。

「……届かないな……」

「他のフロアにいるんじゃないの？」

　アスナが最も蓋がい然ぜん性せいが高いであろう推測を口にすると、キリトは一いつ瞬しゆん視線を泳がせてから、

「いや……いまの、フレンド・メッセージだから」

　と答えた。

　暫ざん定てい的パートナーではあるがフレンド登とう録ろくまではしていないアスナとしては、なんですと、と思わざるを得ない。

　とりあえず、「ふううぅぅぅぅ～～ん」と引っ張り気味に反応してみると、キリトは慌てたように解説を加える。

「いや、その……あいつからはよく情報を買ってるし、こっちから提供することもあるしで、登録しとくと便利だっていうだけのことで……」

「べつに何も言ってないわよ」

　にっこり微笑ほほえんでおいてから、思考を切り替える。

　相手の名前（もちろんアルファベットの正確な綴つづり）さえ解わかっていれば誰にでも送れるのがインスタント・メッセージだが、文字数制限が厳きびしいし、相手が同じフロアの街か屋外にいなければ届かない。いっぽう、フレンド登とう録ろくしている相手にのみ送れるフレンド・メッセージは文字数が多くて他のフロアにも届くが、こちらもダンジョンや一時的インスタンスマップは範はん囲い外がいとなる。

「てことは……アルゴさん、どこかのダンジョンに潜もぐってるのかしら……」

　アスナの新たな推測を聞いたキリトは、真顔に戻るとゆっくり頷うなずいた。

「そう……なんだろうな。でも、初回の攻略本を後回しにするほどの情報が、ここのダンジョンにあったかな……」

「ここの、ってどういう意味？」

「ああ……」

　キリトはちらりと視線をテラスの床へと向ける。

「俺たちが今日クエストで歩き回った地下墓地一階は圏内で、あそこにならメッセージも届くんだけど、地下二階からはダンジョン扱いで圏外なんだよ」

「そう……なんだ。地下何階まであるの？」

「確か三階かな。いちおう最深部にはエリアボスがいて、そいつを倒すと次の街への近道のトンネルを通れるようになる」

「じゃあ、単なるサブダンジョンじゃないわね。攻略が必須な場所なら、アルゴさんが情報を集めるのも不自然じゃないと思うけど……」

　アスナの意見に、キリトはしかめたままの顔を、ほんの数センチ上下させた。

「ああ……そうかもな。街と直結したダンジョンだから、攻略本第一号でしっかりフォローしておこうと思って情報を集めてるんだろう」

「きっと、すぐにそのへんからぴょろっと現れるわよ。いままでみたいに」

「そうだな。……さ、食っちゃおうぜ」

　ようやくにやりと笑みを滲にじませると、キリトはウインドウを消し、再びフォークを手に取った。




　余っているのなら遠えん慮りよなく、ということで二人ともデザートにブルーブルーベリータルトを食べ、今日はこれで休むことにして、宿屋も兼ねている《ブリンク＆ブリンク》の二階に部屋を取った。

　廊下で翌日の合流時間を確認し、お休みなさいを言ってから隣りん接せつするドアを開ける。そのタイミングで一いつ瞬しゆん待ったが、キリトが「ふわ～～」と大あくびしながら姿を消してしまったので、アスナも自分の部屋に入って少々乱暴に扉を閉める。

　装備フィギュアを開き、全解除リムーブボタンをビシバシと二連打して下着だけになると、ベッドに勢いよくダイブ。大きな枕まくらに顔を埋めたまま、何よ、ふんだ、いいわよ別に、と間投詞を連発する。

　頭では理解しているのだ。現状、キリトとフレンド登とう録ろくすることにさしたるメリットはない。コンビを組んで行動している以上、違う層に別れる状況など有り得ないのだから、連絡はインスタント・メッセージで事足りる。

　しかし感覚的な部分で、ひとこと訊きいてくれてもいいじゃないとどうしても思ってしまう。向こうがさらりと「俺たちもいちおう登とう録ろくしとくか？」くらいの言い方をしてくれれば、こちらもさらりと「まあいいわよ、別に」くらいの答え方をする用意はなくもないのに。

　ベッドの上で一本の棒と化し、尚なおもぶつぶつもがもが言っていると、昨日も思い出したキリトとの会話が、再び脳内でリフレインする。

　──あなたは、いつまで、わたしと一緒にいるの？

　──君が充分に強くなって、俺が必要なくなる時まで。

　あるいは、そこにキリトの線引きがあるのだろうか。パートナーではあるけれど友達ではない……いつか離はなれるべき時がきたらちゃんとそうできるように、敢あえてフレンド登録はしない、という。

「……いーえ、単純に気が回らないだけだわ、絶対」

　そう呟つぶやき、ようやく肩の力を抜くと、アスナはごろりと体を反転させた。ランプの光が天井に描き出す淡い陰いん影えいを見上げながら、もう一度口を動かす。

「いーわよ、そのうちこっちからフレンド申しん請せいしてやるから……いつか、同じくらい強くなったら」

　両手を真上に伸ばし、ぐっと握り締しめると、反動をつけて起き上がる。とりあえずお風ふ呂ろに入ろうと思って部屋を見回すが、バスルームの扉らしきものが見当たらない。壁かべをタップして宿屋のリファレンスを出し、地図を確認すると、内風呂はなく二階の端はしに大浴場があるだけらしい。

　ヨフェル城の巨大浴場のことを思い出して一いつ瞬しゆん慌てるが、さすがにこちらは男女混浴ということはなく、ちゃんと内部で分かれているようだ。もっともそれがシステム的に侵入不可なのか、それとも表示があるだけなのかは定かでない。

　念のため、四層で作った水着をすぐに装備できるよう準備してから、部屋着に着替えて廊下に出る。階段とは反対側の浴室へと歩き始め、最初の角を曲がった、その時。

　後方で部屋の扉が開閉する音がして、反射的に壁に張り付く。角からそっと窺うかがうと、薄うす暗ぐらい廊下を遠ざかる人ひと影かげがあった。一瞬ほっとしたものの、すぐに両りよう眼めを見開く。

　シルエットしか視認できないが、しかし見間違えるはずがない。あれはキリトだ。いつものロングコートにロングブーツの完全武装で、しかも肩口には新調したばかりの《ソード・オブ・イヴェンタイド》の優美な柄つかが見て取れる。

　時刻はすでに夜九時を回っている。装備の強化やメンテナンスに行くだけかもしれないが、それにしては雰囲気に硬さがある。

　たぶん、街の地下墓地に、情報屋のアルゴを探しに行くつもりなのだ。

「…………まったく、水臭いんだから」

　呟つぶやき、右手を持ち上げてウインドウを開く。装備フィギュアに、手早くブレストプレートやレザースカート、そして愛剣シバルリック・レイピアを設定。お風ふ呂ろはすっぱり諦あきらめ、キリトを追いかける。

　フレンド登とう録ろくの件で軽くへそを曲げてしまったのは事実だが、アルゴはアスナにとっても大切な友達だ。アスナを「アーちゃん」とあだ名で呼ぶ人物は、アインクラッド広しといえども彼女だけなのだから。もしアルゴが危険な状況にあるのなら、お風呂を諦めて助けに行くくらい当然だ。

　廊下には、もう誰もいなかった。階段を一段飛ばしで駆かけ下り、「行ってらっしゃいませ」と声をかけてくるフロントＮＰＣの前を突っ切って、アスナは《ブリンク＆ブリンク》の正面扉から外へと飛び出した。










　　　５




　一分と遅れていないはずなのに、宿屋兼レストランから市街地へと続く路地裏の一本道にも、すでに相棒の姿はなかった。恐らく、店を出た直後にダッシュしたのだろう。

　インスタント・メッセージを送ることも考えたが、キーボードを打っているあいだに引き離はなされてしまいそうなので、とりあえずアスナも走り始める。しかし、何度カーブを曲がっても、キリトの背中を見つけることはできない。

「……どんだけ全力ダッシュしたのよ……」

　と呟いているあいだに裏道は表通りに合流し、一気に人ひと影かげが増える。眼めを凝こらすと、ずっと先にようやくそれらしきシルエットを発見し、ほっと息を吐く。

　だが、人目のある場所で大声を出して呼び止めるのはためらわれ、やむなく追跡を続ける。キリトはプレイヤーやＮＰＣを器用に避よけながらすいすいと走り続け、転移門広場を横切って街の北部へ。地下墓地への入り口がある広場に到着すると、足を止めることなく中央の遺い跡せきに姿を消してしまう。

「あっ、ちょっと、待ちなさいってば！」

　と、遅まきながら呼びかけたものの、声が届いた様子はない。数十秒遅れてアスナも神殿風の遺い跡せきに到着し、床に黒々と口を開けている下り階段の前で立ち止まる。

　一いつ瞬しゆん、そこはかとない不安が胸を過よぎる。だが、ここで引き返すという選択肢は有り得ない。まずは合流を優先するべく、改めてメニューウインドウを開き、メッセージタブに移動すると入力欄らんに【一緒に行くからＢ１の広間で待ってて】と打ち込み、キリトに送信。

　しかし直後、ウインドウの上に、【相手が連絡可能な場所にいないか、またはログインしていません】という素そっ気けないエラーメッセージが浮き上がった。

「えっ……」

　小さく声を漏もらしながら反射的に視界左上を見やるが、パーティーを組んだままのキリトのＨＰバーは変わらずそこにある。つまりエラーメッセージ後半の不吉な一文が示し唆さする状況は有り得ない。名前を間違えたかと思い、もう一度送信をやり直す。しかし結果は同じ。

　地下墓地のＢ１Ｆは軒のき並なみ圏内なので、メッセージは送信可能なはずだ。それが届かないというのは、つまりキリトはたった一分足らずのあいだに、圏外のＢ２Ｆまで降りてしまったということなのか。

　とても信じられないが、そう考えるしかない。ならば、合流は諦あきらめて宿屋に戻るべきか。

　────いや。

　ただ守られるだけの存在ではいたくないと心に決めたはずだ。ここで引き返していては、対等のパートナーになどなれるはずがない。大丈夫、たとえ一人でも安全に戦えるだけの知識と経験を、この五十日間で積み重ねてきたのだから。

「……すぐ追いつくからね」

　小声でそう宣言すると、アスナは下り階段に足を踏ふみ入れた。

　遺物拾いのベースキャンプとなっている地下一階の大広間には、この時間でも数名のプレイヤーがたむろしていたが、当然ながらキリトの姿はなかった。

　再びウインドウを開き、マップタブに移動。今日の日中にクエストで散々走り回ったので、地下一階は八割がたマッピングされているが、まだグレーアウトしている部分も残っている。とくに、広間の南にある扉から先のエリアはまだ足を踏み入れていない。

　マッピング済みの部分に下り階段は見当たらないので、それがあるとすれば南の扉の向こうだ。ウインドウを消し、広間を横切って、苔こけむした石扉を押し開ける。

　するとその先は、北、東、西の扉と違って通路ではなかった。少し小さめの部屋に直結していて、しかも真ん中にはまたしても下り階段がある。つまりこの先がもう地下二階、というわけなのだろう。キリトが一分と経たたずに地下一階を突破してしまったのも、この構造なら頷うなずける。

　階段に近づくと、脇わきに小型の立て札が設置されていることに気付く。日本語で手書きされている文字は、【この先圏外、要注意】。遺物拾い目的のプレイヤーがうっかり降りてしまわないようにという配はい慮りよだろう。

《立て札サインボード》はアイテムとしては寿命が長いほうだが、それでも設置から二十四時間で耐久度がゼロになり、消滅してしまうはずだ。これを立てたプレイヤーは私財を費ついやして毎日更新しているのだろうが、いまは警けい告こくに逆さからって先に進まねばならない。

　最後にもういちど全身の装備と、腰のポーチにポーション類がオブジェクト化されていることを確認し、薄うす暗ぐらい階段を慎重に下り始める。

　幸い階段はさほど深くなく、ほんの二十段で地下二階に到着した。上と同じような小部屋に一歩踏ふみ込んだ途と端たん、目の前に【Ｏｕｔｅｒ　Ｆｉｅｌｄ】の警告文が浮かぶ。ここからは、アンチクリミナル・コードの保ほ護ごが及ばない圏外だ。

　青っぽい石でできた壁かべやあちこちひび割れた床は、地下一階と何ら変わらない。しかし肌に触れる空気の冷たさ、靴底を通して伝わる敷しき石いしの硬さは、上とは明らかに異なっている──ように思える。

　一人でダンジョンに潜もぐるのが、初めてというわけではまったくない。第一層のサブダンジョンや迷宮区タワーには、ソロで三日も四日もこもり続け、ひたすら戦せん闘とうを繰くり返したものだ。あの頃よりも、アスナは確実に強くなっている。

　このダンジョンの攻略適正レベルが12くらい、アスナは現在レベル17。アストラル系さえ克服できれば、主街区から階段二つぶんしか離はなれていないようなダンジョンで、恐怖を感じる理由などまったくない。

　露ろ出しゆつした手足の肌を撫なでる冷気を振り払い、足を前に進める。

　小部屋の出口は一つしかなかったので、とりあえずそこをくぐると、先は長い通路になっていた。左右の壁には、いまにも消えそうな松明たいまつと小さな扉が交互に存在する。明かりがあるのは有り難がたいが、ぱっと見で十以上もありそうな扉を全て確認していかなければならないと思うと少々げんなりする。

　しかしキリトも、このダンジョンにいるかもしれないアルゴを探しにきたのなら、先を急がずに全ての部屋を見て回るはずだ。まだ数分しか遅れていないのだから、いずれかの扉の先で合流できる可能性は高い。

　いっそ、この場所でありったけの大声を出せばキリトの耳に届くかもしれないが、それはモンスターをも呼び寄せてしまう。まずは地道に探そうと考え、いちばん近い扉に歩み寄ると、錆さびた金属越しに気配を探さぐってからそっと押し開ける。

　内部は通路よりもいっそう暗く、明かりは正面の壁のくぼみに立てられた数本の蠟ろう燭そくのみ。細長い部屋にはモンスターもプレイヤーも見当たらないが、奥まったところに何やら長方形の箱が設置されている。宝箱だとすれば相当に大きい、と思いながら眼めを凝こらし、すぐに気付く。あれは宝箱などではなく、石でできた棺かん桶おけだ。それはそうだ、このダンジョンは古いにしえの地下墓地なのだから。

　近寄って開けたりしたら絶対良からぬことが起きると確信できたので、そっと扉を閉める。ふうっと息を吐き、次の扉まで移動すると慎重に開ける。やはりここも棺ひつぎが収められた納骨堂になっていて、人ひと影かげがないことだけ確認して急いで閉める。

　三つ目、四つ目の扉も同様だった。いったいキリトはどこにいるのか、と思いながら五つ目の扉を開け、すぐに閉めようとした手を、アスナはぴたりと止めた。

　奥の壁かべ際ぎわに、ぼんやりと光るものがある。

　蠟ろう燭そくの光を反射しているのではない。ぼんやりとした白い輝きは、昨日の夜にカルルインの神殿跡で探し回った光とまったく同じ。自分のＨＰバーを見ると、目のマークのバフアイコンが点灯している。《ブリンク＆ブリンク》で食べたタルトの支援効果が、まだ残っているのだ。

　ということは、あの白い光の源みなもとは、まだ拾われていない遺い物ぶつということになる。

「………………」

　しばし迷ってから、アスナは納骨堂に足を踏ふみ入れた。《遺物発見ボーナス》の有効時間は六十分なので、恐らくもうすぐ切れてしまう。せっかく最後の一働きをしてくれたバフを無駄にするのもしのびない。

　奥行き十メートルほどの納骨堂を抜き足差し足で横切り、奥の壁際へ。割れた敷しき石いしの隙すき間まで光っているものを拾い上げると、それは古ぼけた銀のペンダントだった。価値は鑑かん定ていしてみるまで解わからない。とりあえずポーチにしまい、部屋を出ようとした、その時。

　ごりっ、と何か重いものが擦こすれる音が聞こえた。

　ごり、ごり。石いし臼うすを挽ひくような響ひびきは、右のほうから断続的に届いてくる。たいへん嫌いやな予感にとらわれながら、ちらりと横を見る。

　石臼のような、というアスナの感覚はあながち間違っていなかった。音源は、擦れ合う大きな石と石だ。すなわち、石せき棺かんの蓋ふたと本体。

「～～～～っ！」

　アスナが必死に悲ひ鳴めいを嚙かみ殺しながら、腰のシバルリック・レイピアを引き抜いたのと。

　半なかば以上開いた棺の中から、仄ほの青あおく発光する人型の影が、木こ枯がらしのような奇声とともに飛び出してきたのはほぼ同時だった。

《三十年の嘆なげき》に登場した娘の亡ぼう霊れいと、外見的にはかなり似通っている。しかし決定的に異なるのは、人影の頭上に出現した、薄うす赤あかいカーソル。ＨＰゲージの下には、【Mournful Wraithモーンフル・レイス】なる固有名が表示されている。

　これはモンスターだ。アスナを傷つけることのできる、悪意ある亡霊。

「ヒョオオオオオォォォ…………」

　甲かん高だかい声を迸ほとばしらせながら、レイスは両手を広げて飛びかかってきた。デジタルなモンスターだと頭では理解できていてもやはり完全には恐怖を抑えられず、剣を握りながらも、アスナは反射的に床を蹴けり、納骨堂右奥の隅すみまで後退した。

　ブーツが大きめの敷石を踏んだ瞬しゆん間かん、かちっ、というかすかな感覚が伝わった。

　いつものアスナなら、知識はなくとも即座に異常を感じ、飛び退のいていただろう。だが、亡ぼう霊れいへの恐怖を抑えるのに精一杯で、反応が遅れた。

　あっと思った時にはもう、敷しき石いしが落とし戸トラツプドアと化して真下にスイングしていた。支えを失い、アスナは狭く暗い穴を、声も出せずに落下した。

　真っ先に考えたのは、落差のことだった。

　考えようによってはフロアボスの特殊攻こう撃げきよりも恐ろしい、どんな重戦士だろうと即死する可能性があるのが落下ダメージだ。ＨＰの量や筋力・敏びん捷しよう力りよくステータス、そして落ちる場所の地形によっても変化するが、レベル17のアスナでも、十メートル以上の高さから頭を下にして堅い地面に落ちると即死の危険がある。

　不幸中の幸いで穴が狭いので、体が回転してしまうことはない。あとは高さがそれほどないことを信じて、しっかり足から着地するのだ。

　穴から抜け出した瞬しゆん間かん、落ちる先に地下二階と同じような石床が見えた。落差は四メートルくらいか。受け身を取るために右手のレイピアを離はなし、靴底が床に接触するや否いなや、脚を折り曲げながら体を後方に回転させる。ごろごろと二回転し、背中を壁かべにぶつけて停止する。

　衝しよう撃げきはかなりのものがあったが、ＨＰの減少は一割弱にとどまった。しばらくそのままの姿勢で息を殺し、それ以上なにも起きないことを確かめる。

　ちらりと天井を見ると、落とし穴は消滅していた。レイスの嘆なげき声ごえももう聞こえない。胸に溜たまった空気を細長く吐き出し、思考を立て直す。

　オバケ、いやアストラル系モンスターへの恐怖は克服したつもりでいたのに、不意を打たれたくらいで冷静さを失い、トラップを踏ふんだ感覚への反応が遅れるとは情けない。しかし大切なのは、ミスを悔やむことではなくその後のリカバリーだ。状況をしっかり把握し、最善の行動を選ばねばならない。

　最優先すべきは、このダンジョン最下層地下三階から、地下二階に戻ること。まずは周囲の確認から。

　アスナはゆっくり立ち上がると、落下中に手放したシバルリック・レイピアを回収すべく、あたりを見回した。

　銀色の細剣は、ほんの二メートルばかり離れた場所に落ちていた。

　しかし、同じ場所には、剣以外のものも存在した。

　背丈がほんの五十センチほどしかない、青っぽい肌をした人型の生物。齧げつ歯し類るいを思わせる尖とがった鼻はな面づらの両側に、やたら大きな黄色い眼めがぎょろりと光っている。

　小型モンスターは、その眼でアスナを見上げると、「キキッ」と小こ馬ば鹿かにするように笑った。そして自分の身長よりも大きなシバルリック・レイピアをひょいと小こ脇わきに抱え、信じられない速さで逃げ出した。

「ま、待って！」

　と叫んだが、もちろんそう言われて待つ泥棒はいない。小生物はたちまち暗がりに溶け込み、アスナの視界には【Sly Shrewmanスライ・シユルーマン】という固有名のカーソルが残るのみとなった。

　これ以上引き離はなされ、カーソルまで消えたら、恐らくもう見つけられない。

　瞬しゆん間かん的にそう判断し、アスナは猛然と走り始めた。

　ダッシュしながらさっと周囲の地形を確認すると、人工的な遺い跡せきよりも天然の洞どう窟くつに近い。光源はところどころの岩肌に張り付くヒカリゴケだけで、すぐ先の地面さえ満足に見えない。転倒を避よけるにはストレージから松明たいまつを取り出して火を点つける必要があるが、全力疾走の最中はとても無理だ。凹おう凸とつのある濡ぬれた地面に裏切られないことを祈って、ひたすら走るしかない。

　数日前に再び裁さい縫ほうスキルと入れ替えておいた疾走スキルのおかげか、数十秒後、前方の暗がりに小さなシルエットが視認できた。悪賢いトガリネズミ人間スライ・シユルーマンなる名前の小生物は、一瞬振り向くとまたしても「キキッ」と声を出したが、今度は少しばかり焦あせりが感じられる。

「……逃がさない、わよ……！」

　ネズミ人間にだけ届くボリュームでそう叫ぶと、アスナは体を限界まで前傾させた。右手をいっぱいに伸ばし、ぴょこぴょこ揺れるコソ泥の尻尾しつぽを摑つかもうとする。指先を尻尾の先せん端たんが掠かすめ、もういちど触れ、三度目ではっしと握り締しめる──その、寸前。

　右足が、ばしゃんと音を立てて水たまりを踏ふんだ。

　ブーツの底がグリップを失い、アスナの体は前方に勢いよく回転する。顔面から地面に突っ込むのはからくも避けたが、もう半回転してお尻しりから水たまりに着地。派手に水みず飛沫しぶきが上がり、その向こうをネズミ人間が一いち目もく散さんに逃げ去っていく。

　薄うすいピンク色のカーソルが、視界から音もなく消えた。アスナに残されたのは、冷たい水がスカートに染み込む不快な感覚だけだった。




　どうにか立ち上がれるようになるまで、たっぷり十五秒ほどを要した。

　レザースカートの裾すそと髪の毛先から水滴を垂たらしながら、重い足取りで壁かべ際ぎわまで移動する。乾いた地面を見つけてずるずると座り込み、両りよう膝ひざを抱え込む。

　剣を……この世界での生命線である主武器、最初の愛剣ウインド・フルーレの魂たましいが宿るシバルリック・レイピア＋５をなくしてしまった。

　その不安と失望だけが頭の中で何度も反復され、思考力を阻害する。早く気持ちを立て直し、最善の行動を取らなくてはならないのに、頭の芯しんが痺しびれたように重くなって、何を考えるべきなのかさえ考えられない。

　暗くら闇やみの中でのろのろと右手を動かし、体の右側を探る。しかし指先に触れるのは冷たい岩肌ばかりで、いままでならいつもそこにいたはずの相棒を見つけることはできない。

　そう……キリトさえ隣となりにいてくれれば、どうすればいいのか的確に指示してくれたはずだ。アスナには思いもよらない手段であのネズミ人間を見つけ出し、剣を取り戻してくれたはずだ。

「キリト君……」

　囁ささやき声ごえで名前を呼ぶが、答えはない。顔を仰あお向むけ、ヒカリゴケにぼんやりと照らし出される洞どう窟くつの天井を見上げる。あの向こう、ダンジョン地下二階のどこかに、キリトがいるはずだ。直線距きよ離りなら数十メートルと離はなれていないかもしれない。

　アスナは胸いっぱいに空気を吸い込み、パートナーに思い切り呼びかけようとした。

「き」の形で横に開いた口を、小刻みに震わせる。

　呼びたい。子供のように泣きじゃくりながら、キリトの名前を何度も絶叫したい。そうすればどこからともなく彼が現れ、この窮きゆう地ちを魔ま法ほうのように解決してくれるという可能性にすがりつきたい。

　だが、ここは第五層主街区カルルインの地下墓地ダンジョンの最下層、地下三階だ。つまり十二月二十九日現在の、文字通りの最前線。ほぼ全ての既き知ちモンスターよりも強力な敵が出現するはずで、武器を持っていない状況で大声を上げてモンスターを呼び寄せてしまうのは自殺行為にほかならない。

　右手を引き戻し、口に押し当てる。泣き叫びたいという衝しよう動どうを懸けん命めいに抑え込むと、代わりに両りよう眼めにうっすらと涙が滲にじむ。

　怖い。心細い。いますぐに街に戻りたい。

　第一層の迷宮区にこもり続けていた頃は、こんな恐怖を感じたことはなかった。装備も自分自身もぎりぎりまで消耗させ、それで死んだとしても構わないと思っていた。

　アスナの装備もステータスも、当時より格段に強化されている。なのにいま、立つことさえできないのは、心が弱くなってしまったからだろうか？　キリトと出会い、一緒に戦うあいだに、独りだった頃の強さをなくしてしまったのだろうか？

　────いや。

　そんなはずはない。昔の自分が恐怖を感じなかったのは、ただ捨て鉢になっていただけだ。いまの自分がこんなにも怯おびえているのは、この世界で生き延びるという目標を見つけたからだ。

　そう、今日も新しい目標ができたばかりではないか。キリトと同じくらい強くなって、堂々とフレンド申しん請せいするという。そのためにも、ここで諦あきらめてはならない。彼が惜しげもなく与えてくれた知識を活いかし、生せい還かんするのだ。絶対に。

　そう心に決めた途と端たん、耳の奥で相棒の声がかすかな残ざん響きようとなって甦よみがえった。

　確かキリトが、似たような状況のことを語っていたはずだ。あれは確か第二層で、強化詐さ欺ぎによって奪われたウインド・フルーレを、《アイテム完全オブジェクト化》ボタンを使って取り戻してくれたあとのこと。

　──ダンジョンの、ぱっと見は安全そうな広場で《完全オブジェクト化》を使って、足あし許もとに持ち物全部がドッチャリ実体化して……でもそのダンジョン、拾いルーターＭｏｂが湧わくとこでさ。四方八方からちっちゃいグレムリンみたいのがわらわら寄ってきて、床のアイテムを片かたっ端ぱしから袋に入れちゃ逃げてって……。

　──五時間かけてグレムリンを片かたっ端ぱしから狩って、手作業で全部取り戻したんだけどさ……あんときゃ涙目だったよな……。

　キリトの述じゆつ懐かいに出てきた、《ちっちゃいグレムリン》こそが先刻のトガリネズミ人間だろう。彼はあの話を他のプレイヤーからの伝聞として語ったが、いまにして思えば本人の体験だったに違いない。ルーターＭｏｂは《強奪》スキルを持っていて、アイテムの所有権が即時移動してしまうので、もういちど《完全オブジェクト化》ボタンを使っても奪われたものを取り戻すことはできなかったとも言っていた。ならば、アスナがいまここで同じ手段を試しても無駄だろう。シバルリック・レイピアを取り戻すには、あのネズミ人間を倒すしかないということだ。

「…………やってやるわよ」

　右手を押し当てたままの口中でそう呟つぶやき、アスナはそっと手を離はなした。左手の甲でごしごしと両りよう眼めを擦こすり、滲にじんだ涙を消し去る。

《スライ・シュルーマン》のカラー・カーソルは、赤色がかなり薄うすかった。つまり、戦せん闘とう力りよくそのものはレベル17のアスナよりもかなり低いということだ。単発ソードスキルを一いち撃げき命中させられれば、それだけで倒せる可能性は高い。

　しかし、そのためには武器が必要だ。

　ウインドウを開き、ストレージに移動。祈るような気持ちでアイテムソートのボタンを押し、細剣だけをリストアップする。

　ささやかな効果音とともに、たった一つだけ名前が表示された。

　アイアン・レイピア。第一層のＮＰＣショップで大量に買い込み、メンテもせずに使い捨てていた剣たちの、最後の一本。そのうち処分しないと、と思いながらなんとなくそのままになっていたのだ。

　アイテム名に触れてオブジェクト化を選択すると、ウインドウ上に簡かん素そな木製の鞘さやが浮かび上がった。

　左手でそれを摑つかみ、立ち上がる。右手で柄つかを握り、ゆっくりと引き抜く。

　細剣カテゴリではほぼ最下級の品物だけあって刀身の輝きは鈍にぶく、ナックルガードも単なる曲がった鉄板。しかしいまはこの武器が、アスナに残された最後の生命線だ。

「……大切にしなくてごめんね。お願い……わたしを、助けて」

　剣に囁ささやきかけ、再び鞘にしまうと、左腰に吊つるす。更に装備フィギュアを操そう作さし、いつものフーデッドケープをとっておきのシルクケープに交換。続けて、きのう四層のヨフェル城で貰もらったままにしていた褒ほう賞しようアイテムを装備する。

　耳には、《イヤリング・オブ・リプルズ》という、小さな貝を象かたどった聴覚ボーナスつきの耳飾り。

　そして両足には、《プランシング・ブーツ》なるオーバーニーソックスつきのミドルブーツ。こちらはジャンプ力と足音低減にボーナスがある。

　現状での最強装備に身を固めると、アスナはネズミ人間が走り去った方向を見据えた。

　こちらから探しに行きたいのはやまやまだが、移動すれば当然新たなモンスターともエンカウントするだろう。トラップドアから落下し、ネズミ人間を追いかけてダッシュしたこの場所まで、他の敵と鉢合わせしなかったのがすでに奇跡的な幸運なのだ。

　もちろん、ここで待っていてもあの泥棒ネズミが戻ってくることは期待できない。しかし、ルーターＭｏｂの習性を利用しておびき出すことは可能なはずだ。

　改めてウインドウのマップタブを表示し、周囲の地形をしっかりと確認。現在位置は第三層の南部で、落とし穴のあった場所からここまでほぼ一直線に細い通路がマッピングされている。アスナが尻しり餅もちをついた水たまりのあたりで通路が少し広がっていて、先は二ふた股またに分かれているようだ。ネズミ人間がどちらに逃げ込んだのかは解わからない。

　ウインドウを消すと、右腰のポーチから、落とし穴に落ちる遠因となった銀のペンダントを引っ張り出す。どんな効果を持っているのかは不明だが、いまはオトリとして役立ってもらうことにする。

「……ネズミがレイピアを拾った時、二メートルと離はなれてなかったよね……」

　呟つぶやき、憎たらしい水たまりの中にペンダントを落とす。浅い水底でゆらゆら揺れる銀色の光から、一歩、二歩と慎重に後退し、ソードスキルを発動するための最小の間合い、二メートル強の距きよ離りを取って立ち止まる。左腰のアイアン・レイピアを抜き、コソ泥がおびき寄せられる瞬しゆん間かんを待ち受ける。

　──しかし。

「…………来ないじゃない……」

　たっぷり一分ほども経過したが、ネズミ人間は姿を現さない。さすがに距離が近すぎるのか、それともオトリアイテムの価値が足りないのか。いや、キリトがベータ時代にダンジョンで《完全オブジェクト化》を行った時の話では、ネズミ人間は四方八方から現れて、足あし許もとのアイテムを根こそぎ攫さらっていったのだという。つまり距離も価値も関係ない。

　当時のキリトと、現在のアスナの違いは何か。

　懸けん命めいに考え、ふと右手のレイピアに目を落とす。キリトはウインドウを操そう作さした直後で、剣は持っていなかったはずだ。つまり、臨りん戦せん態たい勢せいで待ち構えているか否いなか──。

　アイアン・レイピアをそっと左腰の鞘さやに戻す。

　すると果たして数秒後、ぺたたた、というかすかな足音をブーストされた聴覚が捉とらえた。

　────来た！

　全身を緊きん張ちようさせ、いつでも剣を抜ける状態で待ち構える。出現したのが、シバルリック・レイピアを奪ったのと同じ個体だとは限らないが、そこは幸運を祈るしかない。

　しかし足音の主ぬしは、感覚では十数メートルほどの所にまで近づいてきたものの、そこで移動を止めてしまう。まるで、アスナの爛らん々らんとした視線を感じたかのように。

　いや。

　まさにそう、なのではないだろうか？　現実世界ならば《視線》を物理的に感知するすべはないが、この世界は違う。システムはアスナが何を見ているかを事細かに把握できる、もっと言えばアスナが見ている光景はシステムによって脳に送り込まれてくるのだ。ゆえにシステムは、アスナの視線をネズミ人間に感じさせることも自由自在。

　────わかったわよ。それなら……。

　腹をくくり、その場でゆっくり後ろを向く。ここからは、ブーストされた聴覚だけが頼りだ。両耳の前に手をあてがい、背後の足音に全神経を集中させる。

　ぺた。ぺたぺた。

　アスナの視線が外れた途と端たん、足音の主ぬしは再び動き始めた。不規則なリズムで近づき、止まり、また近づいて──ぱちゃっ、と水たまりを踏ふむ音が聞こえた、その瞬しゆん間かん。

「……ッ!!」

　アスナは全速で振り向きつつ、左腰のレイピアを抜いた。

　二メートル先では、水たまりからペンダントを拾い上げた《スライ・シュルーマン》が、一いち目もく散さんに逃げだそうとしている。

　アスナが習得しているレイピア用ソードスキルのうち、最大の射程距きよ離りを持つのは突進技の《シューティングスター》だが、プレモーションが複雑だし技の出も遅い。それよりは、射程が短くとも最速、確実に発動できる基本技で──！

　数限りなく繰くり返し、体に染みついた動きでアスナの右手がレイピアを引き絞った。切きっ先さきに銀色の光が生まれ、刀身全体を包み込む。システム・アシストが働き始めるのと同時に、自分でも地面を蹴けって動きを加速する。

　しゅきいい──ん！　という澄すんだサウンドが響ひびき、単発下段突き《オブリーク》が洞どう窟くつの暗くら闇やみを切り裂いた。スローモーションに感じられる視界の中で、逃走するネズミ人間の背中に白く輝く剣けん尖せんが迫り、接触し、わずかに貫つらぬく。

　それだけで、カーソルのＨＰがぎりぎりゼロになった。儚はかない効果音と、「キイィッ！」という短い悲ひ鳴めいを振り撒まいて、小さな人型のシルエットは無数の破片と化して飛び散った。

　着地し、立ち上がると同時に、視界に獲かく得とく経験値とコル、ドロップアイテムが表示される。経験値とお金は大したことはないが、問題はアイテムだ。《トガリネズミの尻尾しつぽ》《フウセンキノコ》、そしてアスナが落とした《アンノウン・ネックレス》。以上。

「………………はぁ……」

　不ふ可か避ひ的に溜ため息いきをついてしまうが、ここでくじけてはいられない。このエリアに《スライ・シュルーマン》が同時に何匹ポップするのかは不明だが、全てを同じ方法で狩り尽くせば、いつかレイピアも取り戻せるはずだ。

　ぐっと背筋を伸ばし、ストレージから再びペンダントをオブジェクト化。水たまりに落とし、剣を収めて後ろを向く。

　そこからの十五分で、アスナは更に三匹のネズミ人間をおびき寄せ、一いち撃げきで倒した。しかしドロップアイテムは尻尾しつぽとキノコばかりで、シバルリック・レイピアのシの字も出てこない。しかも三匹目は、アスナを馬ば鹿かにするかのように《丸めた紙くず》などという代しろ物ものまで持っていた。

「ぐぬぬ…………」

　ぎりぎりと奥歯を食い縛しばり、紙くずをオブジェクト化する。摑つかみ上げたそれを、思い切り放り投げるべくオーバースローで振りかぶる。

　しかし、腕を振り下ろす寸前。

「ぬぬ………………ぬ？」

　ぴたりと動きを止め、紙くずを顔の前まで持ってくる。摑んだ時に、紙に何か書いてあるような気がしたのだ。くしゃくしゃに丸められている羊皮紙を、破かないように指先で丁てい寧ねいに開いていく。

　すると、Ａ５サイズほどの紙片には、たった一行だが確かに何かが書いてあるようだった。しかし洞どう窟くつが暗すぎて内容までは読み取れない。壁かべのヒカリゴケに近づけたりもしたが光量が足らないので、馬鹿馬鹿しくなって再び丸めようとしたが、こんな時キリトなら絶対に追究をやめたりはしないだろう。再び水位上昇しかけた苛いら立だちを鎮しずめるべく、右みぎ拳こぶしを口くち許もとに押し当てる。やがて気分が落ち着き、はあ──っと長く息を吐き出す。すると──。

　手許にふわりと温かい光が生まれ、アスナは眼めを見開いた。

　慌てて右手を返すと、中指に嵌はめられた指輪の石が、ささやかな……しかし確かな光を生み出している。耳の奥に、キリトの言葉が甦よみがえる。

　──それ、ちょっと便利だから装備しとけば？

　つまり、これが指輪に設定された《燭しよつ光こう》なるプロパティの効果なのだ。息を吐きかけるとほんのり発光する、確かにちょっと、いやこの状況では大いに便利だ。

　自分も欲しかっただろうにあっさり譲ゆずってくれた相棒に心の中で「ありがとう」と囁かかやきかけ、アスナは指輪の光を左手の羊皮紙に近づけた。今度こそ、一部不ふ明めい瞭りようながら、手書きの文字がはっきりと見えた。

　【２９、２２：００、Ｂ３Ｆ（１８１，２０３）】。

「…………何、これ」

　首を傾かしげながら呟つぶやく。クエストのスタートアイテムなら読んだ時点でログが更新されるはずだがそれもない。つまりこれは、プレイヤーが書いて丸めて捨てた紙、なのだろうか。それをネズミ人間が拾って、大事に保存していた？

　２２：００というのは夜十時のことだろう。となると２９は二十九日、Ｂ３Ｆは地下三階か。しかしその後の、括かつ弧こに囲まれた数字の意味はすぐには解わからない。ためつすがめつしていると指輪の光が消えてしまったので、もう一度息を吐きかける。再び灯ともった光を羊皮紙に近づけると、括弧中の数字を区切る点だけが読とう点てんではなくカンマであることに気付く。

　そこでようやくピンときて、アスナは再び独りごちた。

「これ……座標？」

　ウインドウを開き、もう一度地下三階のマップを表示させる。まだ大部分がグレーアウトしたままの地図に表示されている、自分を示すカーソルをタップすると、名前とともに現在位置の座標がポップアップする。数字は（１８１，２３５）。

　ＳＡＯの座標表示はメートル単位、左上原点なので、アスナのいる場所はダンジョンの左上（北西）から右（東）に百八十一メートル、下（南）に二百三十五メートルということになる。見たところダンジョンは約三百メートル四方だから、現在位置は地下墓地三階の右下やや中央寄り。そして謎なぞのメモが指し示す座標は、Ｘ軸の数字がまったく同じなので、いまいるところからほんの三十メートル北に行った地点だ。

　そこまではどうにかアタリをつけられたが、問題は、このメモがいったい何なのか──そしてなぜルーターＭｏｂのネズミ人間が持っていたのか、ということだ。

　もういちど燭しよつ光こうの指輪に息を吐きかけ、メモに近づける。手書きの文字列を仔し細さいに検分すると、新しい発見があった。座標のＹ軸を示す【２０３】の２だけが、やけに乱雑なのだ。どうやら書き損じを上から修正したらしいが、見ようによっては３とも取れる。ＳＡＯで羊皮紙に羽根ペンで文字を書くのは少々コツがいるので、不ふ馴なれだったり手先が不器用なプレイヤーはミスすることもある。

「……つまりこれを書いたのはプレイヤーで、ミスって強引に書き直してみたけど、うまくいかなかったから丸めて捨てた……ってこと？　それをネズミ人間がルートした……？」

　アスナの呟つぶやきに答えてくれる相棒はいないが、それでもこれが正解だと思えた。

　あとは、この座標が何を示しているのか、だ。

　書き損じをわざわざ直し、それでも満足せずに捨てて新しい羊皮紙に書き直したということは、自分用のメモではない。更に日時が指定されていることから、誰かに待ち合わせの時間と場所を伝えるための手紙である可能性が高い。

　だとしても、疑問は残る。

　なぜわざわざ羊皮紙に書かねばならないのか。この世界には、インスタント・メッセージという便利な連絡手段があるのだ。書き損じてもバックスペースキーでいくらでも修正できるし、送信ボタン一発で相手に届く。そうしなかった理由は──これがラブレターだから？　いや、この無愛想な文面でそれは有り得ない。

　開いたままのウインドウをちらりと眺め、現在時刻を確認。二十九日の、二十一時四十五分。

「……たった十五分後で、たった三十メートルだし……」

　自分に言い訳するように再び呟つぶやくと、アスナは羊皮紙をストレージにしまった。

　コソ泥おびき寄せ殲せん滅めつ作戦は一時休止することにして、マップを開いたまま通路を北に歩き始める。

　幸い新たなモンスターにエンカウントすることなく二十五メートルほど歩くと、行く手からかすかな水音が聞こえ始めた。じっと眼めを凝こらすと、ちょっとした部屋になっているようだ。丸っこい鍾しよう乳にゆう石せきがまるでベンチのように床から生え、東側の壁かべからは水が湧わき出て小さな泉を作っている。不意に喉のどの渇きを覚え、駆かけ寄ってコップになみなみと湧き水を注そそいでひと息に飲み干したくなるが、ぐっと我慢して立ち止まる。

　再び現在位置の座標を確認すると、（１８１，２３０）。あの小部屋が、謎なぞのメモの書き手と宛あて先さきの待ち合わせ場所であることは間違いないだろう。周囲を見回し、少し先の壁にちょうどよさそうな窪くぼみを見つけると、そこにすっぽりと体を収める。

　……これで、付き合ってるっぽい人たちが来たら、わたし完全にのぞき魔まだよね……。

　そう思うと、いったい何をやっているんだろうという気がしてくるが、こうなればもう待つしかない。右手のアイアン・レイピアを鞘さやに収めて、ひたすら岩壁と一体化する。キズメルが装備していた《隠れ率ハイド・レート95％》の透明化マントがあれば、せめて隠いん蔽ぺいスキルを鍛きたえていれば……などとあれこれ考えているうちに十分がたちまち経過し、時刻は二十二時の三分前となる。

　ウインドウを消し、シルクケープのフードを目ま深ぶかに被かぶると、アスナは耳を澄すませた。

　一分が過ぎた頃、かすかな足音が聞こえてきた。スライ・シュルーマンのぺたぺたした音とはまるで違う、固い靴底が洞どう窟くつの岩がん盤ばんを踏ふみ締しめる響ひびき。まず間違いなくプレイヤーのものだ。

　足音は予想通り湧き水の小部屋で停止した。少し待って、アスナは慎重に窪みから頭を出すと、五メートル離はなれた小部屋を覗のぞき見た。

　来訪者は明かりを持っていないので、光源は壁のヒカリゴケだけだ。しかし小部屋のコケは通路より多めなので、なんとか人ひと影かげを視認できる。

　小柄でやせ形、ということしか解わからない。頭から足あし許もとまでを覆おおうフード付きマントで全身をカバーしている。武器のシルエットが突き出していないので、非武装もしくはダガーのような小型武器使いか。視線をフォーカスさせているとカラー・カーソルが出現するが、解るのは緑色であることとＨＰがほとんど減っていないことだけ。

　単独で地下墓地三層に潜もぐれるのだから攻略集団の誰かである可能性は高いが、マント姿だけでは名前までは特定できない。顔見知りだったら脱出の手助けを頼めるのに、と思いながら眺め続けていると、新たな足音が耳に届いた。

　数秒後、二人目のプレイヤーが北側の通路から小部屋に入ってくる。こちらもフーデッドマント姿だが、左腰には片手剣を装備しているようだ。

　一人目が、《フレミングの左手の法則》のような形に三本の指を伸ばした左手で合図すると、二人目も同じ仕草で応じた。全身をマントで隠し、ハンドサインでお互いを確認するところはいかにも怪しい。少なくとも恋人たちのデートではないことは確実で、こちらから声をかける気にはなれない。

　突然心臓がばくばく言い始め、アスナは右手を胸に押し当てた。いつの間にか自分が極度に緊きん張ちようしていることに気付き、ごくりと生なま唾つばを吞のみ込む。その音が頭の中でやけに大きく響ひびき、軽く体をすくませてしまう。

　しかしもちろん、心臓や喉のどの音が五メートル以上も離はなれた黒マントたちに届いたりはせず、二人は壁かべ際ぎわの鍾しよう乳にゆう石せきに向かい合って腰掛けた。後から来たほうが、初めて言葉を発する。

「どもどもぉー、今日は早いですねぇー。お待たせしちゃいましたぁー？」

　緊張感のかけらもない口調および台詞せりふに、アスナはがくっと膝ひざから崩くずれそうになった。壁に手をついて踏ふみ留とどまり、盗み聞きを続ける。

「たいして待っちゃいねーけど、ここまで来るのがメンドイよ」

　そう答えた一人目の甲かん高だかい声にはどこか聞き覚えがあるような気もしたが、フードのせいかくぐもっていて定かでない。いまのところ、どちらも男であろう、ということぐらいしか解わからない。

「あと面倒っつえば待ち合わせの手書きメモもチョーメンドイし。オレ苦手なんだよあのペン、もうメッセでいいじゃんよ」

「ダメダメですよぉ、メッセージ一覧に履り歴れきが残っちゃうじゃないですかー」

　二人目が明るい口調できなくさいことを言う。どうやらそれが、アスナが答えを出せなかった、インスタント・メッセージを使わない理由らしい。

「自分、いまはどっちのギルドとも無関係ってことにしてホトボリ冷ましてるんですからー。万が一メッセージやり取りしてるのがバレたら、苦労が台無しですよー」

「へいへい、わーったよ」

　喋しやべり方かただけ聞いていると軽けい薄はくなですます口調の二人目よりも一人目のほうが立場が上な感じだが、なぜか受ける印象は逆だ。その二人目が、ややトーンを落とした声で囁ささやく。

「……念のため、尾行とか大丈夫でしょうねー？」

「そのためにわざわざこんな地下まで潜もぐってんだろ。二階のアストラル系にはハイディングが効きかねーから、誰かくっついてても絶対バレるよ」

「ま、そーですけどねー。んじゃ、さくっと本題に入りますか……例のハナシ、どうなりましたー？」

　二人目がウインドウを開きながら訊たずねる。ホロキーボードが出現したところを見ると、メモを取るのだろう。

「あー、うまくいったぜ。ウチの主力は明後日あさつての合同カウントダウン・イベントぶっちして、一気に迷宮区の突破を狙ねらう」

　──カウントダウン？

　聴き耳を立てながら眉まゆ根ねを寄せたアスナは、少しして気付いた。明後日あさつては十二月三十一日、つまり大おお晦みそ日かだ。新年のカウントダウン・イベントが行われても不思議はない。

　しかし問題はそのあとだ。迷宮区を突破する、とはつまりフロアボスを倒すということで、そんなことができる集団はアインクラッドに二つしか存在しない。リンド率ひきいるギルドＤＫＢか、キバオウ率いるギルドＡＬＳ。つまり甲かん高だかい声の一人目は、どちらかのギルドのメンバーなのだ。

　しかし、ギルドの行動スケジュールは最重要の機密情報であるはずだ。それを、部外者らしき二人目に、こんな場所で密会してまで漏もらすというのは──つまり……。

「…………スパイ……？」

　声には出さずにそう呟つぶやき、アスナは唇を嚙かんだ。

　真っ先に考えたのは、ＤＫＢもしくはＡＬＳのメンバーであろう一人目の小柄な黒マントが、ＡＬＳもしくはＤＫＢのメンバーである二人目の片手剣使いに自ギルドの情報を流している、という線だ。しかし発言から、二人目はどちらのメンバーでもない感じがする。

　しかし、二大ギルドの内部情報を、こんな面倒くさい真ま似ねをしてまで欲しがる者が彼ら以外に存在するだろうか？　第三勢力、と言われて思いつくのは両りよう手て斧おの使づかいのエギル率いる《アニキ軍団》だが、あの集団に片手剣使いはいないし、そもそもスパイ行為をもちかける理由がない。五層開通の直後に四層で商人プレイをしているようなエギルが、ＤＫＢやＡＬＳを出し抜こうなどという企たくらみを秘めているとはとても思えない。

　残るは、二層で大だい活かつ躍やくしたものの詐さ欺ぎ行為が露ろ見けんし、攻略集団から離り脱だつした《レジェンド・ブレイブス》くらいだが、弁べん償しようのために全てのハイレベル強化装備を差し出した彼らが、いまさらこんな回りくどい真似をするだろうか。そもそも詐欺を思いついたのはブレイブスのメンバーたちではなく、彼らに酒場で手口を教えたという謎なぞの黒ポンチョ男で──……

「──────!!」

　そこまで考えた瞬しゆん間かん、アスナは危うく声を上げそうになり、思い切り歯を食い縛しばらなくてはならなかった。

　耳の奥に、昨日のキリトの言葉が甦よみがえる。

　──もしかしたら三人、四人、それ以上の規模のＰＫ集団が、このアインクラッドに存在するかもしれないんだ……。

《それ》なのだろうか？　甲高い声の黒マントをスパイにし、大ギルドの情報を得ている片手剣使いは、キリトが存在を危き惧ぐしていたＰＫ集団のメンバー……？

　だとすれば。アスナはいま、自分が想像していたよりもずっと危険な状況に陥おちいっていることになる。

　先刻から緊きん張ちようはしていたが、それは他人の内緒話を盗み聞きしているからで、仮にバレても気まずい思いをするくらいだろうと思っていた。どうにか誤ご魔ま化かすか謝あやまるかすれば、地下三階からの脱出に協力してもらえるかもとさえ考えていたのだ。

　しかし、彼らがＰＫ──プレイヤー殺しなのだとすれば。わざわざダンジョンの奥底で行うほど重要なコンタクトの現場を目もく撃げきされた時、それをどうやってリカバリーしようとするだろうか。脅おどす？　買収しようとする？　それとも────。

　全身が氷のように冷たくなり、身動きできないアスナの耳に、相変わらず緊きん張ちよう感かんのない二人目の声が届いた。

「ふむふむ、なかなかいい感じですねー。三層四層でちょーっとひよっちゃいましたからねー、キバちゃんとリンちゃん。ここらでバチッとぶつかってもらわないとつまんないですよねぇー」

「あんま簡かん単たんに言うなよな。ギルド会議をそれとなく誘ゆう導どうすんの、けっこう大変なんだぞ」

「解わかってますよぉー。でも、そのための超クゥ──ルなトーク技を、ヘッドがばっちり鍛きたえてくれてるじゃないですかぁー」

「まあなー。最近ようやく、喋しやべりすぎでウゼーって思われないギリギリんとこを見切れるようになってきた気がすっぜ」

「あははー、自分はもうソコ諦あきらめてますよー」

「オマエの喋りはウザイを超越してっからな」

　抑えた声でひとしきり笑い合ってから、一人目が鍾しよう乳にゆう石せきの上で器用にあぐらを組み、小柄な体をゆらゆら揺らした。

「しっかし、ヘッドの考えだけは相変わらず読めねーよなー。やりたいことは解るんだけどさ、イマイチまだるっこしいっつうか……もちっとストレートなやり方してもいい気がすんだけどなあ」

「あは、いまはまだまだ種まきなんですよぉー。焦あせったら、楽しいお祭りもあっというまに終わっちゃいますよぉー？」

「わーってるよ、過程も楽しめ、だろ？」

「そうそう」

　再びくすくす笑う二人の話を聞きながら、アスナは冷たい汗が背中を流れるのを感じていた。

　ヘッド。それは二人の上に立つリーダーを指す言葉だろう。もしかしたら、ブレイブスを唆そそのかした黒ポンチョ男がそうなのかもしれない。

　やはり、キリトの危き惧ぐは当たっていた。現時点で、少なくとも三人のＰＫ集団が……しかも、自みずからプレイヤーを襲おそうのではなく、他のプレイヤーやギルドを攪かく乱らん、誘導する《煽せん動どうＰＫ》を企たくらんでいる者たちが存在するのだ。

　しかし、なぜ。

　昨日も感じた巨大な疑問が、再びアスナの胸中に湧わき上がる。

　ＤＫＢとＡＬＳを反目させ、攻略集団に混乱と紛ふん糾きゆうの種をまいて、それで彼らは何を得るのか。デスゲームからの脱出と引き替えにできるほどの、どんな利益が有り得るというのか。

　もし、右手にシバルリック・レイピアがあれば。いっそこの隠れ場所から飛び出し、二人に剣を突き付けて問い詰めてやりたい。お前たちは何を考えているのか、と。

　そんな一いつ瞬しゆんの衝しよう動どうが、仮想体アバターの重心を少しだけ前のめりにさせた。

　わずかにバランスが不安定になり、右足を数センチ前に出す。それだけで体は安定したが、爪つま先さきが、ちょうどそこに落ちていた小さな石ころを蹴けった。

　カッ、カツン。

　というかすかな音が洞どう窟くつに反はん響きようした瞬間、五メートル離はなれた小部屋のくすくす笑いがぴたりと止まった。アスナはさっと体を引き戻し、窪くぼみの奥に背中を押しつけた。

「…………いま、何か聞こえましたー？」

　片手剣使いの囁ささやき声ごえに、一人目が答える。

「ん……雑ざ魚こが湧わいたかな？」

「ポップ音じゃありませんでしたよぉー。……あっち側の通路って、どうなってるんですー？」

「まっすぐな一本道が、六十メートル続いて行き止まり。誰か入り込んでれば、カーソル見えるから絶対気付くって」

「うーん……一本道でも、こういう天然ダンジョンにはいい感じのへっこみとかありますからねえ。もしいまのナイショ話を誰かに聞かれてたら激げきサックですよぉー」

　だめだ、調べに来る。この暗さでも、前まで来たら絶対に見つかる。戦せん闘とうになれば、初期装備のアイアン・レイピアでは勝てない。

　考えろ。最悪の想像をする時間があったら、この状況を切り抜ける手を考えるんだ。

　スパークにも似た思考が、コンマ数秒のうちに幾つも脳内で弾はじけ、かたちを取った。

　アスナは右手を閃ひらめかせると、ポーチから黒マントが書き損じた羊皮紙のメモを摑つかみ出した。素早く丸め、足あし許もとにそっと放り投げる。ほとんど音を立てずに、《丸めた紙くず》が地面に転がる。

　すかさず後ろを向き、念じる。早く、早く、早く来い──！

「……自分、いちおうチェックしてきますー」

　片手剣使いの声。立ち上がる気配。濡ぬれた地面を踏ふむ靴音が近づいてくる。一歩、二歩、三歩。その時。

「おわっ！　なんだコイツ！」

　一人目の叫び声に、「キキッ！」という齧げつ歯し類るいの鳴き声が重なった。アスナが投げた紙玉に反応した《スライ・シュルーマン》が、反対側の通路から湧き水の小部屋に走り込んできたのだろう。

「オラッ、うろちょろすんな！」

　一人目が喚わめき、片手剣使いが笑う。

「あははー、ちょっとそっちの出口塞ふさいどいてくださいー」

　しゃっという鞘さや走ばしりに続いて、ソードスキルの発動音。通路に一いつ瞬しゆんの青い閃せん光こうが走り、ネズミ人間の悲ひ鳴めいが響ひびく。

「やれやれ、人ひと騒さわがせなネズミ男ですねー。さっきのはこいつの足音かなんかでしょー」

　剣を収める音が聞こえ、アスナは詰めていた息を細長く吐き出した。そっと身を屈かがめ、足あし許もとの紙くずを拾う。その間にも、黒マントたちの会話は続く。

「クソうぜぇルーターどもだよなぁ……ベータの時もこいつら出たのか？」

「そりゃもう、うっかり武器を落っことすと大変でしたよー。でも倒してると、たまーに他のプレイヤーが落とした武器をルートしてておいしかったですけどねー……っと、おやおやー？　言ってるそばから、何かドロップしましたよぉー？」

　片手剣使いのその言葉を聞いた途と端たん、アスナは嫌いやな予感が口じゅうに広がるのを感じた。

　アイテムをオブジェクト化する音に、ダガー使いの歓かん声せいが重なる。

「おおっ、マジかよ！　バリレアっぽいレイピアじゃん！」

　彼らの会話が意味するところが、数秒のタイムラグを経て意識に浸透した瞬しゆん間かん、全身の血が冷たくなるのをアスナは感じた。

　噓うそよ、それだけは、と繰くり返し念じるが現実的にはそれ以外の解釈は有り得ない。アスナが窮きゆう地ちを脱するために紙くずで呼び寄せたネズミ人間こそが、最初にシバルリック・レイピアをルートしていった個体だったのだ。それを黒マントたちが倒し、レイピアがドロップした。

　嫌々その事実を認めたアスナが次に考えたのは、この場合のアイテム所有権および装備権はどうなるんだっけ、ということだった。二層での強化詐さ欺ぎ騒そう動どうの時キリトにレクチャーされた情報が、彼の声で瞬間的に甦よみがえる。

　──落とした武器を拾われたり、誰かに直接渡したりすると、装備フィギュアの武器セルは空くう欄らんになるわけだ。さっき、アスナが鍛か冶じ屋やにウインドフルーレを預けた時みたいに。

　──でも重要なのは、セルが空からっぽで、一見何も装備してないように見えても、その武器の《装備者情報》はクリアされてないってことだ。この装備権ってやつは、アイテム所有権よりずっと強く保ほ護ごされてる。たとえば、俺が装備してない武器をストレージから出してアスナに手渡すと、そいつの所有権はたったの三百秒……五分でクリアされて、次に誰かのストレージに入った瞬間にそのプレイヤーの物になるわけだ。でも、装備中アイテムの権利持続時間は遥はるかに長い。クリアされるのは、放置もしくは手渡し状態になってから三千六百秒が経過するか、あるいは同じ手に次の武器が装備された時だ。

　同じ手に、次の武器が装備された時。

　そのフレーズが、いかづちのようにアスナの意識を打ち据える。シバルリック・レイピアをルートされたあと、アスナはストレージに残っていたアイアン・レイピアを右手に装備した。その瞬間に、シバルリック・レイピアの装備者所有権はクリアされてしまったのだ。

　いや、それ以前に、ネズミ人間が《強奪》スキルを持っていて、ルートされた時点で所有権は消滅してしまっていた可能性が高い。そして、そのネズミを黒マントの片手剣使いが倒したのだから、ドロップしたシバルリック・レイピアの所有権はどう考えても奴やつのものだ。

　絶望にうちひしがれ、岩いわ壁かべにもたれかかるアスナの耳に、黒マント一号の甲かん高だかいはしゃぎ声が届いてくる。

「なあ、ちょっと持たせてくれよ……うお、重っ！　スペックは…………しょえー、マジかよ！　なんじゃこのＡＴＫ！　ちょっとした両手武器なみじゃねーの！」

「へえ、ほんとですかー」

「おいおい反応ウッスィなあ！　アンタが興味ねーならオレにくれよ！」

「えー、あなた短剣使いじゃないですかぁ。筋力足りるんですかぁ？」

「この剣使えんならフェンサー転向上等だっつの！　名前は……シルバリック・レイピアかぁ、かっけーじゃねーの！」

「よく見てくださいよー、シバルリックですよぉ」

「どーでもいいんだよ名前なんて！　おほっ、もう＋５まで強化済みじゃん！」

　アスナは、両耳を塞ふさいでしゃがみ込みたいという衝しよう動どうを堪こらえながら、黒マントたちの会話を聞き続けた。

　自分の不注意でトラップドアに引っかかり、何よりも大切な主武器を落とし、モンスターにルートされ、見失った挙あげ句くに他のプレイヤーに倒されたのだから、いまさらどんな権利も主張できない。それは解わかっている。

　しかし、このまま諦あきらめるわけにはいかない。どうしても。

　ＰＫ集団に属する彼らが使えば、いつかシバルリック・レイピアがプレイヤーを……いや、人を殺してしまうかもしれないのだ。それだけは絶対に、絶対に嫌いやだ。

　隠れ場所から姿を現し、レイピアを買い取らせてくれるように頼もう。たとえ、話を盗み聞きしていたことが露ろ見けんし、秘密保持のために剣を向けられることになろうとも。

　そう決意し、アスナは全身からありったけの勇気をかき集めるべく、深呼吸を繰くり返した。窪くぼみから少しだけ顔を出し、こちらに背を向ける黒マントたちと、片方が握っている愛剣の姿を凝ぎよう視しする。緊きん張ちようと恐怖のあまり小刻みに震える脚に力を込め、通路へと踏ふみ出そうとした、その時。

　湧わき水の小部屋の向こう側、ダンジョンの北側へと続く通路の暗くら闇やみが水面のように揺らめき、黒衣の人ひと影かげが音もなく滲にじみ出た。

「おあ？」

　とレイピアを持ったままのダガー使いが間の抜けた声を出し、片手剣使いが素早く身構える。だが、黒マントたちの動きは、アスナの眼めにはほとんど入らなかった。

　新たに出現した三人目がまとう、黒革のロングコート。背中に斜め掛けにされた優美なデザインの長剣。少し長めの黒髪の下で鋭するどい光を浮かべる、闇よりも濃こい色の瞳ひとみ。その姿が仮想の網膜に焼き付き、たった一度のまばたきさえできない。

「……こーれはこれは……」

　口調は相変わらず軽けい薄はくだが、わずかに温度の下がった声こわ音ねで二人目の黒マントが言った。

「相変わらず、あなたとはおかしな所で遭あいますねえ」

　続けて一人目が肩を怒らせ、何かを叫ぼうとしたようだが、二人目が右手の甲で素早く胸を叩たたいて黙だまらせる。相棒の姿を隠そうとするかのように前に出ると、いっそう剣けん吞のんな声で問いかける。

「ひとつ訊きいていいですかぁ……いったい、いつからそこにいたんです？」

「たったいまだよ。あんたらのお喋しやべりが聞こえたんでな」

　ようやく口を開いた黒ずくめの剣士の、いつのまにかすっかり耳に馴な染じんだ声を聞いた途と端たん、アスナはへなへなとその場に座り込みそうになってしまった。しかし、ここで気を抜いている場合ではない。状況次第では隠れ場所から飛び出し、相棒の援えん護ごをしなければならない。

「いやー、参りましたねー。メインの通路までは届かないボリュームで喋ってたつもりなんですけど、レア武器のドロップでテンション上がっちゃったみたいですねー、あははー」

「そのレア武器だけど……さっき、シバルリック・レイピア＋５って言ってたよな？　間違いないか？」

「へぇ、よく一回聞いただけで憶おぼえましたねー。それが、どうかしたんですかぁ……？」

　芝居がかった仕草で両手を広げる黒マント二号に、同じく黒衣の片手剣使いも冷ややかさを増した声で答えた。

「そのレイピアは、俺の相棒が装備してたものだ」

　途端、またしても一号が大きく身み動じろぎし、二号がすかさず手の甲で口を塞ふさぐ。どうしても、一号に声を出させたくないようだ。

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子ながら仲間が大人しくなるのを確認し、二号は再び大げさな動作で首を傾かしげた。

「へえぇ、そうなんですかぁー。コレさっき、ルーターＭｏｂからドロップしたんですけどぉ、つまりアレですか？　お友達の武器だから返せと？」

「いや、そんな難なん癖くせをつけるつもりはないさ。……ただ、俺には、あんたの言葉が真実かどうかを判断するすべがない」

　黒髪の剣士は、右足をわずかに前へ出すと、静かだが底冷えのする声で言った。

「あんたが、俺の相棒にデュエルＰＫを吹っかけてその剣を手に入れたのかもしれないだろ、モルテ？」

　名前を呼ばれた黒マント二号は、ゆっくりと左手を持ち上げ、フードを払った。その下から出てきたのは、縁ふちがほつれた鎖コ頭イ巾フ。垂たれ下がる鎖くさりをちゃらんと揺らし、これまでとは明らかに質感の異なる笑い声を漏もらした。

「アハァ……なるほど、そう来ましたか。自分が三層であなたにしたみたいに……ですか、キリトさん？」

　双方が相手の名前を呼んだ途と端たん、洞どう窟くつの空気が激はげしく張り詰めるのをアスナは感じた。どちらも武器を抜いていないのに、二人の間で弾はじける剣けん戟げきの火花が見えるかのようだ。

　モルテ。

　それでは、あの鎖コ頭イ巾フこそが、三層でキリトに半減決着モードのデュエルを吹っかけ、半減寸前の状況から特大ダメージを与えて殺そうとした《デュエルＰＫｅｒ》なのだ。

　黒コートと黒マントの片手剣使いたちは、しばし無言のまま対たい峙じを続けた。あれほど騒さわがしかったダガー使いさえ、雰囲気に吞のまれたかのようにじりっと後ずさりした。

　アスナは、まだキリトとパーティーを組んだままだ。ゆえに彼の視界左上には、九割ほども残っているアスナのＨＰバーが表示されているはずだ。つまり先ほどの、『俺の相棒にデュエルＰＫを吹っかけてその剣を手に入れたのかもしれない』という言葉はブラフなのだろうが、とてもそうは思えないほどの圧力が全身から放たれている。いっぽうモルテのほうも、殺気としか表現できない、刃やいばのような気配をまといつつ一歩も退ひこうとしない。

　もしどちらかが剣を抜けば、その瞬しゆん間かんに戦せん闘とうが始まるだろうとアスナは確信した。デュエルではないので、最初に攻こう撃げきをヒットさせたほうのカーソルは犯罪者カラーのオレンジに変色し、グリーンに戻るまで街には入れなくなる。だが二人とも、そんなことは承知の上だろう。重い懲ちよう罰ばつと引き替えにしても倒すべき相手だと、互いを認識しているのだ。

　しかし。

　ソードアート・オンラインは、創造主である茅かや場ば晶あき彦ひこの手によって、尋じん常じようなゲーム世界ではなくなってしまった。ＨＰがゼロになれば生身のプレイヤーの命までもが失われる、冷酷非情なデスゲーム。ＰＫとはすなわち、本物の殺人行為なのだ。

　アスナのミスに端を発するこの状況で、キリトに手を汚させるわけにはいかない。

　なんとかして、戦端が開かれる前に事態を収拾しなければ。

　そのためにできることは、恐らくひとつだけ。黒マント一号が確保しているシバルリック・レイピアを、戦闘以外の手段で取り戻すのだ。そうすればキリトがモルテたちを攻撃する理由はひとまずなくなるし、レイピアの突出したスペックを見ているモルテたちも二対二の戦闘をためらうはずだ。

　こちらに背を向けている一号は、アスナの存在に気付いていない。ここが現実世界ならば、後ろから忍び寄ってレイピアをもぎ取ることも可能かもしれないが、この世界でそんな強引なアイテム奪取が可能なのかどうか確信が持てない。それに、単純に引ったくっただけではシステム上の所有権はモルテに残ったままになってしまう。

　そう……浮遊城アインクラッドは、現実世界には存在しない、ゲームシステムという絶対の法則によって支配されている。そのシステムを理解し、味方につける。それがこの世界で生き延びるために、何より必要なことなのだ。

　どうすれば、シバルリック・レイピアを完全に取り戻せるのか。

　まずはアイテムを物理的に回収し、その後に所有権をリセットする。それ以外の方法はない。しかしそのためには、三百秒ものあいだアイテムを持ち続けなくてはならない。この状況では途と轍てつもなく長い時間だし、そもそも一号の右手からレイピアを引ったくるのも簡かん単たんではない。

　懸けん命めいに考え続けるアスナの、右みぎ眼めと右耳が。

　同時に二つの事象を捉とらえた。

　右眼が見たのは、マント越しに左腰の武器をまさぐる、黒マント一号の左手。

　右耳が聞いたのは、通路の南側──アスナが二階から落ちてきた方向で響ひびいた、しゅわっというかすかな湧出ポツプ音。

　その二つが頭の中で化学反応を起こし、一つの作戦を導みちびき出す。確実ではないし危険もあるが、もうこれ以外の方法は、この場では思いつけない。

　無言で対たい峙じするキリトとモルテは、互いに相手の出方を探さぐっているようだが、このままではあまり辛しん抱ぼう強づよくなさそうな一号が先に暴発してしまうだろう。そうなればもう戦せん闘とうは止められない。アスナが動くなら、いましかない。

　冷たい空気を胸いっぱいに吸い込み、ぐっと止める。

　黒マント一号が、左手でそっとマントを払い、腰のダガーを露ろ出しゆつさせた。

　そのタイミングで、アスナは右手に握ったままだった紙くずを再び地面に落とした。即座に、南側から小さな足音がぺたぺたと近づいてくる。

　一号が、右手を空けるために、レイピアを左手に持ち替えようとする。灰色の鞘さやが、手から手へと移動しようとした、その瞬しゆん間かん。

　アスナは隠れ場所から飛び出し、アイアン・レイピアを引き抜きつつ、肺にチャージされた空気を最大音量の喚わめき声ごえに変換した。




「わ────────っ[image: ]」




　壁かべからぱらぱらと砂粒が落ちるほどの絶叫を背後から浴びせられ、黒マント一号のみならず、モルテまでもが飛び上がらんばかりに反応した。一号の硬直した両手からシバルリック・レイピアが滑すべり落ち、地面に転がった。

　それをコンマ数秒という素早さで拾ったのは、アスナでもモルテでも一号でもなく、通路後方から走り寄ってきた新たなスライ・シュルーマンだった。くるりと身を翻ひるがえし、逃げ去ろうとするネズミ人間に、アスナは最速のソードスキル《オブリーク》を命中させた。

　モンスターの体が青い破片となって爆ばく散さんし、抱えていた細剣も消滅する。すかさず思い切り後方にジャンプし、同時に装備フィギュアを開く。主武器セルを選択し、アイアン・レイピアを、ドロップしたばかりの武器に変更。右手のレイピアが光となって消滅し、左腰に頼もしい重みが加わる。
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　ここまで、隠れ場所から飛び出してから、三秒と少し。

　着地した時にはもう、アスナは左腰の鞘さやからシバルリック・レイピア＋５を抜き放っていた。アイアン・レイピアと比べれば相応に重いが、柄つかが自みずから吸い付いてくるかのように手に馴な染じむ。物理的にもシステム的にも再び自分のものとなった愛剣を、ぴたりと体の前に構える。

　まだまだ油断ならない状況だが、それでもアスナは一いつ瞬しゆんだけ、黒マントたちの間を通して相棒の顔を見た。キリトもさすがに驚おどろいた様子だったが、すぐににやりと笑みを浮かべ、小さく頷うなずいた。

　最初に口を開いたのは、いまだ何が起きたのか解わからないらしい黒マント一号だった。

「な……な、なんっ……ど、どっから出てきやがったっ……!?」

　完全に裏返った、きんきんと響ひびく金かな切きり声ごえ。モルテが素早く左手を伸ばし、フードから少しだけ露ろ出しゆつした一号の口くち許もとを掌てのひらで遮さえぎりながら振り向く。

　初めて正面から向かい合ったデュエルＰＫｅｒの顔を、アスナは両りよう眼めに力を込めて凝ぎよう視しした。ヒカリゴケの弱々しい光の下では、垂たれ下がる鎖くさりの奥までは見通せないが、それでもおおまかな容よう貌ぼうは把握できる。鋭するどく尖とがった顎あごと、片側が歪ゆがんだ薄うすい唇。どこかトランプのジョーカーを連想させる顔立ちを、しっかりと網膜に焼き付ける。

　その唇がぬるりと動き、滑なめらかさの下に刃やいばを隠し持った笑い声が流れた。

「あっはっはぁ、まさかの『ワァー』にはびっくりしちゃいましたよぉー。ブラッキーさんといい、いきなり飛び出してくるのが好きな人たちですねぇ。あなたのほうは、いったいいつからそこにいたんですかぁ……？」

　最初から何もかも聞いてたわよ、と答えてやりたいのはやまやまだったが、モルテの後ろでキリトが素早くかぶりを振るのが見えたので沈ちん黙もくを保つ。

「あらら、だんまりですかぁー。後ろから脅おどかされて寿命が三秒縮ちぢんだんだから、それくらい教えてくれてもいいと思うんですけどねぇー」

　相変わらず人を食った物言いを続けるモルテの左手を、一号が右手で乱暴に押し下げた。

　その手を左腰のダガーに移動させ、黒光りする柄つか頭がしらを撫なでながら、錆さびた金属が軋きしむような声を出す。

「あのさあ、オレ、マジムカついてんだけど。つかもうくっちゃべってる場合じゃねーっしょ。全部聞かれた前提で対応するしかねーんじゃん？」

　それを聞いたモルテは、やれやれとばかりに両肩をすくめながら囁ささやき返した。

「短気は損気ですよぉ？　それに、あのレイピアのスペック見たでしょー？　ブラッキーさんの相手は自分がするとしても、あなたタイマンで勝てるんですかぁ？」

「ナメんなっつの。ＰｖＰ素人しろうとのオンナに負けねーし」

　一号が吐き捨てた台詞せりふを聞いて、アスナはわずかに呼吸が浅くなるのを自覚した。しかしそれも、次の言葉が耳に届くまでのことだった。

「それに、オレのバリもんレイピア、運うん任まかせのきたねー手で盗とられたまんま帰れっかよ」

　──いつこの剣があなたの物になったのよ!!　シルバリックとか言ってたくせに!!

　と頭の中で怒ど鳴なり、怯ひるむ気持ちを吹き飛ばす。

　背後から大声で脅おどかしたのは、慎つつしみには欠けていたかもしれないが、決していちかばちかの運任せではない。アスナは一定の根拠に基づいて、あの瞬しゆん間かんを狙ねらったのだ。

　彼らの会話から、アスナが拾った羊皮紙のメモは、黒マント一号が書き損じて捨てたものであることはほぼ断定できる。そして簡かん単たんな数字をミスるのは、ＦＮＣ判定とまではいかないにせよ、フルダイブ環かん境きよう下かでの手先の微妙な操そう作さが苦手──言い換えれば不器用である証拠だ。右手から左手に持ち替えるタイミングで思い切りびっくりさせれば、きっと剣を落とすはず。そう読んだ上での大声作戦だったのだ。

　しかも、地面に落ちたレイピアをいったん泥棒ネズミにルートさせ、それを即座に仕留めることで所有権を移動させたのだから、システム上も通念上もこの剣は完全にアスナのものだ。もう二度と手放すつもりはないし、愛剣を守るためなら対人戦だってできる。

　その意志を示すべく、アスナはシバルリック・レイピアの切きっ先さきをほんの少し前に倒した。

　黒マント一号がチッと舌打ちし、ダガーの柄をしっかりと握った。

　しかし、事態はそこで再び思わぬ方向へと動いた。

　後方のキリトがちらりと自分の背後を振り向くや、猛然とダッシュしてモルテの左側をすり抜け、そのままアスナ目掛けて突進してきたのだ。

「っ……!?」

　驚おどろいて仰のけ反ぞるアスナの体をブレストプレート越しにがしっと抱きかかえ、例の窪くぼみに飛び込む。奥の壁かべにアスナを押しつけ、ロングコートで覆おおうや否いなや、ハイディングスキルを発動させる。

　こんなことをしても、黒マントたちから隠れられるはずがない。

　しかしキリトの行動の理由は、すぐにアスナの耳にも届いた。通路の北から、がしゃがしゃと大量の金属が擦こすれる音が押し寄せてきたのだ。間違いなくモンスターの群れだが、なぜ急に……と不思議に思ってから即座に悟る。

　それはそうだ。ダンジョンであんな大声を出せば、こうならないほうがおかしい。

　黒マントたちの姿は見えないが、一号が上ずった声で毒づくのが聞こえた。

「くっそ、Ｍｏｂ呼び寄せてなすりつけるとかＭＰＫかよ！　きたねーんだよやり方が！」

「あははぁ、それ言いますかぁー」

　というモルテの笑い声にも、これまでのような余裕はない。抜剣する音が立て続けに響ひびくが、モンスターの気配がいよいよ近づいてくると、さすがに緊きん迫ぱくした声で仲間に指示する。

「こりゃいかん、あの数は激げきサックですよぉー。ここはいったん退ひきましょー」

「ちっ、仕方ねーな」

「おっと、そっちは行き止まりですよぉ。階段までダッシュしますんでがんばってついてきてくださいね～」

「お、おい、待てよ！」

　そんなやり取りに、走り去る二つの足音が重なる。それを、モンスター集団が立てる騒そう音おんが追いかけていく。音は少しずつ、少しずつ遠ざかり、やがて完全に消え去って──。

　静寂。

　いや、違う。たった一つ、せわしなく鳴り響く低音だけが耳の奥に残っている。これは……心臓の音。アスナの胸の奥で、仮想の心臓が盛んに送り出す血液の音。それとも、現実世界に置いてきた本当の心臓の鼓動が届いてくるのだろうか。じっと聞いていると、鼓動はゆっくり、ゆっくりとペースを落とし、限界まで張り詰めていた精神も少しずつ解ほどけ始める。

　ふ、と一いつ瞬しゆんだけ意識が遠ざかり、右手のレイピアを危うく取り落としそうになった。しかしもう、武器を落とすのは二度と御免だ。ぎゅっと手に力を込めてから、体を覆おおうロングコートの下で鞘さやに剣を戻す。

　その動作がきっかけになったのか、アスナに覆い被かぶさる体勢のキリトもふうーっと長く息を吐き、体を起こそうとした。しかしアスナは無意識のうちに右手を持ち上げ、肩越しに伸びるキリトの左腕を押さえていた。

　手を伸ばせば触れる場所に、誰よりも頼もしいパートナーがいる。

　ああ……これでもう大丈夫。何も怖いことはない。

　そう認識した途と端たん、落とし穴に落ちた直後から抑え込んでいた様々な感情が溢あふれ出しそうになり、アスナは激はげしく身震いした。両りよう眼めが熱を帯び、喉のど元もとにも熱い塊かたまりが込み上げてくる。膝ひざの力が抜け、その場にしゃがみ込みそうになる。

　しかし直前で、キリトの右手が背中を支えた。同時に、耳みみ許もとで声。

「…………よく頑張ったな。よかった……無事で……」

　その言葉は、瞬しゆん時じに頭の芯しんにまで浸透し、あらゆる抑制を流し去った。

　強くならなければ、という強迫観念。

　頼ってばかりいることへの自責の念。

　そして、弱さを見せれば置いて行かれるのではないか、という恐怖。

　それらの感情から、一時的にせよ解き放たれ、アスナはキリトの胸元に強く頭を押しつけた。震える唇から、幼い子供のような涙声が零こぼれた。

「…………怖かった…………すごく、怖かったよ…………」

　両眼をきつくつぶり、エモーショナルな言葉が溢れるに任まかせる。

「お化けが出て、落とし穴に落ちて……道がわからなくて、レイピアもなくしちゃって、もうだめだって思った…………こんな暗い洞どう窟くつで、全部終わっちゃうんだって…………そしたら、怖くて、怖くて……ほんとに、こわくて…………」

　全身が、断続的にわななく。両手でキリトのシャツを摑つかみ、仮想空間に直接的接触を求めようとする。

　不意に、頭をふわりと優しい感覚が包んだ。

　キリトが左手でアスナの頭を撫なでたのだ。ぎこちないが、しかし心のこもった動作を、何度も、何度も繰くり返す。

「大丈夫……もう、大丈夫だ」

　ほとんど無声音の囁ささやきだったが、そこに含まれた確たる意志は、この世界の何よりも信じられるものだと思えた。

「もしまたはぐれることがあっても、必ず見つけて、助けにくる。アスナは、俺の……相棒だからな」

「………………うん」

　小さく頷うなずくと、それがスイッチになったかのように、体の震えがぴたりと止まった。しかしアスナは両手を離はなそうとせず、キリトも頭を撫でる手を止めなかった。地下墓地ダンジョンの片かた隅すみで、二人は長いあいだ無言で寄り添い続けていた。










　　　６




　二〇二二年十二月三十一日、土曜日、午前十一時。

　アインクラッド第五層北部の小村、《シヤーヤ》にアスナはいた。

　ここはいわゆる圏外村で、アンチクリミナル・コードは働いていない。しかしアスナは剣を帯びず、すべての防具も除装し、それどころかあらゆる衣服を脱いだ状態で全身を弛し緩かんさせていた。

　武装していないのは、シヤーヤの村が、パーティーメンバー以外は立ち入り不可なインスタンス・マップだから。

　そして服を着ていないのは、たっぷりとしたお湯に肩の下まで沈んでいる──つまり入浴中だからだ。

「はふゅるほひ──…………」

　というような声を漏もらしつつ、両手両足を思い切り伸ばす。湯温は少しぬるめだが、香りのいい果物やらハーブの束たばやらが浮いていて、体の芯しんまでじんわりとあたたまる──気がする。

　しかも、浴よく槽そうがやたらと広い。四層ヨフェル城の大浴場には及ばないまでも、同時に十人は楽に入れるであろう御み影かげ石いしのバスタブを見ていると、ダークエルフというのは本質的にお風ふ呂ろ好ずきなのだろうかと思えてくる。

「……フォレストエルフの村も、やっぱりお風呂が大きいのかしら……」

　指先にお湯を遊ばせながら何の気なしに呟つぶやくと、少し離はなれたところから答えが返った。

「そーでもないらしいナ。森エルフ側は、フロは狭いけどメシがすごいらしーゾ」

　四し肢しを脱力させ、お湯にぷかぷか浮いているのは、情報屋《鼠ねずみ》のアルゴ。トレードマークのフードつきショートマントはもちろん、アスナと同様に全装備を解除しているが、頰ほおのヒゲマークだけはお湯に浸つかっても消える様子はない。

「あら、ダークエルフのご飯もじゅうぶん美お味いしいと思うけど……」

　アスナが首を傾かしげると、アルゴは浮遊したままニヒヒと笑う。

「それが、どこの三つ星レストランだヨっていうくらいの豪華メシが出てくるらしーゾ。でもまあ、このフロを体験しちまうと、オレっちも個人的には黒エルフ側がいーナ。サンキュー、アーちゃん。パーティーに入れてくれて」

　その言葉に、視線を左上に振る。五層に来てからはずっと二つだけだったＨＰバーが、いまは三本に増えている。

「ううん、私もアルゴさんにはちゃんとお礼を言いたかったから。ありがとう、地下墓地ボスのパターン割り出しのために、丸一日ダンジョンでキャンプしてくれて」

「いやいやナニナニ、大したこっちゃないヨ。オレっちこそ悪かったナ、アーちゃんとキー坊に心配かけちまって。しかも、オレっちを探しに来たときに、危険なメに遭あったんダロ？」

　アルゴのその言葉に、二日前の出来事が鮮あざやかに甦よみがえって、顔がほわーと熱くなる。

　──赤くなってないよね、ううん、赤くなってもお風ふ呂ろだしわかんないわよね……。

　などと思いながらちらりと右を見ると、水面に浮かぶ情報屋は、全てお見通しと言わんがばかりにニシシシと笑っている。鼻下まで沈降し、ぶくぶくとお湯を鳴らしてごまかす。

　二日前の夜、地下墓地三階でキリトに窮きゆう地ちを救われ、どうにか落ち着きを取り戻したアスナは、やはりアルゴの探索に来ていた彼にそのまま同行した。

　幸い、それから一時間と経たたずにアルゴを見つけることができたのだが、メッセージ不着の理由は二人が想像していたような不測のトラブルではなかった。

　アルゴは、ダンジョン最深部、エリアボス部屋手前の小さな安地部屋に野営していたのだ。理由は、ボスの名前も外見も、ベータ時代とまったく違っていたから。最初はボス部屋の位置だけを確認したらすぐに街に戻り、攻略本第一号を出すつもりだったのだが、ボスがまったくの新型であることに気付き、どうせここまで来たならデータも取っていこう……と思ったらこれが案外難むずかしく、粘っているうちに一日経っていたのだという。

　ボスモンスターは、生前ぜったい人間じゃないだろうと言いたくなるほど巨大なゾンビで、斬ざん撃げき、刺し突とつ、貫通に強い耐性を持つ難なん敵てきだったが、ボス部屋の各所に設置されたレバーを操そう作さして天井の石版パズルを解くと部屋に陽ひの光が差し込む、というギミックによる弱体化が──もちろん昼間限定だが──可能だった。アルゴが苦労したのはパズルの解き方で、途中からはほとんど意地で取り組み続けていたらしい。

　おかげでボスは三十日のお昼に、攻略集団の選抜メンバーでさほど苦労せずに倒せたのだが、アスナにとっては少なからぬ懸け念ねんが残るボス戦となった。相変わらず対抗意識剝むき出しのＤＫＢとＡＬＳに対してもだが、それ以上に、攻略集団がいかにアルゴの情報に依存しているか──そしてその情報を得るためにアルゴがいかに危険を冒おかしているかを、改めて認識させられたからだ。

　他人のスタイルには余計な口出しをしないのがこの世界のマナーだが、でもこんな機会はめったにないし、と考えたアスナはお湯から顔を浮上させると遠えん慮りよがちに呼びかけた。

「あの、アルゴさん……」

「ん？　なんだい？」

　アスナの口調に何かを感じたのか、アルゴも浮くのをやめて体を垂直に戻す。

「……地下墓地のエリアボスをスムーズに倒せたのはアルゴさんが頑張ってくれたおかげだし、そのことにはとっても感かん謝しやしてるんだけど……初見のボス相手にソロでデータ取りするのは、ちょっと危険すぎると思うの」

　アスナが通っていた女子校では、上から目線なアドバイス（をしていると受け取られること）は地じ雷らいを踏ふみに行くようなものだったのでどうしても口が萎い縮しゆくしそうになるが、アルゴは淡い笑みを浮かべたまま無言で続きを促うながしてくる。逆に励はげまされている気分になりながら、懸けん命めいに言葉を重ねる。

「わたしだって昔は独りで迷宮区に潜もぐってたんだから、偉そうなことは言えないけど……でも、アルゴさんの情報は、わたしたち攻略プレイヤーだけじゃなくて、後からはじまりの街を出たミドルレベルのプレイヤーにもすごく助けになってる。もしアルゴさんに何かあったら、攻略そのものが止まっちゃうくらいに。だから……ううん、もっと単純に、わたしはアルゴさんがひとりだけで無理してるんじゃないかって心配なの。その……友達として……」

　現実世界の友達相手なら、とても口には出せない言葉だった。仮想世界に閉じ込められて、ようやく言いたいことを言えるようになるなんて……と思いながら、アルゴの反応を待つ。

　機き嫌げんを損そこねられても仕方ないと半なかば覚悟していたのだが、アルゴは両りよう頰ほおのヒゲを持ち上げてにかっと破顔すると、風ふ呂ろ場ばのせいかいつもよりひときわ響ひびく声で言った。

「ありがと、アーちゃん」

　いつもは長めの巻き毛に隠されている、くりっとした瞳ひとみでまっすぐにアスナを見詰め、彼女にしてはややスローな口調で続ける。

「オイラのこと、心配してくれるのはとっても嬉うれしいヨ。正直オイラも、一昨日おとといのダンジョン泊まり込みはチョットやりすぎたかナーって思うし。けど……オイラには、体を張って情報を取り続けなきゃいけない責任があるんダ」

「それは……情報屋として、ってこと……？」

「いーや」

　小さな水滴を散らしてかぶりを振り、アルゴは答えた。

「元ベータテスターとして、だヨ」

「…………!!」

　もしかしたらそうなのかもしれないと感じていたし、キリトも同様に推測していたようだが、本人の口から告げられるのはこれが初めてのことだ。わずかに息を吞のんだものの、アスナはすぐに言葉を返した。

「……そうなんだとしても、アルゴさんが独りで危険な役目を背負わなきゃいけないことにはならないわ。同じ元ベータテスターのキリト君だって、フロアボス攻略戦ではいつも攻略集団のレイドに参加してるんだし……アルゴさんも、せめて偵察のサポートメンバーくらい出してもらってもいいんじゃ……」

「そのコーリャクシューダンって呼び方、ちょっとまだるっこしいよナ。《フロントランナー》のほうがカッコイイと思うんだけどナー」

　いったん間を置くようにニシシと笑うと、アルゴは目の前に漂ただよってきたバナナっぽい果実を指先でつつきながら問い返してきた。

「ンー……。アーちゃんがそうやって心配してくれるのは、オイラが非ひ戦せん闘とう型がたビルドだから、ダロ？」

「え……ええ、まあ……」

　途と惑まどいつつも頷うなずく。

　フィールドで会う時のアルゴは、最低限の防具とクローで武装はしているが、スキル構成や熟じゆく練れん度どは決して戦せん闘とう向きではないはずだ。情報屋として《隠いん蔽ぺい》《索敵》《聴き耳》あたりの熟練度を優先して上げていれば武器スキルまでは手が回らないだろうし、ステータスもＨＰ量を犠ぎ牲せいにして限界までＡＧＩに振っている可能性が高い。雑ざ魚こモンスターを避さけることはできても、攻こう撃げき方法が多彩なボス相手の偵察は危険が大きい──。

　というアスナの瞬しゆん間かん的てきな思考を察したかのようにもういちどニシッと笑うと、アルゴは近くに浮いていたハーブの束たばを摑つかみ、無言で放ってきた。アスナが反射的に受け止めると、自分は先ほどのバナナ風フルーツを握り、ざばっと勢いよく立ち上がる。

「論より証拠……ってやつだナ。アーちゃん、ちょっとやってみよーカ」

　そう言って、御み影かげ石いしのプールサイドならぬフロサイドに上がったアルゴを、アスナは啞あ然ぜんと眺めた。

「や……やるって、何を？」

「そりゃモチロン、デュエル……は大げさカ、チャンバラかナ」

　右手で器用にバナナをくるくる回しながら、広大な洗い場へと降りていく。

　つまるところ、アルゴはバナナ、アスナはハーブ束を武器代わりにデュエルの真ま似ね事ごとをしてみよう、という誘いなのだろう。受けるにやぶさかではないのだが、問題はアルゴも、そしてアスナも完全な無装備状態だということだ。正直、一緒に入浴するだけでもそこそこ恥ずかしかったのに、このまま戦闘ごっこを……ということになればちゃんと戦いに集中できる気がしない。

「あ、あの……水着、着ていい？」

　思わずそう訊たずねると、情報屋はきょとんとした顔になってから無言で自分の仮想体アバターを見下ろし、軽く頰ほおを膨ふくらませた。

「あのナー、オイラがこのミニマルボディーっぷりをさらしてんのニ、そのプロポーションのアーちゃんが恥ずかしがるってどーゆーことダ！」

「そ、そーゆう問題じゃないです！」

「ま、いいけどサ……」

「それで、アルゴさんにも着てほしいんだけど……」

「え？　オイラ、水着なんか持ってないゾ？」

「じゃあ、いま作るから！」

　というような会話と、アスナの裁さい縫ほうスキル実演の時間を経て、二人はシヤーヤ村大浴場の洗い場で対たい峙じした。

　アスナが着用しているのは、シンプルな白のワンピース。

　アルゴが着用しているのは、彼女のリクエストによる黄色のタンキニ。

　いったいどうしてこんなことに、といまさらな疑問を抱きながら、アスナは右手のハーブ束たばを軽く振ってみた。

　長さは七十センチほど、コシのある細長い茎が三本束ねられているので意外にしっかりした手て応ごたえだ。もちろん本物のレイピアとは比べようもない頼りなさだが、文句も言えない。何せ、アルゴが持っているのはどう見ても緑色のバナナなのだ。

「えーと、どういうルールなのかな……？」

「最初にべしっとやったほうの勝ちでどーダ？」

「り、了解」

　頷うなずき、左足を引いてスタンスを取る。いっぽうアルゴは、両手をだらんとぶら下げて棒立ちになったままだ。

「ほんじゃ、いつでもどーゾ」

　と言われてもさっぱり闘とう志しが湧わいてこないが、勝負を受けた以上は真剣にやるしかない。ちらりと視線を左右に振り、地形を確かめる。

　洗い場の大きさは、縦たて十メートル、横八メートルほど。右側には床から掘り下げられた形の浴よく槽そうがあり、左側は壁かべ際ぎわに木製の椅い子すが並んでいる。床も磨みがき上げられた御み影かげ石いしで、濡ぬれた場所はいかにも滑すべりやすそうだ。

　この足あし許もとでは、アルゴもフットワークは使いにくいだろう。足を止めてのつっつき合い勝負になりそうだ……などと考えているうちにいくらか頭が戦闘モードっぽくなってきたので、深呼吸してから叫ぶ。

「じゃあ……行きます！」

　宣言とともに鋭するどく右足を踏ふみ込んだ、アスナの視界から。

　しゅばっ！　と白い水煙だけを残して、アルゴの姿が消滅した。

　────速い！

　これまで対たい峙じしたどんなモンスターも……それこそ過去最強の相手だったエリートｍｏｂ、《フォレストエルフ・ハロウドナイト》でさえも、アスナの眼めを振り切ることはなかったのだ。しかしアルゴのダッシュは、いっそ瞬しゆん間かん移動したのかと思いたくなるスピードだった。アスナが咄とつ嗟さに左腕を持ち上げつつ体を右へ傾かたむけることができたのは、視覚ではなく聴覚──たった一度、左側で水たまりを踏む足音が聞こえたからだった。

　直後、黄色い残像がアスナの左ひだり脇わきを掠かすめ、ぴしっという小さな音を響ひびかせて後方へと抜けた。

「くっ……！」

　当たった……!?　と歯は嚙がみしながら思い切りジャンプし、空中で体を反転させる。床の滑なめらかさを利用して着地と同時に両足をスライドさせ、更に距きよ離りを取る。

　ハーブ束たばを掲げて身構えたアスナが見たのは、洗い場の反対側で、左手を腰に当て、右手のバナナを人差し指の先でくるくる回しているアルゴの姿だった。

「いやあ、さすがだナ、アーちゃん。最初の一発でキメるつもりだったケド、『べしっ』じゃなくて『ぴしっ』だったからナー」

「……じゃあ、チャンバラ続行ね？」

　アスナの問いに、情報屋はニシッと笑ってみせる。
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　正直、いまの恐るべき高速機動を披ひ露ろうしてもらっただけでも、このデュエルの目的は達したと言える。だが、びっくりさせられて終わりでは、アルゴの誘いに乗った甲か斐いがないというものだ。

　──あれ、わたし……。

　なんだかヘンなことを考えてる──という気が一いつ瞬しゆんしたが、途と惑まどいを振り捨てて集中する。移動スピードでは絶対にかなわないが、速く動くことだけが戦いではない、はずだ。

　一昨日おとといの地下墓地ダンジョンでの体験は、二度と思い出したくないくらい恐ろしかったが、貴重な教訓を与えてくれもした。戦いとは、自分と相手だけで完結するものではない。周囲の環かん境きようが、否いや応おうなく密接に関わってくる。アスナがトラップドアに落ちた時も、泥棒ネズミを利用してレイピアを取り戻した時も、結局のところ環境が状況を左右したのだ。そう、さっきのアルゴの一いち撃げきも、床の小さな水たまりが方向を教えてくれたからこそ回かい避ひできた──。

　レイピアの時のように、もう一歩踏ふみ込んで、環かん境きようを味方につけることができれば。

　離はなれて立つアルゴから視線を切らずに、周辺視野で状況を再確認する。開始前とは立ち位置が入れ替わって、巨大浴よく槽そうは左側。濡ぬれた床に少しずつ足裏を滑すべらせ、じり、じりとそちらへ動き始める。

　掘り下げ型の浴槽と洗い場の床の境目には縁ふちのようなでっぱりはなく、しかも少しずつお湯が溢あふれ続けているのでどこからが水面なのか解わかりにくい。ハーブ束たばの先っぽを油断なくアルゴに向けたまま、一定のスピードで横移動を続けると、やがて左足の爪つま先さきが浴槽の角に触れる。しかしそこで足を止めずに、更に十五センチほど左にスライド移動する。

　いまや、アスナの左足は、完全に洗い場からはみ出して水面に触れているだけだ。全体重を右足一本で支え、しかも簡かん単たんにはそうと悟られないポーズを保つ。生身の体なら完全な静止はとても無理な体勢だが、この世界の《筋肉疲労》は現実世界とは異なる形で表現されている。具体的には、自分の筋力値を超える行動──所持可能重量を超えるアイテムを運ぼうとする、むやみと重い岩を持ち上げようとする等──を取ると隠しパラメータである疲労度が上昇し、限界に達すると全身もしくは部分的に弱スタン状態になってしまうのだが、それまでは外見だけで当人が無理をしているのかいないのかを見抜くことは難むずかしいのだ。

　右足の感覚から、左側に倒れ込んでしまうまでの時間をあと十秒ほどと見当をつけながら、アスナはアルゴが動くのを待った。

　天井に溜たまった水滴がいくつか寄り集まり、大きな水の球となって落下して、床にぱたたっと弾はじけたそのタイミングで。

　再び、アルゴの足下で白い水煙が上がった。

　今度は横からではなく、正面からまっすぐに突っ込んでくる。普通に立っていたとしても、とても反応できないであろうスピード。右手のハーブ束で迎げい撃げきを試みるが、アルゴはその尖せん端たんをかいくぐってアスナの懐ふところへ──。

　しかし突然、黄色い水着姿ががくっと左に傾かたむいた。

「んナッ!?」

　という声と同時に、アルゴの右足が水面に沈み込む。これがアスナの仕掛けた罠わな──風ふ呂ろの水面に左足を乗せ、あたかもそこまでは床があるように見せかけた。狙ねらい通り、アルゴは床を踏ふみ外して、浴槽に右足を突っ込んでしまったというわけだ。

　──もらった！

　沈没寸前のアルゴめがけて、ハーブ束を突き降ろす。もちろんソードスキルは発動しないが、動けないアルゴを『べしっ』とやるにはこれで充分──。

　だが。

　あとはお湯に沈むだけであるはずのアルゴの体が、不自然に動いた。

　ハーブ束の葉っぱの一枚が、タンキニの肩かた紐ひもあたりをぺしっと掠かすめる。アスナは体勢を崩し、右に回りながら倒れてしまう。

　浴よく槽そうの縁ふちに尻しり餅もちをついたアスナが見たのは、とんでもない光景だった。

　アルゴが、水面を走っていく。

　右足が沈み切る前に左足で水面を蹴けり、その足が沈む前に右足で水面を蹴る。ばばばっ！と盛大な水しぶきを発生させながら合計四歩も水面を走ると、そこで限界が来たかのように顔から水に突っ込み、少ししてぷかりと浮いてくる。

「……ニャハハハハ！」

　お湯から顔だけを出して愉快そうに笑う情報屋を見ていると、自然とアスナもおかしさがこみ上げてきた。ぷっ、と吹き出してしまってから、同じように声を上げて笑う。

　たっぷり十秒以上も笑い声を響ひびかせてから、二人は同時に立ち上がった。今度は普通に水中を歩いて洗い場に上がったアルゴは、右手のバナナをぽいっと浴槽に投げ入れ、大きく伸びをする。

「う～～～ン……いやー、楽しかったナ。お互い『ぴしっ』が一回ずつで、チャンバラは引き分けってコトでいいかナ？」

「え……ええ、もちろん」

　頷うなずき、アスナもハーブ束たばを浴槽に戻した。水面に広がる波紋をしばし眺めてから、顔を上げてアルゴに訊たずねる。

「あの……さっき水面を走ったのって、何かのスキルの効果なの……？」

「いやァ……」

　濡ぬれた巻き毛を引っ張りながら、アルゴは両りよう眼めをくるりと回した。

「ンー、いつもなら情報料を貰もらうトコだけど、まあいいカ。スキルじゃなくて、修行の成果だヨ。四層の川で、オイラ《フローター・サンダル》を使ってたロ？」

「ええ……」

「アレ、なかなか楽しくてサ。あちこち走りまくってたんだケド、慣れた頃に、うっかり装備し忘れたまま水に足を踏ふみ出しちゃったんだよナ。当然沈んだんだけど、その時、たった一歩だけど水面を歩けてサ……ほら、子供の頃、プールとかで挑戦しなかったカ？　《右足が沈む前に左足を前に出せば水面を走れる理論》」

「…………や、やったような気もするけど……」

「アレ、この世界ならできるのかも……って思ったら我慢できなくてサー。その日から毎日、川とかフロとかで練習しまくって、どうにか四歩までは走れるようになったってワケ。まー、いわゆるシステム外スキルってやつサ」

「……………………」

　呆あきれるべきか感動するべきか一いつ瞬しゆん迷ってから、アスナはとりあえず質問した。

「それ、わたしにもできるかしら」

「ンー、どーだろナ。もちろんオイラにできたんだから、システム的には可能なんだろーケド……実際にはオイラくらい軽量小型なアバターで、しかもＡＧＩ全振りでないと難むずかしいかもナ。アーちゃんの立派なボディーじゃなかなか……」

「べ、べつに立派じゃないです！」

　思わず両腕を体の前に回しながら叫ぶと、アルゴは再びにししと笑い、ウインドウを開いた。黄色の水着を除装すると、アスナにトレード窓を飛ばしてくる。

「水着ありがと、返すヨ」

「ううん……情報料代わりに、もらっておいて」

「そーかい？　じゃ、ありがたく」

　アルゴがトレードをキャンセルしたので、アスナも白い水着を脱いだ。少し冷えた体を浴よく槽そうに沈め、ふうっと息を吐く。

　透明なお湯の中で全身を弛し緩かんさせると、心の水面にも小さな泡のような思考が浮かんだ。

　──わたし、さっきのデュエル……楽しんでた。

　いや、武器はバナナとハーブ束たばだし、そもそも申しん請せいと受じゆ諾だくをしなかったのだから正式なデュエルとは呼べないが、プレイヤー同士で対たい峙じしたことは事実だ。そして少なくとも途中からは、アルゴに一いち撃げき入れるために百パーセントの本気になった。なのにアスナはまったく萎い縮しゆくせず、それどころか少しわくわくしていた。

「……アルゴさんは、デュエルの経験、多いの？」

　ちらりと横を見てそう訊たずねると、金きん褐かつ色しよくの巻き毛が軽く左右に動く。

「んー、そーでもないナ。とくに正式サービスになってからはサッパリだヨ」

「そのわりには、すごく慣れてる感じがしたけど……」

「そーかい？　即そつ興きようであんな仕掛けが打てるアーちゃんのほうが、よっぽど戦い慣れしてると思うけどナー。おネーさん、見事に引っかかったヨ」

　片足立ちで浴槽の境界線を誤認させたトリックを持ち出され、思わず首を縮ちぢめる。

「あ、あれはその、夢中で、とっさに……」

「文句言ってるわけじゃないサ。とってもうまい手だったから、おいらも使わせてもらっていいカナ？」

「も、もちろん、どーぞどーぞ」

「にしし、あんがと。んじゃ、情報料を払わないとナ」

　にかっと破顔したアルゴは、アスナが何かを言い返す前に、思わぬ問いを口にした。

「アーちゃんは、デュエルが怖いのカ？」

　胸の奥深くに引っかかるものをずばり見抜かれ、さすがは凄すご腕うでの情報屋だと舌を巻きながら頷うなずく。

「…………うん。怖いって言っても、この層に来てから、キリト君と一回デュエルしただけなんだけど……。──いえ、正確には、デュエルを始めることもできなかった。カウントダウンが終わって、剣を向け合った途と端たんに、体が動かなくなっちゃって……」

　あの瞬しゆん間かんのことを思い出すと、肩までお湯に浸つかっているのに、ひんやりとした冷気が背中を撫なでる。両手で体を抱き、当時の心境をなんとか正確に伝えようと試みる。

「……キリト君が怖かったわけじゃないの。彼は真剣だったけど、決して威い嚇かく的じゃなかった。対人戦のコツを教えてって頼んだのはわたしだし……デュエルも初しよ撃げき決着モードだったのに、でも凄すごく怖くて……このまま続けるのは絶対に嫌いやだって思っちゃって……」

　そこで口を水面に沈め、細い溜ため息いきをつく。連続的に発生した泡が鼻先でぷくぷくと弾はじけ、柑かん橘きつ系の香りを広げる。

「……その気持ちは解わからなくもないけどナー。さっきのチャンバラごっこと、本物のデュエルはやっぱり違うヨ。初撃決着モードでも、ＨＰが減ることに変わりはないしナ」

　アルゴの言葉に、水中で頷うなずく。顔を持ち上げ、左に向き直る。

「……ちょっと話を戻すけど……アルゴさんがソロで偵察できるのは、さっき見せてくれた、とんでもない素早さがあるからなのよね？　どんな攻撃も回かい避ひできるっていう自信があるから、危険なダンジョンに独りで潜もぐれる……デュエルでわたしに伝えたかったのは、そういうことなんでしょう？」

「そー言われると、うぬぼれすぎ感ばりばりだけどナ」

　苦笑した情報屋は、肩をすくめて続ける。

「でもまあ確かに、いざって時はダッシュで逃げればなんとかなるって思ってる部分はあるヨ。これからは、足あし許もとにもちゃんと気をつけるけどナ」

　そう言ってぱちりと片目をつぶるので、今度はアスナが苦笑する。しかしすぐに表情を戻し、真剣な口調で問いかける。

「……けど、ＡＧＩ一極型はＨＰも少ないし、頑丈な防具も装備できないでしょう？　何かのはずみでモンスターの重攻撃を喰くらったらとか、何かのトラップにはまって動けなくなったら、とは思わないの……？」

「思うヨ、もちろん」

　これまでとは少し違う、透き通った感じの笑みを浮かべ、《鼠ねずみ》の異名を持つ凄腕の情報屋は言った。

「オイラもＨＰが減るのは怖いサ。いまのアインクラッドじゃ、死んでも蘇そ生せいできないんだからナ……生き延びることだけを考えるなら、大ギルドに入って、ＳＴＲ全振りのタンクをやるべきだろーナ。いや、いっそはじまりの街から出なければ、それがいちばん利口かもしれナイ。けど……オイラにとっては、ただ生き延びるコトよりも、いまやってるコトのほうが少しだけ優先度が高いのサ」

「それは……元ベータテスターだから……？」

「そうだけど、それだけじゃないヨ」

　にやっと笑い、アルゴはもういちどウインクした。

「悪いケド、これ以上は別料金だナ。でも、最高のフロに誘ってくれたお礼に、もう一つだけタダで情報をやるヨ」

「え……う、うん……」

「さっきアーちゃんは、オイラが独りで危険な偵察をする必要はない、同じ元ベータテスターのキー坊だって攻略集団に参加してるんだカラ、って言ったロ？」

　アスナが無言で頷うなずくと、アルゴは右手の人差し指を立て、ちちっと左右に振った。

「でもな、キー坊が完全なソロプレイヤーをやってない理由は、危険が減るからじゃないと思うゾ」

「じゃあ、何……？」

「決まってるだロ」

　アルゴの人差し指が空中をすうっと動き、アスナの鎖さ骨こつあたりを軽くつついた。

「アーちゃんがいるから、サ」
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「大おお晦みそ日か、か……」

　芝生に寝転がり、青みがかった上層の底を見上げながら、俺は誰にともなく呟つぶやいた。

　日付は間違いなく十二月三十一日なのだが、まだお昼前で日差しは明るく、そよ風もさして冷たくもなく、大掃除をすべき我が家もないので、年の瀬感は薄うすい。瞼まぶたを閉じ、去年の大晦日はどんなふうだっただろうか、と記憶を探さぐる。

　俺は当時ハマっていたネットゲームの年越しイベントに参加したかったのだが、アメリカから帰国した親父おやじに厳げん命めいされて、大掃除にてんてこ舞まいしていたはずだ。ことに、庭の隅すみにある剣道場の掃除は大仕事で、日頃はほとんど話もしない妹の直すぐ葉はにも、ここぞとばかりにこき使われた記憶がある。

　へとへとになってリビングに戻ると、母さんがフライングで甘いきなこ餅もちを出してくれて、あれはほっぺたが痛くなるほど旨うまかった。イベントを諦あきらめた俺は家族と一緒にテレビを見て、年越し蕎そ麦ばを食べて、除じよ夜やの鐘かねを聞いてから近くの神社に初はつ詣もうでに行って……。

　回想を打ち切り、ゆっくりと瞼を持ち上げる。

　見えるのは、上空百メートルに覆おおい被かぶさる、鋼鉄と石の蓋ふた。

　いまごろ現実世界では、家族三人が去年と同じように大掃除をしているだろうか。俺の手伝いなしで、直すぐ葉はも道場の拭ふき掃そう除じに難なん儀ぎしているのではないか。

　五十五日前、茅かや場ば晶あき彦ひこにデスゲームの開始を宣言された時は、大おお晦みそ日かをこの世界で迎えることになるなどとは想像もしていなかった。アインクラッドの第百層に辿たどり着くのに、具体的に何日かかるだろうというビジョンがあったわけではない。しかしよもや、二ヶ月近くが経たつというのに、まだ五層さえも突破できていないというのは予想外だった。

　今後も同じペースが続くと仮定すると、来年はもちろん再来年の大晦日もこの世界で迎えることになるだろう。いや……それすらも希望的観測かもしれない。攻略集団の一員として戦い続けるなら、次の大晦日まで生きていられる保証などどこにもないのだ。

　モンスターとの戦いで命を落とすなら、それはそれで構わないという気分もこれまでは確かにあった。デスゲームの開始直後、誰よりも早くはじまりの街から飛び出したのは、元ベータテスターの知識と経験を活いかしてスタートダッシュし、生き延びる確率を上げるためだったが、正直それが全てではない。俺はたぶん、自分より強いプレイヤーが現れることが怖かったのだ。レベル制ＭＭＯＲＰＧであるＳＡＯでは、いちど誰かに引き離はなされればもう二度と追いつけない。そんなエゴ丸出しの恐怖が、俺を駆かり立てたのだ。トッププレイヤーであり続けるために、ボスモンスターと戦うリスクを冒おかし続ける……まったく度し難がたい思考回路。

　しかし。

　俺は、自分の中に、いつしか新たな動機が生まれていたことを二日前に自覚させられた。

　安全なダークエルフ村の真ん中でのんびりと寝転がっていても、あの瞬しゆん間かんのことを思い出すだけで内臓がせり上がるような感じがする。主街区カルルインの地下墓地ダンジョン二階で、情報屋のアルゴを探すために次の階段へと急いでいた時、視界左上に表示されっぱなしだったアスナのＨＰバーがいきなり一割ほど減ったのだ。

　てっきり《ブリンク＆ブリンク》の部屋で寝ているとばかり思っていた暫ざん定ていパートナーが、どんな理由でダメージを受けるのか、すぐには解わからなかった。最初に考えたのは、圏内で何者かのデュエル申しん請せいを受け、いままさに戦っているという可能性だ。しかしそれにしては何秒待ってもＨＰがそれ以上減らないし、かといって回復もしない。

　ならばもう答えは一つしかない。アスナも、恐らく俺を追いかけて、地下墓地ダンジョンに降りてきたのだ。そう考えた俺は、闇やみ雲くもに走り出したい衝しよう動どうを堪こらえ、アスナの現在位置を推測しようとした。

　地下墓地二階に湧わくモンスターでは、毒攻こう撃げきが厭いやらしいミイラ男《モールディ・マミー》か、アストラル系の《モーンフル・レイス》などが難敵だが、どちらもレベル17のアスナのＨＰを一撃で一割も減らすほどの攻撃力はない。その後はＨＰバーが動かないところを見ると、戦せん闘とうで受けたダメージではなく、トラップに引っかかったと見るべきだ。このダンジョンには直接ダメージを受けるトラップは存在しないはずなので、恐らく落とし穴。そして落とし穴が存在するのは、二階に下りてすぐの納骨堂のみ。

　同じ落とし穴から落ちるほうが確実だったが、その時俺は二階のかなり奥まで来ていたので、下り階段のほうが近かった。地下三階へと駆かけ下り、モンスターを出るそばから斬きり倒して、落とし穴の真下あたりのエリアへと一いち目もく散さんに走った。

　やがて行く手に人間の気配を感じ、しかし出現したのは二つの無記名カーソルだった。両方ともグリーンだったが、念のためハイディングしながら近づくと、洞どう窟くつの途中が小さな部屋になっていて、そこに黒マントを着込んだ男たちの姿があった。

　直後、『シバルリック・レイピア＋５がドロップした』という甲かん高だかいはしゃぎ声が耳に届き。

　黒マントの一人が握る白銀のレイピアが眼めに入った瞬しゆん間かんの、全身の血液が瞬時に凍りつき、同時に沸ふつ騰とうするような感覚は決して忘れられない。

　視界左上にはアスナのＨＰバーがまだ表示されているのに、それでも俺は、黒マントたちが彼女をＰＫしてレイピアを奪ったのだと考えずにいられなかった。ＨＰバーはデータの同期が遅れているだけで、もうすぐ音もなく消滅してしまうのだと想像し、全身が激はげしく震えた。

　ちょうどその時、小部屋の向こう側に延びる洞窟に隠れて様子を窺うかがっていたアスナは、ハイドを解いた俺が黒マントたちに詰め寄る態度を見てブラフだと思ったようだが、しかし俺は半分くらいは本気だった。そのすぐ後に、突然飛び出してきたアスナが見事な機転でレイピアを取り戻した時は、この世界にはいないであろう神様に本気で感かん謝しやしたものだ。

　そろそろ認めなくてはならないだろう。俺がいまも最前線で戦い続けている理由──動機は、数値的な強さへの渇望だけではなくなっている。いみじくも俺自身が五層への往おう還かん階段で口にした言葉が思い起こされる。

　──あなたは、いつまで、わたしと一緒にいるの？

　アスナにそう訊きかれた俺は、言葉が浮かんでくるままに答えた。

　──君が充分に強くなって、俺が必要なくなる時まで。

　どうやらあれは、意外にも俺の本心だったようだ。あくまで暫ざん定てい的なパートナーであるはずの細剣使いに、このデスゲームを最後まで生き延びてほしい……そのために俺にできることがあるのなら、それを全てやり尽くしたい。そんな感情が、いまは確かに存在する。

　いまのまま成長し続ければ、そう遠くない未来にアスナは知識的にも能力的にも俺を超えるだろう。《俺が必要なくなる時》はいつか必ず訪れる。その時、彼女を引き留めてはならない。俺と違って、アスナは集団の中でこそ輝く才能を持っている。いずれは大ギルドの上位メンバーとして、デスゲームの攻略を牽けん引いんする真のトッププレイヤーとなるはずだ。

　俺の役目はその時まで彼女を守り、伝えるべき知識を余さず伝えること。

　それが全てであり、それ以上ではない。

　自分にそう言い聞かせ、芝生から起き上がろうとしたその時、後方から俺を呼ぶ声が聞こえた。

「キリト君、お風ふ呂ろ空いたよー」

　振り向くと、シヤーヤの村の真ん中にある小さな丘を上ってくる細剣使いの姿が見えた。俺が座る頂上に到達すると、隣となりにちょこんと腰を下ろす。

　暗赤色のフーデッドケープ──さすがにフードは被かぶっていない──にレザースカートといういつもの格好だが、栗色のロングヘアにはまだ濡ぬれエフェクトが少し残っていて、正午近くの陽光を受けてしっとりと輝いている。ちょっと触ってみたい、などと不覚にも思ってしまうがもちろん実行には移さず、丘の西側にある大浴場の建物をちらりと見てから訊たずねる。

「あれ、アルゴは？」

「いったんマナナレナの村に戻るって。キー坊によろしくナ、って言ってた」

「そっか……」

　と答えた直後、視界左上から三本目のＨＰバーが音もなく消滅する。村を出たアルゴがパーティーから離り脱だつしたのだ。さすがの《鼠ねずみ》もエルフ戦争キャンペーン・クエストには手を出していないので、関連情報を伝えるついでにこの村に誘ったのだが、結局滞在時間のほとんどはアスナと入浴していたことになる。

「ずいぶん長風呂だったけど、どんな話をしてたんだ？」

　何気なく訊ねると、アスナはなぜか少し慌てた様子で視線を逸そらしながら言った。

「お、女の子同士の話を知りたがるもんじゃないわよ」

「へっ……？　ってことは、あのアルゴと、このアスナが、いわゆるガールズトーク的なことを……？」

「だから、詮せん索さくするなって言ってるでしょ！　だいたい、《このアスナ》ってどういう意味よ！」

「わ、悪い悪い。でもなんか意外で……」

「言っとくけど、いわゆるガールズトークなんてしてないからね！」

　ふんと鼻を鳴らしてから、ウインドウを出して時間を確認する。

「あら、もうお昼なのね……。キリト君もお風呂入るなら、急いだほうがいいわよ」

「いや、俺はまた今度でいいよ。こっちもそろそろ動かないとだからな……」

　視線を北に動かし、三キロほど離はなれたところにそびえる迷宮区タワーを見やる。アスナも同じ方向を眺め、無言で頷うなずく。

「そうだね。でも……本気なのかなあ、ＡＬＳだけでフロアボス討伐に挑戦するなんて……」

「おいおい、アスナが摑つかんできた情報だろ」

「そうなんだけどさ……」

　苦笑する俺に、アスナは軽く首を傾かたむけてみせる。

　俺の推測どおり、カルルインの地下墓地ダンジョンでトラップドアに引っかかったアスナだが、怪け我がの功こう名みようとでもいうのか、黒マントたちの話を盗み聞きするあいだにアルゴも知らない重大情報を摑んでいた。攻略集団を二分する大ギルド、トゲトゲ頭のキバオウ率ひきいる《アインクラッド解放隊ＡＬＳ》が、今夜カルルインの街で開催が予定されている年越しカウントダウン・パーティーをすっぽかして単独でフロアボスの攻略を狙ねらうというのだ。

　正午現在、ＡＬＳと、もう一つの大ギルド《ドラゴンＤナイツ・ＫブリゲードＢ》はこのシヤーヤからもほど近いマナナレナという村に滞在しているはずだ。村はフロアのほぼ中央にあり、地上を移動するとカルルインまでは半日がかりだが、例の地下トンネルを使えば二時間とかからない。ゆえに両ギルドとも夕方にはカルルインに戻り、食い物飲み物に鳴り物の準備をして、夜九時からアインクラッド初の年越しを祝うパーティーが開始される、と俺も事前に聞いていた。

　しかしＡＬＳの主力はマナナレナからカルルインには戻らずにまっすぐフロア北東の迷宮区を目指し、そのまま六層到達を狙ねらう……しかもそれがギルドの総意ではなく、モルテの属する謎なぞのＰＫ集団に煽せん動どうされた結果らしいとなれば捨て置けない。

　いったいどのように対処すべきか、俺とアスナはアルゴも交えて昨夜たっぷりと話し合った。理想はＡＬＳが無茶な計画を取りやめ、もとの予定どおりにカルルインの年越しパーティーに参加してくれることだが、そうしろと言って素直に聞くような連中でもない。むしろキバオウに「どっからそのハナシ聞いたんや！」と詰め寄られてしまう可能性のほうが高い。

　ならばＤＫＢ側にＡＬＳの計画をそれとなくリークし、一緒に迷宮区タワーを目指して貰もらう……という手もあるが、その時は確実にパーティーが中止になってしまう。

　もともとカウントダウン・パーティーは、ＤＫＢのシヴァタやハフナーといった比較的穏おん健けん派はな幹部と、ＡＬＳ側のそこそこ融ゆう和わ的てきな幹部が共同で計画したものらしい。これが成功すれば、両ギルドの距きよ離りはぐっと縮ちぢまるだろう。だからこそモルテたちが計画を潰つぶそうとしているわけで、パーティーが開催されなければ、奴やつらの目的は半分にせよ達成されてしまう。

　どうしたものか……と溜ため息いきを吞のみ込む俺の耳に、アスナの呟つぶやき声ごえが届いた。

「キズメルが、一緒にいてくれればね……」

　発言の意図をはかりかね、瞬まばたきしながら訊たずねる。

「え……なにゆえ？」

　すると細剣使いは、真顔で少々穏おだやかならぬアイデアを披ひ露ろうした。

「そんなの決まってるでしょ。わたしたちとキズメルで、先にフロアボスを倒しちゃうのよ。そうすれば、ＡＬＳが抜ぬけ駆がけを狙う理由もなくなるじゃない」

「…………ま、まあ、確かに」

　つられて頷うなずいてしまってから、ぶるるると首を左右に振る。

「い、いやいやいや、いくらキズメルが強くてもそりゃ無茶だよ」

　ダークエルフの騎き士しキズメルとは、昨日このシヤーヤの村を訪れた時に再会できた。

　しかし残念ながら──と言うべきだろう、エルフ戦争キャンペーン五層編はかなりあっさりとしていて、幾つかの連続クエストをクリアしたあとフォールンエルフの将校を倒しただけで終了となり、キズメルは六層へと旅立ってしまったのだ。

　彼女との短くも楽しい冒険を思い出しながら、言葉を続ける。

「……四層のヒッポカンプだって、攻略集団のフルレイドにキズメルとヨフィリス子し爵しやくが加勢してくれてようやく勝てたんだぜ。しかも五層は区切りのフロアだから、ちょっと強めのボスが出てくるはずなんだ……」

「ふうん……。ベータの時は、どんなフロアボスだったの？」

「古代遺い跡せきの番人って設定の、超でっかいゴーレム。ただ、地下墓地ダンジョンのエリアボスが、ベータとは何もかも変わってたからな。フロアボスも丸ごと変更されてるかもしれない。偵察してみるまでは何とも言えないな……」

「そうよね……って言うか、そもそも……」

　難むずかしい顔で彼方かなたの迷宮区タワーを見詰めながら、アスナが自問するように呟つぶやく。

「ＡＬＳは、ボスクエやってないんでしょ？　それなのに、アルゴさんの攻略本も待たないでぶっつけ本番でフロアボスに挑戦するなんて……その自信は、いったいどこから出てきたのかしら……」

　ボスクエというのは、各層に用意されている、フロアボスにまつわる連続クエストのことだ。進めていくと、ボスの種類やら能力、弱点などのヒントが得られるようになっている。しかし内容がストーリー志向とでもいうのか、ちゃんとお話に入り込んでそれらしく振る舞まわないとクリアできないうえに報酬がしょぼくて時間もかかるので、ＡＬＳやＤＫＢは情報屋に一任……具体的には《アルゴの攻略本・フロアボス編》待ち、という態度を取りつつある。

　俺とアスナも、エルフ戦争キャンペーンにかかりきりで、ボスクエストまでは手が回らない状況なので偉そうなことは言えないが、それにしても今回のＡＬＳはアスナの言うとおり急ぎすぎだ。ＰＫ集団の内通者に煽せん動どうされたにせよ、いったいどんな経けい緯いでこの無茶な作戦が承認されたのか、そこを知る必要がある……。

「うーん、ＡＬＳのメンバーで、詳しい話を聞かせてくれそうなヤツがいないかなあ……」

　俺の唸うなり声ごえを聞いたアスナが、難しい顔になる。

「無理じゃないかしら。いまの攻略集団のおおもとは、一層でディアベルさんが集めたレイドパーティーでしょ？　そのディアベルさんが一層のボス戦で亡くなって、あとをリンドさんが引き継ついでＤＫＢを作ったわけよね。でもリンドさんの指揮系統重視のやり方に反発したキバオウさんはＤＫＢに加わらずに、自分で仲間を集めて連帯性重視のＡＬＳを立ち上げた……。そういう流れだからＤＫＢメンバーには自分たちこそが《攻略集団本流》っていう意識があるし、ＡＬＳにはＤＫＢから攻略の主しゆ導どう権けんを奪うべしっていう悲願があるわけなのよ」

「ははあ……与党と野党みたいなもんか……」

　流れるような説明に感心しつつ頷うなずくが、アスナの憂うれい顔がおは消えない。

「実際の勢力差はわずかだけどね。そういう意味では、ＡＬＳはすごく頑張ってると思うわ。で、問題は、わたしとキリト君もいわば《ディアベル組出身》ってことなのよ。ＡＬＳからは、あの二人はＤＫＢ寄りだ、って思われてるみたい」

「え……ええ!?　俺たちがＤＫＢ寄りって、そんなばかな……」

　しばし啞あ然ぜんとしてから、小刻みにかぶりを振る。

「いや、だって、んなこと言ったらリーダーのキバオウだって最初はディアベル組だったじゃないか。しかもあいつ、けっこうディアベルを尊敬してたっぽいぞ。ディアベルはん、とか呼んでさ……」

　話しているうちに、第一層トールバーナの町で開催された、初めての攻略会議のことが思い出されてくる。

　あの会議が開かれたのは十二月四日だから、まだ一ヶ月と経たっていないのだ。なのに情景は、ずいぶん遠く感じられる。

　広場の噴ふん水すいを背負って立つ、青髪の美青年。傾かたむきかけた日差しを受けて輝く銀色の金属鎧よろいと、人ひと懐なつこい笑顔。

　──オレはディアベル、職業は気持ち的に《ナイト》やってます！

　あの陽気な挨あい拶さつで、ディアベルはその場のプレイヤーたちの心をがっちりと摑つかんだ。そして一層フロアボス、イルファング・ザ・コボルドロードに単たん騎き突とつ撃げきして散るという英雄的な最期で──たとえその背後にいかなる事情があったとしても──《騎士》ディアベルは攻略集団にとっての神聖なる偶像となった。

　そんな俺の思考を、アスナの言葉が追認する。

「だからこそ……だと思うの。キバオウさんは、ディアベルさんを尊敬していた……だから、いまＤＫＢを率ひきいているリンドさんが、ディアベルさんの存在を利用しているように思ってるんじゃないかしら」

「うん……そうかもな。キバオウは最初の攻略会議から、ベータテスターへの不満を訴えてた。デスゲームになったＳＡＯで、普通のＭＭＯみたいに一部のプレイヤーがリソースを独占する状況が、あいつには許せないんだろうな……。そういう意味じゃ、ＤＫＢは幹部メンバーと一般メンバーの待遇がはっきり違うから、相あい容いれないのも仕方ないのか……」

「うん……」

　頷うなずいたアスナが、自分の脚を包む真新しいブーツを見下ろす。ヨフィリス子し爵しやくから褒ほう賞しようとして貰もらったマジック効果つきの逸いつ品ぴんだ。

　エルフ戦争クエストを進めれば誰でも入手できる可能性があるのだから、独占しているわけでは決してないのだが、それでも全身の装備がレアアイテムになりつつある状況と、キバオウの掲げる分配主義が心の中で衝しよう突とつしてしまっているのだろう。

　無意識のうちに右手をアスナの膝ひざあたりに伸ばし、ブーツに伸びる視線を遮さえぎろうとしながら、俺は言った。

「確かに、情報にせよアイテムにせよ、得たものを公平に分かち合うべしっていうキバオウの主張にも一理あるよ。デスゲームになってしまったこの世界で、いちばん重要なリソースはプレイヤーの命なんだから、それを最大限に保ほ護ごするのは当然だと思う。でも、ボス戦みたいな極限状況で、自分の命と他人の命を平等に扱うのは無理だ。まずは自分を守って、次に身近なプレイヤーを守る、みんながそうやっていくしかない……だからアスナも、自分を守ることに最大の努力をしてほしい。高性能な防具を装備することも含めて」

「…………うん」

　珍しく素直な返事を口にすると、アスナは軽く咳せき払ばらいした。

「解わかったから、そんなに押さえなくてもいいわよ。わたしもこのブーツ、気に入ってるし。誰かにあげようなんて思ってないわ」

「そうか……」

　ほっとしながら自分の右手を見て、ようやくその手がアスナの形のいい膝ひざ小こ僧ぞうをニーソックス越しにしっかり摑つかんでいることに気付く。

「うおわ！」

　叫びながら右手を光速で引き戻し、コートの懐ふところに隠しながら、不ふ埒らちな行為を謝しや罪ざいする。

「ご、ごごごごめ！　べつにその、脚に触ろうとしたわけじゃなくて、ブーツをですね……」

「ブーツを、なんなの？」

「ブーツを……触ろうと……」

「同じことじゃないの！」

　びしっと指摘されればごもっともと平伏するしかないが、幸いアスナはそれ以上追及することなく会話の流れを戻した。

「……とにかく、ＡＬＳのメンバーにとっては、わたしたちも是正すべき対象ってことよ。そう簡かん単たんに内部情報を打ち明けてくれる人なんかいないと思う…………いえ、ちょっと待って…………」

　眉まゆを寄せてから、ちらりと俺を見る。

「…………今夜のカウントダウン・パーティー、企画したのはＤＫＢの人たちだけじゃないのよね？」

「確か、そんな話だったような……。主しゆ導どうしたのはＤＫＢのシヴァタたちだけど、目的が二大ギルドの親しん睦ぼくだから、ＡＬＳ側にも協力してるメンバーがいるとかなんとか」

　四日前に斧おの戦せん士しのエギルから届いたインスタント・メッセージを思い出しつつ頷うなずくと、アスナがずいっと顔を突き出した。

「じゃあ、そのＡＬＳ側の人なら詳しい話を聞かせてくれるんじゃない？　だって、せっかく企画したパーティーが、抜ぬけ駆がけボス攻略作戦で台無しになりつつあるわけでしょ？　いくら同じギルドでも、内心では良く思ってるはずがないわ」

　エギルからのメッセージの末尾にあった『相棒さんも誘っておいてくれ』という一文までが脳裏に甦よみがえってウムムとなっていた俺は、一秒遅れでアスナの言葉を理解して、軽く膝ひざを叩たたいた。

「なるほど、確かに……。もし抜ぬけ駆がけ作戦が強硬派のごり押しで決まったんなら、恐らく穏おん健けん派はであるはずのパーティー企画者は、意見を封殺された形だろうからな。色々言いたいこともある……はず、だけど……」

「だけど、なに？」

　口調を減速させた俺に、アスナが怪け訝げんな表情を向ける。その顔から視線を外し、手て許もとの芝生をぷちぷちむしりながら、重さを増した口を動かす。

「……俺の考えすぎかもだけど、パーティーも作戦の一部だったっていう可能性もなくはないぞ。ＤＫＢに年越しイベントの共催を持ちかけて、主街区に足止めさせておけば、抜け駆けの成功率は飛ひ躍やく的てきに上がるからな……その場合は、ＡＬＳ側の企画者に接触しても、話なんかしてくれるはずがない。逆に警けい戒かいされて、何かしら事態が悪化するかもしれない……」

「………………」

　俺が発言を終えても、アスナはしばらく応答しなかった。沈ちん黙もくしたまま左手を動かし、俺と競きそうように芝生をむしり始める。こういう小型植物は個別のオブジェクトとしては管理されておらず、むしった葉っぱはすぐに消滅するいっぽうで地面からは減りもしないので、その気になれば無限にぷちぷちできる。

　数十秒もぷちぷちぷちぷちやり続けてから、ようやくアスナは言った。

「……わたしは、ＡＬＳがそこまでするとは考えたくない。地下墓地三階にいた、モルテじゃないほうの黒マントは、間違いなくＡＬＳに入り込んでるスパイよ。あいつの煽せん動どうで一時的に強硬派が優勢になっているんだとしても、ＤＫＢとの融ゆう和わを考えてるプレイヤーだってきっといるはずだわ」

　今度は、俺が黙考する番だった。

　正直なところ、俺が提示した《パーティー企画者イコール工作員説》と、アスナが主張した《ＡＬＳ穏健派実在説》は両立し得る。企画者が強硬派の工作員なら、全ては穏健派の知らないところで進められていた作戦なのかもしれないからだ。

　たぶん、これ以上考え続けても、この場で答えは出せない。最終的には、ＳＡＯプレイヤーの善性を信じるか否いなか、という話になる。

　きっと俺には、それを信じる権利はない。なぜなら俺はＳＡＯの正式サービスが開始されたあの日、茅かや場ばのチュートリアルが終わった直後に、いち早くはじまりの街を飛び出したからだ。一万のプレイヤーが一致団結してデスゲームの攻略に当たるという未来図など想像すらせず、まだ見ぬ誰かの悪意に対抗するために、ステータスの強化を求めたからだ。

　しかしアスナは違う。彼女が剣を取って街から出たのは、他人より強くなるためではない。トールバーナの路地裏でクリームのせ黒パンを食べたあと、何のためにはじまりの街を出たのかと俺に問われた彼女はこう言った。

　──わたしが……わたしでいるため。最初の街の宿屋に閉じこもって、ゆっくり腐っていくくらいなら、最後の瞬しゆん間かんまで自分のままでいたい。

　アスナは、自分と戦おうとしたのだ。自分の中の強さを信じ、それを証明しようとした。その強さはいまも彼女の中で燦さん然ぜんと輝き、隣となりに座る俺をも照らしてくれている。

「……話を聞きにいこう」

　芝生ぷちぷちを止やめてそう呟つぶやくと、アスナがさっとこちらを見る気配がした。

　ちらりと視線を合わせ、ヘイゼルブラウンの瞳ひとみに宿る輝きを眩まぶしく感じながら言葉を続ける。

「ＡＬＳの単独ボス攻略作戦は危険すぎるし、仮に成功してもＤＫＢとの間に深い亀裂を残す。止められる可能性があるなら、座ってないで動くべきだよな。それに、ここで何もしなかったら、ディアベルに怒られそうだしな……」

「……そうだね」

　頷うなずいてから、アスナは仄ほのかな笑みを浮かべた唇を小さく動かした。ありがとう、という言葉が聞こえた気がしたが、それには反応せずに立ち上がると──正確にはどう答えていいのか解わからなかっただけだが──俺は両手をぽんと叩たたいた。

「よし、そんじゃ、昼飯がてらマナナレナの村まで行くか！」

「了解。……でも、どうやってＡＬＳ側のパーティー実行委員を特定するの？」

　立ち上がり、レザースカートのお尻しりを払いながら訊きいてくるアスナに、俺はにやっと笑ってみせた。

「アルゴに調べてもらってもいいけど、あいつはボスクエに取りかかってるだろうからな……。ここは正攻法で行こうぜ」




　エルフの村だけあって水と緑が豊富だったシヤーヤに対して、マナナレナは古代の鉱山跡に築きずかれた埃ほこりっぽい村だ。地面からすり鉢状に低くなる大穴の斜面に店や民家が並び、いちばん底には坑道ダンジョンが黒々と口を開けている。中では鉱物系、化石系素材や遺い物ぶつアイテムが豊富に拾えるのだが、それは次の機会にして、俺とアスナは村でいちばん大きなレストランを目指した。

　螺ら旋せん状の道をぐるぐる降りていってもいつかは目的地に着けるのだが、ところどころに設もうけられている階段でショートカットしつつ先を急ぐ。やがて斜面の中腹に、賑にぎやかな音楽と香ばしい匂においを振りまく大型の建物が見えてくる。

　肉の焼ける香りが空すきっ腹ぱらを直ちよく撃げきするが、まずは窓から内部の様子を窺うかがう。予想どおり店内には多くのプレイヤーの姿があるが、その大部分がＤＫＢメンバーだ。村にはＡＬＳも滞在しているはずだが、そちらはもっと低いところにある別のレストランを根城にしているのだと思われる。

　窓から覗のぞき見る限りでは、ＤＫＢメンバーたちの表情は明るい。ガラス越しにも、ジョッキをぶつけ合う音や乾杯の掛け声、賑にぎやかな笑い声が絶えず響ひびいてくる。いままでダンジョンに潜もぐってたっぷり金と経験値を稼かせいだ充実感と、これから主街区で大々的に開催されるカウントダウン・パーティーへの期待感が、彼らに笑顔をもたらしているのだろう。

「……リンドさんがあんなに笑ってるとこ、初めて見たかも……」

　隣となりでアスナが囁ささやいたので、俺はレストラン中央のテーブルに視線を注そそいだ。

　上かみ座ざでジョッキを掲げる、藍あい色の髪を後ろで一本結びにした男は間違いなくＤＫＢのギルドリーダー、リンドだ。いつも眉み間けんにシワを寄せている印象の彼が、確かにいまは口くち許もとを大きく綻ほころばせている。

「笑い続ける呪のろいにでもかかったのかな」

　と言い返した途と端たん、アスナの肘ひじに脇わき腹ばらをつつかれる。

「下らないこと言ってる場合じゃないでしょ」

「へーい……」

　リンドから視線を外し、店内の捜索を続けると、すぐに目当ての人物が見つかった。仲間たちから離はなれ、奥のカウンターでＮＰＣに何やら注文している長身瘦そう軀くの男こそ、ＤＫＢの幹部であるシヴァタだ。

「チャンス！」

　囁きながらウインドウを開き、メッセージタブへと移動。宛あて先さき欄らんにＳｈｉｖａｔａと打ち込んだインスタント・メッセージを手早く作成し、送信する。

　即座に店内のシヴァタが反応を見せた。こちらに背を向けたまま手許のウインドウを覗き込み、さりげなく振り向く。窓から覗く俺を視認すると、あからさまに難むずかしい顔をしたが、そのままカウンターを離れると他の幹部たちに何か言葉を掛け、外に出てくる。

　その時にはもう俺とアスナも窓まど際ぎわから離れ、隣の建物の陰に身を隠していた。

「こっちだ」

　小声で呼ぶと、シヴァタはすたすたと歩いてきたが、足を止めることなく俺たちの前を通り過ぎた。すれ違いざま、「ついてこい」という低い声が聞こえたので、少し距きよ離りを取って追跡する。

　シヴァタは円弧を描く坂道を数十メートル登ってから、とある空き家の中へと姿を消した。周囲に他のプレイヤーの姿がないことを確かめ、俺も同じドアを開けて薄うす暗ぐらい内部に足を踏ふみ入れた。

　後ろでアスナが扉を閉めた、その途と端たん──。

「何が目的だ!?」

　という苛いら立だち成分百パーセントの声が、前方の暗がりから飛んできた。

　奥の壁かべに寄りかかり、胸の前で腕を組むシヴァタの眉まゆ毛げは、現実世界では再現不可能な角度を描いて吊つり上がっている。アスナが俺の背中を強めにつつきながら、耳みみ許もとで囁ささやく。

「ちょっと、どんなメッセージ送ったのよ？」

「いや……単純に、カウントダウン・パーティーを一緒に企画したＡＬＳのギルメンを教えてほしいって……」

「え……それであんなに怒ってるの？　他に何かろくでもないこと書いてない？」

「か、書いてないよ多分」

　と、俺たちの会話が耳に入ったのか、シヴァタの眉まゆ毛げが角度を変化させ始めた。怒りを示すＶ状態から水平を通り過ぎ、困惑を示す浅い八の字で停止する。

「…………お前たち、オレとあいつのことを知ってて接触してきたんじゃないのか？」

　そう問われ、俺も眉根を寄せた。

「あいつって……？　今夜のパーティーがＡＬＳと共同開催なことは知ってるけど、それ以上は何も……」

　するとシヴァタがなぜか、しまったという表情で口を引き結ぶ。視線を天井方面に泳がせ、何かを誤ご魔ま化かそうとするかのように二、三度咳せき払ばらいする。

　ＤＫＢ幹部が不可解な反応を見せる理由は俺にはさっぱり解わからなかったが、アスナは何やらぴんときたようだった。「ほっほーう……」などと呟つぶやきながら俺の前に出て、頭からフードを外すと落ち着いた声こわ音ねで語りかける。

「大丈夫よシヴァタさん、わたしたちはただ、パーティーが企画された経けい緯いを知りたいだけなの。それさえ教えてもらえれば他のことは一いつ切さい詮せん索さくしないし、ここで知ったことは誰にも漏もらさないわ」

　それを聞いたシヴァタはいくぶん平常心を取り戻したようだったが、両りよう眼めから猜さい疑ぎの色が消えたわけではない。長身をやや前傾させ、唸うなるような声を出す。

「そんな口約束を、どうして信じられる？」

「わたしたちも、パーティーが無事に開催されてほしいと思ってるのよ。……これは当て推量だけど、ＡＬＳ側の企画者から、芳かんばしくないメッセージが来てるんじゃないの？」

「ど、どうしてそれを……？」

　驚おどろいたように眼を見開くシヴァタに向けて、アスナがずいっと一歩詰め寄る。

「問題の解決に力を貸すわ。だから、詳しい話を聞かせてくれない？　できれば、ＡＬＳの人も一緒に」

　いくらなんでもそれは先走りすぎじゃないか、と俺は慌てたが、シヴァタは短髪の下の陸上部員っぽい顔にしばし苦悩の色を浮かべてから、低い声で念押しした。

「……本当に秘密は守ってもらえるんだろうな？」

「剣に誓うわ」

　アスナの少々大げさな返事が、シヴァタには意外な効果を発揮したようだった。観念したように頷うなずき、ウインドウを開く。

　ＤＫＢの男がややぎこちない手つきでホロキーボードを叩たたいている隙すきに、俺はアスナに小声で問いかけた。

「いまの、いったい何がどうなったんだ？」

　すると細剣使いはふふんというような笑みを浮かべ、囁ささやき返してくる。

「すぐに解わかるわよ」

　しかし。

　約三分後に空き家のドアをノックした、やや小柄なＡＬＳメンバーをどれほど凝ぎよう視ししても、俺の疑問は解けなかった。

　壁タ戦ン士クなのだろう、低層階ではなかなか珍しい鋼はがねのプレートアーマーに全身を包み、頭にもがっちりとしたアーメットを被かぶっている。武器は背中に装備したロングメイス。街中なのにバイザーをきっちり降ろしているので、縦たてスリットの奥の顔はまったく見えない。

　万が一、悪い方の推測が当たっていれば、このフルプレ男はＡＬＳ強硬派の工作員であり、現在もシヴァタを騙だまし続けているということになる。そして最悪の場合は、ＡＬＳに潜もぐり込んでいるモルテの仲間その２だという可能性もある。いや、ことによると、鎧よろいの中身は地下墓地でモルテと一緒にいた黒マント当人なのかもしれない。

　もしそうなら、いきなりロングメイスを振り回すことも有り得る。全力で警けい戒かいする俺の眼前で、フルプレ男はバイザー越しにこちらをじろりと睨ねめ付けてから、シヴァタに向き直った。

「シバ、これはどういうことだ？」

　その第一声はクローズヘルム特有の強い金属質エフェクトを帯びていて、黒マントの片割れと同一人物なのかどうかは判断できない。シヴァタが短髪頭をがりがり搔かきながら、弁解するように言う。

「無理に呼び出して悪かった。でも、この二人が、パーティーに協力してくれるらしいんだ。それに……フェンサーのほうは、どうも気付いてるみたいだ」

　なぬ、と俺は一いつ瞬しゆんだけ隣となりのアスナを見るが、彼女が何に気付いているのかまったく解らない。

　シヴァタの言葉を聞いたフルプレ男は、各所の関節部をがしゃっと鳴らして身み動じろぎすると、やや高いところにあるアスナの顔をしげしげと眺めた。

「……本当か？　なんで気付いた？」

　問われたアスナは、なぜか余裕たっぷりな微笑を浮かべつつ答える。

「シヴァタさんの態度を見てれば解るわ。見え見えだもの」

「……………………」

　しばし沈ちん黙もくした金属兜かぶとが、がしゃりとシヴァタに向けられる。

「だから、シバは色々顔に出しすぎるって言っただろう」

「し、しょうがないだろう、ナーヴギアが勝手に読み取って表情を変えてるんだから」

「なら、お前も密閉型ヘルメットを被かぶれ」

「む、無茶言わないでくれよ……」

　フルプレ男とシヴァタのやり取りを聞いているうちに、何やら得体の知れない違和感が膨ふくれ上がってきて、俺はアスナのケープの裾すそを引っ張った。

「なあ……いったい何がどうなって……」

　しかし細剣使いは今度も薄うす笑わらいを浮かべただけで、一歩前に出るとフルプレ男に話しかけた。

「ね、本当に他意はないのよ。わたしたちも今夜のパーティーを楽しみにしてるし、ＡＬＳ側で問題が起きてることも知ってる。それを解決するために、話を聞かせてほしいだけなの」

「……………………」

　またしても五秒ばかり黙だまり込んだフルプレ男だったが、やがてゆっくりと頷うなずいた。

　ごついガントレットを着けた右手を持ち上げ、ウインドウを開く。装備フィギュアの上のほうに指を当て、すっとフリックする。

　鋼はがね色のパーティクルを散らして、アーメットが消えた。

　その中から出てきたのは、オレンジがかった髪を眉まゆの上でぱつっと切り揃そろえた、どこかこけしのような印象の、なかなかに可愛かわいいらしい女の子の顔だった。

　──いやいやいや、ＳＡＯでは外見から性別は解わからない。これくらいの顔の男だって絶対にいないとは言い切れない……。

　という俺の思考を、先程までのメタリックボイスとはかけ離はなれた、なかなかに可愛らしい女の子の声が断ち切った。

「信じます。私……アスナさんのことは尊敬してるから。それに私も、シバと一いつ生しよう懸けん命めい準備したパーティー、絶対に成功させたいし」

　その言葉を聞いたシヴァタの陸上部員っぽい顔に、ほわわん……という効果音がよく似合いそうな表情が浮かんだ。

　つまり、そういうことなのだ。ＡＬＳのフルプレ男は、実はフルプレ女で。そして彼女とＤＫＢのシヴァタは、いつからなのかは知らないがただならぬ仲で──。

「……………………なんでや!!」

　と、頭を抱えて叫ばずにいられない俺だった。




【Ｌｉｔｅｎ】と書いて《リーテン》という名前だというフルプレ女は、兜かぶとは取ったものの鎧よろいは着たまま、古びた椅い子すに腰を下ろした。

　隣となりにはシヴァタが座り、俺とアスナは向かいの椅子に腰掛ける。空き家に長年放置されていた椅子はいささか心配になるくたびれ具合だったが、ＮＰＣハウスの備品は基本的に破は壊かい不能オブジェクトなので、全身鎧の重量が乗っても潰つぶれるようなことはなかった。

　これも朽くちかけたようなテーブルに身を乗り出し、俺は最初の質問を口にした。

「えーと……リーテンさんは、いつからＡＬＳに……？」

「十二月二十二日です」

　オレンジ色のおかっぱ頭を微動だにさせず、即座に答える。俺は脳裏にカレンダーを展開し、呟つぶやく。

「ってことは、四層が開通した次の日か……。志願で？　それとも……」

「スカウトされたんです。コレのせいで」

　再びきっぱり答え、リーテンは着ている全身鎧よろいをちらりと見下ろした。

　先ほども感じたことだが、確かに彼女の鋼鉄製プレートアーマーは、四層、五層あたりではなかなか手に入るものではない。ＮＰＣショップでは完成品はまず売っていないし、ドロップするモンスターにも心当たりはない。

　となれば残る手段は作成だけなのだが、自分で作ることはもちろん、ＮＰＣ鍛か冶じ屋やもしくは金属防具作成スキル持ちのプレイヤーに依頼するのもハードルはかなり高い。必要な素材アイテムの数が、集める前からうんざりするレベルなのだ。

　金属系素材の入手方法は、原則的に岩山や洞どう窟くつの壁かべをツルハシで叩たたき、《鉱石オーア》を採取するところから始まる。

　重くてかさばる鉱石をストレージいっぱいに詰め込んで街まで戻り、それをＮＰＣ鍛冶店にある溶鉱炉フオージで溶かして《板金プランク》もしくはより大きな《地金インゴツト》に変える。鉄プランクを作るには鉄鉱石が二つ、鉄インゴットを作るには六つが必要だったはずだ。

　アインクラッドにおける鉄アイアンは現実世界で言う銑せん鉄てつで、性能的には青銅ブロンズの少し上といったところだ。しかし鉄インゴットからは、より高級な素材である鋼鉄スチールインゴットを作ることもできる。方法も鉄インゴットを改めて溶かすだけと大した手間ではないのだが、歩ぶ留どまりが悪い。確か一個の鋼鉄インゴットを作るには四個の鉄インゴットが必要なので、単純に四倍の鉄鉱石を消費することになるのだ。

　そして確か、スチール製の重金属鎧を全身ぶん揃そろえるには、実に六十個もの鋼鉄インゴットが要求される。つまり原材料の鉄鉱石は、六十×四×六で……千四百四十個。

　それだけの鉱石を山から掘り出すのに、いったい何日かかるのか想像もつかない。ベータの頃と設定が変わっていなければ、一箇所の鉱脈から掘れる鉱石は最大でも十個程度だったはずで、その鉱脈も低層ではそうそう見つかるものではない。やはり、自作のセンも考えづらい。となればリーテンは、いったいどうやって──。

　というような瞬しゆん間かん的推測を、アスナとアルゴ以外ではかなり久々に聞く女性プレイヤーの声があっさりと否定した。

「この鎧は、プレイヤーメイドです。と言ってももちろん、私が自分で作ったわけじゃありませんけど」

「ま、マジすか……ってことは、鉄鉱石を千何百個も掘りまくったわけですよね？　いったい何日かかったんです……？」

　俺が仰ぎよう天てんしつつ問いかけると、リーテンははにかんだような顔で軽くかぶりを振った。

「キリトさんが私に敬語使わなくてもいいですよ。攻略集団の大だい先せん輩ぱいですから」

「は、はあ……」

　思わず隣となりに眼めを向けると、シヴァタはいつもの陸上部顔から少しばかり何かが漏もれ出しているような表情で頷うなずいた。

「それでいいだろ、オレとアンタはタメ口なんだから、リッちゃ……リーテンに向けてデスマス言われても妙な感じになるだけだ」

「は、はあ、じゃあそうさせてもらうけど……」

　それよりアンタいま何を言いかけたんだ、《リッちゃ》って何なんだよおい、と追及したいのはやまやまなれど大義のために保留する。

「で、さっきの話だけど……」

　俺が水を向けると、リーテンは一いつ瞬しゆん唇を引き結んでから、少し重さを増した口調で話し始めた。

「あの、これはシバにしか言っていないことなので、ここだけの話にしておいてほしいんですが……」

「もちろんよ。最初からそういう約束だもの」

　アスナが即座に答え、俺も頷く。リーテンも頷き返し、説明を再開する。

「……私がはじまりの街を出たのは一ヶ月くらい前でした。もちろんＶＲＭＭＯは初体験ですけど、それまでにネットゲームは色々とやってきたので、クリアされるのを街で待ってるだけじゃなくて、自分も攻略集団に加わりたいって思ったんです。シバやアスナさんたちに比べればずいぶん遅いスタートですが、正式サービス開始直後に《重金属装備》スキルを取ってしまっていたので、防具を揃そろえるのが大変で……」

「ということは、最初からタンク志望だったの？」

　アスナの質問に、リーテンは迷いなく答えた。

「はい。それまでのゲームでも、たいてい壁かべやってたので。……はじまりの街周辺でイノシシとか狩って、なんとか店売りの《カッパー・メイル》を手に入れて、これでやっと上を目指せると思ったんですが、今度は私を入れてくれるパーティーがなかなか見つからなくて。こういう状況ですから仕方ないのかもですけど、女のタンクなんか信用できないって何度も言われました」

「戦せん闘とう能力には何の関係もないのにね」

　憤ふん慨がいしたようにアスナが言うと、リーテンは眩まぶしそうに眼を細めた。

「私も、そう言い返せればよかったんですが……こうなったらタンクソロで最前線まで行ってやるって意地になっちゃって、防具作成用の鉱石を掘りながらレベル上げして……」

「確かにタンクはＳＴＲ高いからストレージ容量にも余裕あるんだろうけど、それでも千個以上もよく掘ったなあ」

　大いに感心しつつそんなコメントを差し挟んだが、なぜかリーテンは視線を伏せてしまう。しかし、隣となりのシヴァタが「言いたくなければ言わなくていいぞ」と囁ささやきかけると、おかっぱ頭を左右に振って再び語り始める。

「確かに、この鎧よろいを作るのに使った鉄鉱石は私一人で集めました。さっきキリトさんが言ったとおり、千五百個以上も掘ったと思います。でも……人に自慢できるような話じゃ、ぜんぜんないんです」

「それは、どういう意味なの？」

　アスナの、人を安心させる響ひびきのある優しい声（残念ながら俺に向けて発せられることはめったにない）に促うながされ、リーテンは言葉を続けた。

「……二層の、マロメの村の近くでレベル上げをしている時でした。小さな谷の奥で、岩肌に鉄の鉱脈を見つけたので、メイスをツルハシに持ち替えて、いつもみたいに掘り始めたんです。普通なら鉱石を七、八個も掘れば終わりなんけど、そこは掘っても掘っても鉱脈が枯かれなくて……最初は《当たりの鉱脈》かなって思って喜んだんですけど、だんだん怖くなって……百個を超えた頃にようやく気付きました。これは、いわゆる……」

「無限湧わきバグ……？」

　俺が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、リーテンはこくりと頷うなずいた。横でアスナが軽く首を傾かしげるので、手短に説明する。

「モンスターとかアイテムが、正常な数を超えて出現し続けるプログラムの異常のことだよ。ＳＡＯでは初めて聞くけど……まあ、起きる時は起きるもんだからな……」

「へええ……つまり、鉄鉱石を同じ場所で掘り放題ってことよね。そんな宝くじ一等大当たりみたいなこともあるのねえ」

　アスナの無邪気なコメントに、残る三人は思わず苦笑する。廃人組を代表して、シヴァタが解説を加える。

「そう単純な話じゃないんだよ、アスナさん。バグを利用するのは《グリッチ》って言って、一人用ゲームなら当人がどう思うかだけの問題だけど、ＭＭＯだと運営側にバレたらデータを巻き戻されたり、ＢＡＮされることもある」

「じゃあ……リーテンさんは、鉱石を諦あきらめた……わけじゃないのよね、鎧がそこにあるんだから……」

　おかっぱ髪が縦たてに揺れ、アスナの言葉を肯定する。

「はい……。迷いながらも、私はツルハシを止めることができませんでした。鉄鉱石が無限に湧くなら、アイアンどころかスチール装備を全身ぶん作れる……その考えで、頭がいっぱいになっちゃって……」

「無理ないよ、俺だってそんなポイント見つけたら、当然掘って掘って掘りまくるよ」

　俺の言葉に、シヴァタが「もちろんオレも掘るぞ」と妙な対抗意識を見せる。アスナが照射してくる呆あきれ視線にひるまず、俺は質問を重ねる。

「えーと、いちおう訊きいておくけど、その無限湧わきポイントは、いまでもそのまま……？」

「いいえ……」

　今度はリーテンが前髪を横に振り動かした。

「三十分くらい掘り続けた時、突然岩肌のテクスチャが一いつ瞬しゆんだけ崩くずれたみたいになって、それはすぐに直ったんですが、その後はもう鉱石は一個も落ちませんでした」

「運営がバグに気付いて修正した……のか？　いや、でも、運営って言ってもなあ……」

　首を捻ひねる俺の前で、シヴァタが肩をすくめる。

「バグが直ったんだから、そういうことなんじゃないのか？」

「つっても、いまはアーガスのスタッフもＳＡＯサーバーには手を出せないはずだろ？　管理者権限を持ってるのは茅かや場ば晶あき彦ひこ一人だけで……」

「なら茅場が修正したんだろ」

　そう言われれば、否定する根拠はない。「そうなのかもな」と頷うなずいておいて、本筋に戻る。

「つまり、リーテンさんのプレートアーマーは、その時に掘った鉄鉱石で作ったわけか。でも、千個以上もよく一人で運べたなあ……鉱石の腐り時間は長めだったはずだけど、それにしても大仕事だったんじゃないか？」

　するとリーテンは、再びかぶりを振る。

「いえ……それが、私一人で運んだわけじゃないんです。というか、村まで運んだところで、宿屋の保管箱にも入りきらない量ですし……」

「ああ、それもそうだな……」

　ちゃんと宿代を払って部屋を借りれば、備そなえ付けのアイテム保管箱──文字通りの外部ストレージを利用できるのだが、お手頃価格な宿屋のそれは容量も控えめだ。もちろん余剰装備や食料、ポーションなどを保管しておくだけなら問題ないが、さすがに鉱石を何百個も貯ため込むほどの余裕はない。重い鉱石系アイテムの保管方法は誰もが悩む問題であり、鍛か冶じ屋やを目指すプレイヤーの最初にして最大の障しよう壁へきとも言われている。

「それなら、ちっちゃい溶鉱炉を採掘現場に持ち込んで、そこで片かたっ端ぱしから溶かしちゃうのは？　インゴットにすれば、かなり持てるよね。それが無理でも、直接ＮＰＣ鍛冶屋に持ち込んで、順番に溶かしていけば……」

　アスナが披ひ露ろうしたアイデアその一は、俺もベータテストのかなり初期に試したことがある。懐なつかしきトライ・アンド・エラーの日々を思い出しながら、その二と一緒にダメ出しする。

「残念ながら、持ち運び可能なポータブル・フォージでできるのは武器防具の製造と強化だけで、鉱石の精せい錬れんは固定の大型炉じゃないとできないんだよ。鍛冶屋に持ち込むのはアリだけど、他のプレイヤーに見られると面倒なことになりそうだな。戦せん闘とう職しよくが繰くり返し大量の鉱石を持ち込んで溶かしてたら、町の外に鉱石を山ほど野積みしてますよーって言ってるようなもんだからなあ……」

「私もそれが怖くて……ちょうど、二層で鍛か冶じ屋やの強化詐さ欺ぎ事件があったって噂うわさが流れてた頃だったから、ヤバい人たちに尾行されたらどうしようとか……」

　リーテンの言葉は、シヴァタも初めて聞くものだったようだ。まさにその強化詐欺によって主武器を奪われた当事者である彼は、案じるような顔で隣となりに語りかける。

「リッちゃん、その強化詐欺は裏にいろんな事情があって、詳しいことは言えないんだけど、やってた連中も本当の悪人ってわけじゃなかったんだ。全員が被害者に謝あやまって弁べん償しようもしたから、もう悪い奴やつらはいなくなったんだよ」

「そうなんだ……ありがとうシバ、教えてくれて」

　もし俺が小学生男子であれば、じっと見つめ合う二人に向けて、「おいおいあっちーなー！　南極の氷が溶けるぜー！」くらいのことを言っても許されるのかもしれないが来年はもう中学三年生になることだしここは自じ重ちようしておく。

　それに、シヴァタの言葉は、残念ながらもう真実とは言い切れなくなってしまっているのだ。攻略集団では俺とアスナしか知らないことかもしれないが、現在のアインクラッドには、正体不明の煽せん動どうＰＫ集団という《本物の悪い奴ら》が暗あん躍やくしている。この会談をセッティングしてもらったのも、そもそもはモルテたちの企たくらみに対抗するためだ。

　早いところ本題に入りたいのはやまやまだが、まだリーテンを百パーセント信用していいかどうかは解わからない。女性だったのは──そしてシヴァタとそのような仲だったことにも驚おどろかされたが、なればこその疑いというものも発生してくる。考えたくもないことだが、いわゆるハニートラップ的な仕掛けだという可能性も、絶対にないとは言えないのだ。少なくとも、高価な重金属防具の入手方法だけは、最後まできっちり話を聞いておきたい。

「……なら、結局鉱石はどうやって……？」

　話を戻すと、リーテンは正面に向き直り、説明を再開した。

「はい……ええと、実際の運搬手段もですけど、私には鉱石を使っていいのかという迷いもあったんです。タンクとしては喉のどから手が出るほど欲しかったですが、無限湧わきバグなのは明らかでしたし……グリッチで作った装備を使うことへの躊躇ためらいとか、運営にばれてＢＡＮされたらどうしようっていう恐怖とかで動けなくなっちゃって……。──それで、一層にいた頃に知り合って、装備のメンテをしてもらってた友達に、思い切って相談したんです」

「メンテを……？　ってことは、その友達さんは鍛冶屋なのか？」

　咄とつ嗟さに、先刻話題に出た強化詐欺事件の中心人物である鍛冶屋ネズハの顔を思い浮かべながら訊たずねると、リーテンはこくりと頷いた。

「ええ。まあ鍛冶屋って言っても、武器と防具の作成スキルをちょっとずつ修業してるだけで、お店は開いてないんですが……その子も女子なんで仲良くなって、メンテとかちょっとした作成とかを頼むようになったんです」

「へえ、女の子の鍛か冶じ屋やか……」

　それだけで、ネズハではないことは確実だ。はじまりの街にも、このデスゲームに挑いどもうというプレイヤーはまだまだいるんだな……と思いながら説明の続きを待つ。

「……フレンド・メッセージで鉄鉱石のことを相談したら、すぐに返事がきて……ＳＡＯ以前のネトゲ経験はそんなでもないって言ってたんですが、その時はもう一刀両断て感じで」

　リーテンの口くち許もとに、淡い笑みが浮かぶ。

「迷ってる場合じゃないでしょ、この世界でいちばん大事なのは生き延びること、次にゲームをクリアすることなんだから、バグでもなんでも利用して強くなんなさいよ、って。それに、もしＢＡＮされるとしても、それはここから出られるってことなんだから、怖がる必要なんかぜんぜんないでしょ、って……。私、まったくそのとおりだなって思って、鉱石運びもその子に手伝ってもらって、幸い他の人には気付かれずに、マロメの村の鍛冶屋で全部スチール・インゴットにできたんです」

「じゃあ、そのプレートアーマーは、ＮＰＣじゃなくてお友達の鍛冶屋さんが作ったの？」

　アスナの問いに、リーテンは誇らしそうに頷うなずいた。

「はい！　熟じゆく練れん度どがギリギリで、彼女はＮＰＣに頼んだほうがいいって言ってたんですけど、私がどうしてもって頼んで……何度も失敗してはインゴットに戻して、またカンカン叩たたいて、一晩かけて体と脚、籠こ手てと靴と兜かぶとの五箇所をきっちり作ってくれたんです」

「へえ……いい友達で、いい鍛冶屋だな……」

　俺がそう言うと、リーテンは今度こそ明めい瞭りような笑みを浮かべた。その笑顔を見れば、彼女がモルテ側の工作員だと疑う必要はもうなかった。
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　そこから先は短かった。攻略集団にも所有者はほとんどいないスチール重装備五点セットに身を固め、三層のトレント相手にがんがんレベル上げしていたリーテンをＡＬＳがスカウトし、今度も鍛冶屋の友達に勧すすめられてギルドに加わり、四層攻略中にライバルギルドのシヴァタと出会い、なんやかんやあっていい仲に……ということらしいがその部分は酒でも飲まなければ聞いていられないので省はぶく。

　ともあれ、人目を忍んで逢おう瀬せを重ねるうちに、両ギルドの融ゆう和わを考えるようになった二人は、その第一歩として今夜のカウントダウン・パーティーを企画したらしい。ＤＫＢ側はリンドが意外と乗り気で、他のメンバーも楽しみにしているようなのだが──問題はＡＬＳだ。

　ようやく話題が最前線まで追いついたところで、俺はストレージからライム水の小こ瓶びんを四つ取り出した。残念ながら冷えてはいないが、話し疲れた喉のどを四人同時に潤うるおしてから、いよいよ本題に切り込む。

「ええと……まず、リーテンさんは、シヴァタにどこまで話してるんだ？　ＡＬＳ側の問題について……」

　俺の質問に、リーテンより先にシヴァタが反応する。

「それだよ。リッちゃん、昨日、ちょっと問題が起きたけどなんとかするからってメッセ送ってきてそれきりだろ？　オレ、どうしたのか心配で……」

「ごめんね、シバ……」

　リーテンはそう謝しや罪ざいしたものの、その顔には板挟みの苦悩がありありと滲にじんでいる。

　ＡＬＳの《フロアボス抜ぬけ駆がけ攻略作戦》に関しては、間違いなく全メンバーに厳きびしい箝かん口こう令れいが出ているだろう。ギルドメンバーとしてそれを守らねばならないいっぽうで、リーテンはシヴァタとともにカウントダウン・パーティーを企画した、いわば実行委員長なのだ。彼女の辛つらさは、察するに余りある。

「何か問題が起きたなら、どうして相談してくれないんだ、リッちゃん。オレは確かにＤＫＢのメンバーだけど、それ以前に同じＳＡＯプレイヤーじゃないか。それに気付かせてくれたのはリッちゃんなのに……」

　アーマーの肩に手を掛け、シヴァタは実直な説得を試みるが、リーテンは俯うつむいたままだ。

　アスナと一いつ瞬しゆんアイコンタクトすると、俺は咳せき払ばらいしてから口を開いた。

「リーテンさんが詳しいことを言えないなら、俺が説明するよ。シヴァタ、落ち着いて聞いてくれ……ＡＬＳの主力は、今夜のカウントダウン・パーティーをすっぽかして、単独でフロアボスを攻略しようとしてるんだ」

　驚きよう愕がくの表情を見せたのは、シヴァタだけではなかった。

　仰のけ反ぞったはずみに椅い子すから落ちそうになり、アーマーをがしゃりと鳴らして踏ふみ留とどまったリーテンが、髪とよく似たトパーズ色の瞳ひとみをいっぱいに見開く。

「き……キリトさん、どうしてそれを……!?」

「悪い、それはまだ言えない。でも、ＡＬＳ内部からの情報漏もれでも、情報屋から買ったわけでもないよ」

「…………そう、ですか……。──いえ、いいんです。お二人ほどの人なら、情報収集能力もトップレベルでしょうから……」

「そ、そりゃ買いかぶりだ」

　アスナと顔を見合わせて苦笑してから、言葉を続ける。

「俺は攻略集団のはぐれ者だし、いつも好き勝手にやってるんだから、ＡＬＳやＤＫＢの人に偉そうなことを言える立場じゃないのは解わかってる。でも……俺もアスナも、二大ギルドにこれ以上反目してほしくないって、本気で思ってるんだ。適度なライバル意識なら、フロア攻略の原動力にもなるかもしれない……でも、今回の抜ぬけ駆がけはやりすぎだ。もし成功すればＤＫＢとの確執は解決不可能なものになるだろうし、万が一失敗すれば……最悪、ＡＬＳが壊かい滅めつしてしまうことさえ有り得る。何せ、区切りの五層ボスに、ギルド単独で挑いどむんだからな……」

　俺が口を閉じると、向かいで短髪頭を抱えていたシヴァタが、呻うめくように言った。

「しかし……どうしてそんなことに？　キバオウはがさつな男だがバカじゃないはずだ。単独でフロアボスに挑むのがどんなに無む謀ぼうなことか、あいつにも解っているだろうに……」

　その疑問の答えを知るために、俺とアスナはこのマナナレナを訪れたのだ。

　三人の視線を受け止めながら、リーテンはしばらく唇を嚙かんでいたが、やがて意を決したように頷うなずいた。

「……キリトさんたちがそこまでご存じなら、私の知っていることをお話しします」

　ライム水で口を湿らせ、ぴんと背筋を伸ばすと、ＡＬＳの新人タンクはゆっくりと話し始めた。




　──ＡＬＳはメンバーの平等性を重んじているので、どんな会議も原則的に全員参加で行われるんです。けど、問題のボス攻略作戦が決まった会議には、十何人の古参メンバーだけしか呼ばれてなくて……私はまだまだ下したっ端ぱなので、当然その場にはいませんでした。だからここからは、私のグループの班長に聞いた話です。

　──その会議が招集されたのは三日前、二十八日の夜でした。古参メンバーの誰かが、元ベータテスターからの重要情報を持ってきたらしいんです。それがかなりセンシティブな話で、キバオウさんも仕方なく古参限定の会議で話し合ったみたいです。

　──情報っていうのは、五層のボスからもの凄すごく重要な……それをＡＬＳが手に入れるか、ＤＫＢが手に入れるかで今後の流れがまったく変わってしまうほどのレアアイテムがドロップするっていう話でした。うちの班長や何人かの幹部は、それほどのアイテムならボス戦前にＤＫＢとの共同管理を申し出るべきだって主張したんです。パーティーの席上でなら、ＤＫＢも話を聞いてくれるだろうって。

　──でも問題のレアアイテムは、原理的に共同管理が不可能なものらしいんです。それなら、いっそパーティー開催中に単独でボスを倒して、アイテムを確実にゲットしようっていう意見が出て……そうしないとＡＬＳがＤＫＢに吸収されてしまうかもって話になって、最終的にはキバオウさんもボス攻略作戦を承認せざるを得なかったみたいです。これが、私の知っている話の全てです。




　リーテンが口を閉じると、シヴァタは上半身ごと左に向き直り、掠かすれた声で問い質ただした。

「リッちゃん、そのレアアイテムって、いったい何なんだ……？」

　しかしフルプレ少女は、悄しよう然ぜんとかぶりを振る。

「ごめんシバ、私もボス攻略のこと知らされたのは今朝になってからで、詳しいことを教えてくださいって班長に頼んだけど、これ以上は極ごく秘ひだからって……。班長は私たちが企画してるパーティーを応援してくれてたんだけど、すまないって頭下げられちゃったら新入りの私にはもう何も言えなくて。それでもなんとかしたくて班の人とも相談して、こうなったらキバオウさんに直じき訴そするしかないって言ってたところにシバからメッセが届いたんだ」

「…………そうだったのか……」

　深く息を吐いたシヴァタは、顔を上げるとまっすぐ俺を見た。真剣極きわまる表情でごくりと喉のどを動かしてから、掠れた声を押し出す。

「……元テスターのアンタなら知ってるだろう？　五層ボスがドロップする重要アイテムって、いったい何なんだ？」

「いや…………ええ…………？」

　俺は腕組みをして可動域の限界まで首を傾かしげる。

「五層ボスから超レアアイテム……？　ボス戦には参加したけど、目玉アイテムは確か両手剣だったような……。そりゃボスのドロップ品ならスペックはそれなりに高いよ、でもギルド間のパワーバランスを崩くずすほどのモンじゃなかったはずだぞ。だいたい武器なら、共同管理もできるだろうし……」

　首の角度を戻すと瞼まぶたを閉じ、遥はるかに遠い記憶の再生を試みる。

　ベータテスト時の五層ボスは、遺い跡せきの構造材とよく似た青っぽい岩の大型ゴーレムだった。当然のように防御力がやたらと高く、ボス部屋の天井に届きそうなほどの巨体の攻略は難なん航こうしたが、何せ当時は死んでも笑い話だ。百人近いプレイヤーによる力押しの猛もう攻こう撃げきでゴーレムは岩の塊かたまりとなって砕け散り、十個ほどのアイテムが幸運なプレイヤーにドロップして、しばらくアイテム鑑かん評ぴよう会かいをやったあとに六層への階段を上った。それまでの層と何ら変わらない、ボス攻略戦のお祭り騒さわぎ。

　────いや。

　あの時は確か、何やら妙な代しろ物ものがドロップしたプレイヤーがいたはずだ。見た目は堂々たるポールアームなのに攻撃力がやたらと低くて、なんだこりゃとみんなが笑ったので、持ち主が怒ってそのへんに放り出したのを誰かが拾って、数日後に真価が判明して大騒そう動どう──みたいなエピソードが頭の隅すみっこにかろうじて引っかかっている。どちらにせよ俺には無用なアイテムだったので大して気にも留めなかったのだが、あれは、確か…………。

「フラッグ…………」

　俺が呟つぶやくと、三人が揃そろって首を傾かしげた。

「フラッグ？　旗がどうかしたの？」

　アスナの言葉を聞いた途と端たん、戦場にひるがえる三角旗が脳裏にフラッシュバックする。鋭するどく息を吞のみ、両手を握り締しめ、椅い子すから少し腰を浮かせて呻うめく。

「あ……ああっ……確かに、あれはヤバい……！」

「おい、何なんだよキリト!?　フラッグって何かのフラグのことか!?」

　同じく中腰になったシヴァタが叫ぶ。もしかしたらこの陸上部員が俺を《アンタ》ではなく名前で呼んだのは初めてだったかもしれないが、それを意識する余裕もなく首を小刻みに振り動かす。

「いや……フラグじゃなくて、そのまんま旗のことだ……」

「旗？　なんでそんなものがレアアイテムなんだ？」

「ただの旗じゃない。ギルドフラッグだ。そいつを突っ立ててると、半径十五だか二十メートル以内にいるギルドメンバーは全員、全ステータス上昇のバフがかかるんだ……」

　シヴァタのやや細めの眼めが真ん丸くなり、口から嗄しやがれた声が漏もれた。

「な…………なん、だと…………？」
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　渦巻き型の地形にちなんでいるのかどうかは知らないが、マナナレナの村の名物は、薄うすめのスポンジにバナナ味のクリームをたっぷり塗って巻き上げたジャンボロールケーキだ。ここに来たら絶対に食べるぞ、と楽しみにしていたのだが、ようやくその時が来たというのに食欲が湧わいてこない。

　眼前の皿にのっかる、直径二十センチはあろうかというロールケーキの渦巻きをぐるぐる眼めで追っていると、向かいに座るアスナが真剣な表情で呟つぶやいた。

「……結局、あの二人、付き合ってるのかしら」

「………………え？」

　予想とまったく違う台詞せりふに脳が混乱し、思わず訊きき返してしまう。アスナは真ま面じ目めな顔つきを崩くずさずに、もう一度口を動かす。

「だから、シヴァタさんとリーテンさんよ。馴なれ初そめとかその後の経けい緯いとか、肝心なところをさらっと流されちゃったから」

「ま、まあ、確かに……」

　俺としては、そんな話をされてもどんな顔で聞けばいいの、という心境だったのでシヴァタが省略してくれてほっとしたのだが、アスナには興味のあるところらしい。フォークでバナナロールケーキを一口大に切りながら、慎重に言葉を選びつつ答える。

「……でも、あのくそまじめな陸上部員が《リッちゃん》とか呼ぶくらいだから、付き合ってるんじゃないか？」

「へえ、シヴァタさんて陸上部だったの？」

「いや、俺の勝手な想像」

「ちょっと、二秒くらい信じちゃったじゃないの！」

　眉まゆを吊つり上げつつ、アスナもケーキをぱくりと頰ほお張ばる。名物スイーツの霊れい験げんあらたか、眉み間けんの縦たて筋すじが消えたところで、俺はふと脳裏に浮かんだ疑問を提示する。

「……でも、この世界で付き合ってるって、具体的にどういう状態なんだ？」

「どういうって……あっち側と一緒でしょ、そんなの」

　さらりと言い返されると、細剣使いさんの現実世界に於おける経験値がほんの少しばかり気にならなくもないこともないと言えば噓うそになるが、さすがにそんなことを訊けるはずもないので脳裏からその疑問を消去し、会話を続ける。

「けどさ……あっち側と同じようなことは基本的にできないと思うんだよな……」

「え？　あ……そっか。例の、防止コード……」

　ちらりと周囲を見ながら、アスナが声をひそめて言う。

　空き家の前でシヴァタたちとひとまず別れた俺とアスナは、マナナレナの穴場スポットである喫茶店に場所を移した。ＤＫＢやＡＬＳがたむろしているレストランと違って、螺ら旋せん道路に面していないので知らなければなかなか辿たどり着けない店だ。期待通り店内に先客はいなかったが、それでも声のボリュームを落としたくなる気分は共有できる。

　例のコードこと《ハラスメント防止コード》は、ＳＡＯに数あるシステムの中でも、話題にする時の気まずさナンバーワンな代しろ物ものだ。

　必要なのは解わかる。これがなければ、魅み力りよく的な女性ＮＰＣに対して不ふ埒らちな行為に及んでしまう男性プレイヤーが少なからず出現するだろう。システム的な説明は非常に単純で、異性ＮＰＣまたはプレイヤーに不適切な接触行為を一定時間続けるとまず警けい告こくとともに反発力が発生し、それを何度も繰くり返していると第一層はじまりの街にある《黒鉄宮》の牢ろう獄ごくエリアに強制転移させられる、となっている。実際に俺も、第四層の船大工ＮＰＣであるロモロ老人の工房で、揺ゆり椅い子すで寝てしまったアスナを起こそうとして肩のあたりをしばらくゆさゆさしていたら、いきなり強制転移モードが発動しそうになって泡を食ったことがある。

　同じ場面を思い出していたのだろう、左肩に触れながらじろっと俺を見たアスナが、咳せき払ばらいして言った。

「……確かに、その、相手に触ったりとかはできないかもしれないけど……そういうことなしでも、お付き合いは成立するでしょ」

「は、ハイ、そっすね。──でも、例の防止コードも条件がいまいち曖あい昧まいなんだよなあ……。どっからが《不適切な接触》なのかよく解わからないし、俺の時もこっちに警告とかショックとかナシで、いきなりアスナに強制転移ウインドウが出てたし……いちどちゃんと検証したほうがいいんじゃないかなあ……」

「なら、あの時イエスを押しとけば、貴重なデータが取れたのにね」

「い、いえ、遠えん慮りよします……」

　ふるふる顔を左右に振ると、アスナは軽くもう一ひと睨にらみくれてから、思案顔になって言った。

「でも、そう言えば、この前は転移ウインドウさえ出なかったわね……」

「この前って？」

「ほら、地下墓地ダンジョンであいつらが逃げてったあとに、キリト君が」

　そこでいきなり声が途切れたので、ロールケーキをもうひとかけ切断していた俺は顔を上げる。すると細剣使いは、俺と視線が合う直前にぷいっと顔を逸そらせてしまったが、その頰ほおが少しばかり赤くなっているのでようやく俺も思い出す。

「あ、ああ、ナルホド……」

　言われてみれば確かにそうだ。モンスターの群れに追われたモルテたちが姿を消し、急に緊きん張ちようが解けたせいか激はげしく体を震わせるアスナを落ち着かせようと、俺は彼女を抱き寄せて頭を撫なでたのだ。よくそんなことができたなあ、といまさらのように思わずにいられないが、ともあれあの接触は少なくとも三分以上は続いたはずで、工房で起こそうとした時よりも明らかに長い。なのに、アスナ側に俺の強制転移を促うながすウインドウが出なかったのは、確かに謎なぞだ。

「うーん……肩はアウトで頭はセーフってことかな……？」

「でも、もし触られるほうが嫌いやだと感じてれば、肩も頭も一緒よ。だいたいあの時、キリト君、左手でわたしの右肩触ってたし」

「あら、そ、そうでしたか……。むうう、謎だなあ……四層の時はアスナが寝てたから、そのせいかな……」

「それはないでしょ。寝てるプレイヤーにウインドウ出しても、イエスボタンを押せないんだから意味ないじゃない」

「ごもっとも。…………あ、そうだ、今度シヴァタに訊きいてみるとか」

「訊くって、何を？」

　きょとんとするアスナに、ナイスなアイデアを披ひ露ろうする。

「ほら、もしあの陸上部員がリーテンに物理的接触を試こころみてれば、必然的に防止コードの発動条件のデータが取れてるはずだろ？」

　途と端たん、細剣使いの右手に握られたフォークが、しゅばっと音を立てて俺の鼻先に迫る。もし持っているのがナイフだったら、《リニアー》が発動していたかもしれない。

「あ、あのねえ、絶対だめだからね、そんなデリカシーのない質問！　陸上部員はともかく、リーテンさんに失礼でしょ!!」

「わ、解わかりました、もう言いませんからそれ引っ込めて……」

　フォークがテーブルの反対側に戻ると、ふうっと息を吐いてから背中をハイバック・チェアに預ける。

「んん～、あとはもう、対象プレイヤーによって発動条件が変動するくらいしか思いつかないなあ……」

「どういうこと？」

「つまり、それまでにまったくコンタクトのない、初対面のプレイヤー同士の場合がもっともコードが発動しやすくて、関係が深まるに従って発動条件が引き上げられていく……って説さ。その場合も、プレイヤー同士の精神的距きよ離り感かんをどうやってパラメータ化するのかは見当もつかないけどな……」

　そこで天井に向けていた視線をふと前に戻すと、細剣使いはなぜか真顔で黙だまり込んでいた。また何かろくでもないことを言ってしまったのかと心配になったが、どうしたことか、ケープの襟えり元もとから覗のぞく首筋から口くち許もと、鼻へと赤みがじわじわ上昇していく。

　これは破局的大だい噴ふん火かの予兆なのか、だとすればいますぐ脱出しなくては、と腰を浮かせかけたが、幸いそこでドアベルがからんからーんと陽気な音を響ひびかせて謎の緊きん張ちよう状態をキャンセルした。

　見ると、店に入ってきたのは、一足先にマナナレナ方面に移動していたアルゴだ。もちろん偶然ではなく、シヴァタたちとの会談終了後にメッセージを送っておいたのだ。

「おい──っす」

　三本ヒゲの情報屋は、やや疲れた様子でそんな挨あい拶さつを口にすると、アスナの隣となりの椅い子すに腰を下ろした。白ヒゲのＮＰＣマスターに三倍厚切りロールケーキを注文し、はふーっと長く息を吐き出す。

「オレっちをむりやり呼び出したんだから、ボスクエより大事な話なんだろーナ、キー坊？」

「も、もちろん」

　そう答えつつも一いつ瞬しゆんだけ、ここでハラスメント防止コードの話を持ち出していったん笑いを取る選択肢は有り得るだろうかと検討したが、たぶん誰も笑ってくれない気がしたのでやめておく。

「えーと、ＡＬＳが抜ぬけ駆がけを計画した理由、だいたい解わかったよ」

　途と端たん、さすがは情報を主食とする生き物だけあって、アルゴの顔にぱっと生気が甦よみがえる。

「おい、ホントか？　オイラの情報網にもまだ引っかかってこないのニ、なかなかやるじゃないカ」

「それがちょっと意外なんだよなー」

「……何がダ？」

「アルゴなら知ってそうなんだけど……ほら、ベータ時代の五層ボス戦で、ヤバめなアイテムがドロップした話に心当たりがないか？」

「ヤバめ……？」

　情報屋のプライドを刺し激げきされたのか、両りよう頰ほおのヒゲペイントがきゅっとすぼまる。アルゴは唇を突き出したまましばらく記憶を探さぐっていたようだが、やがて降参とばかりに軽く両手を持ち上げた。

「悔しいけど思い出せないヨ。でも、言い訳すると、オレっちベータの時は本職の情報屋じゃなかったんだゾ。ついでにフロントランナーでもなかったカラ、五層のボス戦にも参加してないシ……」

「ありゃ、そうなのか。じゃあ、もったいぶらずに言うけど……たぶんＡＬＳが狙ねらってるのは《ギルドフラッグ》だ」

「ギルド……フラッグ？　旗か？　なんでそんなモノを？」

「確かにモノとしては、単なる攻こう撃げき力りよく最低のロングスピアなんだけどな……それをこうやって……」

　右手に握ったフォークを垂直に立てて、尻しりでテーブルの表面をとんと叩たたく。

「装備プレイヤーが地面に突き立ててると、その周囲……確か半径十五メートルくらいの範はん囲い内ないのギルドメンバー全員に、ＡＴＫ、ＤＥＦ、耐阻害デバフ上昇の支援効果バフがかかるんだ」

「なん……ダト……？」

　シヴァタと同じような反応を見せた情報屋は、俺が握るフォークを指差しながら早口で質問を連発した。

「そ……その旗はた竿ざおを持ってるプレイヤーは移動可能なのカ？　それと、バフの効果時間は？　人数に上限はないのカ？」

「最初の答えは半分イエスだ。こうやって旗を地面から離はなすと、そこでいったんバフは消えるけど、移動して突き立てればすぐにまたかかる」

「……フム」

「二番目の答えは、旗を立てている限りずっと」

「……フムム」

「三番目の答えは、ギルドメンバーであれば上限なし」

「……フムムムム」

　腕組みをして唸うなるアルゴの前に、俺とアスナのより三倍分厚く切られたバナナロールケーキが運ばれてくる。直径二十センチ、厚さ六センチというサイズはもはや七号のホールケーキに比肩し得る威容だが、アルゴは上うわの空そらでフォークを持ち上げると、ごそっと四分の一ばかりも切り取って一口で頰ほお張ばり、もぐもぐごくんと消滅させた。

「…………確かにそれはゲキヤバだナ、キー坊よ」

「だよな……」

「システム的なスペックもだケド、プレイヤーのメンタル面への影えい響きようがヤバそうだナ……仮にＡＬＳがそれを手に入れたら、戦場でそれをどーんとおっ立てた時、ＡＬＳメンは士気上がりまくってＤＫＢメンは下がりまくるゾ。もちろん逆もまたしかり……いまの微妙なバランスが崩くずれるには充分すぎる代しろ物ものだナ」

「その話を知ったキバオウが、抜ぬけ駆がけボス攻略に踏ふみ切るのも、解わからなくもないよな……」

　呟つぶやき、俺も自分の皿に残っていたケーキを口に運ぶ。同じ時間で更に四分の一を消滅させたアルゴが、ふと左に視線を向ける。

「……なんか、ずいぶんと静かだナ、アーちゃん？」

「…………え……あっ、いえ、何でも！」

　ようやく意識が再起動したらしいアスナが慌てたようにケーキを食べ始めたので、アルゴは何度か瞬まばたきしてから話題を戻した。

「──しっかし、あのトゲトゲ頭、どこからそんなアイテムの話を仕入れてきたのかネ……。オイラも知らない話を先に摑つかまれてたのは、正直ショックだヨ」

「そ、そりゃ、元ベータテスターは俺とアルゴだけじゃないからな……」

　とりあえずはそう答えておくしかない。

　俺はアルゴに、アインクラッドに暗あん躍やくするＰＫ集団のことを話していないし、アスナにも口止めしている。理由はもちろん、アルゴが奴やつらのことを知ったら一人で情報を集めようとするに決まっているからだ。それはボスのデータを取ることよりも、遥はるかに危険な仕事だ。

　アルゴの能力を疑っているわけではない。彼女なら、どんな危地からも持ち前のダッシュ力で逃げ延びるだろうと思う。しかし、モルテたちを指揮していると思われる黒ポンチョ男の実力もまったく未知数なのだ。少なくともどんなヤツなのかを自分で確かめるまでは、アルゴに連中と関わってほしくはない。

　そんな俺の思考を、あたかも全て見抜いているかのように情報屋はニッと笑ったが、素直に頷うなずいて言った。

「ま、それもそーだナ。いまは、情報の出所よりこれからどーするかダ……。そんなマジヤバアイテムがドロップするなら、ＡＬＳを直接説得するのは無理だろーナ」

「あの、考えたんだけど……」

　少し遅れてケーキを食べ終えたアスナが、セットの紅茶を飲んでから発言する。

「いっそ、ギルドフラッグの情報をＤＫＢ側にも共有させてしまうのはどうなの？　ＡＬＳが無茶な抜ぬけ駆がけをしようとしてるのは、フラッグがどうしても欲しいっていうよりも、それをＤＫＢに獲とられるのが怖いからでしょ？　リンドさんのほうから、公平な分配方法を提案してもらえば……」

「…………うん……悪くないアイデアだ、と思う…………」

　シヴァタが陸上部員っぽいとすれば、もっと武道系の部活、いやいっそ書道部員めいたところのあるリンドの生き真ま面じ目めな顔を思い出しながら、俺は頷いた。

「なんだかんだ言って、リンドも話せば解わかるヤツだし……ＡＬＳとの話し合いにまでは持ち込めるかもしれない。ただ……ギルドフラッグそのものを共同管理するとか、ましてや分割するのは不可能なんだよな……。いったんアイテムにギルド名を登録すれば、それを変更できるとは思えないし、もちろん旗と旗はた竿ざおに分けて持ち合うなんてことも無理だ。結局、じゃんけんとかサイコロ……もしくは五対五くらいの団体デュエルで勝った方が獲かく得とくする、みたいな落としどころしかない気がする」

「……その提案を、キバオウさんが受け入れるとは……思えないわね……」

　アスナの呟つぶやきに、俺とアルゴも首を縦たてに振る。

　このデスゲームを最少の犠ぎ牲せい者しや数すうで攻略するためには、金やアイテム、そして情報といった全てのリソースを最大限広く分配するべし──というのがＡＬＳを立ち上げたキバオウの揺るがぬ信念だ。

　対してＤＫＢのリンドは、深い知識と高い戦せん闘とう力りよくを持つトッププレイヤーたちが希望の象徴として最前線に雄お々おしく立つことによって初めて、攻略のためのエネルギーが生み出されると考えている。

　どちらが正しいのか、俺には解らない。言えるのは、二人とも《騎き士し》ディアベルの後継者たらんとしているのだということだけだ。そして二人とも、己おのれの正統性を示すために、ギルドフラッグを強く求めるだろう。間違っても相手に譲ゆずろうなどとは思うまい。

　──ディアベル。あんた、なんで死んだんだよ……。

　椅い子すの背に寄りかかり、板張りの天井を仰あおぎ見て、俺は亡き騎き士しに問いかけた。

　もちろん、答えはない。しかし耳の奥に、彼の最期の言葉がかすかに甦よみがえる。

　──後は頼む、キリトさん。ボスを、倒…………

　その先を言い終えることなく、ディアベルは仮想体アバターを四散させた。そう、俺もまた、彼からなにがしかのものを託されたのだ。

　騎士のフェアネスはキバオウが引き継つぎ、ヒロイズムはリンドが引き継いだ。そして俺に渡されたのは……同じ元ベータテスターとしてのリアリズムだ。

　いつしか閉じていた両りよう眼めをゆっくりと見開き、アルゴとアスナの顔を順に見て、俺は言った。

「…………ボスを、倒そう」

　唐突な宣言の余よ韻いんが完全に消え去っても、情報屋と細剣使いは、しばらく何も言おうとしなかった。

　アルゴが空中にホバリングしていたフォークを動かし、まだ半分残っているロールケーキにぐさっと突き刺すと、巨大なスポンジとクリームの塊かたまりをまるでマジックのように一口で消滅させる。齧げつ歯し類るいらしく頰ほお袋ぶくろを膨ふくらませてもぐもぐごくんとやってから、おもむろに問い返す。

「それは、この三人で、ってことカ？」

「いやいやまさか」

　しばらく前にアスナが同じ提案をした時、エリート騎士のキズメルと一緒でも無理だと断言したのだ。それを覚えているアスナが、怪け訝げんな顔を向けてくる。

「じゃあ、誰に協力を頼むの？」

「えーと……」

　右手の指を折りながら、俺は助すけっ人と候補を列挙した。

「まずエギル組の四人だろ、それにネズハも助けてくれるかもしれないし……」

「…………それで終わり？」

　親指から小指までを折り曲げただけの俺の右手を、アスナがじっと見詰める。咳せき払ばらいして、再び口を開く。

「……えーと、アルゴさん、誰か心当たりは……」

「おいおい、無茶言うなヨ、キー坊」

　しかし、頼みの綱の情報屋も、呆あきれ顔がおで肩をすくめた。

「そりゃ、フロントランナー入りを目指して頑張ってる連中はチェックしてるケド、有望株だからこそ危険なミッションには誘えないヨ。何のためにオイラが下層で攻略本を無料配布してると思ってるんだヨ」

「そうだよな……。──うーん、もしネズハがＯＫしてくれたとしても、俺、アスナ、アルゴ、ネズハ、アニキ軍団でやっと八人か……せめて二パーティー、十二人はいないと厳きびしいな……」

「いやいやいや、二パーティーでも充分厳しいわよ」

　アスナが顔の前で右手をぱたぱた動かす。

「四層ボスも攻略集団のフルレイドにキズメルとヨフィリス子し爵しやくがいてようやく勝てた、って言ったのはキリト君じゃない。五層ボスがあのサカナウマより強いなら、十二人程度じゃどうにもならないんじゃないの……？」

「んー……確かに数値的なステータスだけ見れば、区切りの五層ボスはひときわ強敵なはずだ。いままでのボスが、こんなふうに、等差数列的に強くなってきたとすれば……」

　手刀で、テーブルの縁ふちを等間隔にとんとんと四回叩たたき、五回目は少し隙すき間まを大きくする。

「……五層ボスは、六層ボスに近いステータスを持っていると思う。でも、ＡＴＫとＤＥＦ、ＨＰだけがボスの強さじゃない。ベータ時代の大型ゴーレムから変更されていなければ、十二人レイドでも攻略法はある。……まあ、そこはボスクエの情報と、ボス部屋の偵察次第だけどな……」

　テーブルで跳ね返った自分の声が耳から入ってきてようやく、俺は斜め前方に座るアルゴがボスクエストを進めていたことを思い出した。

「そ、そうだ、ボスクエのヒント情報、どんな感じだった？」

「おいキー坊、おまえオイラが情報屋だってこと忘れてるナ？」

　と言われ、急いでトレード窓を開こうとするが、《鼠ねずみ》は右側のヒゲを吊つり上げて笑う。

「毎度あり……と言いたいとこだケド、さっきのギルドフラッグの情報でチャラにしとくヨ。……結論から言うと、ボスがゴーレムなのは変わってなさそうダ」

　そう言いながらウインドウを開き、覚え書きに使うメモタブに移動する。

「えーとだナ……キー坊がエルフクエで仕入れてきた、アインクラッド創造の秘密、みたいな話あったロ？」

「あ……ああ、《大地切断》だろ？」

　キズメルから教えてもらったエルフ族の伝承は、すでにアルゴにも、アウトラインだけだが伝えてある。

　全百層のアインクラッドは世界の始原から存在していたわけではなく、遥はるかな昔にエルフや人間、ドワーフの王国が大地から円えん盤ばん状に切り抜かれて空に浮かび、いまの浮遊城になった。その時に魔ま法ほうの力は全て失われた──というその物語は、いままでエルフ戦争キャンペーン以外ではまったく攻略に関わってこなかったのだが。

　俺の言葉に頷うなずいたアルゴは、しかつめらしい顔で説明を始めた。

「んーと、ざっくりかいつまむとだナ……この五層は、むかしむかし地面にあった頃は人間の王国の工業都市だったんだそうダ。魔法で鉱石だの魔石だのを掘りまくって、武器防具を大量生産して、紛争地域に輸出してタ。ただ、その国の王様は、ほんとに強力な魔ま石せきは輸出しないで溜ため込んで、でっかい戦せん闘とう兵器……つまりゴーレムを作ろうと企たくらんでたわけだナ。いよいよゴーレムが完成して、商しよう売ばい敵がたきのドワーフ王国に攻め込もうってところで《大地切断》が起きて、ゴーレムは王様と一緒に空に浮かんじまっタ。魔法の力も失われて、採掘も精せい錬れんもできなくなった……とまあ、そういう話だったヨ」

「ふーむ、なるほどな……」

　呟つぶやく俺の向かい側で、アスナが何かに気付いたような声を出した。

「あ……言われてみれば、地下墓地ダンジョンのゾンビボス……頭に王冠みたいの被かぶってなかった？」

「あー、まあ、言われてみれば…………。──ってことは、あのデカゾンビが昔の王様か？　でも、大きさがぜんぜん人間サイズじゃなかったぞ」

　首を傾かしげる俺たちを見て、アルゴがにひひと笑う。

「まあ、昔っから、ゲームに出てくる悪い王様ボスは巨大化するのが相場だロ」

「それか、長年湿ったとこに寝かされてたせいでふやけたかだな。ゾンビって吸水性高そうだし」

　俺のシズル感あふれるジョークに女性二人がしかめ面つらをするので、慌てて本題に戻る。

「で、問題のフロアボスだけど……ボスクエがその内容なら、ベータの時のゴーレムから変更はないと思ってよさそうだな」

「ま、基本的にはナ……」

　と頷うなずいたアルゴが、ウインドウを閉じて紅茶を一息に飲み干す。

「……ただ、いままでのフロアボスも、ベータと姿形は似てても必ず何らかの変更は入ってたからナ。二層の牛ボスは、ボス自体が一匹増えてたりしたわけだシ……」

「そこは、偵察で確かめるしかないだろうな……。あとは、ボス部屋からの脱出手順をしっかり確認しておけば……」

　話題を実際のボス戦に移そうとした俺を、アスナが素早く遮さえぎった。

「待ってよ、キリト君。さっき、ゴーレムボスなら十二人レイドでも何とかって言ってたけど、まだ四人も足りないんだよ？　エギルさんたちやネズハも、手伝ってくれるかどうか解わからないし……」

「アニキ軍団に断られたらお手上げだよ。その時はリンドにギルドフラッグの件を説明して、キバオウとの話し合いで平和的な解決に至ることを祈るしかない。足りない四人については……」

　一拍間を置いてから、俺は腹案を口にした。

「シヴァタとリーテンに頼もう」

「え……ええ!?」

　アスナが目を丸くして仰のけ反ぞる。

「そ、そんなの無理に決まってるじゃない……あの二人、ＤＫＢとＡＬＳのメンバーなのよ!?」

「だからこそ、さ。二人が同じギルドの仲間同士なら、ギルドを裏切るような作戦に手を貸してくれるはずはないけど……別々のギルドだからこそ可能性はあると思う」

　俺の言葉を聞き、アルゴが「ほほー？」とにんまりする。

「リーテンってのは、最近ＡＬＳに入ったフルプレっ子だロ？　あの子とＤＫＢのシヴァタが……へぇー、そいつはオレっちも知らなかったナァー」

「ちょっと、だめよアルゴさん、その情報を誰かに売ったりしたら」

「ニャハハ、解わかってるサ。でも確かに、キー坊の言うとおり、二人がそういう仲なら協力してくれるかもナ。愛の力はギルドの規律よりも強し、だからナ」

　キャラに似合わないコメントに、思わず突っ込みを入れたくなるがぐっと我慢する。

「と……ともかく、シヴァタたちが一人ずつ仲間を連れてきてくれればそれで十二人だ。幸いあの二人はパーティー実行委員だから、もうすぐマナナレナからカルルインまで移動することになってる。そのタイミングで村を出て迷宮区に直行すれば、ボス攻略への参加を所属ギルドに知られずに済む……んじゃないかな……」

「そこは断言しなさいよ。っていうか……仮にシヴァタさんとリーテンさんが力を貸してくれたとして、それがギルドにバレて除名処分とかになっちゃった時、二人に対してどうフォローするわけ？　そこをちゃんと説明してもらわない限り、二人を計画に引き入れるのは賛成できないわ」

　きっぱりと言い切ったアスナが、揺るぎない視線でこちらを見た。

　俺たちが二パーティーでのフロアボス攻略などという無む謀ぼうな作戦を立てているのはＡＬＳとＤＫＢの決定的断絶を回かい避ひするためであって、作戦を実行できなければシヴァタとリーテンも結局はギルドとお互いのどちらを取るのか選択を迫られるのだ……という気もするが、アスナが言っているのは理屈ではなく信義の問題なのだろう。あの二人は、俺たちを信用して話を聞かせてくれたのだから、事情はどうあれ、彼らを使い捨ての駒こまにするような真ま似ねは確かに許されない。

「……エギルのパーティーはちょうど四人だ。あそこに入れてもらえるよう、俺からも頼んでみる。それがダメだったら…………俺たちのパーティーに誘う」

　それなりの覚悟とともに意見を表明すると、アスナはにこりと微笑ほほえみながら頷うなずいた。

　同じ五層にいるであろうエギルとシヴァタにはインスタント・メッセージで連絡がつくが、二層で別れたきりのネズハはその限りではない。不着なら、いったん地下トンネルで主街区に戻って、下の層に転移してからメッセージを送る必要がある。

　もしネズハがダンジョンに潜もぐっていればそれでも届かないので、彼の助力は諦あきらめるしかない。祈るような気持ちで、まずは彼にコンタクトを取る。

【久しぶり。いまどこにいる？】と簡かん単たんなメッセージを送った、わずか十五秒後──。

【お久しぶりです。五層主街区のダンジョンで遺い物ぶつを拾ってますよ】という返事が届いた。

　思わずぐっと拳こぶしを握り、カルルインの遺物祭りがまだ続いていたことに感かん謝しやしつつアスナに言う。

「俺、主街区でネズハと会ってくる。アスナは、エギルとシヴァタとリーテンに連絡してくれないか」

「わ、わたしが？」

「俺より説得スキルの熟じゆく練れん度ど高いだろ」

「え、そうだっけ…………って、そんなスキルないじゃない！」

　ふくれっ面つらをしつつもホロキーボードを叩たたき始めるアスナの隣となりで、アルゴがにやりと笑う。

「キー坊、オイラは何をすればいいんダ？」

「アルゴは消耗品の買い出し頼む。今回はコスト度外視で行くから、高いポーションを山ほど買っておいてくれ」

　トレードウインドウを出し、アルゴに充分以上の金額を送信すると、俺は喫茶店を飛び出した。

　マナナレナの村と主街区カルルインを結ぶ地下トンネルは、そこそこモンスターや宝箱が湧わくのでパーティーで戦せん闘とう、探索しながら移動すると一～二時間コースだが、単独で駆かけ抜けるならずっと短たん縮しゆくできる。

　道なりで五キロ程度のトンネルを、モンスターの群れは回かい避ひ、一匹だけなら突進系ソードスキルで粉ふん砕さいしつつ二十分少々で走破した俺は、地下墓地ダンジョン地下一階の大広間に出るとネズハの姿を探した。

　しかし、こちらが見つけるより先に、

「キリトさん！」

　と俺を呼ぶ声が背後から聞こえる。振り向いた途と端たん、右手をガッと力強く握られる。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、お会いできて嬉うれしいです！」

　そう言ってぴょこんと頭を下げるのは、間違いなく二層で出会った鍛か冶じ屋や、いや元鍛冶屋だ。しかし明るい笑顔には、当時のいつも何かに怯おびえているような陰はもうない。

　思わず俺も笑顔になりながら、思い切り手を握り返す。

「こっちこそ会えて嬉しいよ、ネズハ……じゃない、ナタク」

　すると、【Ｎｅｚｈａ】と書いて本来はナタクと読むはずの彼は、笑顔にはにかみの色を滲にじませて答えた。

「ネズハでいいですよ、仲間たちにもまだネズオって呼ばれてますし」

「そ……そう？」

　ちらりと周囲を見回すが、ギルド《レジェンド・ブレイブス》のメンバーは見当たらない。手を離はなしたネズハが、視線を上に向ける。

「遺い物ぶつ拾いはギルドのみんなと一緒にやってたんですけど、先に街に戻ってもらったんです」

「そっか……」

　ブレイブスのオルランドたちには申し訳ないが、こちらもそう頼むつもりだったので、少しほっとする。人数はいくらでも欲しいところだが、弁済のために強化防具を全て差し出したばかりの彼らを危険なボス戦に引き込むわけにはいかない。

「……悪いな、急に連絡しちゃって」

「いえ、ぜんぜん。それで、どうしたんですか？」

　軽く首を傾かたむけるネズハの腕を軽く引っ張り、俺は広場の隅すみまで移動した。遺物拾いのベースキャンプになっているこの場所には、街開き直後ほどではないがそれでも十数人のプレイヤーの姿がある。

　彼らから充分な距きよ離りを取り、それでも声を潜ひそめて、俺はいきなり本題に切り込んだ。

「ネズハ……突然で済まないんだけど、ちょっと頼みがあるんだ」

「ええ、僕にできることなら、何でも」

「じゃあ、遠えん慮りよなく……これから、五層のフロアボスを倒しに行こう」

　途と端たん、真ん中分けの前髪の下で両りよう眼めが千コル金貨のように丸くなり、口がすううっと空気を吸い込んだ。そこから驚おどろきの絶叫が発せられる前に、左手を伸ばして口をしっかりと塞ふさぐ。

「むぐ～～～～!?」

　とネズハが存分に叫ぶまで待って、俺は手を離はなした。元鍛か冶じ屋やはしばしゼーハーと呼吸を繰くり返してから、ぎりぎり小声の範はん囲いに収まる音量で問い詰めてくる。

「ど、どういうことですかそれ!?　フロアボス攻略は二大ギルドの人たちが主しゆ導どうしてるんですよね、彼らの了解は得てるんですか!?」

「ううん、ぜんぜん」

「ぜ……………………」

　絶句するネズハの肩をぐいっと引き寄せ、俺も小声でまくし立てる。

「ちょっと事情があって、ＤＫＢとかより先にボスを倒す必要が出てきたんだ。君に危険なことはやらせない。最後方からタイミングを計ってボスの弱点を叩たたいてくれればそれでいい……頼む、力を貸してくれないか」

「……………………」

　もう一度、今度は時間をかけて息を吸い、細長く吐き出してから、元鍛冶屋はちらりと自分の腰を見た。

　そこには、直径二十センチほどの薄うすい金属輪が装備されている。投剣カテゴリのレア武器、《円月輪チヤクラム》だ。

　かつてはスミスハンマーを握っていた指が、チャクラムの側面をそっと撫なでる。ぎゅっと拳こぶしを固め、胸の前まで持ち上げる。

「……大切な事情、なんですよね？」

　囁ささやき声ごえに、俺は深く頷うなずき返した。

「ああ、そうだ。攻略集団の……このデスゲームＳＡＯの未来を左右するくらいの」

「解わかりました」

　ネズハも頷き、俺の肩を叩たたいた。

「お急ぎのようですから、事情は移動しながら聞きます。道案内、よろしくお願いします」

「…………ありがとう」

　礼を言い、俺はさっき上ってきたばかりの階段へと足を向けた。

　正直なところ、ほんの少しの不安がないわけではない。ネズハの装備を見る限り、レベルは12か13といったところだろう。五層ボスと戦う安全マージンとしては、絶対的に足りないということはないが充分以上とも言えない。

　もちろん、ネズハを前面に出すつもりはない。彼に頼みたいのは、後方からのチャクラムによる遠隔攻こう撃げきだ。ゴーレムボスは両手両足による物理攻撃しか行わないので、しっかり距きよ離りを取っていればＨＰバーが減ることはないはず──。

　しかし、ボス戦に《絶対》がないことは、これまでの四回の戦せん闘とうで痛いほど思い知らされている。

　一層ボスのイルファング・ザ・コボルドロードは、ベータ時代には持っていなかったカタナスキルを駆く使しして、《騎き士し》ディアベルの命を奪った。

　二層ボスのアステリオス・ザ・トーラスキングは、そもそもベータ時には存在せず、誰もが初見の雷かみなりブレスで攻略集団を壊かい滅めつ寸前に追い込んだ。

　三層ボスのネリウス・ジ・イビルトレントは、ベータとは異なる広こう範はん囲い毒化攻撃を連発し、解毒ポーションを山ほど用意していなければやはりレイドは壊滅していたはずだ。

　そして四層ボスのウィスゲー・ザ・ヒッポカンプは、ボス部屋全体を水没させるという大技を繰くり出し、危うくレイド全員を溺でき死しさせるところだった。

　五層ボスのゴーレムも、ベータ当時から何らかの変更が施ほどこされていることは確実だ。そこを事前の偵察で正確に見み極きわめ、想定外の危険を全て排除しなくてはならない。こうしてネズハを巻き込んだ以上、《気付かなかった》では許されないのだ。

「仲間への連絡、終わりました。今日いっぱいは大丈夫です」

　隣となりでホロキーボードを打っていたネズハが、はきはきした声で言った。そんな彼の、以前とは印象さえ異なる顔をじっと見てから、俺は言った。

「じゃあ、行こう」
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　マナナレナの村から少し離はなれた森の空き地には、俺とネズハ以外の全メンバーが早くも勢せい揃ぞろいしていた。

　アスナの説得スキルが効果を発揮したのだろう、エギル率ひきいるアニキ軍団とシヴァタ、リーテン、そして二人のそばにはＤＫＢカラーとＡＬＳカラーのプレイヤーが一人ずつ立っている。シヴァタたちが仲間を連れてきてくれればと言ったのは俺だが、九割がた無理だろうと思っていたので、これは嬉うれしい誤算だ。

　アスナたちのところに挨あい拶さつに行くネズハと別れて、俺はシヴァタたち四人に歩み寄った。

「遅くなって……」

　悪かった、と口にする前に。

　シヴァタの隣となりでこちらに背を向けて立っていた大柄なＤＫＢメンが、勢いよく振り向きざま俺のコートの襟えり首くびをがしっと摑つかんだ。

「おい、ブラッキーさんよ」

　黒ずくめを意味するあだ名で俺を呼ぶのは、驚おどろいたことにＤＫＢのサブリーダー格、両手剣使いのハフナーだ。どこかサッカー部員を彷ほう彿ふつとさせるいかつい顔を近づけ、どすの利きいた声で囁ささやく。

「お前、今回の件にいっこでもウソがあったらぶっとばすからな」

　この世界では、ぶっとばすのもなかなか簡かん単たんではないのだが──圏内では犯罪防止コードに阻はばまれてしまうし、圏外では本気で殴った途と端たんにオレンジカラーになってしまう──それでも俺はこくこく頷うなずいた。すぐにシヴァタが苦笑いしながらハフナーの肩を摑み、後ろに引き戻しながら言う。

「ハフ、今回はむしろオレたちサイドから出たネタだ。キリトが提供したのはギルドフラッグの話だけで、それが噓うそだとは思えない。そんな噓をついても、こいつには何のメリットもないからな」

「……まあ、それはそうかもだけどよ。けど、ならどうしてこいつがこんなヤバい作戦を計画するんだよ？　ＡＬＳがそのフラッグとやらをゲットするのを防いでくれる理由が、こいつにあるのか？」

「ちょっと待った」

　今度は俺が右手を持ち上げ、ＤＫＢ幹部たちの会話に割り込んだ。

「言っておくけど、この作戦は、ＡＬＳのギルドフラッグ入手を妨害することだけが目的じゃないぞ。ドロップしたフラッグは、ＤＫＢにも渡すわけにはいかない。どっちか一方が入手したら、もう一方のギルドは崩ほう壊かいしちゃうかもしれないからな」

　その大前提は、ハフナーも事前にシヴァタから聞かされていたようだ。しかめっ面つらながらも黙だまり込むサッカー部員に、今度はこちらから質問する。

「ハフナーさんこそ、この作戦に参加していいのか？　手伝ってくれるのは凄すごくありがたいけど、サブリーダーのあんたが、ある意味じゃギルドを裏切ることになるんだぞ」

　するとハフナーは、生はえ際ぎわあたりを紐ひもで押さえた長めの金髪を搔かき上げ、唸うなり声ごえで答えた。

「そりゃオレだって不本意だけど、攻略が第一だからな……。このクソゲーをクリアするには、ＤＫＢもＡＬＳも、両方必要なんだ。ギルドとリンドさんを裏切ることになっても、下の層で解放されるのを待ってる何千人を裏切るわけにはいかねー。あんたらもそう思ったから、ここに来たんだろ」

　最後のひと言は、少し離はなれて立つリーテンともう一人のＡＬＳメンバーに向けたものだ。

　背中にハルバードを背負った、かなり年上……恐らく三十代だと思われる中肉中背の男は、薄うすく髭ひげを生やした口くち許もとを引き結んで頷うなずいた。

「まあ、そういうことです。ＡＬＳうちの抜ぬけ駆がけ攻略作戦は、一部の強硬派が幹部たちの不安を煽あおりまくった結果の、暴走みたいなもんだ。キバオウさんもそれは理解してるけど、ギルドが割れるのを防ぐために、作戦を承認せざるを得なかった。しかし、仮にギルドフラッグを入手できても、それでＤＫＢとのただでさえ危うい信頼関係が完全に崩くずれたら何の意味もない」

　落ち着いた口調でそう話したハルバード使いは、俺に歩み寄ってくると右手を差し出した。

「何度かボス戦で顔は合わせていると思いますが、ＡＬＳでリクルート班の班長をやっている《オコタン》です。よろしく、キリトさん」

「あ……ど、どうも、よろしく……」

　ヒゲダンディーな見た目からは予想できない、何やら可愛かわいらしげな名前に一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれたがどうにか真顔で手を握り返すと、俺はふと思いついたことを訊たずねた。

「あの、リクルート班ってことは、リーテンさんをスカウトしたのは……？」

「ええ、私です」

　ちらりと後方のフルプレメイサーを見やるオコタンの表情は、年齢とあいまってどこかお父さんめいていて、リーテンとシヴァタが付き合っていることを知っているのか心配になるが、もちろん俺から持ち出すような話でもない。

　挨あい拶さつが終わり、一歩下がった俺の背中を、ハフナーがびたんと叩たたいた。

「ブラッキーさんよ、オレとオコさんはきっちり動機を説明したぜ。あんたも、どうしてこの作戦を主しゆ導どうしてるのか……動き出す前に、まずはそこをみんなに話してくれよ」

「ええー？」

　面倒なことを言い始めたサッカー部員から思わず視線を逸そらせると、いつの間にかアスナやアルゴ、ネズハ、エギルとアニキたちも近くに集まり、俺の答えを待つ態勢を取っている。もはや逃げ道なしと観念して、咳せき払ばらいしてから口を開く。

「それは、俺もハフナーさんやオコタンさんと……いや、たぶんここに集まってくれたみんなと同じだよ。最前線で戦い続けているＡＬＳとＤＫＢは、攻略集団の両輪だ。ちゃんと車軸で繫つながってないと集団は前に進まないし、どっちかが欠けたら、その場から動けなくなる。その事態を防ぐには、ＡＬＳより先にボスを倒してしまうしかない……そう思ったから、みんなに協力を要よう請せいしたんだ」

　本当は、それだけではまだ動機の半分でしかない。

　ＡＬＳの抜ぬけ駆がけは、一部強硬派の暴走だとオコタンは言ったが、そこには彼も知らない裏事情が隠されている。ギルドに浸透し、意図的にＤＫＢとの対立を煽あおっている《外部の悪意》が存在するのだ。謎なぞの黒ポンチョ男が率ひきいる煽せん動どうＰＫ集団……奴やつらの企たくらみを防ぐこと、それが俺の本当の動機だ。

　だが、いまはまだその存在を明らかにはできない。せめてモルテ以外のメンバーの名前くらいは突き止めてからでなければ、両ギルド内に疑ぎ心しん暗あん鬼きを生じさせるだけだ。

　幸い、すでに事情を知っているアスナ以外の十人は、俺の言葉に納得してくれたようだった。ハフナーが難むずかしい顔をしつつも頷うなずき、一歩下がった、その時。

　初めて会った時のように、アーメットのバイザーをきっちり降ろしたリーテンが、がしゃっと音を立てて右手を持ち上げ、性別の判わからないメタリック声で質問してきた。

「あの、キリトさん。前から訊きいてみたいと思ってたんですが……そんなに攻略集団のことを考えてくれてるのに、どうしてギルドに入らないんですか？　キリトさんほどの人なら、どっちのギルドでもすぐにパーティーリーダーくらいにはなれると思うんですが……」

　それを聞いた一同に、ざわ……という空気が流れる。新人であるがゆえの純粋な疑問なのだろうが、《ビーター》という言葉さえ知らないと思われる彼女に、俺とキバオウ、リンドとの複雑な関係を簡かん単たんに説明することなどできそうもない。

　一・五秒ほどかけて適切な答えを検索した俺は、そんなことを訊かれなければいけない責任を両ギルドマスターにおっかぶせることにした。

「それはだな、リンドとキバオウが、俺とアスナが別々じゃないとギルドに入れないとか言ってるからだ」

　途と端たん、再び一同がざわ……となって、あれっ何かまずいことを言ったかな、と思うより早くアスナが真っ赤な顔で「い、いきなり何言い出すのよ！」と喚わめき、続けてリーテンが「さすがです……感動しました！」と叫び、エギルがはっはっはっ、アルゴがニャッハッハッと大声で笑った。

　ちゃうねん、そういうアレじゃないねん！　と訂正する機会は、もはや与えられなかった。




　アルゴが買い集めてきてくれた大量のポーション類を適切に分配し、また全員の余剰防具を能力が向上する余地のあるところに貸し出すといった前準備を終えると、時刻はちょうど午後三時となった。

　ＡＬＳの主力が夕ゆう闇やみに紛まぎれてマナナレナを発たち、主街区に戻ると見せかけて迷宮区タワーを目指す予定時間は、オコタンによれば午後六時らしいので俺たちには三時間のアドバンテージがある。しっかり偵察してもボス戦に三時間もかかるとは思えないので、余裕は必要充分なはずだが時間を節約するに越したことはない。

　ゆえに、俺は道案内をアルゴに任まかせ、集団の最後尾をアスナと並んで走りながらメモパッドに即席攻略部隊の陣容をレベル順に書き出した。


　１、キリト、レベル18、片手直剣、革防具。

　２、アスナ、レベル17、細剣、軽金属防具。

　３、エギル、レベル16、両手斧おの、軽金属防具。

　４、ハフナー、レベル16、両手剣、重金属防具。

　５、シヴァタ、レベル15、片手直剣、重金属防具、盾たてあり。

　６、オコタン、レベル15、両手斧おの槍やり、軽金属防具。

　７、ウルフギャング（エギル組）、レベル15、両手剣、革防具。

　８、ローバッカ（エギル組）、レベル15、両手斧、軽金属防具。

　９、ナイジャン（エギル組）、レベル14、両手鎚づち、重金属防具。

　10、リーテン、レベル13、ロングメイス、重金属防具、盾あり。

　11、ネズハ、レベル12、チャクラム、軽金属防具。

　12、アルゴ、レベル不明、クロー、革防具。



「ううう～～む……」

　フロアボス攻略レイドにしてはかなり短いリストを眺め、小声で唸うなる。

　森の間を抜ける小道は、例の青っぽい岩で舗ほ装そうされていて足音がよく響ひびくが、それでも俺の声を聞き付けたアスナが顔を寄せてきた。

「何がうーんなの？」

「いや……」

　メモパッドを可視化し、アスナに示す。

「迷宮区に着くまでにフォーメーションを決めなきゃならないんだけどさ、解わかっちゃいたけどＤＰＳが多いんだよな……」

「ＤＰＳって？」

「ああ、ダメージディーラー、アタッカーのこと。このリストだと、十二人のうち俺とアスナ、エギル、ハフナー、ウルフギャング、ローバッカ、ナイジャンと半分以上がアタッカーなんだ。純粋なタンクはシヴァタとリーテンだけ、オコタンとネズハとアルゴがＣＣかな……」

「ＣＣって？」

「クラウドコントローラー、モンスターの群れをコントロールする人。他のゲームだとメイジが多いけど、魔ま法ほうナシのＳＡＯだと、デバフつきのソードスキルでモンスターを足止めしたり弱体化したりする役割だな」

「ああ、長もの武器はデバフつきのスキルが多いもんね」

　頷うなずいたアスナが、前傾姿勢で走りながら器用に腕組みし、先刻の俺と同じように「うう～ん」と声を出す。

「…………二パーティーだけなんだから、シヴァタさんとリーテンさんにそれぞれのタンクをお願いして、あとはＤＰＳとＣＣを均等に割り振るしかないんじゃないの？」

「まあ、それが正道だよな。ただ、ゴーレムボスは両手両足の直接攻こう撃げきしかしないんだけど、そのぶん威力がヤバいんだ……。通常攻撃はともかくスキルつきの攻撃は盾たて一枚じゃブロックしきれない。それだけは回かい避ひしなきゃいけないんだけど、シヴァタはともかく……」

「……ギルドに入ったばかりのリーテンさんに、そんなきつい役目を任まかせっきりにするのは少し不安ね……」

　今度はアスナと同時にうーむと唸うなり、いつしか俺も腕組みしながらリストを睨にらむ。

　たった二パーティー十二人の配置でも、唯一の正解というものはない。これが八パーティーフルレイド四十八人ともなれば、組み合わせは無限に考えられる。リンドとキバオウは、フィールドボスやフロアボス攻略のたびにこの仕事をこなしているのだ。

　そう考えると彼らへの尊敬の念も湧わいてくるが、今回ばかりは二人を出し抜かねばならない。うーむうーむと悩んでいるうちに左右の枯かれ森もりが途切れ、前方に長大な石いし壁かべが現れる。

　第一層はじまりの街を彷ほう彿ふつとさせる規模だが、あの向こうは街ではない。広がっているのは第五層最大の遺い跡せきである超巨大迷路で、迷宮区タワーはそれを通り抜けなければ辿たどり着けないのだ。

　もちろんモンスターも湧くので、迷路全体をマッピングしようと思ったら一日二日では終わらない。しかし幾つかの謎なぞ解ときをクリアすればほぼ一直線にショートカットできるし、今回はもっと心強い味方がいる。

　俺は腕組みを解ほどくとスピードアップし、二列縦じゆう隊たいを右側から追い越して先頭のアルゴに並んだ。

「アルゴ先生、あの迷路の地図って……」

「もちろんあるヨ」

　ほっと胸を撫なで下ろす俺を横目で見て、情報屋はにんまりと笑う。

「とれたてピチピチの情報だからナ、五千コルってとこかナ」

「え……ええ!?　お金取るの!?」

「クロー使いのアルゴちゃんはタダでボス戦を手伝うケド、情報屋のアルゴさまはそうお安くないんだゾ」

「ぬ、ぬぬぬ……」

　こんなことならカルルインで遺い物ぶつを拾いまくっておくんだった、と歯は嚙がみをしていると。

「ニャハハハ！　心配すんなヨ、さっきのおノロケのお礼にちょっとからかっただけダ」

　短く笑ってから、アルゴはぱちっとウインクした。

「いちおう迷路はマッピングしたけど、そんなもん必要ないのサ」

「え……どういうこと？」

「着けば解わかるヨ」

　それだけ言うと、アルゴは針路を右に取った。

　第五層迷宮区はフロア北東の隅すみにそびえ立ち、半径五百メートルの巨大迷路がそれを半円形に取り囲んでいる。つまり、高い石いし壁かべの両りよう端たんは、それぞれフロアの外周部に接しているわけだ。

　アルゴが目指したのは、南東側の端はしだった。道から外れたために何度かフィールドＭｏｂとエンカウントしたが、十二人もいるので全力で戦えば瞬しゆん殺さつしてしまう。各メンバーのコンビネーションを見るべく少し時間をかけて倒したりしたので、目的地に到着したのは午後三時四十五分だった。

「おつかれサマー、とりあえずフィールドの移動はここで終わりだヨー」

　アルゴの声に、一同がやれやれと足を止める。

　大きく伸びをしながら周囲を見回すと、何とも物寂しい光景が広がっている。すぐ北側には高さ二十メートルはありそうな石壁が垂直にそびえ、南と西側は草一本生えていない灰色の荒野。その向こうには抜けてきたばかりの枯かれ森もりが広がり、それらを傾かたむき始めた冬の日差しがモノトーンに染め上げている。

　東に眼めを転じれば、すぐ近くの外周開口部からは無限に広がる空が一望できるが、くすんだブルーグレイの色合いはそこはかとなく不吉で、《ブリンク＆ブリンク》の屋外席でアスナと満天の星を眺めた時のような高揚は感じない。体の向きを戻し、黒々とした石壁をもう一度見上げる。

　アルゴが道中みんなに披ひ露ろうしてくれた伝承によれば、巨大迷路の中心には古いにしえの王国の秘密兵器開発施設があり、迷路は侵入者を防ぐために築きずかれたものらしい。そうと知ると高い石壁がいっそうよそよそしく感じられるが、まずはこれをどうにかして通り抜けなくてはならない。

「えーっと……どこから入るんだ？」

　ライム水を飲んでいる案内人に訊たずねると、ぐいっと口くち許もとを拭ぬぐってから不敵な笑みを浮かべ、マントの内側から何やら光るものを引っ張り出した。見ればそれは、長さ十五センチほどもある巨大な鍵かぎだ。

「おお……それ、ボスクエでゲットしたのか？」

「そーゆーコト」

　鍵に結ばれている革かわ紐ひもを人差し指に引っかけ、くるくる振り回しながらアルゴは石壁に歩み寄った。表面が風化した荒いブロックに顔を寄せ、しばし何かを探す素そ振ぶりを見せてから、とある隙すき間まに鍵かぎを突っ込んでガチャリと回す。

　見守る仲間たちと同時に、俺も再び「おおー」と声を漏もらした。このあとは当然のように、石いし壁かべの一部が魔ま法ほうのように開いて、秘密の通路が現れるに違いないと思ったのだが。

　ゴゴゴ……と石壁が震え、幾つかのブロックが奥に十五センチばかり引っ込んで──それで終わりだった。

「え……アルゴ、隠し扉は？」

「ないヨ、そんなモン」

　再び鍵をどこぞのポケットにしまった情報屋は、ブロックが引っ込んでできた窪くぼみに右手を掛けると、ひょいひょいと三メートルほどよじ登った。啞あ然ぜんとしながら見上げると、互い違いに引っ込んだブロックの並びが垂直に石壁のてっぺんまで続いていて、まるでハシゴのようになっている。

「お……おいおい、まさかそこを登るのか？」

　エギルの慌て声に、アルゴは壁に片手片足を引っかけた状態で器用に振り向き、にんまりと笑った。

「オヤ、フロントランナー一のタフガイさんは、高いトコが苦手なのカナ？」

「そ、そういうわけじゃねーけど……これ、落ちたらただじゃ済まねぇだろ」

　と言い返すエギルの心配も解わからなくはない。ＳＡＯにダメージソースは各種あれど、誰もが最も恐ろしいと認めるのは落下ダメージだ。カルルインの地下墓地ダンジョンで落とし穴に落ちたばかりのアスナが、隣となりでかすかに体を震わせる。

　石壁の高さは二十メートル、地面は砂じや利り交じりの裸地、確かにてっぺん近くから落下すればＨＰの低い者は即死の危険がある。そう判断した俺は、命綱を用意するから待ってくれとアルゴに声を掛けようとした。しかしそれより早く、

「しょーがないナ、特別サービスだゾ」

　と片目をつぶったアルゴが、ウインドウを開くや何やら巨大な物体を次々とオブジェクト化させた。地面にぼんぼん音を立てて落下したのは、現時点ではほとんどのプレイヤーが無む縁えんなハウジング関連ショップで売っている大型クッションだ。見た目よりもずっと軽いそれを、ストレージいっぱいに詰め込んできたらしい。

　ハシゴの真下にどっさりとクッションを積み上げると、アルゴはその上に背中から落下した。ばっほーん、と愉快な音が響ひびくが確かにダメージを受けた様子はない。デモンストレーションを終えるとすぐに立ち上がり、俺に流し目をくれながら言う。

「オイラは最後にこのクッションを回収するカラ、先頭はキー坊に譲ゆずってやるヨ」

「え……お、俺？　まあ、いいけど……」

　ちらりと隣のアスナを見ると、無言のジェスチャーでどうぞお先に、と伝えてくる。確かに、この場でただ一人スカート装備のアスナは、紳士たちの前では登りにくいだろう。軽く頷うなずき、クッション山を踏ふみ越えて石いし壁かべに取りつく。

　いざ登り始めてみると、窪くぼみは充分に深いし互い違いの配置もホールドし易やすく、作業的にはさほど難むずかしくなかった。しかし心理的には、半なかばを越えたあたりからかなりのプレッシャーがかかってくる。あれだけクッションを積み上げれば落ちても絶対に死なない、と頭では解わかっていても、手足にじっとりと冷や汗が滲にじむような感覚に襲おそわれる。

　これはナーヴギアが発生させる仮想の汗なのか、それとも現実世界に横たわる肉体も冷や汗をかいているのか、などと考えながらどうにか二十メートルを登り切ると、石壁のてっぺんは縁ふちから一段下がった細い通路になっていた。そこに飛び降り、ふうっと息を吐いてから、地上の十一人に呼びかける。

「特に難しくないぞ、落ち着いて登れば大丈夫だ！」

「よ……よっしゃ、次はオレが行くぜ！」

　と叫び返したハフナーを皮切りに、しんがりのアスナとアルゴが登り終えるまでに十分ほどかかった。結局落ちた者は一人もいなかったが、それはアルゴが用意してくれたクッションの精神安定効果のおかげだろう。これからは俺も、クッションの二、三個はいつもストレージに入れておこう……と思いながら最後のアルゴに手を貸し、通路に着地させる。

　無事に壁登りフェイズが終了し、全員で軽くハイタッチを交かわしてから、同時に北へと向き直る。

「…………確かに、この迷路をマジメにクリアすんのは大ごとじゃなぁ……」

　と呟つぶやいたのは、アニキ軍団の両手剣使い、ウルフギャングだ。主武器のカテゴリはＤＫＢのサブリーダーと同じだが、金属鎧よろいに身を固めた重じゆう騎き士しといった風ふ情ぜいのハフナーに対して、上半身は逞たくましい筋肉にぴったりと張り付く革装備だけなのでどことなく歴戦の傭よう兵へいめいた雰囲気を感じさせる。

　彼の言うとおり、石壁の上から見下ろす半径五百メートルの巨大迷路は、たとえ完全な地図があったとしても容易に突破できないだろう。どうやらベータ時代とは構造が変わっているようなので、当時の記憶もあてにならない。

「ＡＬＳは、ここをぶっつけ本番で、しかも夜に攻略するつもりなのか？」

　驚おどろきと呆あきれを等しく含んだ表情で、シヴァタがオコタンに訊たずねた。この場では最年長だと思われるハルバード使いは、細い口くち髭ひげに苦笑を含ませながら頷うなずく。

「お恥ずかしいですが、そのようで……。ただ、元ベータテスターから、謎なぞ解ときギミックの情報は得ているようです。スケジュール表では、一時間で突破する予定になっていました」

　その言葉に、俺とアスナは思わず顔を見合わせる。

　ギルドフラッグの情報を流したのも、その元ベータテスターだろう。オコタンの口ぶりではギルドメンバーではないようなので、地下墓地で遭そう遇ぐうした黒マントの片方……つまりモルテを指している可能性は高い。となると、あの場にいたもう一人の黒マントが、ギルドメンバーとしてＡＬＳに潜もぐり込んでいるのだと思われる。

　せっかくの機会なのだから、シヴァタとハフナー、そしてオコタンに黒マントたちの策さく謀ぼうを打ち明けて、スパイの正体を探さぐり出したいのはやまやまだが、アルゴやエギルたちがいるこの場では難むずかしい。そもそも、のんびり会話をしている余裕もない。

　ボス攻略がうまくいったら、打ち上げと称してもういちど話す機会を作ろう……と思いながら視線を右に振り、巨大迷路の中心に屹きつ立りつする巨塔を見上げる。

　一口に迷宮区タワーと言っても、その規模やデザインはフロアによって様々だ。共通するのは百メートルという高さだけで、横幅も同じくらいのずんぐりした円柱もあれば、ひょろりと細長い角柱もある。五層の迷宮区はオーソドックスな円柱タイプで、幅は高さの三分の一程度、規模としては小さいほうだ。根元の正面側には堂々とした門が見えるが、俺たちが立っている石いし壁かべが浮遊城の外周沿いに迷宮区まで延び、接合部分にも小さな扉がある。つまりあそこから入れば、高さ百メートルの五分の一をショートカットできるわけだ。ボスクエを地道にクリアしてくれたアルゴのおかげで、少なく見積もっても二時間は稼かせげるだろう。

「サンキューな、アルゴ」

　小声で礼を言うと、振り向いた情報屋は巻き毛の奥でぱちくりと瞬まばたきしてから、いつもの皮肉な笑みを浮かべた。

「何言ってんだヨ、本番はこれからだゾ」

「そうだな……」

　頷うなずき、俺は一同に移動を促うながすべく、大きく息を吸い込んだ。




　石壁上の通路を一列になって移動し、迷宮区タワーとの接合部に設もうけられた小さな望ぼう楼ろうで、再び小休止を取る。この先は第五層で最高難なん易い度どのダンジョンなので、しっかりと準備を整えなければならない。

「みなさん、よかったらどうぞ」

　とアスナがストレージから取り出したのは、例の巨大ロールケーキだった。マナナレナの村唯一の名物スイーツだが、隠れ喫茶店を知っている者しか食べられないので、ほとんどのプレイヤーは初見だったようだ。アニキ軍団やハフナーが「うめっ！　うんめっ！」と唸うなりながら手づかみでガツガツ頰ほお張ばるいっぽうで、壁かべ際ぎわに並んで座るリーテンとシヴァタが仲むつまじくフォークを動かしている。少々はらはらしつつオコタンを見ると、こちらもいつの間にか仲良くなったらしいネズハと談笑中で、おいおいＡＬＳにスカウトしないでくれよ……と別の意味で心配になる。

　皆にケーキを配り終えたアスナは、最後にちゃんと俺にもくれると、隣となりで自分のぶんを食べながら頭上にそびえる巨塔を仰あおぎ見た。

「……いよいよだね……」

「ああ……」

　頷うなずき、手づかみでロールケーキをがぶっと囓かじる。数時間前に喫茶店で食べた時はあれほど濃のう厚こうに感じられたバナナ味が、なぜかいまはあまり舌に伝わってこなくて、ようやく自分が深く緊きん張ちようしていることに気付く。

　デスゲームＳＡＯを攻略するため、いつかこの電子の牢ろう獄ごくから脱出するためには、これが唯一の選択肢だったはずだ。ＡＬＳの抜ぬけ駆がけ作戦が成功しようとしまいと、攻略集団には深刻な亀裂が生じ、ここまで日数を短たん縮しゆくしながら最前線を押し上げてきたエネルギーは霧む散さんする。攻略は停滞し、集団に加わるべく下の層で頑張っているリーテンのようなプレイヤーたちの希望は失われ、アインクラッド全体を冥くらい失望が覆おおい尽くすだろう。あたかも、決して星が輝くことも、朝あさ陽ひが昇ることもない、永遠の夕ゆう闇やみのように……。

　食べかけのケーキを紙皿に戻すと、不意にかすかな音楽が聞こえたような気がした。幻まぼろしだと解わかっていたので、追い払おうと眼めを閉じる。

　すると今度は、瞼まぶたの裏に怪しげな情景が浮かぶ。

　急せき立てるような、囃はやし立てるような、嘲あざ笑わらうような旋律に乗って、血の色の夕陽を背景にひょこひょこと奇妙な動きで踊る三つのシルエット。漆しつ黒こくのマントやポンチョの裾すそが、蝙蝠こうもりの翼つばさのように目まぐるしくはためく。右みぎ端はしの一人の口くち許もとだけが露あらわになり、見覚えのある歪ゆがんだ笑みを滲にじませる。

　……もしかしたら、俺のこの行動さえも、奴やつらに煽せん動どうされた結果なのでは……？

　そんな考えが脳裏に浮かび、手足を冷たく痺しびれさせる。

　区切りの第五層迷宮区には、これまでで最強クラスのフロアボスが出現する。俺はアスナに何度もそう言ったし、自分でもちゃんと理解しているつもりでいた。だが、事情はどうあれ現在の状況だけを見れば、俺はわずか二パーティー十二人という戦力でそのボスに挑いどもうとしているのだ。

　勝算はある。偵察も充分にするつもりでいる。

　問題があるとすればそれは、俺の選択と行動が、揺るぎない信念に基づくものではないということだ。

　はじまりの街を出てからの俺が最優先してきたのは、あくまで自分のサバイバルだけだった。いまではそこにアスナやアルゴが加わっているが、決してＳＡＯに囚とらわれたプレイヤー全員を守ろうとか、自分の手でこのデスゲームをクリアしてやろうとか、そんなポリシーが生まれたわけではない。

　いっぽうここにいる他のプレイヤーたちは、たぶん皆がそれぞれの信条に従って、リスクを承知で突発的攻略作戦に参加してくれたのだ。

　たとえばハフナーは、デスゲームの攻略が何よりも優先されるという信条で動いている男だ。四層の主街区ロービアで、ゴンドラに長い行列を作る観光客たちを強引に押しのけたりもした彼だが、きっとあの時は観光客への苛いら立だちを感じていたのだろう。物もの見み遊ゆ山さんをする元気があるなら、それをゲームの攻略に向けろと言いたくなる気持ちはまあ解わからなくもないし、今回はその信条を所属ギルドの利益よりも優先したのだから行動としては一貫している。

　あるいはシヴァタは、推測を飛び越して勘かん繰ぐりになってしまうが、たぶんリーテンのためにここに来た。二人がどういう経けい緯いで付き合うようになったのかは解らないが、それぞれの所属するギルドが決定的な敵対状態に陥おちいってしまうのを防ぐべく剣を取ったのだろう。それだって立派な動機だ。

　エギルたちも、アルゴも、そしてネズハも、自分の心に照らして答えを出したに違いない。ならば俺は──大ギルドにそっぽを向き、自己の利益のみを最優先してきたはぐれビーターのキリトは、なぜ信条に反してこの集団に加わり、それどころか指揮さえしようとしているのか？

　答えは恐らく、モルテたち煽せん動どう集団への敵意だ。

　俺にデュエルＰＫを吹っかけ、アスナを怯おびえさせたあいつらに、これ以上好き勝手なことをさせてたまるかという怒りが俺を動かした。

　だとすれば、やはりその怒りの炎は、奴らに煽あおられたものだと言わねばならない。俺は冷静さを失っているのだろうか？　敵てき愾がい心しんに凝こり固まったあげくに無む謀ぼうな作戦へと突き進み、俺を信じてくれた人々を一方通行の死地に連れ込もうとしているのか……？

　いつしか歯を食い縛しばり、無言でロールケーキを睨にらみ続けていた俺の、冷たく痺しびれた右手に。

　突然、ほんのりと温かい熱が生まれた。

　見下ろすと、黒革のコートとシルクのケープに隠れて皆からは見えない位置で、白くて小さな手が俺の手を包んでいる。視線を上げていくと、細剣使いの横顔が眼めに入る。

　いつものように素そっ気けない、つんと澄すました表情だったが、右手を包み込む確かな温度は、まるで春の陽ひだまりに触れているかのようだった。何を言うこともできずに放心していると、少し尖とがらせた唇がかすかに動いた。

「……三層の野営地で、バフをくれたお返しよ」

「え…………ああ、そんなこともあったっけ……」

　ウインド・フルーレを溶かしてシバルリック・レイピアに生まれ変わらせた時のことを思い出し、俺は小さな左手をきゅっと握り返した。

[image: ]

　そういえば、アスナはどうしてこの作戦に賛同したのだろう。ギルドフラッグがどうとか、二大ギルドの反目がどうとかいう理屈だけでは足りなかったはずだ。彼女なりの譲ゆずれない信条に従った結果なのだとすれば、それはいったい何なのだろうか……。

　知りたかったが、いまここで訊きくべきことではないと思えた。

　ボスを倒し、無事に主街区へ戻ることができたら、その時に訊こう。そしてそれを、俺が戦わねばならない最大の理由にしよう。

　そう思い定めると、頭の隅すみでしつこく鳴り響ひびいていた不吉な音楽も、奇怪に踊るシルエットもすうっと遠ざかり、消えていった。

　右手はアスナの手を握ったまま、左手の紙皿を顔の上でひっくり返して残りのロールケーキを口に放り込むと、俺はもういちど迷宮区タワーを見上げた。

　これまでの遺い跡せきよりもいっそう青黒い巨塔は、左側に真冬の斜陽を受けて、寒々しい雰囲気を漂ただよわせている。内部で待ち構えている無数のモンスター、そしてフロアボスの敵意が、霜しもとなって染み出してきているかのようだ。

　しかし、アスナの左手が与えてくれた熱が、全身の血管に流れ込んで冷気を遠ざける。最後にもう一度強く握り、ゆっくりと離はなすと、顔の向きを戻す。

　途と端たん、こちらを見てにやにやしているアルゴと眼めが合ってしまうので、咳せき払ばらいして数歩前に出る。

「……それじゃみんな、いちおう編成を考えたから聞いてくれ」

　ケーキを食べ終えた一同が集まってきたところで、腹案を発表する。

「Ａ隊が、ハフナー、シヴァタ、オコタン、ローバッカ、ナイジャン、リーテン。Ｂ隊が、俺、アスナ、エギル、ウルフギャング、ネズハ、アルゴ。この分け方で行こうと思うんだけど、どうかな」

　どうやら皆が予想していた編成とは違ったようで、一いつ瞬しゆんざわついた空気をシヴァタの声が引き締しめる。

「……つまり、Ａ隊にタンク、Ｂ隊にアタッカーを集めたわけか？」

「そんな感じだ」

「セオリーとは違うな。均等に割り振らなかったのはなぜだ？」

「そうするには、少しだけタンクが足りないんだ。盾たて持もちがシヴァタとリーテンだけだから、二人を違うパーティーにすると、ＰＯＴローテが間に合わないかもしれない。それならいっそ、ＤＥＦの高い奴やつをワンパーティーに集めて、そこにタゲを集中させたほうがＨＰを管理しやすいと思う。もちろん、タンク部隊の負担は重くなるけど……」

　最後の言葉を聞いたシヴァタは軽くかぶりを振り、「それはいいんだが」を前置きしてから冷静な反はん駁ばくを続けた。

「しかし、タンクを固めると広こう範はん囲いの同時攻こう撃げきには対処しきれないぞ。そこは問題ないのか？」

「あくまでベータの時の話だけど、五層のゴーレムボスは、ブレスとかのエリア攻撃はしない。基本は両手のパンチと両足のストンプ、しかもタイミングは左右別々だ。だから、ヘイト管理さえきっちりできれば、ワンパーティーで防御し続けることは可能だと思う」

「なるほどな……」

　頷うなずいたシヴァタから他の面々に視線を移し、説明を付け加える。

「もちろん、最初に俺がボスをじっくり偵察して、想定外の攻撃パターンがないか確かめる。実戦が始まってからも、ボスのＨＰゲージが替わるタイミングでは必ず部屋の外に退たい避ひできる態勢を取って、未知の攻撃パターンに備そなえる。たった二パーティーでのボス戦だけど、勝算は充分にあるし、一人の犠ぎ牲せい者しやも出すつもりはない。──シヴァタとリーテンが企画してくれたカウントダウン・パーティーを成功させるためにも、そして二〇二三年を希望のある年にするためにも、みんな……力を合わせよう！」

　なぜか後半は予定外の演説になってしまい、いくらなんでもやりすぎたと我ながらちょっとばかり引きそうになった、その時。

「うおっしゃあ！　やったろうぜ!!」

　と拳こぶしを突き上げてエギルが叫び、それに全員の「おう!!」という唱和が重なった。

　助かったよアニキ、と内心で感かん謝しやしつつ、俺も皆と一緒に拳を高く掲げた。

　二〇二二年十二月三十一日、午後四時十五分。

　急造のフロアボス攻略部隊は、鋼鉄の扉を開き、迷宮区タワーへと足を踏ふみ入れた。










　　　10




「「スイ────ッチ!!」」

　小型ゴーレム──と言っても体高二メートルはあるが──の三連パンチ攻こう撃げきを、二つ並べた鋼鉄の盾たてで防御したシヴァタとリーテンが、ぴったり重なった声で叫んだ。

　パンチの衝しよう撃げきを利用して後方にジャンプする二人の真ん中を、ハフナーが両手剣を振りかぶりながら突進する。肉厚の刃やいばがオレンジ色の輝きを宿し、システム・アシストが重装剣士をぐいっと加速させる。

　両手剣単発上段斬ぎりソードスキル《カスケード》が、小型ゴーレムの額ひたいを直撃し、まだ三割近く残っていたＨＰバーを吹き飛ばした。手足の接合部からばらばらと分解し、岩の塊かたまりに戻った直後、青いポリゴン片となって四散する。

「……さすがの攻撃力ですね……」

　隣となりで感心しきりな様子のネズハに向けて、俺は囁ささやいた。

「それもあるけど、当てた場所もよかったな。さっきのゴーレム、デコになんか紋章っぽいのがあったろ？」

「あ、はい」

「あそこがゴーレム族共通の弱点で、ちゃんとフロアボスにもある。もちろんボスは身長がくっそ高いから、通常攻撃やほとんどのソードスキルは届かないけど……」

「そうか、こいつなら……」

　右手に握った金属輪を持ち上げてみせるネズハに、うんと頷うなずき返す。

「ああ、チャクラムなら問題なく届く。二層の牛キングと同じ感覚で、タイミングを計って当てていけば、ボスの必殺技をキャンセルできるはずだ」

「了解です」

　そんな会話をしている間にもＡ隊の戦せん闘とう後ご処理が終わり、パーティーリーダーのハフナーが「行くぞー」と声を掛けてくる。右手を挙げて応こたえ、俺がリーダーを務つとめるＢ隊も移動を再開する。

　ここまで、二つのパーティーが交互にモンスターと戦ってきたが、急造チームにしてはＡ隊、Ｂ隊ともにコンビネーションは悪くない。ガード→スイッチ→アタックという黄金パターンが使えるＡ隊よりも、アタック→スイッチ→アタックを繰くり返すことになるＤＰＳだらけの我がＢ隊を心配していたが、エギルの両手斧おのとウルフギャングの両手剣がこちらもさすがの攻撃力で敵をきっちりノックバックしてくれるので、俺とアスナが入れ替わりで飛び込む余裕は充分にある。

　しかし重要なのは、二つのパーティー間の連れん携けいだ。ここまでに何箇所かあったプチボスつき大広間で、Ａ隊が防御とデバフに専念、左右と後方からＢ隊が攻こう撃げきという作戦を試してみたが、やはりちょっと調子に乗ってヘイトを貯ためすぎて、ボスの狙ねらいがＢ隊に移ってしまうシーンが何度かあった。モンスターのヘイト値は可視化できないので、本番ではＢ隊の攻撃を意識的に抑えていくしかない。

　まったく、レイドリーダーのお仕事がこうも大変だとは、体験してみるまで解わからなかった。鋼鉄の規律と上下関係でギルドをきっちり統率しようとするリンドの気持ちも少しは解るし、代わりに連帯感を高めようとしてギルドフラッグの誘惑に負けてしまったキバオウの事情も、想像できないこともない。

　この作戦が終わったら、また気楽なソロ暮らし……ではなくコンビ暮らしに戻って、二度とリーダーと名のつく立場には近づかないぞ。と固く決意しながら薄うす暗ぐらい通路を歩く俺の左腕を、アスナが軽くつついた。

「ん……？」

「ねえ、なんだか、それっぽくなってきたわよ」

　その言葉に周囲を見回すと、確かにダンジョンの雰囲気がこれまでとは変わりつつある。

　左右の壁かべには謎なぞの古代文字がびっしりと彫り込まれ、巨大な柱も四角いゴーレムの頭を積み重ねた彫刻に、床と天井は磨みがき上げられた黒大理石に。通路の装飾が増えるのは、ボス部屋が近い証拠だ。

　ウインドウを開くと、時刻は午後七時過ぎ。俺たちがダンジョンに入ってからすでに三時間が経過し、階段を上った回数を考えても、そろそろゴールに着いていい頃ではある。

「やれやれ、やっとこボス部屋か。さすがに迷宮区を一気に突破すんのは楽じゃねえな」

　スキンヘッドの後頭部に両手をあてがい、そんな感想を口にするエギルに、俺はにやっと笑いかけた。

「いやいや、五層、六層あたりはまだまだ部屋の数も少ないし、構造も単純なんだぜ。十層の迷宮区なんかアホみたくでかくて複雑で、ベータの時は三日かけてもボス部屋にすら辿たどり着けなかったよ」

「うっほえぇ……」

　情感たっぷりに呻うめくのは、エギルの仲間のウルフギャングだ。

「んだば、攻略はそこでギブアップじゃったんか？」

「ギブアップっつーかタイムアップだな。たぶん俺がいちばん上まで行ってたと思うんだけど、くっそ強いヘビザムライと戦ってる時にベータテスト終了のアナウンスが流れて、はじまりの街まで強制転移」

「おい、なんじゃいそのヘビザムライってのは。ワシ、蛇苦手なんじゃよ」

　本気で嫌いやそうな顔をするマッチョガイを見て、アスナがくすっと笑う。

　ウルフギャングは、茶色いロングヘアをぼさぼさと後ろに流し、同色の顎あご髭ひげを長く伸ばしているので、容よう貌ぼうはその名の通りオオカミっぽい。しかし本人の弁によれば、名前はアメリカの有名ステーキハウスから取ったのだそうだ。将来金が貯たまったら、二層の牛フロアでステーキ屋をやるのが夢だというから、商人っけのあるエギルとは気が合うのだろう。

「十層に出てくる巨大ヘビの肉もけっこううまかったから、店を出したらそいつのステーキもメニューに入れるといいよ」

「い、いやじゃい！　ステーキと言えば牛肉！　ワシの店じゃあ、じっくり熟じゆく成せいさせたドライエイジドビーフしか出さんのじゃーい！」

「おいおい、ここじゃあエイジングしてるうちに耐久度が切れて肉が消えちまうぜ」

　エギルの突っ込みに、アルゴがにゃはははと笑う。

　ビーフ限定というなら、二層の迷宮区に出てくる牛男トーラスの肉はアリなのだろうかと思ったが、その疑問を口にするより早く──。

「おい、あれを見ろ！」

　という声が、少し前を歩くＡ隊から飛んできた。

　慌てて背伸びしながら薄うす暗ぐらい通路の先に眼めを凝こらすと、そこには半なかば期待どおり、半ば予想を裏切るものが存在した。

　これまでのフロアの迷宮区では、こういう不気味な通路の先には必ず不気味な大扉があり、その先がボス部屋だったのだ。しかし俺の眼が捉とらえたのは扉ではなく、通路の幅いっぱいに広がっている大階段だった。視線を上に向けると、天井には真っ暗な大穴が開いていて、階段はその向こうへ消えている。とりあえず、残る通路にも階段上にもモンスターの気配はない。

「気をつけて進んでくれ！」

　前に呼びかけると、ハフナーの声で応答があった。前方はＡ隊に任まかせ、左右と後方を警けい戒かいしながら歩くこと数十秒。

　大階段の手前で立ち止まったＡ隊に追いついた俺は、集団を通り抜けて先頭に出た。

「……横に隙すき間まはないな……」

　俺の言葉に、左でハフナーが頷うなずく。

「つまり、ここを上るしかないってことだな。ちなみに座標は、タワーのだいたい中央だ」

「うーん……上った先にまた通路と扉があるのか、それともいきなりボス部屋なのか……」

「ベータの時は違ったのか？」

　背後からシヴァタに問われ、振り向いて頷く。

「ああ。前は普通に扉があって、それを開けたらゴーレムボスの部屋だった。まあ、ここまでの構造もほとんど変わってたから、階段への変更に大きな意味はないのかもだけど……」

　顔の向きを戻し、もう一度階段の先の四角い暗くら闇やみを凝ぎよう視しするが、まったく見通しが利きかない。松明たいまつでも投げてみるか……などと考えていると、いつの間にか右みぎ隣どなりに進み出てきていたアルゴが、左手に持ったカンテラを掲げながら言った。

「ま、覗のぞいてみるしかないダロ」

「そ、そうだな……。んじゃ、いきなりボス部屋だった時のことを想定して、予定どおりまず俺が一人で偵察してくるよ」

　メンバーたちに待機の指示を出すべくもう一度後ろを向こうとしたが、その寸前でアルゴがいつになく真剣な声を出した。

「待った、ここはオレっちに任まかせてクレ」

「え……？」

「この階段が気になるんだよナ。もしかしたら、段が床からせり上がって入り口を塞ふさいじまうトラップかもしれナイ。そうなっても、オイラなら完全に閉まる前に脱出できル」

　そう言いながら、アルゴは爪つま先さきでこんこんと石段を蹴ける。よくよく見ると、段の側面にも古代文字が浮き彫りになっていて、いかにも何かありそうだ、という気もしてくる。

　しかし、アルゴには地下墓地ダンジョンでもボスのソロ偵察をやらせてしまったばかりだ。あの時は無事だったからといって、今回もそうだとは限らない。

「……なら、二人で行こう。これは譲ゆずれないぞ」

「エ～～？」

「そんな顔してもダメ！　アルゴほどじゃないけど俺だってスピード型なんだからな、階段が動きそうだったらすぐ脱出するくらいのことはできるよ」

「ちぇ、しょーがないナ……」

　口を突き出しながらもアルゴが承しよう諾だくしたので、シヴァタたちに階段を見張っていてくれるよう頼む。進み出てきたアスナが、

「気をつけてね」

　と囁ささやくので「ああ、大丈夫。すぐ戻る」と小声で答え、いちばん下の段に右足を掛ける。

　先を行くアルゴを追って、慎重に大階段を上っていく。行く手の暗くら闇やみが、少しずつ、少しずつ近づいてくる。

　やがて階段は通路の天井に潜もぐり込み、しばらくそのまま続いた。これはつまり、アスナたちが待つフロアと、上のフロアを隔へだてる床面が異常に分厚いということだ。光源はアルゴのカンテラだけだが、松明たいまつより明るいはずのその光を、濃のう密みつな闇が押し返してくる。

　穴に入ってからたっぷり五メートルほども上ったその時、気温の変化を感じた。

　重苦しい冷気が、頭上からしんしんと流れ落ちてくる。間違いなく、ボス部屋の空気。

「アルゴ」

　声を掛けると、情報屋は上を見たまま頷うなずいた。そこから三段、四段、五段目で、足あし許もとの素材が変わった。

　ブーツの底に打たれた鋲びようが、固く滑なめらかな床に当たって鋭するどい金属音を響ひびかせた、その直後。

　ぶぅん、という奇妙な振動音を響かせて、ずっと離はなれた場所に幾つもの光が生まれた。

　まるでＬＥＤ電球のように青白い照明が、暗くら闇やみを霧む散さんさせる。周囲の光景を視認した途と端たん、俺は鋭するどく息を吞のんだ。

　広い。

　円形の空間は、直径が約三十メートル、高さも十五メートルはあるだろう。つまり、迷宮区タワーの恐らく最上部が、丸ごとひとつのボス部屋になっているということだ。湾曲する壁かべがそのままタワーの外がい壁へきで、天井はもう次層の底だと思っていい。

　しかし、となると、問題が一つある。

「……あれ……六層に上る階段がないぞ……」

　俺の呟つぶやきに、アルゴがカンテラをしまいながらこくりと頷うなずく。油断なく周囲に視線を走らせ、さすがに緊きん張ちようした声で答える。

「しかも、ボスが湧わく気配もないヨ……」

　今度は俺が頷く番だった。

　これまでなら、ボス部屋に入る、明かりが点つく、というシークエンスのあとはすぐにフロアボスの湧ゆう出しゆつが始まったのだ。しかし、俺もアルゴも階段から床に移動しているのに、部屋のどこにもポリゴンブロックが出現する気配はない。

　床と天井は、まるで黒いクリスタルのように光こう沢たくのある平へい滑かつ面めんで、細いラインが電気回路の如ごとく縦じゆう横おうに走っている。腰を落としてその溝みぞに触れてみるが、やはり何も起きない。

「まさか……もうＡＬＳが倒しちゃった、とか……？」

「そりゃないだロ、オイラたちがマナナレナを出た時、あいつらがまだ村にいたのは確認済みだヨ。もう出発はしてるだろうケド、こっちが三時間以上先行してるはずダ」

　俺の推測をすっぱり否定し、アルゴがじり、じりと前に出る。

「お、おい……」

「たぶん、もうちょっと移動しないとボスがポップしないんだヨ……。キー坊は階段のとこで待ってロ」

　そう言い残し、アルゴは慎重な足取りで前進を続けた。

　視線で彼女を追い越すと、十メートルほど先に、床のラインが一点に集まって複雑な同心円を描いているポイントがあった。確かになにかありそうだが、そのぶん不安も高まる。しかしそれはアルゴも承知の上だろう。ここは信じて見守るしかない。

　青白い燐りん光こうに照らされる黒い床の上を、情報屋はゆっくりと、滑すべるように移動し──直前で一呼吸入れてから、サークルの中に足を踏ふみ入れた。

　一秒……二秒……三秒……

　四秒目から五秒目のあいだに、いくつかのことが同時に起きた。

　床のラインが青く発光し、同時に瞬しゆん間かん的な、しかし凄すさまじい震動が部屋中を揺るがした。俺は咄とつ嗟さに「アルゴ!!」と叫び、その時にはもうアルゴは後方に跳び退すさろうとしていた。

　同じことを百回試せば、アルゴは九十九回退たい避ひを成功させただろう。

　しかし、アインクラッドでは、あらゆる事象はランダムに見せかけたシステムの演算の結果である。システムがそうと決めたら、プレイヤーがその意志に抗あらがうことはできない。

　アルゴは、一いつ瞬しゆんの震動に足を取られ、円の中で転倒してしまったのだ。

　直後、彼女を取り囲むように、黒い床から五本の四角い柱が轟ごう音おんとともに伸び上がった。

　長い柱が三本。少し短い柱が一本。もっと短い柱が、もう一本。あの並び……あの配置は。

　ただの柱ではない。あれは、五本の指。つまり、何者かの、巨大な手だ。

「アルゴ────ッ!!」

　絶叫しながら、俺は全速力で走り始めた。アルゴも指から逃れるべく立ち上がろうとするが、この世界の転倒タンブルは純然たるバッドステータスである。倒れた直後は瞬間的なスタン状態を課せられ、それが消えるまで動くことはできない。

　表面に青いラインの走る漆しつ黒こくの指が、アルゴを握り締しめようとする。その隙すき間まに飛び込み、彼女を救出するべく、俺は床を…………

「キー坊、来るナッ!!」

　これまで聞いたことのない、鋭するどい叫び声とともに、床に倒れたままのアルゴが右手を閃ひらめかせた。俺の左ひだり頰ほおを掠かすめて飛んだのは、彼女がいつも右腰に装備している鉄針ピツクだった。仮想体アバターの両足が、俺の意思を裏切ってほんの一瞬硬直した。

　ゴゴゴーン！　と爆ばく発はつめいた重低音を轟とどろかせ、俺の目の前で、アルゴを摑つかんだ黒い手が床から高々と伸び上がった。

　空中で、五本の指が、硬く硬く握り締められた。

　漆黒の拳こぶしの隙間から、かすかな破は砕さい音おんとともに青いパーティクルがきらきらと飛び散るのを、俺は呆ぼう然ぜんと見上げた。

　もしも、一昨日おとといの夜に地下墓地ダンジョンで等質の恐怖を味わっていなければ、今回こそは手遅れになっていたかもしれない。

　あの時、黒マントの片割れが持つシバルリック・レイピア＋５を見た俺は、完全に冷静さを失ってしまった。アスナが奴やつらにＰＫされたという想像だけにとらわれて、彼女のＨＰバーを確認することさえすぐには思いつけず、それをした後もシステム処理の遅れなのではないかと恐怖した。幸い、大声に引き寄せられたモンスターのおかげでモルテたちは撤てつ退たいしていったが、俺が冷静でいられたならば、もっと適切な対応を思いつけたかもしれない。

　今度こそ、同じ間違いを繰くり返してはならない。

　俺は、空中に舞まい散る光点から視線を引き剝はがし、視界左上に六本並ぶＨＰバーの一番下、アルゴのそれを確認した。一割ほどダメージは受けているが、バーはまだ健在。俺が見た破砕エフェクトは、彼女自身ではなく装備の消滅によるものだろう。

　しかし、ほっとするのはまだ早い。アルゴのＨＰは、現在も微速ながら減少し続けている。巨大な握にぎり拳こぶしから、速すみやかに解放しなくてはならない。

「う……おっ！」

　背中からソード・オブ・イヴェンタイドを引き抜きざま、床から十メートルほども屹きつ立りつする漆しつ黒こくの腕に切りつける。耳をつんざく衝しよう撃げき音おん、大量の火花、そして手首から肩まで突き抜けるバックラッシュ。黒水晶のような表面に赤いダメージラインが刻まれるが、すぐに消えてしまう。上空の拳が開く様子もない。

　焦あせる気持ちを抑え、剣を左ひだり脇わきに構えるとソードスキルを発動させる。水色の閃せん光こうが目の前を超高速で往復し、先刻を上回る衝撃を生み出す。水平二連撃技、《ホリゾンタル・アーク》。

　今度こそ、明確なリアクションがあった。上空から雷らい鳴めいを思わせる咆ほう哮こうが降り注そそぎ、黒い腕が床に引っ込みつつ拳を開いたのだ。

　まだ八メートル近い高さがある掌てのひらから、しゅっと小さな影かげが飛び出し、空中でくるくる回転すると俺の隣となりに着地した。そのままバック転で後退するのに合わせて、俺も巨大腕から距きよ離りを取る。

　現れた時よりは控えめな震動とともに腕が床に沈み込むと、隣から、

「いやー、びっくりしたナー」

　と吞のん気きなコメントが聞こえた。「それはこっちの台詞せりふだ」と言い返しつつも、こっそり安あん堵どの息を吐く。アルゴの被ダメージは十五パーセント程度で済んだようだが、トレードマークのフードつきショートマントが消滅し、その下のレザーアーマーもかなり手酷く損傷している。俺が見た粉ふん砕さいエフェクトは、マントのものだったようだ。

「とりあえず、いったん下に……」

　戻ろう、と俺は言いかけたが、その言葉をアルゴが鋭するどく遮さえぎった。

「キー坊、下！」

「…………!?」

　見ると、床一面に走る光の回路図が、目まぐるしく変化している。青いラインは俺の足あし許もとに集まり、幾いく重えもの同心円を描き出し──。

「ぬおっ……！」

　アルゴと同時に思い切りジャンプした直後、再び例の黒い巨腕が床からそそり立ち、空中でガッキャーンと拳を握った。

　危ないところだったが、しかしこれでパターンがひとつ解わかった。ラインの動きに気をつけていれば、もう摑つかまれることはない…………

「下、下!!」

「…………!?」

　またしてもアルゴが喚わめき、俺は下を見る。さっきの腕がまだ生えっぱなしなのに、再び同心円が形成されつつある。

「むわっ……！」

　更にジャンプ。ブーツの爪つま先さきを掠かすめるように二本目の腕が屹きつ立りつし、大量の空気を握り潰つぶす。

「なんだよ、二本もあるのか!?」

「腕が二本あるのは普通だと思うゾ」

　数十秒前に死にかけたにしてはいたって冷静な声で、アルゴが突っ込みを入れてくる。

「よく見ろヨ、親指の場所が逆だ。あれは右手と左手だヨ」

「お……おお、確かに……」

　言われてみれば、並んでそびえ立つ二つの腕は、あたかも床下から巨人が両腕を突き出しているかのようだ。

　つまり、今度こそ摑つかみ攻こう撃げきは打ち止めのはず。この隙すきに、かなり離はなれてしまった下り階段まで移動を、と一歩足を踏ふみ出した、その時。

　ふと嫌いやな予感に襲おそわれ、俺はちらりと上を見た。確か、天井にも、床とまったく同じような青いラインが生成されていたはず──。

「────ほらあ!!」

　と叫び、今度は俺がアルゴの腕を摑んで引っ張る。ぴったり真上に、例の危険な同心円が、あたかもターゲットサークルの如ごとく出現していたのだ。

　そこから轟ごう然ぜんと降り注いできたのは、腕ではなく、巨大な足だった。ダッシュする俺たちのすぐ後ろで、サイズ二百センチはありそうな黒い裸足はだしが、したたかに床を踏ふみつける。発生したショックウェーブに足を取られそうになるが、からくも転倒を回かい避ひする。

「おいキー坊、腕が二本あるってことは、足も……」

「解わかってる!!」

　立ち止まらずに天井を睨にらむ。予想どおりラインが目まぐるしく動き、更なるターゲットサークルを描き出す。

「来るぞ!!」

　と叫んだ声を、轟音が搔かき消した。二つ目の巨大足が、第二層中ボスのバラン将軍を上回る迫力のストンプをぶちかまし、再び床が波打つ。しかし今度はタイミングを予想できたので、アルゴと同時にジャンプしてショックウェーブをやり過ごし、振り向きながら両足でブレーキを掛ける。

　直径三十メートルの広間の真ん中付近には、二本の腕と二本の脚が、奇怪な塔の如ごとくそびえ立っていた。摑み、摑み、踏みつけ、踏みつけの四連続攻撃はなんとか回避したが、壁かべ際ぎわまで逃げてきてしまったので、階段は十五メートルほど離れてしまった。街中なら距きよ離りとも言えないような距離だが、この状況では相当に遠い。

　いまのところ床と天井のライン、そして巨大な手足が静止しているので、この隙に階段へとダッシュするべきか、それとも三本目の腕か脚、あるいは別の何かが生えるのを警けい戒かいするべきか……と考えていると。

「おいキー坊、動くナ」

「え？」

　反射的に隣となりを見ようとしたが、再び「動くナ！」と叱しかられてしまい、慌てて全身を静止させる。ラインは止まっているのにいったい何事、と息を詰めていると、新たな指示が飛んだ。

「足を動かさないで、そーっと下を見ロ」

「う、うん……」

　言われるまま、目玉と顔を最低限動かし、自分の足あし許もとを見下ろす。そこにあるのは、黒い床と青い光のライン、そして愛用のレザーブーツ。

「見たけど……」

「もっとよーく見ろっテ。オマエの足も、オイラの足も、偶然だけどぎりぎりのトコで青い線を踏ふんでないだロ？」

　言われてみれば、確かにその通りだ。四つの足は全て、ラインに区切られた黒い床面だけに乗っている。しかし、最も狭い場所では一センチほどの隙すき間ましかないので、身動きしたらその瞬しゆん間かんに踏んでしまいそうだ。

「……つまり、このラインを踏むとあのターゲットサークルができて、そこをデカ手とデカ足が攻こう撃げきしてくる？」

「だと思うヨ」

「……てことは、このラインを踏まずに移動すれば、攻撃されずに階段まで戻れる？」

「だと思うヨ」

　推測は肯定して頂けたが、しかし言うほど簡かん単たんではない。きっちり格こう子し状に配置されているならまだしも、青いラインは直線や曲線がランダムに組み合わされ、広い隙間でも人ひとりがなんとか立てるくらい、狭いところは五センチほどしかないのだ。つま先立ちで細心の注意を払っても、一いつ切さいラインを踏まずに階段まで戻るのは相当に難なん易い度どが高い。

　いっそ、攻撃されるのを覚悟でダッシュしてしまったほうが……いや、そういう一いちか八ばちかな考え方がピンチを招くのだ……。

　全身を静止させたまま思案していると、再び床が震えた。すわ、と前を見たが攻撃ではなく、四本の手足が床と天井に引っ込み始めたのだ。どうやらしばらくラインが踏まれないと、元に戻る仕組みらしい。

　とりあえず、抜き足差し足で階段まで戻ろう。

　そう決意した俺は、アルゴにその旨むねを伝えようと口を開いた。

　しかし、次に聞こえた声は、俺のものでもアルゴのものでもなかった。

「──おいっ、大丈夫か!?」

　という叫び声が階段の下から響ひびき、ハフナーを先頭にした十人が、勢いよく広間へと駆かけ上ってきた。二十の足が次々にラインを踏ふみ、床と天井に、四つのターゲットサークルが同時に出現した。

「なんだ、まだボスは出てないのか──」

　というシヴァタの、拍子抜けしたような声を、俺は最大ボリュームの絶叫で上書きした。

「回かい避ひ！　回避──!!」

　本当は、床を見て足あし許もとに青い光のサークルがある奴やつだけ回避、と伝えたかったのだがとてもそんな余裕はなかった。

　俺の声が響ひびいたコンマ三秒後、レイドメンバーたちはさすがの反応速度で大きく飛び退のいた。しかし、狭い範はん囲いにいた十人がバラバラに跳んだため、Ａ隊のシヴァタとローバッカが交こう錯さくし、バランスを崩くずしてその場に倒れ込んだ。しかもなんとかの法則というやつか、ラインを踏んでいた四人にローバッカも含まれていて、二人が倒れたその真下には巨大な目玉を思わせるターゲットサークルが出現していたのだ。

　ゴゴゴゴン！　と立て続けに轟ごう音おんが響き渡った。床からは二本の巨碗が突き出し、天井からは二本の巨足が降り注いだ。

　右手が空気を握り潰つぶす。右足と左足が床を激はげしく踏み付ける。

　そして左手が、シヴァタとローバッカを二人まとめて摑つかむと、高々と空中に運び去った。

「ぬああ!?」

「うおおッ」

　という両名の叫び声を、勢いよく閉じた五本の指が搔かき消す。さすがに大柄な男二人を摑んでいるので、アルゴの時と違って指の間から手足がはみ出しているが、とても脱出できるだけの隙すき間まはない。

　レイドを組んではいるがパーティーが違うため、二人のＨＰバーは簡かん略りやく版ばんで表示されている。それでも視界の端はしで小さな横棒がじわじわと削られ始める様子が痛いほど目に焼き付き、俺の焦あせりを加速させる。

　防御力とＨＰの最大値が高いせいか、減少速度はアルゴの時よりは遅いが、問題はこの摑みグラブ攻こう撃げきに防具破は壊かい効果があることだ。盾たて持もち重装戦士で経験豊富なシヴァタはＡ隊で最も頼りになるタンクで、彼が防具を失えば、事前に立てた作戦は機能しなくなる。

　──一分、いや三十秒でいいから、時間を止められるアイテムが欲しい!!

　と、俺は心の底から渇かつ望ぼうした。

　床のラインさえ踏まなければ手足の攻撃を停止させられるわけで、考えようによってはこれまでのボス戦よりも楽に進められる可能性もある。いつでも戦せん闘とうにインターバルを作り、回復ポーションを飲めるのだから。

　しかし、その情報を全員と共有するための時間がない。階段に逃げ込め、と指示したいのはやまやまだが、腕に摑まれたシヴァタたちを置いて逃げようとする者はいないだろう。すでに、リーテンやハフナーが武器を取り、そびえる腕を攻こう撃げきしようとしている。そしてその周囲では、空振りした腕と二本の足が、床と天井に戻りつつある。

　リーテンたちの咄とつ嗟さの行動は間違っていないが、残念ながら通常攻撃では摑つかみ攻撃を解除させられない。恐らく一定以上の威力があるソードスキルが必要なのだが、あの狭いスペースで複数人が闇やみ雲くもに大技を発動させれば、集団戦で最も忌き避ひするべき同士討ちが発生してしまう。誰に、どう指示するべきか──。

　焼き切れんばかりに脳を回転させる俺の両りよう眼めに、突然電光のような感覚が生まれた。大きく見開かれたはしばみ色の瞳ひとみと、視線がぶつかったのだ。

　アスナ。この混乱状態でただ一人静かに立ち、俺が何かを伝えるのを待っている。

　十五メートル離はなれている相棒に、俺は最少の単語で指示した。

「腕に、パラレル!!」

　一いつ瞬しゆんのタイムラグもなくアスナが頷うなずき、すでに抜いていたシバルリック・レイピアを構えた。

　深い踏ふみ込みから、ソードスキル《パラレル・スティング》を発動させる。腕を攻撃しつつあったリーテンとハフナーを追い抜き、超高速の二連突きを黒い腕にヒットさせる。

　眩まばゆいライトエフェクトが迸ほとばしると同時に、天井からさっきも聞いた咆ほう哮こうが降り注そそいだ。拳こぶしが開き、シヴァタとローバッカを解放する。十メートルの高さから落下する二人を、リーテンとハフナーがかろうじて受け止める。

　さすがにノーダメージとはいかず、四人のＨＰが微減したが、それよりも防具を壊こわされずに解放できたことのほうが大きい。ほっと息を吐きたくなるが、まだまだ緊きん迫ぱく状況は続いている。空振りした腕と足はすでに引っ込み、階段のすぐそばに立つネズハの足あし許もとと、その近くにいるオコタンとナイジャンの上空に、新たなターゲットサークルが出現しつつある。

「もう退たい避ひは無理ダ！」

　俺の隣となりで、アルゴが叫んだ。

　その判断は恐らく正しい。床のラインは、外周部が最も隙すき間まが大きく、階段に近づくほど密になっている。全員がラインを踏まずに階段を下りるのは、もう不可能。

「──みんな、最も寄よりの壁かべ際ぎわまで走れ!!」

　最大音量のシャウトで指示すると、一秒と経たたないうちに全員がダッシュし始めた。直後、階段のそばのサークルから手が突き出し、その近くを二つの足が激はげしく踏み付ける。再び息を吸い込み、もう一度叫ぶ。

「壁まで行ったら、床のラインを踏まないように止まるんだ!!」

　その言葉に、皆が走りながら足許を見る。だがいまはまだラインが不規則に変動中で、回避は不可能だ。ラインの動きが徐々に速度を落とし、視認できるようになり、更に減速し……。

「──ここだ!!　ラインを避よけて止まれ!!」

　三度目の絶叫。全員が、やや時間差をつけて動きを止めていく。

　息を詰めながら、俺は床と天井を交互に凝ぎよう視しした。ターゲットサークルは出ない。出ない、出ない…………。

「あっ…………」

　というか細い声が、すぐ近くから聞こえた。

　こちらに向かって走ってきていたネズハが、片足立ちの状態で両手をぐるぐる動かしながらバランスを取ろうとしている。すぐ近くにわりと大きめな隙すき間まがあるのに、宙に浮いている右足をそこに降ろしかねているようだ。

　理由は、すぐに解わかった。

　彼は、軽度の《フルダイブ不適合ＦＮＣ》判定者で、仮想世界では遠近感をうまく認識できない。近接戦せん闘とうを諦あきらめて鍛か冶じ屋やを目指したのはそのせいなのだが、歩いたり走ったりでは問題がないはずが、ここに来て自分の足とラインとの距きよ離りを把握できずにいるのだろう。

「もうちょっとがんばれ！」

　声を掛け、俺は慎重にラインの隙間だけを踏ふみながらネズハに近づいた。ぐらりと上体を揺らし、床に倒れ込みそうになったチャクラム使いが伸ばした左手をしっかりと摑つかみ、支える。

「だいじょうぶ、そこに足を降ろせ……真下でいい、そう、ＯＫ」

「す、すみません……」

　ようやくネズハが体を安定させたので、今度こそふう──っと長く安あん堵どの息を吐く。

　とりあえず、十二人全員がラインを避よけて停止し、念願のインターバルを作ることに成功した。この時間を無駄にはできない。

　なんで上ってきたんだ、などと無意味な質問をする気はなかった。偵察に行ったメンバーのＨＰが減り、何やら轟ごう音おんがどっかんどっかん聞こえてくれば、俺だって迷わず突とつ撃げきする。

「ダメージを受けたやつは、ＰＯＴを飲みながら聞いてくれ！　どうやらさっきの腕と足が、このフロアのボスみたいだ！」

　俺がそう切り出すと、ハフナーが小こ瓶びんを咥くわえながら眼めを丸くするのが見えた。

「床に青いラインがあるだろ！　それを踏むと、床と天井のラインがランダムに動き始めて、踏んだやつの足あし許もとか頭上にターゲットサークルが出る！　ラインの動きが止まると、床からは腕が生えて摑み攻撃、天井からは足が生えて踏み付け攻撃をしてくるんだ！」

「……ってことはぁ、こうやって線をまたいで止まってるあいだは、腕も足も攻撃してこねーのかぁ──!?」

　吞のみ込みの早いところを見せて、広間のほぼ反対側からエギルが怒ど鳴なり声ごえで訊きき返してきた。さすがに三十メートルも離はなれていると表情までは見えないが、閉へい鎖さ空間の反はん響きよう効果もあって、声はなんとか届く。

「そういうことだ！　最大で、腕が二本、足が二本、同時に攻撃してくる！　腕に摑まれると、十メートルくらい持ち上げられて、ＨＰと防具の耐久度に同時にダメージを受ける！　けど、片手武器の二連れん撃げきクラスのソードスキルを命中させると、摑つかまれた奴やつを解放できる！」

　全員が頷うなずくまで待って、説明を続ける。

「足のほうは、まだ踏ふまれてないから攻撃力は解わからないけど、たぶん腕よりダメージはでかいと思う！　あと、二層のバラン将軍みたいに、踏んだとこから衝しよう撃げき波はが広がるから、それに足を取られると転ぶ危険があるぞ！」

　再び、アルゴを除く十人が頷うなずく。他に何かないかとここ数分の記憶を検索したが、思いつかないので、

「えーと、以上!!」

　と叫ぶと広間に虚きよを衝つかれたような沈ちん黙もくが広がった。

　数秒経たってから、八メートルほど離はなれた場所で、アスナが声を上げる。

「じゃあ、このままこうしてても、ボスは攻撃してこないし、こっちも攻撃できないの？」

「そう……だと思う。不幸中の幸いというか、フルレイドだったら絶対に全員がライン踏まないで静止なんかできないと思うけど、この人数だからなんとか……」

　と答えながら、このままわざとラインを踏んでボス攻略戦を開始するか、それともいったん階下に退たい避ひするかを考えようとした、その時だった。

　まるで、ゲームシステムが、ボス部屋でこんな弛し緩かんした空気は許さない、と判断したかのように。

　階段の真上、天井中央部のラインだけが勝手に動き始めた。かといってこちらは何もできず、全員が息を吞のんで見上げていると──。

　ごん、ごごん！　と重低音を轟とどろかせ、天井が複雑な形に出っ張り始めた。

　エッジを青い光に彩いろどられた黒い平面が次々に接合し、左右対称のオブジェクトを作り出していく。突き出した額ひたい、落ちくぼんだ眼がん窩か、四角い鼻と横一直線の口。

　３Ｄゲーム黎れい明めい期きのような、ごつごつと荒削りな造形の《顔》は、額の上部から顎あご先さきまでが三メートルはあった。漆しつ黒こくの眼窩に、ぼっと音を立てて青白い光輪が生まれ、額の中央に複雑怪奇な紋章が浮き出し──。

　十二人が声もなく見上げる先で、巨大な顔の上部に、六段のＨＰバーが次々と表示された。一本目が心なしか短いのは、いままで腕にヒットさせたソードスキルのせいだろうが、ダメージは微々たるものだ。

　そして最後に、第五層フロアボスの固有名が、白々と輝くフォントで中空に刻まれた。

　【Fuscus the Vacant Colossus】……フスクス・ザ・ヴェイカントコロッサス。

　「ベータと……名前もぜんぜん違う……」

　俺の、声にならない声を聞きつけたかのように。

　瞳ひとみなき両りよう眼めが動き、角張った口が大きく開かれた。額の青い紋章が、不吉なほど鮮あざやかな赤に変色した。

　まずい、と思ったが防御を呼びかける時間的余裕はなかったし、仮にそうしていても何の効果もなかっただろう。

　洞どう窟くつのような口から、迷宮区全体を震わせるが如ごとき重低音の雄叫おたけびが迸ほとばしり、レイドメンバー全員が大なり小なりよろめいた。幸い床のラインを踏ふんでしまった者はいなかったが、それも一時の気休めだった。なぜなら、ボスの声が轟とどろいた瞬しゆん間かん、全員のＨＰバーの下に防御力低下のデバフアイコンが点灯し、更にそれまで静止していた青い線がいっせいに動き出したのだ。

　防御、回かい避ひ不可の雄叫びデバフは脅威だが、そのおかげで金かな縛しばり状態から解放された俺は、腹の底から絞り出した大声で叫んだ。

「散開してラインの動きをしっかり見るんだ！　極力避よけて、もし踏んじゃったら床と天井を両方見て、サークルが出たら大きく回避！　余裕があれば出てきた手足に攻こう撃げき!!」

　すかさず、広間のあちこちから力強い応答が戻る。続けて目の前のネズハに、音量を落として指示する。

「壁かべ際ぎわは隙すき間まが大きいからラインを避けやすい！　動きが止まったら、チャクラムでデカ顔のデコの紋章を狙ねらってみてくれ！」

「り、了解です！」

　頷うなずいたネズハが、最も寄よりの壁際まで走る。めまぐるしく動いていたラインが、徐々に減速し始める。今度は、近くのアルゴとアスナに集合の合図をしながら、作戦を伝える。

「俺はわざとラインを踏むから、ソードスキルで攻撃の準備を！」

「おいサ！」

「解わかった！」

　二人の返事を聞きながら、床のラインを注視する。

　せっかくタンク主体のＡ隊、アタッカー主体のＢ隊という編成をしたが、フロアボスがこのまま変則攻撃を続けるならフォーメーションを固定するのは逆効果だ。各自自由に動いて床のラインを回避しつつ、反撃の機会を窺うかがうしかない。

　黒い床を滑すべり回る無数のラインが、速度を落とし……更に落とし。

「……行くぞ！」

　叫びながら、俺は右足で意図的に一本の線を踏んだ。

　まるである種の生物であるかのようにラインたちが反応し、俺の足あし許もとにターゲットサークルを描き出す。それが固定した瞬間、思い切り飛びすさる。

　ごばあっ！　と空気を引き裂いて、目の前を黒い腕が通り過ぎた。それを、三方向から俺とアスナ、アルゴが取り囲む。

　すかさず新たな愛剣を振りかぶり、今度は同士討ちを避さけるために縦たて二連撃《バーチカル・アーク》を発動させる。アスナは再びパラレル・スティングを、アルゴも技名は不明だが右手に装備したクローによる三連撃技を繰くり出す。

　三色のライトエフェクトが炸さく裂れつし、眩まばゆい光の中で漆しつ黒こくの巨腕が苦しそうに身み動じろぎした。天井の顔が怒りの声を降らせ、ちらりと見上げるとＨＰバーの一本目が確実に減少している。

　傷ついた腕が床に沈み、再びラインがめまぐるしく動く。同じアクションの準備をしながら、先ほど喰くらったＤＥＦ減少デバフのアイコンをちらりと見るが、まだ点滅し始める気配はない。

　効果時間が案外長いことに唇を嚙かんだその時、天井に動きを感じて見上げると、ボスの顔が口を大きく開こうとしているところだった。額ひたいの紋章も赤くなっている。またあの雄叫おたけびが──しかもまず間違いなく別のデバフつきで襲おそってくると予感し、無駄と知りつつ身構える。

　だが、ボスが吼ほえるよりも一いつ瞬しゆん早く、銀色の光が宙を駆かけた。

　きりきりきり、と軽やかな音を響ひびかせて飛ぶそれは、ネズハのチャクラムだ。見事なコントロールでボスの額にヒットすると、赤くなっていた紋章が青に戻り、巨大顔は怯ひるんだように口と目を閉じながら少しだけ天井に引っ込む。回転するチャクラムは、急なカーブを描いて飛び立った場所へと戻っていく。

　ベータ時代とはボスの何もかもが変更されたと思えたが、額の弱点だけは残されたようだ。デバフボイスをキャンセルできるだけでも相当に楽になる。再び床のラインに集中しながら、きっちり仕事をしたネズハが立っているはずの方向に、親指を立てた左手をぐいと突き出す。

　直後、ラインが停止。今度は床ではなく天井にターゲットサークルが現れたが、やることは同じだ。猛然と降ってくるゴーレムの足を回かい避ひし、三人でタイミングを合わせてソードスキルを叩たたき込む。

　天井に戻っていく足を見上げていると、広間の別の場所からハフナーの声が聞こえた。

「要領は解わかった！　次はオレたちも攻こう撃げきしてみる！」

　更に、エギルとオコタンの声。

「こっちもやるぜ！」

「我々もやってみます！」

　さっと広間に視線を走らせると、階段の北側にハフナーとシヴァタ、リーテン、東側にエギルとウルフギャング、南側にオコタンとローバッカ、ナイジャンがそれぞれグループを作っている。

　攻略集団トッププレイヤーたちの、さすがの対応力を心強く思いながら、俺もありったけの大声で叫び返した。

「任まかせた!!　ぶちかましてやれ!!」

　そうは言いつつも、初めのうちは摑つかまれたり踏ふまれたりするプレイヤーが出るだろうと覚悟していたのだが。

　停止する瞬間にわざとラインを踏み、襲ってくる腕や足を回避してソードスキルを叩き込む。ボス顔のデバフボイスは、ネズハのチャクラムがキャンセルする。急造のレイドメンバーたちはその動きをきっちりパターン化し、三回目あたりからは危なげなくこなせるようになった。両手両足へのソードスキル同時攻こう撃げきの威力はさすがに凄すさまじく、一本目、二本目、更に三本目のＨＰバーが消滅するのにわずか十数分しかかからなかった。

　事前の計画では、ボスが新たなＨＰバーに移行する時はいったん待たい避ひし、攻撃パターンが変わらないかを確かめることになっていたが、残り半分を過ぎて四本目に突入してもいまのところ変化の気配はない。もちろん最後までずっとこのままだとは思わないが、あと一本は削れるはず。

　そう考えながら、もう何度目なのかも解わからないバーチカル・アークを発動させた、その瞬しゆん間かんだった。

「キリトさん！　壁かべを!!」

　ネズハの驚きよう愕がくをはらんだ叫び声が聞こえ、俺は慌てて振り向いた。

　これまでは黒無地だった壁に、床と天井から青いラインが伸びていく。ある種の原始的生物を思わせる動きで双方が次々に接合し、隙すき間まを埋めていく。

　あたかも、牢ろう獄ごくの檻おりのように。

「……Ａ隊、Ｂ隊の順に階段から待避！」

　咄とつ嗟さに、俺はそう指示した。全員がボス部屋から離り脱だつし、ボスのアグロ状態が解除されるとせっかく減らしたＨＰも急きゆう激げきに回復してしまうのだが、初見の深追いは禁物だ。新たな攻撃パターンを見み極きわめるには、俺が一人残っていればいい。

「だが……！」

　そう叫びかけたハフナーのマントを、無言でシヴァタが引っ張る。両手剣使いは無念そうに頷うなずき、中央の階段へと走っていく。

　ＳＡＯは冷酷無情なデスゲームだが、最低限の公平性と呼ぶべきものは存在する。

　その一つが、ボス部屋には必ず脱出口が用意されていることだ。俺が以前にプレイしていたＭＭＯでは、ボスとの戦せん闘とうが始まったが最後その空間からは出られないものがほとんどだったが、ＳＡＯは違う。第四層フロアボスのヒッポカンプの部屋だけは、水没攻撃が行われているあいだは扉が閉まったが、それでも外からは簡かん単たんに開けることができた。

　ゆえに、この五層ボス部屋も当然そうだろうと、俺は信じていたのだ。

「…………キリト君！」

　突然、アスナが鋭するどく叫びながら天井を指さした。

　慌てて見上げると、出現以降はずっとそこに張り付いていたはずの巨大な顔が、いつの間にか消滅していた。残り三本となったＨＰバーはまだ残っているので、倒せたわけではない。床と天井、そして壁のラインもまだ活発に動き回っている。

　ならば、顔はどこに行ったのか。

　怖気おぞけにも似た不吉な予感をおぼえながら、俺は広大な天井を見回し続けた。

　直後──。

「シバ、だめっ!!」

　金属兜かぶとのエフェクト効果さえ貫つらぬくリーテンの悲ひ鳴めいが聞こた。

　吸い寄せられるように階段方向へと目を向けた、俺の視界に。

　床の中央、確かに数秒前まで階段があったはずの場所に黒々と盛り上がるボスの顔と、その巨大な口に腰のあたりを咥くわえ込まれたシヴァタの姿が飛び込んできた。

　──いったいなぜ、どうしてあんなことに。

　──下り階段は、どこに行ったんだ!?

　息を吞のんでただ凍り付いていると、ボスの口からシヴァタを引っ張り出そうとしながら、ハフナーが顔だけこちらに向けて叫んだ。

「階段が……口になりやがった!!」

　その言葉の意味が、わずかなタイムラグを経て意識を貫く。

　天井からボスの顔が消え、床に出現する。そこまではいい。しかし唯一の脱出口である下り階段がボスの口に変化してしまえば、もう誰もこの広間から出られないではないか。

　いや、いまは先のことよりも、シヴァタの救出だ。一つがマナナレナの巨大ロールケーキほどもある黒い歯に前後から挟み込まれたシヴァタの重装鎧よろいが、赤い損傷エフェクトを派手に散らしている。いまはまだＨＰは減っていないが、もし鎧が破は壊かいされたら、その瞬しゆん間かんに致命的なダメージを受けるであろうことが容易に想像できる。

「ちっきしょ、またかよ……！」

　序じよ盤ばんに摑つかみ攻こう撃げきも喰くらっているシヴァタが、両手でボスの口を押し開こうとしながら毒づく。リーテンもそれに協力しているが、巨大なあぎとが緩ゆるむ気配はまったくない。顔の反対側ではエギルが両手斧おのを何度も弱点の額ひたいに打ち下ろしているものの、天井に張り付いていた時はチャクラムの一撃で簡かん単たんに怯ひるんだボスが、いまは平然と分厚い刃やいばを跳ね返している。

　腕や足と同じようにソードスキル以外は効果がないのかもしれないが、シヴァタを巻き込んでしまう可能性があるために使用をためらっているようだ。

　俺も急いで駆かけつけたかったが、床ではまだラインが動き続けている。シヴァタを助けようとしているハフナーやリーテンはラインを避よける余裕はないので、いざとなったら俺やアスナ、アルゴがわざとラインを踏んで腕攻撃、足攻撃をこちらに引きつけねばならない。

「くそっ……顔だの腕だのが生えたり消えたり、このボスはどうなってるんだ……！」

　歯は嚙がみしながら無意識のうちにそんな言葉を絞り出すと、近くでアスナが掠かすれた声を出した。

「フスクス・ザ・ヴェイカントコロッサス……そういう意味だったのね……」

　どうやらボスの名前から何かを悟ったらしい相棒に一瞬だけ眼めを向けると、いっそう乾いた声が流れる。

「ヴェイカントは《虚うつろな》、コロッサスは《巨像》。虚ろな巨像……それはたぶん、この大広間のことよ。部屋そのものが、五層のフロアボスなんだわ」

「…………!!」

　更なる驚きよう愕がくに言葉を失い、俺は無数の青白いラインが有機的にうごめく床と壁かべ、天井を見渡した。アスナの推測に従えば、レイドパーティーの十二人は、ボス……虚うつろな巨像フスクスの内部に閉じ込められていることになる。空間全てがボスの体なら、腕を出そうが足を出そうが、あるいは階段を口に変えようがやりたい放題だ。

「いくら魔ま法ほうのゴーレムだからって、こんなの……！」

　俺の呻うめき声ごえに、シヴァタの絶望的な叫びが重なった。

「ダメだ、外れない！」

　すかさずハフナーとリーテンが励はげますが、その声も恐慌の響ひびきに彩いろどられている。

「諦あきらめるな、シヴァタ!!」

「シバ、いま助けるから!!」

「もう無理だ……鎧よろいが壊こわれる！　リッちゃん、口から手を離はなせ!!」

　シヴァタの、覚悟を内包した決然たる言葉に、リーテンが激はげしくかぶりを振る。

「いやだ!!　絶対……絶対助ける!!」

　そうだ、諦めてはならない。シヴァタのＨＰそのものはまだフル状態に近いのだから、仮にソードスキルの巻き添えになっても、それで即死することはないはずだ。

　俺は意を決し、両手斧おのを構えるエギルに指示した。

「エギル！　ソードスキルで、額ひたいの紋章を攻こう撃げきするんだ!!」

　しかし、振り向いた巨漢は、スキンヘッドを激しく左右に振り動かした。

「ダメだ……こいつ、紋章がねぇんだ!!」

「な…………」

　何度目かの驚愕に停止しかけた思考を、シヴァタの鎧から断続的に発せられる金属質の悲ひ鳴めいが鋭するどく突き刺す。

　もし彼がここで死んだら、他のメンバーも恐慌状態に陥おちいり、フスクスの理り不ふ尽じんな攻撃から逃げ回ることしかできなくなるだろう。しかも階段が消えているのだから脱出も不可能。レイドパーティーの全滅すらあり得る。

　────ここまでなのか？

　視点がふらりと宙を漂ただよい、立ち尽くすアスナの青ざめた横顔に吸い寄せられる。

　俺が必要なくなるその時まで、隣となりで守り続ける。五層への螺ら旋せん階段で、そう約束したばかりなのに。

　いや、そもそも、俺にそんな言葉を口にする資格などなかったのかもしれない。デスゲーム開始直後に唯一の友達を見捨てて街の外へと走り出した瞬しゆん間かんから、この世界で俺がたどるべき道は決定されていたのかもしれない。たった一人で、あてどなく荒野をさまようべし、と。

　つまりこれは、デジタルの神が俺に与えた罰なのか？　守るべき相棒を求めたのみならず、多くのプレイヤーを指揮してボスモンスターに挑いどもうなどと考えた報むくいなのか……？

　足あし許もとで、フスクスの神経回路なのであろう青いラインがついに減速し始める。

　彼方かなたでは、シヴァタの鎧よろいが鮮あざやかなダメージ光を振りまいてひび割れる。

　右手の中で、ソード・オブ・イヴェンタイドがずしりと重さを増す。

　誰もが絶望にとらわれ、終わりの時を待つのみと思われた、その刹せつ那な──。

「シバを……殺させて、たまるかああぁぁぁ────ッ!!」

　勇猛な雄叫おたけびを迸ほとばしらせて、リーテンが思いもよらぬ行動に出た。

　鋼鉄の重装戦士は、フスクスの四角い顎あごに飛び乗ると、シヴァタを咥くわえ込む口の中に躊ちゆう躇ちよなく己おのれの身を投じたのだ。

　直後、シヴァタのアイアンメイルが、無数の青い細片と化して砕くだけ散った。無慈悲な歯列はそのまま片手剣使いの胴体に食い込んだが、しかしそこで隣となりに飛び込んだリーテンのスチールプレートに激げき突とつし、強烈な衝しよう撃げき音おんと大量の火花を生みながら停止した。

「な……リッちゃん、どうして……!!」

　シヴァタが、左手で重装戦士の右肩を摑つかみながら叫ぶ。リーテンは、両手でフスクスの口を押し開こうとしながら答える。

「だって私、タンクだから！　守るのが、仕事だから……!!」

　その言葉は、十五メートル離はなれた場所で棒立ちになっていた俺の痺しびれた意識をもしたたかに撃うち据えた。

　アルゴとネズハを除く十人の中では攻略集団に最も遅く参加したリーテンが、誰よりも果敢に己の役目を果たそうとしている。それなのに、直接の危険に晒さらされているわけでもない俺が、真っ先に諦あきらめてどうする。

　リーテンの仕事が守ることなら。

　いまの俺の仕事は、考えることだ。

　考えろ。脳細胞が全部焼き切れるまで考え抜け。

　フスクスの弱点……額ひたいの紋章はどこに行った？　消滅してしまったとは考えられない。奴やつもゴーレムの一種ならば、ヘブライの伝承にもあるとおり、体に刻まれた文字や紋章は命そのものであるはずだ。

　フスクスの顔は、天井から消えて床に出現した。ならば、額から消えた紋章も、他の場所に移動したと推測できるのではないか。

　床、壁かべ、天井のどこかだろうか？　いや、それよりももっと可能性が高い場所が存在する。

　愛剣を強く握り直すと、俺は広間の中央に集まっているエギルたちに向けて叫んだ。

「みんな、なんとかしてラインを避よけてくれ！　無理そうだったら、ボスの顔に登れ！」

　さっとこちらを見た仲間たちが、いっせいに頷うなずく。装備重量の大きいハフナー、ナイジャン、オコタンがボスの両りよう頰ほおと額によじ登り、エギル、ウルフギャング、ローバッカは散開して床に集中する。

　俺は続けて、近くの仲間たちに指示した。

「アスナ、アルゴ、それにネズハ！　ラインを踏ふんで、腕と足を出してくれ！　そのどこかに、弱点の紋章があるはずだ！　見つけたら、それを全員で攻こう撃げき！」

「了解！」「わかっタ！」「やってみます！」

　三人が同時に応答し、腰を落として身構える。

　ラインが運動スピードを落とし、足の下を通過するたびに一いつ瞬しゆん反応する様子が見て取れる。今回は避よける必要はないのだが、ターゲットサークルを体の前側に出したほうが回かい避ひしやすい。両足の位置を微調整し、ラインが停止する瞬間、前に出した左足で踏む。

　ぎゅあっ！　と寄り集まった青い線条が、靴の下に同心円を描いた。その瞬間、俺は大きく後ろに飛びすさった。

　俺の目の前には、フスクスの左腕が。アルゴの前には右腕が、アスナの前には左足が、そしてネズハの前には右足が、ほぼ同時に伸び上がり、あるいは降り注そそいだ。

　食い入るように見上げながらぐるりと回り込むが、左腕に紋章はない。周囲からも発見の声は聞こえない。もしこの推測が間違っていたら、シヴァタのみならずリーテンをも失う。

　あるはずだ。絶対に……絶対に──！

「────ありましたあああッ!!」

　半なかば裏返った声で絶叫したのは、七メートルばかり離はなれた壁かべの近くに陣取るネズハだった。

　急いで振り向くと、チャクラム使いは、角張った左足の膝ひざ裏うらあたりを指さしていた。しかし紋章探しを優先するあまり、ストンプに続くショックウェーブを回避しきれなかったらしい。床に倒れ込んだまま、すぐには立ち上がれないようだ。

　攻撃を終えた足が、ごごご……と震えながら上昇し始める。膝裏までの高さは約四メートル、いまでも限界ぎりぎりの間合いだが、しかし届かせるしかない。

「逃がすかッ……！」

　叫び、猛然とダッシュする。走りながら剣を構え、いま習得しているなかでは最も長射程の跳ちよう躍やく系突進技、《ソニックリープ》を発動させようと…………

「頭を下げろ、キー坊!!」

　いきなりそんな叫び声が真後ろから聞こえ、俺は反射的に上体を丸めた。

　直後、右肩に激はげしい衝しよう撃げきが加わる。バランスを崩くずし、どうにか踏みとどまりつつ顔を上げると、俺を踏み台にして高々と飛ひ翔しようする小柄なシルエットが見えた。ＡＧＩ全振りにしても驚おどろくべき跳躍力だ。

《鼠ねずみ》のアルゴは、ジャンプが頂点に達した瞬間、右手のクローに紫色のライトエフェクトをまとわせた。システムアシストに加速され、小さな体が縦たてに高速回転しながら弾だん丸がんのように加速する。あれは確か、クロー系突進技《アキュート・ヴォールト》。

　アルゴのニックネームとは正反対の、猫科の肉にく食しよく獣じゆうめいた猛もう撃げきが、天井に戻ろうとしていた左足の膝ひざ裏うらを深々と抉えぐった。斜めに三本並ぶダメージ線によって青い紋章が上書きされた瞬しゆん間かん、後方で大型サブウーファーのハウリングを思わせる重低音が響ひびき渡った。

　靴底を床にスライドさせつつ振り向くと、床に生えたフスクスの顔が、口を思い切り開いて叫んでいる。音の圧力に押されたかのように、シヴァタとリーテンの体がぽーんと舞まい上がり、仲良く並んで落下する。

　リーテンのプレートアーマーは、ダメージ痕こんこそ痛々しいが、完全破は壊かいには至っていない。壊こわれさえしなければ、鍛か冶じ屋やで修復できる。

　二人を吐き出したフスクスの顔が、口を開いたまま床にずぶずぶと沈み込み、消えた。後には元のままの下り階段が残される。

　一いつ瞬しゆん間を置いて、周囲のプレイヤーたちが異口同音に歓かん声せいを上げた。ハフナーが感かん極きわまった様子でシヴァタに飛びかかり、抱きかかえるようにして助け起こす。リーテンにはオコタンが手を貸して立ち上がらせる。

　最悪の事態をどうにか回かい避ひできたことに俺は深々と安あん堵どの息を吐いたが、もちろんボス戦はまだ終わっていない。気配を感じて見上げると、天井の真ん中に再出現したフスクスの顔が、リング状の両りよう眼めを点滅させ、口を菱ひし形がたに開いて「ヴォッ、ヴォッ、ヴォッ」と異様な笑い声を響かせた。弱点の紋章は額ひたいに戻っているが、またいつ消えるか解わからない。

「──みんな！　喜ぶのはもうちょっと先だ！」

　剣を振りかざし、俺は叫んだ。

「変化したパターンも解ったから、しばらく戦せん闘とうを続けてみよう！　ただ、シヴァタは階段で下に降りて、ＨＰを回復しててくれ！」

　彼のアイアンメイルはフスクスに嚙かみ砕くだかれてしまったので、これ以上戦闘に参加させるのは危険すぎると判断しての指示だった──のだが。

　古参のフロントランナーは、装備フィギュアを開きながら大声で言い返してきた。

「悪いけどその命令だけは拒否させてもらう！　ボスを倒すまで、もう絶対にあの階段は降りん!!」

「でも、鎧よろいが……！」

「予備くらい用意してる！　まだまだ戦えるさ！」

　その言葉どおり、シャツだけになっていた体を、新たな重装鎧が包む。壊れてしまったアイアンメイルよりはやや強化度合いが落ちるようだが、防御力は問題なさそうだ。

「……解った、でも無理はするなよ！」

　俺の言葉に、シヴァタはポーションを咥くわえながらサムズアップで応じた。レイドパーティーの戦意を感じ取ったかのように天井のフスクスが再び嘲ちよう笑しようを発し、床のラインが動き始めた。

　そこからの戦闘は、パターン安定とは言いがたいもののどうにか重傷者を出さずに推移した。やはり危ういのはボスの顔が床に移動した時で、さすがに咥くわえられてしまう者は出なかったが、紋章が手足のどこかに移動してしまうためにデバフボイスのキャンセルが間に合わないことが何度もあった。デバフはＤＥＦ減少の他にも視覚明度ダウン、聴覚ダウン、平へい衡こう感覚ダウン、スリップダメージと多彩で、とくに感覚異常系を喰くらった者が腕に摑つかまれたり足に踏ふまれたりするのは避さけられなかった。

　しかし急造のレイドメンバーたちは、見事なコンビネーションで摑まれた者を解放し、踏まれた者を壁かべ際ぎわで回復させた。フスクスのＨＰバーは三十分近くかけて四本目、五本目が削られ、戦せん闘とう開始から約一時間後の午後八時五分、ついに最後の六本目に突入した。

「──ヴォオオオオオオ!!」

　天井の顔がこれまでで最大音量の怒ど声せいを迸ほとばしらせ、両りよう眼めのリングが真紅に変わるのを見るや、俺は叫んだ。

「またパターン変わるぞ！　ＰＯＴが足りない奴やつは申告してくれ！」

「ちっと危ねえ！」

「ワシもじゃ！」

　ハフナーとウルフギャングが叫ぶので、ストレージから回復ポーション六本入りのバッグを二つ実体化させて二人に渡す。その間にも、大広間全体に広がる青いラインが、これまでとは異なるパターンで動き始める。

　床の階段を中心にラインが縮しゆく小しようし、外周部へと戻っていく。無数の先せん端たんは壁に達するとそのまま垂直に這はい上り、天井中央の顔へと集まる。

　これまで散々俺たちを苦しめたラインが消滅し、ただの黒い平面と化した床の各所で、十二人はいっせいに身構えた。

　たてがみの如ごとく八方に青い光条を蠢うごめかせるフスクスの顔が、ぐぐっと下に迫り出した。ラインが四本の太い束たばに寄り集まり、その先端に例のターゲットサークルが出現する。真下にいたプレイヤーたちが素早く退たい避ひするが、サークルから出現した腕と足の動きは遅かった。じわじわと伸びる手足は、しかし今回は肘ひじや膝ひざが現れてもそのまま湧ゆう出しゆつを続け、肩や腰までもが露あらわになり、四角い胴体がそれに続き──。

「ヴォオオオアアアアアア!!」

　先刻を上回るボリュームの雄叫おたけびとともに、五層フロアボス《フスクス・ザ・ヴェイカントコロッサス》は、とうとう人型のゴーレムとして天井から分ぶん離りした。

「後退──!!」

　と俺が叫ぶまでもなく、全メンバーがフロア南側にダッシュする。直後、とてつもない轟ごう音おんと衝しよう撃げきを伴って、フスクスが床に着地する。

　体高十メートルを軽く超える巨体の表面には、例のラインがびっしりと刻まれていた。青く光るそれらが、顔から血のような赤へと変わっていく。数秒で手足の末端までが真紅に染まり、ボスは三度目の咆ほう哮こうを響ひびかせると、ハンマーの如ごとく先太りになった両腕を高々と振り上げた。

　仲間たちが気け圧おされたようにじりっと下がるのを見て、俺は反射的に叫んだ。

「ボスが人型になれば、最初の作戦どおりに戦えるぞ！　Ａ隊がブロック、Ｂ隊がアタック、ヘイト管理を最優先！」

「わ……解わかった！」

　Ａ隊リーダーのハフナーが答え、パーティーメンバーに集合を掛ける。同時に俺やアスナ、エギルたちは左右に回り込み、ボスの正面に重装部隊が、側面に軽装部隊が陣取って、それぞれの武器を振りかざす。

「──ラスト一本、全力で削るぞ!!」

　俺の声に、

「「「おう!!」」」

　という勇ましい雷らい声せいが応こたえた。それに反応したかのように、ボスがずしんと右足を前に踏ふみ出した。

　すかさずＡ隊のメインタンクであるシヴァタとリーテンが前に出て、左手の盾たてを高く掲げる。二人がまったく同じ動きで右手を振り上げ、ぐっと左手を突き出すモーションを取ると、盾が銀色に輝いてお寺の鐘かねのような大だい音おん響きようを発する。盾装備スキルを上げると使えるようになる、《スレットフル・ロアー》という挑発技だ。

　ボスのタイプによっては効果がないこともあるが、幸いフスクスは怒ど声せいを轟とどろかせながら移動スピードを上げた。シヴァタたちは、二層フロアボス《アステリオス・ザ・トーラスキング》より一回りも巨大なゴーレムを果敢に待ち受ける。

「ヴォガアアッ!!」

　ひと声吼ほえたフスクスは、右みぎ拳こぶしを天井に擦こするほど高く持ち上げると、シヴァタたち目掛けて轟ごう然ぜんと叩たたき付けた。それを二人が、掲げた盾で受け止めようとする。

　タンクと言っても、防具の耐久度をケアしなくてはならないので防御の基本はステップ回かい避ひなのだが、まだ状況に余裕があるうちにブロック防御が可能かどうか確かめるつもりらしい。二人の度胸への称賛半分、はらはらする気持ち半分で見守る視線の先で、シヴァタのヒーターシールドとリーテンのラウンドシールドに巨岩の如き拳が激げき突とつし、大量の光こう芒ぼうと衝しよう撃げき音おんを撒まき散らした。

　並んで立つ二人は、さすがに踏み留とどまることはできずに二メートル近くも押し戻されたが、なんとかノーダメージで耐たえてみせた。もちろん通常攻撃であれだけノックバックさせられるならエフェクトつきの特殊攻撃は防げないだろうが、それでもブロック可能というのは心強い。攻撃を終えて一いつ瞬しゆん動きの止まったフスクスの右腕に、ハフナーが両手剣二連撃技《カタラクト》を命中させ、六本目のＨＰバーが三パーセントほど減少する。

「……よし、俺たちも攻めよう！」

　アスナに合図し、俺は床を蹴けった。大木のようにそびえる左足のふくらはぎあたりに、二連れん撃げき《バーチカル・アーク》を叩たたき込む。技後硬直が終わるや、「スイッチ！」と叫んで後退。代わりに飛び出したアスナが、舞まうようなプレモーションから上下二連突き《ダイアゴナル・スティング》を繰くり出す。

　右足のほうでも、エギルとウルフギャングが両手武器を存分に振り回し、確かなダメージを刻んだ。両足を同時に攻撃されたフスクスが仰のけ反ぞりながら吼ほえ、ちょっとやりすぎたかもと一いつ瞬しゆんひやりとしたが、幸いタゲが移ることもなくゴーレムはシヴァタたちを狙ねらい続ける。

　離はなれた壁かべ際ぎわではネズハがチャクラムを構えながら弱点攻撃に備そなえ、アルゴは俊敏に走り回りながらＡ隊周辺の床に回復ポーションを置いていく。

「ようやくボス戦らしくなってきたわね！」

　隣となりで後退しながらアスナが囁ささやくので、俺も頷うなずき返した。

「ああ……でもこのまま素直に終わるわけはないからな、気を抜くなよ！」

「当然！」

　そう答えて口の端はしにかすかな笑みを刻むアスナの顔には、一層二層の頃のニュービーらしさなどかけらも残っていない。知識面ではまだ伝えられることもあるだろうが、彼女に予告した《俺が必要なくなる時》は意外に早く訪れるのではないか……という予感に襲おそわれ、一瞬息が詰まる。

　しかしもちろん、それは望ましいことなのだ。俺の元を離れ、大ギルドに所属した時こそ、彼女の才能は完全に花開く。全てはこのデスゲームをクリアするために……アスナ自身だって、現実世界に戻るために戦っているはずなのだから。

　愛剣のグリップを強く握り、俺はいまいっときの相棒に刹せつ那なの笑みを返した。

「よし……次は少し違う場所を攻撃して、防御力の弱いところを探そう」

「いいわね。アキレス腱けんとか、小指とかかしら」

　頼もしい言葉を口にすると、栗色の髪のフェンサーは、白銀の細剣を鋭するどくしならせた。

　俺の予想どおり、フスクスの攻撃は、両りよう拳こぶしによる単純な殴り攻撃から両足の連続ストンプ、厄やつ介かいなデバフボイス、両りよう眼めから発射される高熱レーザー、そして最終段階の狂乱モードへと進化していった。

　パターンが変わるたびに階下への撤てつ退たいを検討したが、しかしＡ隊の六人、ことにシヴァタとリーテンは時折ＰＯＴローテをしつつもタンクの役割を果たし続けた。

　とうとうＨＰバー最後の一本が赤く染まり、竜巻の如ごとく両腕を振り回すゴーレムの猛攻撃を六人ひとかたまりになって耐たえしのぎながら、シヴァタが俺に向けて喚わめいた。

「キリト!!　ＬＡはくれてやる、最後は派手に決めてくれ!!」

　そう言われては、技の出し惜しみはできない。

「解わかった！　遠えん慮りよなく貰もらっとくぜ!!」

　叫び返し、ダークエルフの銘剣ソード・オブ・イヴェンタイド──訳せば《夕暮れの剣》を右肩に載のせて、俺は全力で走った。

　まだ未強化だが、この剣にはＡＧＩ＋７という五層にしては驚きよう異い的なマジック効果がついている。ブーストされた素早さを存分に活いかし、外周沿いのダッシュを最大スピードに乗せると、そのまま湾曲する壁かべに移り、尚なおも走り続ける。防御に専念するＡ隊の斜め左上を、ほぼ真横になりながら通り抜け、これ以上は登れないというところで思い切りジャンプする。

　フスクスの巨大な顔が目の前に迫る。赤いリング状の両りよう眼めが、飛ひ翔しようする俺にピントを合わせようと小刻みに収しゆう縮しゆくする。

「ヴォアアアアアアアアアアアッ!!」

　凄すさまじい咆ほう哮こうの圧力を突き破るべく、俺も叫ぶ。

「これで……終わりだああああ────ッ!!」

　愛剣を左ひだり脇わきに構え、攻略集団でも使える者はまだ俺だけらしい四連れん撃げき技わざ、《ホリゾンタル・スクエア》を発動させる。

[image: ]

　長剣がヘリコプターの二重反転ローターの如ごとく高速回転し、フスクスの額ひたいの赤い紋章に青い輝線を一本、二本、三本、そして四本と刻み込んだ。

　紋章が額から剝はく離りし、光の粒となって搔かき消えた。

　リング状の両眼が不規則に明滅し。

　全身に走る赤いラインがひときわ眩まばゆく輝き。

　全てのラインから、炎にも似た閃せん光こうを幾筋も立ち上のぼらせて──第五層フロアボス、フスクス・ザ・ヴェイカントコロッサスは、その巨体を爆ばく散さんさせた。

　ラストアタック・ボーナス取得のメッセージを見ながら床に着地すると、俺はそのままがくりと片かた膝ひざを突いた。

　これまでのボスたちと比べてもひときわ派手な消滅エフェクトが薄うすれ、消えても、しばらく誰も言葉を発しようとしなかった。

　静寂の中、ふと床の質感が変化していることに気付く。黒い水晶を思わせる滑なめらかな光こう沢たくは消え失うせて、タワーの構造材と同じ青黒い石のブロックになっている。片膝立ちのまま左手を伸ばし、ざらりとした質感を確かめていると、不意に床全体がゴゴゴ……という低音とともに震え始めた。

　まさか、二層みたいにラスボスが追加されてたりはしないよな、と思いながらおそるおそる上を見ると、天井の真ん中から新たなオブジェクトが出現しようとしている。一いつ瞬しゆんうげっ、となるがそれは手でも足でも顔でもなく、石でできた螺ら旋せん階段だった。

「…………終わった…………」

　と掠かすれた声で呟つぶやいたのは、シヴァタかハフナーか。そのひと言がきっかけとなり──。

　急造レイドパーティーのメンバーたちが、一気に歓かん声せいを爆発させた。

　俺もそこに加わりたいのはやまやまだったが、急にふーっと意識が遠ざかるほどの疲労感に襲おそわれ、慌てて剣を床に突き立てる。それを支えに立ち上がろうとしていると、目の前に白い手が差し出された。

「おつかれさま、キリト君」

　その手を握り、引っ張ってもらって何とか立ち上がる。すでに剣を収めて微笑ほほえんでいる相棒と、軽く拳こぶしをぶつけあって勝利を祝う。

　後方でひときわ大きな歓かん声せいが聞こえて振り向くと、シヴァタがリーテンを高々と抱き上げているのが見えた。フルプレートアーマーの重さなど感じないかのように、リーテンを伸ばした両腕で支えながらぐるぐる回転している。

「……あれじゃあ、明日にはアインクラッドじゅうの噂うわさになってるんじゃないか……？」

　俺が呟つぶやくと、アスナがかぶりを振った。

「ここに、無責任な噂話を流すような人はいないわよ。アルゴさんだって、二人の情報を売ったりしないだろうし」

　その言葉に、いつの間にか近くに立っていたアルゴが、「ま、まあナ！」と応じる。ネズハも交えてひとしきり笑い、改めて四人で握手を交かわす。

「大したリーダーっぷりでしたよ、キリトさん。いっそ、このままみんなをリクルートして、新ギルドを旗揚げしちゃったらどうですか？」

　ネズハが無邪気な笑顔で恐ろしい提案を口にするので、ぶるぶるとかぶりを振る。

「じ、冗談じゃないよ。だいたい、君だって誘われても困るだろ」

「そんなことないですよ、キリトさんのギルドなら、ブレイブス全員で加入しちゃいますよ」

「いやいやいやいや、んなことしたらハフナーに『やっぱりそういうつもりだったのか』ってぶっとばされちゃうよ」

　早口の小声できっぱり否定しつつ、いまだ興こう奮ふん状態のハフナーやオコタンたちに眼めを向ける。俺が慣れないレイドリーダー役を買って出た理由は、ＤＫＢとＡＬＳの決定的断絶を回かい避ひするためで、決して新たな火種を撒まくためではない。

　ともあれ、一人の犠ぎ牲せい者しやも出すことなく五層ボスを倒せたわけで、破局は当面回避できたと思っていいだろう。あとは問題のアイテムを…………。

　と、疲れた頭でそこまで考えた、その刹せつ那な。

　氷の針に脊せき髄ずいを貫つらぬかれるような悪お寒かんに襲おそわれ、俺は激はげしく身震いした。

　ボスの攻略だけで頭がいっぱいになって、その先の本当に重要なことを見落としていたと、ようやく気付いたのだ。

　ＳＡＯの、基本的なルール。

　ボスを含むモンスターがドロップするアイテムは、戦せん闘とうに参加したプレイヤーのストレージに直接出現し、それを他のプレイヤーが……たとえパーティーメンバーといえども知ることはできない。

　つまり。

　皆の戦勝ムードが一段落して、戦後処理フェイズが始まり、今回の作戦の最終的な目的──すなわちギルドフラッグが誰かにドロップしたかと俺が訊きいた時。

　仮に手を挙げる者がいなかった場合、正式サービスの五層ボスはフラッグをドロップしない設定になったのか、それとも誰かが本当は手に入れたフラッグを隠いん匿とくしているのか、見分けるすべがないということだ。

　厳げん密みつに言えば、メニューウインドウを可視化してもらって全員の所持品を逐ちく一いちチェックすることはシステム的には可能だ。しかしストレージの中身はＳＡＯに於おける個人情報の最たるもので、たとえリンドやキバオウのような押しも押されぬギルドリーダーであっても、メンバーのストレージを強制的に検査するなどという真ま似ねはできないだろう。

　所有アイテムを入手順にソートすればリストのいちばん上を見るだけで済むし、それくらいなら……というアイデアが一いつ瞬しゆん浮かぶがすぐに捨てる。ソートの効果が及ぶのはストレージの主画面、ファイル構造にたとえればルートフォルダだけで、そこに入っているサブフォルダ、すなわち木箱やら革袋にフラッグが移されていれば無意味だ。結局全ての箱や袋の中身を見なければならないし、箱の中の袋の中の箱の中の袋の中、などと何段にも階層化された奥底に隠されてしまえば、時間をかけてチェックしても見落としかねない。

　この問題は、真っ先に気付いて、作戦開始前に話し合っておくべきだったのだ。たとえば、隠いん匿とくを防ぐためにボスを倒したら誰もウインドウを出さず、順番にストレージのメイン画面だけをチェックしていく、というような取り決めをしておけばドロップした者は隠匿しようなどとは思わず、すぐに自己申告しただろう。

　どうする……いまからこの議題を提示し、皆にチェックの許可をもらう？　それとも、誰かがあっさりとフラッグをオブジェクト化して俺の不安も杞き憂ゆうに終わる、という可能性に賭かける……？

「ちょっと、どうしたのよキリト君？　おなかいたいの？」

　俺の異変に気付いたらしいアスナがそんな言葉を掛けてくる。

　──俺は子供か！

　と、いつもなら突っ込むところだが、さすがにそんな余裕はなかった。アスナ、アルゴ、ネズハを順番に見て、まずはこの三人に小声で質問する。

「ええと……ギルドフラッグ、ドロップしたか？」

　すると三人同時に、顔をふるふる左右に動かす。アスナが視線で訊たずねてくるので、俺もさっとかぶりを振って答える。

「いや、俺にもしてない……」

「ふうん。じゃあ、あっちの誰かに」

　そこまで口にしたところで、アスナとアルゴも俺の懸け念ねんに気付いたようだった。女性二人が顔をしかめ、「あっ……そうか……」「しまっタ、オイラとしたことが……」と呟つぶやくのを聞いて、ネズハもハッとした顔になる。

　しかしチャクラム使いはすぐに微笑を浮かべると、小声ながらきっぱりと言った。

「大丈夫ですよ、心を一つにして戦った仲間ですもん。ちゃんと申告してくれますよ」

「……ああ、そうだな……」

　そう答え、振り向くと、意を決して歩き始める。

　新たに出現した螺ら旋せん階段は、下り階段の正面三メートルほどの場所に着地していた。階段も床石と同じ素材で継つぎ目に隙すき間まもなく、まるで最初からこの場所に存在したかのようだ。

　俺が近づいていくと、ようやくリーテンを降ろしたシヴァタが振り向き、にやりと笑いながら「おい、やったな！」と右手を持ち上げた。どうにかこちらも自然な笑顔を浮かべ、勢いよくハイタッチを交わす。

　その音で他のメンバーたちも集まってきたので、俺は皆の顔を順に見ながら話し始めた。

「……まずはおつかれさま……そしてありがとう。みんなが頑張ってくれたおかげで、ボスを倒すことができた。いろいろ予定外の展開、というか偵察がいきなり本番になっちゃったけど、間違いなくこれまでで最強のボス相手に、全員、最高の戦いをしてくれたと思う」

　そこでいったん口を閉じると、Ａ隊リーダーのハフナーが両手を腰に当て、意外な言葉を口にした。

「オレがこんなこと言っちゃうのは立場的にマズイけど……ギミック満まん載さいのあのボスを死人ゼロで倒せたのは、十二人の少数精せい鋭えいパーティーだったから、ってのもあるかもな。フルレイド四十八人だったら、全員が床のラインを避よけ続けるのは無理だった気がする」

　そこで自分の言葉から何かに気付いたように、ＡＬＳのハルバード使いに眼めを向ける。

「あ……オコさん、もしかしたら、ＡＬＳが主力だけでボス討伐を計画したのって、攻略法を摑つかんでたからなのか？」

　するとオコタンは、持ち上げた両手を水平に動かしながら答えた。

「いえいえいえ、まったくの偶然だと思いますよ。それに、私もオフレコでお願いしますけど、ＡＬＳの主力三パーティーじゃ死亡者ゼロの攻略は難むずかしかったと思います。うちはメンバーにビルドの指示とかはしないので、しんどいわりに経験値効率の悪いピュアタンクが古参にはいないんですよ。リーテンをスカウトできて、ようやくタンク事情が改善されると……それこそベア、いえ熊くまのように活かつ躍やくしてくれると思っていたところです」

「ちょっとオコさん、熊はひどいですよ」

　恋する乙おと女めであるリーテンが傷だらけのプレートアーマーを鳴らして抗議すると、オコタンは焦あせったような笑みを浮かべ、シヴァタやハフナー、エギルたちも声を出して笑った。

　話が一段落したところで、シヴァタがウインドウを出し、一いち瞥べつしてから俺を見る。

「もう八時半か、そろそろそのＡＬＳ主力が追いついてくるかもしれない時間だな。キリト、ここからどうやって戻るかは考えてるのか？」

　他のことを考えていた俺は、いちど瞬まばたきしてから慌てて答えた。

「あ……ああ、うん。迷宮区を降りてくとＡＬＳと鉢合わせするかもしれないから、その階段を上って六層の主街区まで行って、そこの転移門でカルルインに戻ろうと思う。せっかくボスを倒したんだし、やっぱり誰よりも早く六層を見たいだろ？」

「そりゃそうだな！　オレ、わくわくしてきたぞ！」

　なかなかお茶目なコメントを口にするハフナーのハイテンションぶりに、再び笑いが広がりかけたが、俺はさっと右手を持ち上げてそれを遮さえぎった。

「さっきシヴァタが言ったとおり、あまり時間がない。急いで六層に上りたいところだけど、その前にひとつ、大事なことを済ませなきゃいけない」

　俺の声と表情に何かを感じたのか、一同の顔に真剣さが戻る。

　手振りでアスナたちも前方に移動させると、俺はレイドパーティーの仲間たち──ハフナー、シヴァタ、リーテン、オコタン、エギル、ウルフギャング、ローバッカ、ナイジャン、アスナ、アルゴ、ネズハの顔を順番に見詰め、言った。

「──この作戦のそもそもの目的……ギルドフラッグがフスクスからドロップした人は、いま申告してほしい」

「おお、そういやそうだったな。すっかり忘れてたぜ」

　そんな言葉を発したのはエギルだ。スキンヘッドを一ひと撫なでして、自分は違うと両手を広げる。彼の仲間たちも肩をすくめたり小さくかぶりを振ったりし、ＡＬＳの二人とＤＫＢの二人も同じような反応を返す。もちろん、アスナたちも口をつぐんだまま。

　五秒ほど続いた沈ちん黙もくを、途と惑まどい顔のウルフギャングが破った。

「当然、キリトも違うんじゃよな？」

「ああ……俺にもドロップしなかった」

「ってことは、正式サービスの五層ボスは、そのフラッグとやらを持ってなかったっちゅう話かい？」

　狼おおかみ男おとこが呆あきれたように長いヒゲをしごくと、彼以上に顔じゅう毛むくじゃらなローバッカが万歳するように両手をあげた。

「なんつう人ひと騒さわがせな話ったい！　オイたちの苦労ばなんじゃった……と…………」

　その言葉が途中で減速し、フェードアウトしたのは、彼もようやく気付いたからだろう。時を同じくして、ハフナーたちの顔からも表情が消える。

　この場の誰かが、本当はドロップしたギルドフラッグを申告せず、ストレージに隠いん匿とくしている可能性。それを全員が共有するに伴って、勝利後の高揚した空気があとかたもなく霧む散さんしていく。

　ボス戦のあいだは確かに心が一つになったと思えたレイドパーティーの仲間たちが、猜さい疑ぎ心しんを宿した眼めで互いをちらちらと見やる様子を、俺は荒波のような苦悩に翻ほん弄ろうされながら見詰めた。

　ここで、「五層ボスからギルドフラッグはドロップしなかった」と宣言し、六層に向かうことは容た易やすい。

　しかし、それは問題の先送り……いや完全なる責任放棄でしかない。

　なぜなら俺は、もうある程度の目星をつけているのだ。ギルドフラッグを入手し、それを隠しているのが誰なのか。

　もちろん完全無欠な証拠を提示できるわけではないが、話の持っていきかたを工夫すれば、この場で問い詰めることは可能だろう。しかしあくまで白を切られた時、強制的にストレージをチェックしたり、剣で脅おどすような真ま似ねができるはずもない。理詰めで追い込むのではなく、自主的に申告してもらわなくてはならないのだ。

　いったいどうすれば、そんな結末を導みちびけるのか。

　俺はこれまで、人の心というものを理解しようとせず、ひたすら他人を遠ざけ続けてきた。現実世界で日常的に顔を合わせる家族に対してさえ、しばしば「この人は本当は何を考えているんだろう」「本当はどんな人間なんだろう」と疑問に思ったりもした。その、《人が誰だか解わからなくなる感じ》は俺のリアルを希き薄はく化し、時として自分自身にさえ言い知れない空くう疎そさを覚えることもあった。

　俺が小学生の頃からネットゲームに耽たん溺できあるいは逃とう避ひし続けたのは、人工の仮想体アバターを使ったコミュニケーションがとても自然に思えたからだ。３Ｄオブジェクトである体と、それを操そう作さする生身の人間が絶対的に乖かい離りしている世界……そこでなら俺は、この人は本当は誰なのか、などと悩まずに済んだ。

　だから、俺が世界初のＶＲＭＭＯＲＰＧ《ソードアート・オンライン》にどうしようもなく魅みせられ、ベータテストに応募し、そしてこのデスゲームに囚とらわれることになったのは必然だったのだろう。

　しかし、ログアウトボタンが消滅し、アバターが生身のプレイヤーそのままの姿に変化したあの日から、俺は再び人を遠ざけるようになった。最初の友人クラインを見捨てたから、最初の協力者コペルに殺されそうになったから、そんな理由をこじつけることもできるが──問題の本質は、人を恐れる俺の心そのものにあるのだ。

　第二のリアルとなったこの世界で、俺は元の世界と同じように、他人の内面に一いつ切さいの関心を持とうとしなくなった。プレイヤーはあくまでプレイヤーであり、命の懸かかったデスゲームにあってなお、架空の名前でそれぞれが役割を演じてロールプレイしているに過ぎない。そう考えることで、どうにか最低限のコミュニケーションを成立させてきたのだ。

　そんな俺に、ギルドフラッグの隠いん匿とく者しやを理屈で問い詰めることはできても、真の意味で説得することなどできようはずもない……。

　ゆっくりと息を吐き、顔を伏せようとした、その時だった。

　視界の右みぎ端はしに小さくも強い光を感じ、俺はそちらに眼めを向けた。

　光の源みなもとは、俺をまっすぐに見つめるヘイゼルブラウンの瞳ひとみだった。何を訴えるでも、促うながすでもなく、ただただ静かに視線を届けてくる。

　アスナ。

　デスゲーム開始以降、間違いなく最も長い時間を共有してきた細剣使いは、いまなお大いに謎なぞめいた存在だ。俺とコンビを組み続けている理由も、正直定かではない。彼女が何を考えているのか完全に理解できたと思えたことなど、数えるほどしかないだろう。

　しかしなぜか俺は彼女に対して、例のあの感覚……《この人は本当は誰なんだろう》という茫ぼう漠ばくとした疑問を感じたことは一度もなかった。アスナは俺の隣となりでいつもニュートラルに怒り、むくれ、そして笑っていた。

　きっと彼女は、この世界でもかりそめの自分を演じてなどいないのだろう。体がデジタルなアバターであろうとなかろうと、自分は自分。ＭＭＯＲＰＧの初心者だからではなく、確固とした自分を持っているから、アスナは誰よりも自然に振る舞まえるのだ。

　一層迷宮区で初めて出会った時の、虚うつろな眼をしてひたすらに無む謀ぼうな戦せん闘とうを繰くり返していた彼女が、戦う目標を見つけ、知識と能力を積み重ね、こうして攻略集団のトッププレイヤーになったように。

　俺も、もしかしたら、変われるのだろうか。

　アスナに視線で応こたえ、再び集団の一角に眼めを向けると。

　俺は直立した姿勢からゆっくりと腰を折り、深々と頭を下げた。

　低いざわめきが広い空間に流れる。途と惑まどうプレイヤーたちに、俺は演技ではなく自分自身の言葉を探しながら語りかける。

「まず、最初に、みんなに謝あやまる。ボスを倒したあとの、ギルドフラッグの取り扱いについては事前にきちんと話し合っておくべきだった。フラッグがドロップしたらどうするか、しなかったらそれをどうやって確認するか、そういう大事なことを後回しにしてしまったのは俺のミスだ。そのせいで、いまこうして、みんなにお互いを疑わせてしまっている……」

　そこでようやく体を起こすと、今度は十一人の顔をしっかりと見詰める。

「……ただ、ＡＬＳとＤＫＢが、フラッグを巡って争うようなことにはなってほしくない……これからも両ギルドが協力して最前線の攻略を続けてほしい、そう願ったからこそ、みんなはこのレイドパーティーに参加してくれたはずだ。それはボスと戦う前も、そして勝利したいまも変わらない……俺はそう信じる」

　しばし口を閉じ、心の中で、いまは亡き騎き士しに呼びかける。

　──ディアベル、あんたなら、こんな時はどうしただろうな。

　──俺はあんたの後継者にはなれない。あんたが体現していた高こう潔けつさも、リーダーシップも、俺は持っていない。

　──でも、なりふり構わずにＬＡボーナスを取りに行った必死さ、そして敵と見なしていた俺に『後は頼む』と言い残した実直さは、決して嫌きらいじゃないよ。

　そう、諦あきらめる前に、できることは全てやるのだ。一層ボス部屋でのディアベルのように。二層ボス部屋でのレジェンド・ブレイブスたちのように。

　右足を引き、左足に揃そろえる。背すじを伸ばし、両手の指をまっすぐにすると、両脚の真横につける。

　直立不動の姿勢で、ひとりのプレイヤーをしばし見詰めてから、俺は腰を折り曲げた。限界まで頭を低く下げ、石ブロックを見据えながら言葉を発する。

「……ギルドフラッグが誰にドロップしたのかを、システム的に確認する方法は、もうない。だから、どうか、頼む。俺に渡してくれとは言わない……取り扱いを、この場の全員の意志に委ゆだねてほしい。攻略集団のために……下の層で待っているプレイヤーたちのために……そして、いつか誰かが、このデスゲームをクリアする日のために」

　しんとした静寂が、大広間を満たした。

　ざわめきはいつしか消え去り、咳せき払ばらいや息いき遣づかい、装備が擦すれる音も聞こえなくなった。

　聴覚への入力信号が途切れたかと思えるほどの完全な沈ちん黙もくを──。

　かしゃ、という金属質の足音が破った。

　重金属装備の鈍にぶい音とも、革装備の軽い音とも違う、それらの中間のノイズを響ひびかせながら、足音は確かな歩みで近づいてくると、頭を下げ続ける俺のすぐ前で止まった。頭上から、落ち着いた声が降ってきた。

「顔を上げてください、キリトさん」

「…………」

　ゆっくりと顔だけを持ち上げ、俺はレイドパーティーで最年長の男……ギルドＡＬＳのスカウトマン、オコタンの顔を見た。

　彼が伸ばしてくる右手を取り、体を起こす。すると今度は、オコタンが両手両足をまっすぐ伸ばしてから、深々と腰を折る。

「……キリトさん、そして皆さん、本当にすみませんでした。ドロップしたギルドフラッグを申告しなかったのは、私です」

　謝しや罪ざいと告白の言葉が流れた途と端たん、後方からくぐもった声が響いた。

「オコさん……どうして…………!?」

　一歩前に出ると、アーメットのバイザーを跳ね上げ、エフェクトの消えた可愛かわいらしい声で続ける。

「あんなに言ってたじゃないですか……攻略集団は力を合わせなきゃならない、二つのギルドで張り合ってる場合じゃない、って。なのに……どうして！」

　両りよう眼めに涙を溜ためたリーテンが口を閉じると、オコタンは振り向き、ギルドメンバーに向けてもう一度頭を下げた。

「すまない、リーテン。君の信頼を裏切るようなことをしてしまって」

　再び俺に向き直ると、ウインドウを開く。指先でストレージを何度もタップし、やはり多段フォルダの奥に隠してあったらしいアイテムをオブジェクト化する。

　光の粒子を散らしながら現れたのは、彼が背中に装備しているハルバードよりも更に長い、全長三メートルはありそうな長なが槍やりだった。いや、穂ほ先さきは鋭するどく尖とがっているが、槍ではない。上部には純白の三バ角ナ旗ーが取り付けられ、鏡のような銀色の柄つかにゆるく巻き付けられている。

「おお…………」

　と、後方で誰かが嘆たん声せいを漏もらした。

　俺も初めて見るが、これがただならぬアイテムであることはひと目で解わかった。穂先や石突き、柄の細かい装飾。バナーの優美な縁ふち飾かざり、光こう沢たくのある布地の質感。それらが醸かもし出す存在感そのものが、低層で出現するアイテム群とは一線を画している。

　ついに実体を成したギルドフラッグを両手で捧ささげ持つようにしながら、オコタンは穏おだやかな声で俺への質問を口にした。

「キリトさんは、最初から私ひとりを見ていましたね。どうして解ったのか、教えてもらっていいですか？」

「あ……はい」

　フラッグから眼めを離はなし、ハルバード使いの顔を見ながら答える。

「ええと……オコタンさん、ここに来る前は、かなりヘビーなＦＰＳプレイヤーでもあったんじゃないですか？」

　問いに問いを返すと、彼は一いつ瞬しゆん眼を丸くしてから頷うなずいた。

「ええ……一時期はＭＭＯよりもそっちにハマってましたよ」

　俺も軽く頷き、数分前の彼の言葉に感じた、ほんのかすかな引っかかりを説明し始める。

「俺はちょっとかじった程度ですけど……ＦＰＳのチーム戦に、ＣＴＦ……キャプチャー・ザ・フラッグってモードがありますよね。両チームが、一本の旗を奪い合って戦うやつ」

「はい……」

　後方のシヴァタたちが、あいつはいきなり何を言い出したのだという顔になるが構わず言葉を続ける。

「あのモードで、旗を運んでいるプレイヤーのことを、日本だと《旗持ち》とか言いますが、英語だとフラッグ・キャリアーやフラッグ・ベアラー、あるいは略してベアラーって呼びます。オコタンさんはさっき、『リーテンが、それこそベア、いや熊くまのように活かつ躍やくしてくれる』って言いました。あれは熊を英語で言ったんじゃなくて、ベアラーって言いかけたんでしょう？　これからは、リーテンさんが旗持ちとして活躍してくれる……自分のストレージにフラッグがドロップしていなければ、そんな発言は絶対に出てこない。そう思ったんです」

　言葉にしてみると、とうてい推理とは呼べない、強引なこじつけにしか聞こえなかったが、しかしオコタンは一度、二度と首を縦たてに振り動かした。

「そうでしたか……。──やっぱり、慣れないことはするもんじゃないですね……」

　両手の中の美しい旗はた竿ざおに視線をやり、淡く苦い笑みを浮かべる。

「……こんなことを言える立場じゃないですが……キリトさんも、リーテンも、そして皆さんも……これだけは信じてほしいんです。私は決して最初から、ギルドフラッグをネコババするつもりでこのレイドに参加したわけじゃない。ＡＬＳ上層部と通じているということもないです。最初は、本当に、両ギルドの対立をなんとか防ぎたいと……それだけを願っていたんです。でも……」

　上品なヒゲを生やした口くち許もとを歪ゆがめ、ぎゅっと両眼をつぶる。掠かすれた声が、石造りの大広間に反はん響きようする。

「……このフラッグが……正式名称《フラッグ・オブ・ヴァラー》が私にドロップし、しかも誰もそれに気付いていない、隠そうと思えばこのまま隠せると気付いた瞬間、思ってしまったんです。ギルドフラッグを交渉材料に使えば、二つのギルドを統合できるんじゃないか、と……」

　その言葉を聞いたハフナーが、かすかに鎧よろいを鳴らした。しかし何も言わず、ぐっと唇を嚙かむ。シヴァタとリーテンも、ちらりとお互いを見たが沈ちん黙もくを保つ。

　瞼まぶたを開けたオコタンは、再び自じ嘲ちようの笑みを滲にじませ、そっとかぶりを振った。

「でも、そんなわけはありませんよね。ギルドフラッグがＡＬＳ側から出てきたら、今日この場で私がネコババしたことは、ハフナーさんたちにも解わかってしまう。そんな状態で、まともに交渉なんか成り立つはずがない……。──バカな夢を見ました。私の愚おろかな行いを、改めて、皆さんに謝しや罪ざいします」

　フラッグを捧ささげ持ったまま、オコタンはもういちど深々と頭を下げた。

　その姿をじっと見ていたハフナーが、がしゃっと一歩前に出ると、両りよう拳こぶしを握り締しめて叫んだ。

「──確かに、あんたはバカなことをやった！　下へ手たしたら、二つのギルドが戦争になってたかもしれないくらいのな！　でも……その夢はバカじゃねえ!!」

　低頭したままのオコタンが、ぴくりと肩を震わせる。更に一歩前進し、ギルドＤＫＢのサブリーダーは、ほんの少し音量を落として語り続けた。

「オレも、さっきの戦せん闘とう中ちゆうに、ちっとだけ夢を見たよ。オレやシヴァタ、あんたやリーテンさんが、初めてのパーティーでもあんなに息を合わせて戦えるなら、いつまでもいがみ合ってる意味はねぇのかも……二つのギルドのメンバーをまぜこぜにして、理想的なパーティー組みをしたほうがいいのかも、ってな。オレはその夢を捨てちまう気はねぇ。ギルド統合とまでは、まだ言えねーけど……いつかは、もしかしたら、って思うのはやめねーよ。だから……オレは、あんたを許す!!」

　やや唐突に宣言すると、ハフナーは他のメンバーたちを見回した。

「オコさんをどうしても許せねぇ、なんかのペナルティを与えるべきだって思うやつ、いたら手ぇ挙げてくれ！」

　その呼びかけを聞いたエギルが、両手を大きく広げて苦笑する。

「おいおいハフさん、そんな言い方されて手ぇ挙げるヤツなんかいるわけねーだろ」

　アニキ軍団がうんうんと頷うなずき、アスナやアルゴ、ネズハも軽く笑みを浮かべる。

　ずっと頭を下げたままだったオコタンが、大きく背中をわななかせた。

「…………ありがとう、ございます」

　その声は掠かすれ、震えていたが、しかし石造りの広間が床や壁かべに何度も反はん響きようさせて、皆の耳にしっかりと届けた。
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「勢いで預かっちゃったけど……どうするかなあ……」

　右手で床に立てたミラーシルバーの旗はた竿ざおを見上げながら、ぼそりと独りごちる。

　第五層のボス部屋には、俺ひとりだけが残っている。すぐに追いかけるからと言って、他のメンバーは先に螺ら旋せん階段を上らせたのだ。

　視線を旗から周囲に移すと、石造りの大広間はしんと静まり返っていて、ゴーレムボスとの激げき戦せんの余よ韻いんはかけらも残っていない。緊きん張ちようが解けたせいか重い疲労感に襲おそわれ、レアアイテムの旗竿を杖つえ代わりにのろのろと壁かべ際ぎわまで歩くと、「よっこいしょ……」と声を出しながら座り込む。

　一人になりたかったのは、幾つかのことを考えるためだ。

　まずは、ハフナーの動議が採決され、満場一致で俺に押しつけ……いや預けられたギルドフラッグの処遇。ずしりと重い旗竿の側面を左手の指でタップし、プロパティ窓を引き出す。

　トップに表示される固有名は、【Flag of Valor】。

　武勇の旗、というような意味だろうか。いちおうカテゴリは長なが槍やりだが、ベータ時代の情報どおり攻こう撃げき力りよくは最低クラス。しかし、下部に列挙されたマジック効果は恐るべきものだ。こちらも変更はなかったようで、戦せん闘とう中に地面や床に立てているあいだは、半径十五メートル以内のギルドメンバーに各種の支援効果が付与される。この広間が差し渡し約三十メートルだから、旗持ちベアラーが真ん中に陣取っていれば、全体を効果範はん囲いに収められる。

　旗にギルドを登とう録ろくするには、ギルドリーダーの資格を持つプレイヤーが、プロパティの下部にある認証ボタンを押すだけでいいらしい。その時点でギルドの紋章が登録されていれば純白の旗にその紋章が自動的に染め抜かれ、以後、再登録もギルドの変更もできなくなる。つまり、仮にＡＬＳのキバオウがこの旗を認証した場合、のちにＤＫＢと合併して新規ギルドが旗揚げされるようなことがあっても、このフラッグは使えなくなるわけだ。もちろんＤＫＢを解散し、メンバーがＡＬＳに加入し直せば別だが、そんなことはありえない。

　そういう意味では、この旗を材料に、いきなり両ギルドを合併させようと考えたオコタンは間違っていなかったと言える。しかし実現性は限りなく低いだろう。ハフナーとオコタンたちは一定の相互理解に達したようだが、それは少人数での最強ボス攻略という高こう難なん度どミッションがもたらしたいっときの奇跡だ。六層の攻略が始まればまた二人はそれぞれのギルドに別れ、ライバルとしてしのぎを削ることになるだろう。

　でも、きっと、今日の出来事は無駄にはならない。メンバー全員の記憶にしっかりと根付き、いつか新たな花を咲かせることもあるだろう。

　そう自分に言い聞かせ、俺はウインドウを開くと、ギルドフラッグをそこに載のせた。軽やかな効果音が響ひびき、長大な旗はた竿ざおがストレージに格納される。

　当面はこのまましまっておくしかないが、しかしこれほどのスペックを持つレアアイテムを倉庫のこやしにするのも大いにためらわれる。なんとかして、最適な使い道を見つけなければならない。

　ウインドウ下部の時刻表示を見ると、午後八時半を回っている。そろそろ、いつＡＬＳ主力部隊が階段を上ってきてもおかしくない頃合いだ。

　考えるべきことその二は、彼らへの対応。

　いますぐに螺ら旋せん階段を駆かけ上り、六層主街区の転移門から五層のカルルインに戻ってしまうという選択肢もあるにはある。だがその場合、キバオウたちは何が起きたのか解わからないだろう。ことによると、ここでボスの呼び出し方をあれこれ探してしまうかもしれない。それはいくらなんでも申し訳ない。

　やはり、彼らの抜け駆け作戦を、俺が更に抜け駆けしたことを説明する責任はあるだろう。そう考えた俺は、石いし壁かべに背中を預けたまま眼めを閉じ、ＡＬＳの到来を待った。

　しばらくすると、こつ、こつという足音が耳に届いた。

　案外早かったな、と考えてからすぐに訝いぶかしく思う。足音はひとつだけで、しかも下ではなく上から聞こえてくる。

　瞼まぶたを持ち上げた俺が見たのは──。

　六層へ続く螺旋階段を、薄うす紫むらさき色のケープを揺らしながらゆっくりと降りてくる細剣使いの姿だった。

「アスナ…………」

　呟つぶやき、両脚に力を込めて立ち上がる。

「……どうした？　六層の主街区に行かなかったのか？」

　階段から床に下りたアスナに問いかけると、ケープの下で小さく肩をすくめ、こちらに歩み寄りながら予想外の言葉を返してきた。

「階段を上ってる時におもしろい話を聞いたから、キリト君にも教えてあげようと思って」

「へ……？　ど、どんな話……？」

　俺の隣となりまでやってくると、くるりと体を反転させて壁に寄りかかる。

「オコタンさんの、キャラクターネームの由来。なんだと思う？」

「は……？　そ、そりゃ確かに気になってたけど……あんまり激げきおこって感じの人でもないし……。なんだろ……コタツが好きだから？」

「ぶぶー」

　両手の人差し指でバツ印を作ったアスナは、にんまり笑って言った。

「北海道の、支し笏こつ湖こに注いでる川の名前なんだって。その近くの出身で、思い出の場所みたいよ」

「へ、へえ……そっか、コタンってアイヌ語っぽいもんな……。────で、ほんとにそれを俺に教えるだけのために戻ってきたのか……？」

「そんなわけないでしょ」

　数十秒前の自分の言葉をあっさり否定し、アスナはそのまま口を閉じてしまう。

　やっぱりこの人は大いなる謎なぞだ、と思いながらどう答えたものか考えていると──。

「……キリト君、ひとりでＡＬＳの攻略隊と話をするために残ったんでしょ？」

　突然そう問われ、俺は首を縦たてでも横でもない微妙な角度に曲げた。

「い、いや、そういうわけでも……あるような、ないような……」

「主街区に戻ってもひまだから、わたしも付き合ってあげるわ」

「え……」

　アスナの宣言に、どう答えるべきか迷う。

　俺たちに抜ぬけ駆がけされたと知ったＡＬＳのメンバーたちは当然怒るだろうが、本当に危険なことにはならない……はずだ。しかしそれは、彼らがどこまで本気でギルドフラッグを求めているかにもよる。ＤＫＢに取られなければそれでいいと思っているのか──何がなんでも獲かく得とくするべしと思っているのか。

　いや、仮に後者だとしても、圏外でプレイヤーに武器を向けるような真ま似ねはしないだろう。彼らは攻略集団であって、強盗集団ではないのだから。それに、ここでアスナに帰れと言っても、素直に頷うなずくわけがないことくらいは俺にも解わかる。

「……ありがとう。でも、挑発的な言動はナシでお願いします……」

　感かん謝しやと要望を同時に伝えると、アスナは「わかってるわよ」と小声で答えた。

　そのまま壁かべ際ぎわに並び、ぽつぽつと取り留めもない話をしながら待つこと五分。

　ついに床の下り階段から、がしゃがしゃと複数の足音が聞こえてきた。二人、いや三人……ＡＬＳの偵察隊だろう。

　広間に駆け込むや三角形のフォーメーションを組み、周囲に鋭するどく視線を走らせる軽装戦士に、俺は壁際から声を掛けた。

「おつかれ」

　途と端たん、揃そろってこちらを見た男たちが、眼めと口を丸くする。隊長格らしい一人が、剣を下ろしながら裏返り気味な声を出す。

「ぶ、ブラッキー!?　どうしてここにいるんだ!?　フロアボスは……!?」

「すまん、さっき倒した」

「……………………」

　たっぷり五秒ほども沈ちん黙もくしてから、隊長が溜ため息いきをつきつつ首を左右に振り、後ろの一人がしみじみとした口調で言った。

「そんな気ぃしてたんだよね、オレ……」




　一分後。

　偵察隊に呼ばれたＡＬＳ主力部隊総勢二十四人と、真・抜ぬけ駆がけ攻略隊の二人は、下り階段を挟んで向かい合った。

　モスグリーンとダークメタルのお揃そろい装備に身を固めた男たちは後方でひそひそ何やら言い合っているが、中央で仁に王おう立だちになるトゲトゲ頭のギルドリーダー・キバオウは、胸の前で両腕を組み、瞼まぶたと口をしっかり閉じて、長い沈ちん黙もくを保っている。

　この機にＡＬＳのメインメンバーの顔と名前を再確認しておこうと思った俺は、隣となりのアスナに囁ささやきかけた。

「あの中で、キバオウ以外に名前わかるヤツ、いる？」

「えっと……キバオウさんの右隣にいる三みつ叉また槍やりの人が、北ほつ海かいいくらさんでしょ。左にいる曲刀の人が、メロンマスクさん。その左のショートスピアの人が……シンケンシュペックさん、だったかな……」

「…………三人全員食い物っぽい名前じゃなくてよかったよ」

　突然の空腹感を堪こらえながらそう呟つぶやくと、アスナはすぐさま注釈を加えた。

「シンケンシュペックってオーストリアのスモークハムよ。スパイスが効きいてて美お味いしいわよ」

「…………戻ったら速攻メシにしようぜ……」

　という俺の提案に、アスナが応じるよりも早く。

「────なにはともあれ！」

　カッと両りよう眼めを見開いたキバオウが、腕組みをしたまま叫んだ。

「ボスを倒したんは確かなんやから、お疲れさんと言うとくわ！　ただ、幾つか説明してもらわんと、ここまでのこのこ来てもうたワシらも帰るに帰れんで！」

「あ……ああ、解わかってる。説明できるところはするよ」

　俺の言葉に、キバオウはびしっと右手を伸ばすと、勢いよく人差し指を立てた。

「一つ目！　まさかあんたらだけでフロアボスを倒したわけちゃうやろ。メンバーはどっから集めたんや!?」

「悪い、それは言えない」

　俺の返事を聞いたキバオウの眉まゆ毛げが震えたが、それについてはコメントせず、二本目の指を立てる。

「二つ目！　ワシらが来る直前にボスを倒したんは偶然やないやろ！　ワシらが今夜ボスを攻略することは、どうやって知ったんや!?」

「すまん、それも言えない」

　再び、眉毛がぴくぴくと震える。後方のメンバーたちも、半分は憤いきどおっているようだがもう半分は呆あきれ顔がおや諦あきらめ顔がおだ。「マジメに答えろー！」という声が響ひびくが、左手を挙げて黙だまらせると、キバオウは三本目の指を立てた。

「いままでのは前置きや。けどな、これだけは絶対に答えてもらうで。……フロアボスからは、ギルドフラッグちゅうアイテムがドロップしたはずや。そいつをどうした!?」

「………………」

　今度は、俺がしばし口を閉じる番だった。

　キバオウに釘くぎを刺されたからではないが、確かにこの質問にだけは正しく答える必要がある。だがその行為は、わずかながら危険を伴う。もし最悪の事態──目の前の二十四人が、ＰＫも辞さずに剣を抜くようなことになれば、アスナだけは上り階段から逃がさねばならない。

　その場合の動きを脳裏でシミュレーションしながら、俺は頷うなずいた。

「ああ……ドロップしたよ」

　ざわ……と大きくどよめくＡＬＳメンバーたちの前で、右手の人差し指と中指を揃そろえて持ち上げ、すっと真下に振る。

　鈴の音とともに現れたメインメニューを操そう作さし、ストレージから、さっき格納したばかりのアイテムをオブジェクト化。

　光の粒子に包まれて実体化した、長さ三メートルの白銀の旗はた竿ざおを見て、男たちが更に大きな声でざわめいた。右手で竿の中央をしっかりと握り、ウインドウを消すと、俺は《フラッグ・オブ・ヴァラー》をボス部屋の床に音高く突き立てた。

「──これがギルドフラッグだ。効果は、あんたらも知ってると思うけど、こうやって立てていると半径十五メートル以内のギルドメンバーに四種のバフがかかる。ボス戦には相当有効なアイテムだろうけど、いったんギルド名を登録したら、もう二度と変更はできない」

　かなり簡かん略りやく化かした説明だったが、聞き終えたＡＬＳメンバーたちが三たびどよめく。中には、もう白無地のバナーにＡＬＳのエンブレムを幻視しているかのような顔で旗竿を見上げる者までいる。

　しかしさすがにキバオウは腹の据わったところを見せ、フンと鼻を鳴らしただけで一気に本題へと切り込んできた。

「さすがは天下のビーター様やな、しっかりゲットしたちゅうわけか。で……ギルドにそっぽ向けとるアンタが、そいつをどうするつもりや」

　ここが、この会談の正念場だ。

　俺は大きく息を吸い、腹に力を溜ためると、ギルドフラッグをゆっくり持ち上げ──。

　カアァァン！　と音高く床石に突き立てた。

「このフラッグを、キバオウさん、あんたの管理に委ゆだねるつもりがないわけじゃない。ただし、条件が二つある」

「なんや、言うてみい」

「二つと言っても、片方がクリアされればそれでいい。まずは、今後倒されるボスモンスターから、同じアイテムがもう一つドロップした場合。その時は、一つをＡＬＳ、一つをＤＫＢの所有とし、持っていないほうのギルドにこれを無む償しよう譲じよう渡とする」

　俺の言葉に、後方から「そんなのいつになるんだよ」「それまでの時間が無駄すぎるだろ」といった声が上がる。しかしキバオウは小さく頷うなずくと、視線で続きを促うながしてきた。再び深呼吸してから、俺は二つ目の条件を口にした。

「──もしくは、ＡＬＳとＤＫＢが合併し、新ギルドが発足した場合だ。その時は、無条件で即座にこれを渡す」

　重苦しい静寂が、三秒以上も続いた。

　それを、いっせいに爆ばく発はつした叫び声が、散り散りに引き裂いた。

「で……できるわけねえだろそんなこと!!」

「あんなエリート面づらした奴やつらと合併なんか冗談じゃねえよ!!」

「あいつらにも訊きいてみろよ！　頭おかしいじゃねえかって言われるからよ!!」

　怒いかれる二十数人の男たちが、じり、じりと前に出てくる。隣となりに立つアスナの気配が、ほんの少し硬くなる。上り階段までの距きよ離りを確認しつつ、俺は怒ど声せいを受け止め続ける。

　その時、ひときわ甲かん高だかい絶叫が、喧けん噪そうを貫つらぬいた。




「オレ……オレ知ってる!!　そいつら、最初っからフラッグを渡すつもりなんかねーんだ!!　無む理り難なん題だいふっかけて、フラッグをそのままパクって、自分たちのギルドを作るつもりなんだ!!」




　その、鼓膜に突き刺さるような不快な声は、前にも聞いたことがあった。

　一層ボス部屋で、俺を元ベータテスターだと暴ばく露ろした声。

　二層ボス部屋で、レジェンド・ブレイブスの強化詐さ欺ぎで死人が出たと糾きゆう弾だんした声。

　三層ボス部屋で、俺とアスナがエルフ戦争キャンペーン・クエストを独占するつもりだと非難した声。

　人垣を割って飛びだしてきたのは、確かジョーという名前のダガー使いだった。両りよう眼めと口のところに穴のあいたレザーマスクを装備していて、見た目はユーモラスだが顔がん貌ぼうを確認することはできない。

　ジョーは、かぎ爪づめのように曲げた人差し指を俺たちに突き付け、尚なおも叫んだ。

「こんな奴やつらのタワゴト聞く必要ねーっすよ、キバさん！　こいつら、二人しかいねーんだ！　フラッグを取り返す方法なんか、いくらでもありますよ!!」

　────いや。

　どこか他の場所でも、この耳みみ障ざわりな金かな切きり声ごえを聞いた気がする。いまのように大勢がいる場所ではなく……街の中かフィールド、あるいはダンジョンの…………。

　俺の思考がどこかに辿たどり着きそうになったその時、どすの利きいた声が低く流れた。

「そりゃ力ずくいう意味か、ジョー」

「そうっすよ!!　こっちは四パーティーもいるんだ、たった二人ぽっち、どうとでも……」

「このドアホウ!!」

　雷かみなりのような声で一喝すると、キバオウはジョーの胸ぐらを摑つかんだ。小柄なアバターを引っ張り上げ、レザーマスクに頭突きするような勢いで怒ど鳴なる。

「確かにジブンが持ってきたギルドフラッグの情報は正確やった、けどなあ、なんぼ重要なアイテムゆうても、それを手に入れるために同じプレイヤーに剣向けたら、ワシらはただの犯罪者集団や！　なんのためにＡＬＳが存在するんか、もっぺんよく考えェ！」

　どすんとジョーを突き放し、キバオウはこちらに向き直ると、しかめっ面つらながらも小さく頭を下げた。

「つまらん話、聞かせてすまんかったな。さっきの条件やけど……そいつはＤＫＢに対しても同じゆうふうに考えてもええんやな？」

「あ……ああ、もちろんそうだ」

「なら、ひとまずフラッグはあんたに預けとくわ。合併は正直望み薄うすやけどな」

　キバオウにしては案外あっさり引き下がったという印象だが、おそらく彼も、ギルドフラッグというアイテムを爆ばく弾だんのように思っていたのだろう。

　ギルドリーダーの宣言に、後ろのメンバーたちも温度差はあれど納得したように黙だまり、ジョーもこちらを一ひと睨にらみしてから隊列に戻った。

　再び腕組みをしたキバオウは、ぐいっと胸を反そらせると、

「ほな、帰るわ！　お疲れさん！」

　と律りち儀ぎに挨あい拶さつしてから下り階段に足を向けた。ギルドフラッグをストレージにしまおうとしていた俺は、慌ててトゲトゲ頭に声をかけた。

「あ、六層主街区の転移門、もうアクティベートされてるはずだからカルルインに戻るならそっちのほうが早いぞ」

「ほうか」

　キバオウはぐるりと反転し、上りの螺ら旋せん階段に向かう。俺の前を通り過ぎる時に、彼の口くち許もとがかすかに動き、「おおきにな」というような声が聞こえた気がしたのは恐らく幻聴だろう。

　二十四人ぶんの足音が上層方面に消えるまでには、しばらく時間がかかった。それでもついに静寂が訪れ、その途と端たんに緊きん張ちようの糸も切れて、俺は長々と息を吐いた。

「はー……。──とりあえず、いくつか考えてた中じゃ、かなりマシな結末だったな。あとでＤＫＢにも話を通さなきゃだけど、ともかくおつかれ、アスナ。少し休んだら、俺たちも……」

　帰ろう、と言いかけた口を、俺はぴたりと静止させた。

　キバオウとの交渉のあいだじゅう、ずっと毅き然ぜんとした態度を保っていた細剣使いの、真っ白い頰ほおに。

　ふたすじの涙が、音もなく流れている。細いおとがいで雫しずくになると、大広間のライティングを吸い込んでささやかに輝きながら、一粒、また一粒と落下する。

「あ……アスナ……？」

　涙の理由がまったく解わからず、俺は囁ささやき声ごえで相棒の名前を呼んだ。

　ＡＬＳとの対決には緊きん迫ぱくさせられる場面もあったが、キバオウが意外と冷静に対応してくれたので、本気で生命の危険を感じるほどでもなかった。その前のボス戦のほうが、状況としてはよほどシビアだったはずだ。しかし戦せん闘とう中ちゆうにも弱音ひとつ吐かなかったアスナが、なぜいまになって。

　思考停止状態に陥おちいり、立ち尽くすことしかできない俺を、アスナは流れる涙を隠そうともせずにまっすぐ見詰めてきた。こんな状況でも、濡ぬれたヘイゼルの瞳ひとみは、この世界でかつて見た何よりも美しいと俺は感じた。

　色の薄うすい唇が小さく動き、仮想の空気にかすかな振動を生み出した。

「なんで…………、なんで…………」

　いちど強く両りよう眼めをつぶり、大きな涙の珠たまをぽろりと零こぼしてから、アスナは少し音量を増した声で言った。

「なんで、キリト君が、あんなふうに言われなきゃいけないの……。すごく頑張ったのに……攻略集団のために、この世界に閉じ込められた人みんなのために、命を投げ出して戦って…………頭まで下げて……それなのに、なんで」

　限界まで張り詰めた、極ごく細ぼその銀糸を弾はじくような声で発せられたその言葉が、俺の中で意味をなすまでに少し時間がかかった。

　それでは、アスナは、俺のために泣いているのか。

　そう理解しても、なお反応できない俺の目の前で、濡れた顔がくしゃりと歪ゆがんだ。

「こんなの、間違ってる。あの人たちは、ギルドを作って、仲間だけで固まって、好き勝手に行動して、いがみ合って……そんな人たちのために、キリト君がぼろぼろになるまで戦って、それなのに悪あし様ざまに言われるだけだなんて……間違ってる。ぜったいに、間違ってる」

　激はげしくかぶりを振りながらそう言い切ると、アスナは顔を天井に向け、口を強く引き結んで、止とめ処どなく涙を流し続けた。

　ようやく息を吸うことに成功した俺は、相棒に一歩近づくと、どうにか思考を言葉に変えた。

「…………それは、俺が選んだことなんだ。俺自身が、集団に所属しないと決めたんだ。俺は、多くの人に認めてほしいから……称賛してほしいから戦ってるわけじゃない。自分と、自分の近くにいる人たちを守れるなら、他のことはどうだっていいんだ」

　それは、いままでアスナにさえひた隠しにしてきた、醜みにくいエゴイズムの吐と露ろだった。

　俺の中に、献身や自己犠ぎ牲せいなどといった代しろ物ものはかけらも存在しないのだ。俺が二大ギルドの対立を回かい避ひしようとしたのも、ボス攻略隊を組織し、死力を尽くして戦い、仲間たちに頭を下げたのも、全ては自分がこの世界で生き残るためでしかない。

「だから……誰かに認めてもらったり、褒ほめてもらったりする資格は、俺にはない。アスナが、俺のために泣く必要なんか……」

　どん、という衝しよう撃げきが右肩に生まれ、俺の言葉を遮さえぎった。アスナが、握った右手で強く叩たたいたのだ。

「誰のために泣くかは、わたしが決めるの！」

　くしゃくしゃの顔でそう叫ぶと、アスナは左手で目め許もとを何度も擦こすってから、口許に笑みの形を作った。俺の肩に押し当てたままの右手を開き、コートの生地を軽く握る。

「……なら、わたしがキリト君を褒めてあげる。わたしがあなたにしてあげられること……何でも、言って」

　後に──本当にずっとずっと後になって、アスナは言ったものだ。『あのとき、キリトくんが何かすごいこと言ったらどうしようって、ほんとはちょこっとだけ思ってたんだよー』と、ほわんほわん笑いながら。

　しかしこの時の俺には、何かすごいことなど言えるはずもなく、ただぎこちない笑みを浮かべるのが精一杯だった。

「……そう言ってくれるだけで充分だよ。別に、何かしてもらおうなんて……」

「じゃあ、そこに座って！」

　いきなり命令口調でそう言うと、アスナは右手に力を込めた。抗あらがうこともできず、言われるまま腰を落とし、床に片かた膝ひざを突く。

　すると、突然。

　アスナは肩から離はなした右手を俺の頭に回し、薄うす手でのスチールプレートを装備した胸に強く抱き寄せた。

　左手が、ゆっくりと、優しく、いたわるように、髪を撫なでる。何度も、何度も、繰くり返し動き続ける。

　その手の柔らかさ。日だまりを思わせる香り。触れ合う体の温かさ。

　それらを全身で感じているうちに、俺はいつしか、自分の眼めにも涙が滲にじんでいることに気付いた。

　第一層から第五層までの五十五日間におよぶ戦いが、いかに俺を消耗させてきたか。

　そしてその日々のあいだ、いつも傍かたわらにいた細剣使いが、いかに俺を癒いやし、励はげまし、勇気づけてくれたか。

　その認識を嚙かみしめながら、俺はいつまでも、いつまでも、アスナの慰い撫ぶに身を委ゆだね続けた。アスナもまた、いつまでも、いつまでも、手を止めようとはしなかった。
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「じゅーう、きゅーう、はーち、なーな……」

　アインクラッド第五層主街区カルルインの町並みが、千人を超えるプレイヤーたちのコールで揺れている。

「ろーく、ごーお、よーん、さーん……」

　数字を映すスクリーンもなければ、マイクを持ったＭＣもいないが、声はぴったりと揃そろったままカウントダウンを続ける。

「にーい、いーち……」

　街の真ん中の転移門広場から、何本もの炎の筋が上層の底めがけて打ち上げられ。

　ゼロ!!　の声とともに、暗い空に大輪の花を咲かせた。

　花火の爆ばく発はつ音おんに、プレイヤーたちの歓かん声せいが重なる。街のあちこちで「おめでとうー！」とか「ハッピーニューイヤー！」の唱和が響ひびき渡り、景気づけの壁かべ撃うちソードスキルが色とりどりのライトエフェクトを煌きらめかせる。

　俺たちが陣取っている、カルルインの東側にそびえる古城遺い跡せきのテラスからは、空の花火と街の賑にぎわいを同時に眺められる。隠れスポットなので他のプレイヤーに邪じや魔まもされない。光と音の競演にただただ見入っていると、隣となりから華やいだ声が聞こえた。

「キリト君、新年明けましておめでとう！」

　笑顔で細長いグラスを差し出してくるアスナに、

「明けましておめでとう」

　と答え、かちんと音を立てて自分のグラスを合わせる。二人同時にシャンパン──と呼んでいいのかどうかは解わからないが、ともかくしゅわしゅわする金色のワイン──を飲み干し、笑みを交かわしてから、再び街の上空に目を向ける。

「しっかし、よく花火なんかあったなあ……どこで売ってたんだろ……」

　色とりどりの閃せん光こうに眼めを細めながらそう言うと、パーティー実行委員会の花火班を手伝ったアスナが答えた。

「はじまりの街のすみっこにある怪しい道具屋さんだってリーテンが言ってた。花火が先に見つかって、そこからカウントダウン・パーティーが企画されたみたいよ」

「へえ……。──あの花火、モンスターにぶつけたらダメージ入るのかな……」

　無粋なアイデアを口にする俺に、アスナが新年一発目の呆あきれ顔がおを向けてくる。

「残念だけど、圏内でしか使えないんだって」

「あら、そうですか……」

「そんなことより、ほら、そろそろ終わりだよ。せっかくの花火なんだから、ちゃんと見ようよ」

　アスナに促うながされ、また街の上空に眼を移すと、ちょうどこれまでで最大の数の火線が伸びていくところだった。どどどどどーん！　という衝しよう撃げき音おんとほとんど同時に眩まばゆいほどの閃光が夜空を埋め尽くし、きらきらと雨のように火花を振りまきながら消えていった。街じゅうから再び歓かん声せいが沸き起こり、それもやがて落ち着くと、隣でアスナがぽつりと言った。

「二〇二三年、かぁ……」

　その言葉に、とうとう年が変わったのだという感慨を嚙かみ締しめながら俺も呟つぶやく。

「もう二ヶ月も経たったのが、ちょっと信じられない気もするな……」

「うん。はじまりの街の宿屋に閉じこもってた頃は一日がすごく長かったのに、攻略を始めてからは毎日があっという間に過ぎてく感じ」

「そりゃまあ、クエストクリアして、熟じゆく練れん度ど上げして、素材集めて、とかやってたら一日が何時間あっても足りないからなぁ。……でも……」

　俺がそこで口をつぐむと、アスナが軽く首を傾かしげる。暗さの戻った空を仰あおぎ、そこに広がる鉄と石の蓋ふたを見据えながら小さくかぶりを振る。

「……いや、二〇二三年は長くなりそうだなーと思ってさ。何せ、十二ヶ月もあるんだぜ」

「あのねえ、当たり前でしょ！」

　アスナに肩を小こ突づかれ、わざとらしくよろけてみせる。

　本当は、いまの攻略ペースをいつまで維持できるだろうか、と考えたのだ。

　第三層の攻略は一週間。第四層は六日間。そしてこの第五層は、なんと四日でクリアされた。しかしそんな、いわばパワープレイが通用するのは、俺たちがフロア攻略適正レベルに対して充分以上のマージンを維持できているからだ。モンスターが相対的に弱いので、クエストもスムーズにクリアできるしスキルの熟じゆく練れん度ど上げや素材集めにもストレスはない。

　しかし、そんな状況はいつまでも続きはしないだろう。これからは徐々にマージンの維持が辛つらくなり、レベル上げのために朝から晩までひたすらモンスター狩りをするような日も出てくるはずだ。しかも狩りの効率を上げるためには強いモンスターと戦わなくてはならないので、精神的な消耗の度合いも増す。恐らく、俺がベータ時代に突破できなかった第十層に辿たどり着く頃には、フロア攻略の苦しさ、難むずかしさはいまの比ではなくなっている。

　しかし、ここでそれを言ってどうなるものでもない。

　なにはともあれ、俺たちは生きて新年を迎えることができた。カウントダウン・パーティーの当日に五層が攻略されたというニュースも、多くのプレイヤーたちに希望を与えたはずだ。当然ながらＤＫＢのメンバーたちには寝耳に水だったようだが、明日──ではなく今日の昼にシヴァタやハフナーを交えてギルドフラッグに関する説明の場を持つことになっている。

　だから、いまはアインクラッド初の大規模なお祭りを楽しもう。また今日から、新しい層の攻略に邁まい進しんするためにも。

　空からになったグラスにシャンパンを注そそごうとして、ボトルが残り少ないことに気付いた俺は、チーズをつまんでいるアスナに声をかけた。

「下で新しいボトルと、何か食い物仕入れてくるよ。ちょっと待ってて」

「ありがと、気をつけてね」

　相棒に軽く手を振り、城内に戻る。

　テラスは穴場スポットだが、古城の前庭は大規模なパーティー会場になっていて、エギルが飲食物の屋台を出している。一層から五層までの各種名物料理を用意しているという触れ込みなので、アスナが微妙な顔をしそうなやつをあれこれ買っていこう、とわくわくしながら暗い城内をダッシュする。

　四階から三階への階段を駆かけ下り、隠し扉から埃ほこりっぽい回廊に出る。幾つも並ぶ柱の脇わきを走り抜け、メインの階段ホールに続く大扉を開けようとした──

　その時だった。

　うなじに強烈な寒気を感じ、俺は横に飛び退のこうとした。しかしその寸前、コート越しに、尖とがったものが背中を押した。

　柱の陰に隠れていた何者かが、刃物の切きっ先さきを突き付けたのだ。

　顔見知りの悪ふざけではない。単に隠れていただけなら、新年気分で浮かれていたとしても絶対に気付く。つまり背後の何者かは隠いん蔽ぺいスキルを使っていた……しかも、俺の索敵スキルでも看破できない熟練度の。

　凍り付く俺の右耳に、何者かの顔が近づくのを感じた。かすかな息いき遣づかいとともに、囁ささやき声ごえが聞こえた。




「イッツ・ショーウ・タァーイム」
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　いままで聞いたことのない、低く冷たい声だった。必要以上に抑揚豊かなのに、一いつ切さいの感情が含まれていないように思える。

「…………誰だ」

　掠かすれ声ごえで問い質ただしながら、俺は飛びすさるためのタイミングを計った。しかし背中に触れる切きっ先さきの圧力がわずかに増し、再び囁き声が響ひびく。

「おっとと、じっとしてなよ。動いたら、ナイフがずぶりだぜ」

　俺にこんな真ま似ねを仕掛けそうな相手は、因いん縁ねんのデュエルＰＫｅｒモルテしか思い浮かばない。しかし声も、口調も、まったく違う。

　呼吸を整え、こちらも囁き声で言い返す。

「……ここは圏内だ。そんなもの、なんの脅おどしにもならないぞ」

　まったく疑うことなく発した、その言葉を。

　背後の脅迫者は、あっさりと否定した。

「おいおい、しっかりしてくれよ、ブラッキーさん。圏内なのは城の前庭までで、城内はダンジョン扱いだぜ？」

「な…………」

　言葉を失いつつ、懸けん命めいに記憶を探さぐる。

　確かにこの古城遺い跡せきは、クエストが幾つも設定されていたり、あちこちに隠し扉があったりとダンジョンに近い。しかしモンスターは出現しなかったはず──それ以前に、城に入る時に【Ｏｕｔｅｒ　Ｆｉｅｌｄ】表示も出なかったはずなのだ。

　だが、このカルルインの街は、圏内と圏外の境界が曖あい昧まいなのもまた事実。パーティー気分でうかれていて、城に入る時にシステム表示を見落としたということが絶対にない、と言い切る自信は、残念ながらない。

　──だとしても。

「……現実世界ならまだしも、たかがナイフ一本で何ができる。仮にそれがボスドロップ級の代しろ物ものでも、たった一いち撃げきじゃＨＰをろくに減らせないぞ。しかも、それでお前はオレンジだ……まさかこっちが反撃しないと思ってるわけじゃないよな」

「オー、さすが威勢がいいな。確かにＨＰはたいして減らないだろう……でも、こいつの刃やいばに、レベル５麻ま痺ひ毒どくとレベル５ダメージ毒が塗ってあったらどうだい？」

「…………!!」

　再び絶句する俺の背中を、鋭するどい切きっ先さきが、つん、つん、とからかうように軽く押す。

　有り得ない。現状、モンスターが使ってくる毒でも最高でレベル２までだし、プレイヤーが調合スキルで作れる毒はまだ素材的にレベル１止まりのはずだ。しかし、それはベータ時代の知識であって……いまのアインクラッドに《絶対》が存在しないのは、これまでで何度も思い知らされてきた。

　もし脅迫者の言葉が本当なら、俺はナイフを刺された瞬しゆん間かんこの場に倒れて十分以上動けず、その間にＨＰは間違いなく消し飛ぶ。

　硬直したまま、胸にわずかな空気を吸い込み、それを声に変える。

「…………目的は、なんだ」

　すると、耳のすぐ後ろで、くくくっという笑い声が生まれた。音だけを聞けばとても愉快そうなのに、なぜか本心から笑っているとはまったく思えない、どこか演技的な響ひびき。

「決まってるだろ、兄ブ弟ロ。面おも白しろいからだよ」

「おも……しろい？」

「俺は楽しみたいんだ。せっかくのビッグ・ステージだぜ？　いろいろ仕込んで、盛り上げたいんだよ」

　その言葉を聞いて。

　俺はようやく、背後の男が何者なのかを悟った。

　もちろん名前も、顔も解わからない。しかし存在だけは知っている。

「お前……モルテたちのボスだな。レジェンド・ブレイブスに強化詐さ欺ぎを教えたり、ＡＬＳとＤＫＢを争わせようとしている……《黒ポンチョの男》」

　掠かすれ声ごえの指摘を、脅迫者は低い口笛で肯定した。

「そのニックネーム、なかなかいいな……ちょっとジョン・ゲイシーっぽくてさ。……さて、そろそろ場所を変えようじゃないか？」

「…………どこへ行く気だ？」

「もちろん、地下だよ。殺人鬼は地下室に行くもんだろ？」

　確かに、この城には地下フロアがある。そこに入ってしまったが最後、どんなに叫ぼうが誰の耳にも届くまい。しかも、地下にはモンスターも出るので間違いなく圏外だ。言われるがままに移動するのは自殺行為だが、ナイフにレベル５毒が塗ってあるという脅おどしを否定できない以上、いまは従うしかない……。

　────いや。

　もし、本当にレベル５の麻ま痺ひ毒どくを使えるのなら、ナイフを突き付けて歩かせずとも問答無用で刺せばいいのだ。麻痺したプレイヤーは自由に運べるのだから、地下に引っ張り込むことは容た易やすい。

　麻痺毒はブラフだ。

　そして恐らく……いや間違いなく、ここが圏外だという言葉も。

　モルテやこの男は、煽せん動どうＰＫ集団である。煽動を行うために必要な唯一の道具、それは言葉だ。こいつは俺にここが圏外だと信じさせ、本当に圏外である地下フロアまで移動させようとしているのだ。

「…………解った」

　短く答え、俺は右足を前に出した。

　背中とナイフの切きっ先さきの間に、わずかながら距きよ離りができたその瞬しゆん間かん、思い切り後ろに跳ぶ。

　当然ナイフは俺の背中に激げき突とつし、鋭えい利りな刃先が革コートとインナーを貫つらぬいて、アバターの肉に潜もぐり込む────

　代わりに、紫色の閃せん光こうが暗い回廊を染め、衝しよう撃げきが背中を叩たたいた。犯罪防止コードが発動し、自動障しよう壁へきによって俺とナイフ双方が弾はじかれたのだ。

「シッ……！」

　男が毒づく。俺は衝撃に耐たえて踏ふみ留とどまり、振り向きざま背中の剣を抜く。

「お……おおッ!!」

　叫びながら、ソードスキル《スラント》を発動させる。もちろん俺の攻撃も相手にダメージを与えられないが、狙ねらいはノックバック効果によって相手の足を止め、同時に音と光で前庭のエギルたちに異常を知らせることだ。

　俺の視界に、飛び退すさろうとする黒い影かげが映る。

　身長はかなり高い。瘦やせた体に、てらてらと光こう沢たくのある黒いフードつきショートコート、すなわちポンチョをまとっている。フードを深く下ろしているので顔は見えないが、肩口に黒い巻き毛が見て取れる。

　システムによって加速された刃やいばが、男の胸に迫る。いったん転倒させられれば、ひたすらソードスキルを浴びせ続けることでしばらく擬ぎ似じ的なスタン状態に追い込めるはず。

　しかし。

　空中にある男の体が、通常の跳ちよう躍やくなら有り得ないスピードで後退し、俺の剣は空を切った。

「まだだっ……！」

　着地と同時に、突進系ソードスキル《レイジ・スパイク》を発動させるべく剣を引き戻す。恐らくポンチョ男はかなり高い軽業アクロバツトスキルを持っているが、突進技のスピードを超えるほどのバックジャンプは絶対にできない。

　左足を深く踏ふみ込み、技後硬直が終了した瞬しゆん間かん、右手の剣に鮮あざやかなライトエフェクトを宿す。

　だが、今度もまた、ポンチョ男は俺の予想を超えるアクションを行った。

　着地する寸前に、右手から何やら小さな球体を床に転がす。それは瞬時に炸さく裂れつし、真っ黒い煙を噴ふき上げて回廊を満たす。

　────煙幕!?

　ベータ時代を通して、ＳＡＯで初めて目にするアイテムに驚きよう愕がくしつつも、俺は黒ポンチョ男がいるであろう場所目掛けてソードスキルを繰くり出した。

　突進技特有の金属質なサウンドが響ひびき、ソード・オブ・イヴェンタイドの鋭するどい剣けん尖せんが黒煙を切り裂く。何かを掠かすめた手て応ごたえとともに、システムカラーの閃せん光こうが小さく瞬またたく。

　それだけだった。再び着地した俺は、煙から抜け出すと素早く周囲を見回した。

　しかしもう、黒ポンチョ男の姿はどこにもなかった。索敵スキルを全開にし、視覚と聴覚に全神経を集中させるが、影ひとつ、足音ひとつ捉とらえられない。

　…………また会おうぜ、ブラッキーさん。

　そんな声が聞こえた気がして振り向いたが、薄うす暗ぐらい回廊には、薄れ始めた煙が俺を嘲あざ笑わらうようにたなびいているだけだった。顔さえ見ることができずに取り逃がしたと自覚し、歯は嚙がみをしかけた俺の眼めが、ようやくあるものを発見した。

　回廊の片かた隅すみに落ちている、中型のナイフ。

　歩み寄り、拾い上げる。全体が真っ黒でデザインもシンプルだが、ボス戦の経験値でレベル19になった俺の手にもずっしりと重い。

　やはり毒など塗っていないそれをストレージに放り込んでから、こんなところでぐずぐずしている場合ではないことにやっと気付く。黒ポンチョ男が一人で行動していたとは限らない。モルテ、もしくは地下墓地で見た黒マント、もしくは俺の知らない一味が同時に動いていたかもしれないのだ。

「…………アスナ」

　掠かすれ声ごえで呟つぶやくと、身を翻ひるがえして全力疾走する。

　もし奴やつらが、同じ手段でアスナを圏外に連れ出していたら。

　戦せん闘とう力りよくそのものならモルテにもまったく引けを取らないはずだが、彼女は対人戦を知らない。この層に来たばかりの頃、デュエルの手ほどきを頼まれたのだが、その時はアスナが剣を引いてしまった。いまの彼女では、様々なトリックを駆く使しする奴らの戦い方には、恐らく対応できない。

　回廊をもと来た方向に駆かけ戻り、突き当たりの小部屋のギミックを操そう作さして隠し扉を開け、四階への階段を二段飛ばしで上る。廊下をダッシュし、急カーブしてテラスに飛び込む。

「アスナ!!」

　俺の叫び声に、賑にぎわう街並みを見下ろしていた細剣使いが、きょとんとした顔で振り向いた。

「ど……どうしたの、キリト君？」

「……………………」

　咄とつ嗟さに何も答えられず、テラスの入り口にしばし立ち尽くしてから、つかつかと歩み寄る。

「ちょっと、いったいどうし……」

　両手を伸ばし、アスナの細い体に回すと、有無を言わさず引き寄せる。

　アバター、いや肉体の温度と感触が強烈に伝わってきて、俺はやっと安あん堵どの溜ため息いきを吐いた。朝になったら、何はさておき今度こそしっかりデュエルのレクチャーをしよう。そう決意しながら、相棒の体を抱き締しめ続ける。

　しばらくしてアスナの手が動き、ぽんぽん、とまるで子供にするように俺の背中を叩たたいた。

　そして、耳みみ許もとで優しい囁ささやき声ごえが響ひびいた。

「とりあえず、その手を離はなしてくれる？　軽めのソードスキルぶちこむから」

「あ…………え、ええと……ここ、もしかしたら圏外だったかも……」

「圏内に……決まってるでしょ!!」

　アスナの左フックが唸うなり、俺の脇わき腹ばらに突き刺さって、紫色の閃せん光こうと盛大な衝しよう撃げき波はを発生させた。





（終わり）












　　　あとがき




　ソードアート・オンライン・プログレッシブ４、『冥くらき夕ゆう闇やみのスケルツォ』をお読み下さりありがとうございました。

　このＳＡＯＰシリーズは、第一層攻略編になんとなく『星なき夜のアリア』というタイトルをつけて以来サブタイトルに楽曲形式の名前を使っています。第五層攻略編の《スケルツォ》というのはイタリア語で《冗談》を意味する言葉で、日本語では《諧かい謔ぎやく曲きよく》とも言われる、激しくもどこか滑こつ稽けいな感じもする音楽のことです。有名なスケルツォに、『魔法使いの弟子』という管弦楽曲があります。ディズニー映画の『ファンタジア』に使われているのでお聴きになったことがあるかもしれませんが、作者的にはあの曲が、ＰＫ集団ラフィン・コフィンの雰囲気にマッチしているかなーと……。『冥き夕闇の』という修飾語は五層の雰囲気をあらわしたつもりだったんですが、いま見るとなんだかえらく中二マインドあふれてますね（笑）。

　さてさて。ＳＡＯＰは毎巻そこはかとなくテーマを決めていますが、この四巻の表テーマは《ラフコフ蠢しゆん動どう編》、裏テーマは《キリトとアスナの関係値》ということになるでしょうか。デスゲームの初期から跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こし、キリトと長い戦いを繰り広げていくことになるラフィン・コフィン（現状ではまだそのギルド名は出てきていませんが）の企たくらみを書くいっぽうで、暫ざん定ていパートナーとして五層まで戦い続けてきたキリトとアスナが現時点でお互いをどう思っているのか、ここらでしっかり書いておこうという意図のもと、この巻の前半パートは久々にアスナ視点となっております。実は私、《他のキャラクターから見たキリト》を書くのがけっこう苦手なんですが（必要以上にカッコよくなりすぎちゃうので……〈笑〉）、アスナ視点だけはなぜかナチュラルなキリトくんを描写できる気がします。まあ、ところどころでここぞとばかりにカッコつけてましたが。

　後半のキリトパートでは、二層編以来かなり久々にフロアボス攻略をがっつり書きました。ボス本体の攻撃パターンだけではなく、ボス部屋のギミックもあれこれ工夫してみたんですが、考えるだけでかなり消耗しました（笑）。実際にネトゲの大ボスを創造しているデザイナーさんやそれを実装しているプログラマーさんは凄すごいですね……。素人しろうと考えの五層ボス戦でしたが、楽しんで頂けたなら幸いであります。

　今回、川かわ原はら史上最凶レベルの進行になってしまい空前絶後にご迷惑をおかけした担当の三み木きさん、イラストのａｂｅｃさん、本当にすみませんでした！　その三木さんが書いた本がこのＳＡＯＰ四巻と同じ十二月十日に、そしてａｂｅｃさんのＳＡＯ画集が二〇一六年の一月に発売されます！　そちらもぜひよろしくお願いします!!





二〇一五年十一月某日　　川原 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『絶対ナル孤独者《アイソレータ》３　─凝結者 The Trancer─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

あれこれやってきた人生ソロクエストもそろそろネタ切れになってきたので何か新しいことに挑戦したいです。一人でライブ行ってサイリウム振りまくるとか…一人でダム湖行ってバスロッド振りまくるとか…
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先
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電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係
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